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調　査　の　概 要

　本 ワー キ ング ・グル ープ で は,大 き く二 つ にテ ー マを分 け て 調 査 を 行 な った。

一 つ は ,計 算 機 に よ る自然言 語 処 理技 術 の 現状が ど のよ うな も の で あ るか を 知

る ため の調 査 で あ る。 も う一 つ は,現 代 の言 語学 の 潮流を 探 る た めの 調 査 であ

る。 これ に は,電 総 研の 外 部 か ら,山 梨 正 明大 阪大 学講 師,寺 津典 子 富 山大学

講 師 の 協 力 を あお い だ。

　 (A)第1部 　 自然 言語 処 理 シ ステ ム

　　 　 自然 言 語処 理 ワー キン グ ・グル ー プ報 告書の 第 一部 は,自 然 言語 処 理 シ

　　 ス テ ムの 研究 の現 状 の調 査 と分析 で,8章 か ら構 成 され て い る。 しか し,

　　 本 調 査 が2年 に わた る こ とを 想定 して,第3章 と第4章 は,今 回の 報 告 書

　　 に含 め なか った。 また,調 査 を進 め る段階 で,本 年 の報 告 書 では,特 定 の

　　 テー マ の重 要性 が 認識 され,そ れ を集 中 的に調 査 す るこ とに した。 第1部

　　 の 構 成 と担 当者 は 次の とお り。

　　 　 第1章 　 は じめ に　 (田 中穂積 ・電 総研)

　　 　 第2章 構 文 解析 　 (佐 藤泰 介 ・電 総 研)

　　　簑:蕊 副 次年賦
　 第5章 　問 題 解決 と推論 －DefaultReasoning　 (松 本 裕 治 ・電 総 研)

　 第6章 談 話 理解 　 (内 田 ユ リ子 ・電 総研)

第7章 ⌒(板 橋秀一　　　　
・電総研

三国一郎)

　 第8章 応 用 シ ステ ム

　 　 &1　 機 械 翻 訳 　 (池 田 尚志 ・電 総 研)

　 　 8.2　 質 問応 答 シス テ ム　 (田 中穂 積 ・電 総研)

　 第2章 で は,構 文解 析 技 術 を述 べ る。 自然 言語処 理技 術 の な か で,形 態

素 処 理,構 文 解 析 に つ いて は,ほ ぼ問題 点 が 明 らか に なり,し か も技 術 的

な進 歩 が み られ る。 問 題 点 の 多 くは,構 文解析 が,意 味処 理 や,文 脈 レベ

ル の 処 理 と完 全 に 分 離 で き ない ことに起 因 してい る と思 わ れ る。 そ れ らを

除 け ば,技 術 的 に 確立 され て きて い ると考 え て よいだ ろ う。 構 文 解析 用 の

アル ゴ リズ ムと シス テムに つ い ては,人 工言語(形 式 言語)の 構 文 解析 手
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法 を 自然 言 語 に応 用 す るため に,さ ま ざ ま な拡 張が な され てい る。 これは ,

文 脈 自由文 法 を骨 子 と し て,各 規 則 に何 らか の手 続 き(プ ログ ラム)を 付

加 し強化 す る こ とに よ って,柔 軟 性 を もた せ,文 脈 依 存的 な 処理 を 行 な わ

せ よ うとす る もの で あ る。我 が 国 での研 究状況 と,日 本 語の特 質が,構 文解

析 に どの よ うな影 響 を 及 ぼ すか につ い て も調 査 し た。

　 第5章 で は,最 近,不 完全 な知 識 の 下 で行 な われ る推 論 の研 究 が進 んで

い るため,そ れ に 焦点 を あ て て調 査 した。 これ はdefaultreasoningと よ

ば れ,質 問 応 答 シ ステ ムの 問題 解 決 を行 な う場 面 で,ま す ます 重要 に なっ

て きて い る技 術 で あ る。 調 査 に よ れ ば これ は,(D変 数 割 当 て にお け る

d・fau1・,(ii)閉 じ た 世 雅 お け るd。faul,,(iii)階 層 表 現 に お け る 、。fau1、 ,●

(iv)　Frame問 題,な ど に分 類 整理 され る。(i)は 変 数 に値 が 陽 に割 当 て られ て

い な い時,変 数 に あ らか じめ セ ッ トされ てい る常識 値 を用 い る推 論 であ る。

(IDの 閉 じた 世 界 では,あ る事 実 の成 立 が 証 明 不可 能 な 時 には,そ の事 実の

否定 が 成立 す る とい う もの で あ る。(ljDは,1塔 層 構造 に お け る同 レベルの 概

念 間 にdisjoint性 が 成立 す る と い うdefaultreasoningで あ る。(IV)は,箱

の 移 動 に よ り,箱 の位 置 は 変 化 す るが,箱 の 色は 変化 し ない こ と等 を どの

よ うに扱 うか とい う問 題 で あ る。 以上 を ど の よ うに して形 式 化 す るか が

default　 reasoningの 最 近 の 研 究 に よ り,部 分的 に 明 らか にな って きてい

る・ これ らを 説 明 す る。

　 第6章 の 談話 理 解 で は,主 と して,Halliday等 の最 近 の 研 究 を 調査す

る こ とに した。 今 回 は,Hallidayの 用 語 の 説 明 とcohesion(結 合 関係)

　 に関連す る基本的 な考え方を説明す る。談話理解の問題は,今 後増 々重要
/

　 に な る と思われ るが,明 確 な理論 とモデルが模索されてい る段 階にあ る。

　　しか も語用論に属す事柄が極 めて 多いのが特徴 である。今後,現 実の言語

　 現 象に幅広 くあた り,分 析 す る必要があると思われ る。

　　 第7章 の音声理解の項では,特 に70年 代の米国 におけ る音声理解プロ

　　ジェク トの結果 を中心に調 査 した。70年 前半の 自然言語 理解 システムの

　 研究の 成果 は,音 声認識の研究者に希望を与 えたよ うに思われ る。音声認

　 識に,言 語 情報が必要であ るとの認識 は基本的には正 しい とい えるが,米

　　国における音声理解 プ ロジェ ク トの結果は,言 語情報の利用が十 分有効で
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　 あ る とい う段階 に まだ ない とい うこ とを改 め て 多 くの 研 究 者 に認 識 させ る

　 結 果 に な っ た。 そ して,む し ろ,も う一 度 音 響,音 声学 的 レベル の 処 理 を

　 見 直 す方 向 が 示 唆 され て い るこ とが 明 らか に され た。

　 　 第8章 では・ 自然言語の応用シ ステムについての調査を行 な った。8.1で は機 械

　 翻 訳 シス テ ム開 発の 歴 史 と現 在 の研 究 動 向が 概 観 され る。 質 問 応答 シ ステ

　 ム と 同様 に,対 象分野 を 限定 す るこ と によ り,実 用 化 数 歩 の シ ステム がす

　 で に 実 現 可能 な時 期 に きてい る。80年 代 は,そ う した 方向 の 研究 が,進

　 慶 す る と思 われ る。 しか し,機 械 翻 訳 に 関 して いえば,か な 漢 字変 換 と同

　 様 に,当 面,人 の介 入 に よ るpost　 editingを どの よ うに ス マ ー トに行 な

　 うか が,短 期 的 な レベル で は 重要 にな る と思 わ れ る。『

　 　 8・2の 質 問 応 答 シス テ ムに 関す る調査 で は,自 然 言 語 に よ る質 問応 答 シ

　 ス テムの実 例 検 討 と,利 害 得失 が 考 察 され て い る。

(B)第U部 　最 近 の言 語 学 の潮 流

　 　 第 ∬部 で は,現 代 言語 学 の 潮 流 を 調査 した。 構成 は,つ ぎの よ うで あ る。

　 　 　 第1章 　生 成 文法 理 論 の展 開　 (寺 津 典子 ・富 山大)

　 　 　 第2章 生 成 文法 理 論 に おけ る意味 論 の 展 開 　 (山 梨正 明 ・大 阪 大)

　 　 　第3章 　 ヨー ロ ッパ に おけ る言語 学 の 展 開 　 (横 山 晶一 ・電 総研)

　 　 　第4章 　 Montague文 法 　 (大 谷 木重 男 ・電 総研)

　 　第1章 で は,チ ョム ス キ ー文法 が,初 期 の標 準 理論 か ら拡大 標 準 理 論 を

　経 て最 近 の 痕跡 理 論 の 導 入 に伴 な う修正 拡 大 標 準理 論 へ 進展 して い く過程

　を追 い,そ れ が ど の よ うに理 論 的 に進 化 したか を調 査 した。 また これ らの

理 論 的 な進 化 が,ど の よ うな理 由 に よ りな され た か を歴 史 に 沿
っ て説 明 し

　た。特 に修正拡大標準理論の基 本的 な考 え方を詳 し く説明 し,痕 跡が導入

　された意義 と動機 をまとめている。修正拡大標 準理 論の大略は下図の よう

　である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(意 味解釈規 則)

(1)文 文法:旦 離 離 工 表麟 造Sロ 論理形式

　　 灘 瓢(S卜2)}:論 理形式 → 、意味'

第2章 では,生 成 文法 理 論 に お け る意 味論 の 展 開 を 調査 した。 第1章 は
,
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主 と して統 語 論 が 中心 で あ った。 生 成 文法 理 論 は1970年 に入 って,意

味 が 重視 され,そ れ は,解 釈 意味 論,生 成意 味論,格 文 法理 論 等 の諸 派 に

分 岐 して きてい る。 チ ョム ス キー文 法 の進 展 も,統 語 的 側面 の み な らず,

ヤ意 味 の と らえ方 の 進 展 ノとい う視 点 でみ なおす こ とが で きる
。 第1章 で

も触 れ た解 釈 意味 論 に対 置 す る形 で 生成 意 味 論が 生 まれ た動 機,理 由に つ

い て も調 査 し た。 解 釈 意 味 論 では,意 味 解 釈 規則 の 入 力 とな る深 層 レベ ル

を 次 第 に表 層 レベ ル に近 づ け る。 生 成意 味 論 で は,深 層 レベル を一 層 深化

させ,意 味 表 示 レベル と同 一 視 して行 く方 向を とる。 両者 の 利 害損 失 は一

概 に は いえ ない が,後 者 は,最 近 で は語 用 論,発 話 行 為論 と も接点 を も ち

つ つ あ る。 い ず れ に して も,両 者 の意 味 論 に,従 来 軽 視 され て きた語 用 論

の 問題 を ど う取 り込 む か が 今 後 の課 題 で あ ろ う。

　 第3章 では,ヨ ー ロ ッパ に お け る言 語 学 の 展 開を 調 査 した 。 と もす れ ば,

日本 で は,チ ョムス キ ー文 法 の 隆 盛 の 陰 に隠れ て,ヨ ー ロ ッパ の言 語 学 の

現 状 を知 る機 会 が少 な い。 しか し,テ ニ エ ール らの 結 合価 の 理 論 は,動 詞

を 出発 点 と した文 の 構 造 分 析 と して,注 目す べ きもの で あ ろ う。 また機 能

文 法 との関 連 で プ ラー グ学 派の 先 導 的 な役 割 も無視 す る ことが で きない だ

ろ う。 今 回 は,そ の 概 略 を 説 明 す る。

　第4章 では,最 近 注 目を あ びて い る モ ン タギ ュー 文法 に つ い て調査 した。

モ ン タギ ュー文 法 は,統 語 論 と意 味論 を 融合 す る道 を与 え,入 力文 を極 め

て 体 系 的 な方 法 で 内 包論 理 式 に翻 訳 す る枠 組 み を 与 え た。 内 包論 理 は,様

相 論 理 の一 種 で あ るが,モ ン タギ ューは,trivialで ない 程 度 の英 語文 に

つ い て,こ れ まで言 語 哲学 の 分野 で問題 と さ れ て い たFregeの 関 数 原則,

す な わ ち全 体 の 意 味 は 部 分 の 意味 か ら計算 可 能で あるとい う原則が,整 合 性

を も って 成立 す る方 式 を 提 案 した。 今 回 の調 査 で は,そ の概 要 を報告 す る

に と どめ たが,こ の モ ン タギ ュー文 法 の 枠組 み は,生 成意 味 論 の学 者 に よ

り注 目 され,そ れ との 等 価 性 が議 論 され るに及 び,非 常 に活 発 に研 究 が進

め られ てい る。 また,計 算 機 科学 者 の 側 で も,モ ン タギ ュー文 法 の考 え方

を 取 り入 れ た シス テ ム作 りが 試 み られ る など,今 後 の 研 究課 題 と して,実

り=豊か な土 壌 を 与 え て くれ た と評価 され てい る。

　 以 上 で,自 然 言語 処 理 ワー キ ング ・グル ープ報 告 の 大 略説 明 を終 え るが,
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自然 言語 処 理 の 研 究 は 長 期 の もの で あ る こ とを認 識 す る と と もに,第5世

代 の 計 算機 に対 して も少 な か らぬ イ ンパ ク トを与 え うる可 能性 を も ってい

る,と い う こと を指 摘 し たい 。研 究 開発 の 輪が,我 が国 で もっと広 が る こ

とを 期 待 したい 。 そ う した 輪 の 拡 が りの 中で,実 用 化 を 目指 す 試み も行 な

われ な けれ ば な ら な い と思 わ れ る。

●
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1.は じ め に

1.1　 序　 　 論

　 計 算機 の 高 度化 には,i)計 算機 速 度 の 向上,　 ii)知 的機 能 の 向上 が 考 え ら

れ るだ ろ う。ii)は,究 極 的 に は計 算 機 の もつ知 的機 能 を 人 間並 み に した い と

い うこ とで あ る。 自然 言 語 を 計 算機 で理解 す ると い う試 み に は,特 にll)が 関

係 し てい る。

　現 在 の計 算 機 の理解 で きる言 語 は,マ イ ク ロ命 令 に は じ ま り,機 械 語,ア セ

ン ブ リ言 語 を経 て高 級 プ ログ ラ ミン グ言語 に 至 る まで,さ まざ まな レベ ルが あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
る。 しか し,こ れ ら は全 て 人工 言 語 と よば れ る範 疇 の 言語 で あ る。 これ に対 し

我 々人間 は,日 常生 活 の場 に お い て,自 然言 語,音 声,イ メー ジ等 を 媒 介 に し

て 相互 の意 志 疎 通 を行 な って い る。 と こ ろが この,自 然 言 語 や音 声,イ メー ジ

等 の 理解 は,現 在 の計 算 機 が 最 も不得 意 とす る もの の一 つ で あ る。

　 しか し,計 算 機 に これ らを理 解 させ よ う とす る,(あ る意 味 で野 心 的 と もい え

る)試 み は,1970年 代 に 入 って,解 決 に 向 けて 一 定 の前 進 が み られ た,と

い うの も事実 で あ る。 この よ うな 自然 言語 と計算 機 を め ぐる研 究 開 発 の輪 は,

計 算機 科 学 者 の み な らず,言 語 学 者,心 理 学 者,哲 学 者,論 理 学 者 を も巻 き込

み,拡 大 の一 途 を た ど り,学 際 的 な研 究 交 流 の 場 さえ生 れ よ うと し てい る。 こ

れ は,そ もそ も 自然 言語 その もの に 内在 す る特 質 か ら生 れ た当 然の 帰結 で あ る

とみ な され よ うが,極 め て 健全 な動 きで あ る といえ る。 これ らは,1.2と1.3

で 説 明す る。、

1.2　 自然 言語 処 理 シ ステ ム の 研 究 概観

　世 界 最 初の 電 子 計 算 機が 誕 生 した の は,1945年 の こ とで あ った・(電 子)

計 算機 が,そ の後 の社 会に 及 ぼ し た影 響 の 大 き さを考 え る時,計 算機 の 出現 は,

第 二 次 世 界 大 戦後 最 大 の技 術 革 新 の 一つ で あ った とい え る。 しか も その機 械 は,

人 間の 肉体 労 働 の一 部 を代 行 す る機 械 で な く,人 間 の 知 的活 動の 一 部 を代 行 す

る もの で あ った 。 これは従 来 の機 械 のイ メー ジを書 き換 え る もの で あ った。

　 計算 機 の当 初の 目的 は,数 値 計 算 を高 速 に行 な う ことに あ った。 しか し,計

算機 の本 質が,記 号 を 処 理す る能 力 に あ るこ とは,Post,　 Turin9等 の数 学者
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に よ り,計 算 機 が 出現す る以 前 か ら,す で に明 らか に され て い た。 計 算 機 が本

来備えていたこのよ うな記号処理能力と,人 間 の知 的 な 活動の 多 くが記 号 処 理能 力

に 依存 して い る事 実 とを重 ね 合 わせ て み る と,1950年 代 の 後半 に な り,定

理 を 証 明 した り,ゲ ー ムや パ ズルを す る とい った,よ り知 的 な人 間 の行 為 を計

算 機 に代 行 させ よ うとす る計 画,す なわ ち人工 知 能 研究 プ ロジ ェ ク トが 発 足す

るの は,当 然 の 成 り行 きで あ った とい え る。Minskyは つ ぎの よ うに 述 べ てい

る 〔Minsky,　 1976〕 ○　 Iconsider-thinking/to　 be　within　 the　scope

of　effective　 computation"。 心 理学 の 分野 か ら人 工知能 の 研 究 を 推進 し よ う

とす る試 み もあ った。Newell,Simon等 が そ の代 表 であ った。 彼等 は,人 間

の 知的 活動 を,情 報 処 理 装 置(information　 processor)に 見立 て て解 明 し よ う

と した 〔Newe11,1973〕 。 そ こに 人 間機 械 論的 な 「もの の 見方」 を 認 め る

こ とが で きる。 これ は,古 典 的 な人間 機 械 論 では な く,計 算 機 とい う新 しい機

械 を媒 介 に した新 しい意 味 で の人 間機 械 論 で あ る こ とに 注 目した い。

　 計 算 機 が記 号 を 操 作で きる こ とか ら,1960年 に入 って,計 算機 に言 語 を

理 解 させ よ うとす る試 みが 活 発化 して くる。 特 に,当 時の 言 語 理 論 に 新 しい大

きな流 れ を 創 り出 したChomskyの 生 成変 形 文法 は,機 械的 な記 号 操 作 を ベ ー ス

に してお り,言 語 の機械 処 理 の 立場 か ら も注 目す べ き理論 で あ った。 多 くの人

が,こ の 理 論 を もとに した機 械 翻訳 シ ステ ムの 実 現 を夢 想 し,計 画 を 具 体 化 し

よ うとし た。 入間 の 操 る言 語 は,高 度 に 知 的 な入 間 活 動の産 物 で あ る。 言 語の

使用 と理 解 は,人 間の 豊 富 な知識 と経験 とを ベ ー スに して い る。 した が って,

自然 言語 処 理 シ ステ ムの実 現 は,高 度 に 知 的 な機械 の実 現 と密接 に関 連 して お

り,そ れ は 本 来 的 に人 工 知能 の 大 きな研 究 テー マの 一 つで あ った とい え るっ し

か し,1960年 代 の人工 知能 の研究 は,ゲ ー ム,パ ズル,ロ ボ ッ トの研 究を

中心 に展 開 され て い た。

　 1960年 代 の 自然言 語 処理 シス テ ムの研 究 に関 して い え ば,機 械 翻訳 シ ス

テム の研 究 が 中心 で あ った。 それ に対 して,人 工 知能 の研 究者 は,機 械 翻 訳 シ

ス テ ムの実 現 に は,言 語 の 意味(semantics)の 解 明が 必 要 で あ る と主 張 して い

た。 この よ うな 主張 は,当 時MITのMinsky〔Minsky,1968〕 の提 唱 した

"Semantic　 Information　 Processmg"と い う考 え 方 に集 約 され てい る とい え

る。 当時 の 人工 知能 の研 究者 の 多 くは,ゲ ー ム,パ ズル,定 理 証 明,も し くは
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知 能 ロボ ッ トの 研 究 に 対 して楽 観的 で あ ったが,機 械 翻 訳 シ ステ ムの研 究 に対

して は 慎 重 であ ったo

　 それ とは 全 く対 照 的 に,当 時 の 翻訳 の研 究者 の 多 くは,機 械 翻 訳 シ ステムの

実 現 を楽 観祝 して い た。 そ して 彼等 の 研 究 は ,人 工 知 能の 研 究 と独立 に進 め ら

れ てい た。 当時 の言 語 理論 は 統 語論(syntax)中 心 で あ った。彼 等 の 多 くは ,

統 語 論 に よ って,か な りの程 度 の機 械 翻 訳 シ ス テ ムが 実 現 可能 で あ る と考 え て

い た。 彼等 の楽 観 論 の 背景 に は,計 算機 技 術 の進 歩 ,そ れ にChomsky等 に よる

新 しい 言 語理 論 の 出現 が あ った と考 え られ る。 しか し,統 語 論 を ベ ー スに した

機 械 翻 訳 シ ステム の実 現 が 困難 な もの であ る こ とが 次 第 に 明 らか に な って くる。

そ し て 米 国 でALPAC(Automatic　 Language　 Processing　 Advisory　 Com-　 　 ●

mittee)の 報告 書 が ま とめ られ るに 及び,最 も活 発 な 研究 が 行 な わ れ てい た米

国 での 機 械 翻 訳 の研 究 は,急 速 に収 束 して い っ た 〔Hutchins ,1978〕

〔Petrick,　 1976〕o

　 この よ うに,当 時 の 機械 翻 訳 の研 究 は,言 語(こ とば)に お け る意 味の 重要

性 の 再 認 とい う,今 日か らみ る と当 然 ともい え る結 末を 迎 え た。 しか も,そ こ

か ら一定 の成 果 と して後 世 に 受 け継 がれ た ものは,意 外 に も少 なか った よ うに

思 わ れ る 。 た だ,Harvard大 学 の 久 野 　 等 が 作 成 し たPredictive　 Analyser

〔Kuno,1965〕 は,そ の 後 の統 語 処理 の研 究 に,大 きな影 響 を与 えて い る。

Chomskyの 生 成変 形 文 法 に 関 して いえ ば ,そ の形式的な側面は,自 然言語 ではな く

む し ろ人 工言 語(プ ログ ラ ミング言 語)の 分 野 で 有 用 な理 論 で あ る こ とが実証

され た。

　乙 のよ うな,機 械 翻訳 システムの研究の挫折は,お そら く,言 語理論の構築

を 目ざす語 学都 も,あ る勘 影響を与えたもの と握 され る.そ の頃から,●

生 成 変 形 文 法 の 枠 内 で,Chomskyの 標 準 理 論 に 立 脚 し た 解 釈 意 味 論 と
,　 Lakoff,

McCawley等 の 主 張 す る 生 成 意 味 論 と の 間 に 論 争 が は じ ま っ た
。 そ れ は 現 在 で

も 続 い て い る 〔月 刊 言 語,1977〕 〔Winograd,1971〕 。

　 1960年 代 後 半 に な る と,自 然言 語処 理 シス テ ムの研 究 は,明 らか に大 き

な 壁 で 前途 を 立 ち塞 がれ て い た。 この手 詰 り状 態を 打 開す る成果 は ,1960

年 代後 半 か ら1970年 に か け て の人 工 知 能の 研 究 か ら生 れ た。1970年 代

の 自然言 語 処 理 シス テ ムの 研 究 状況 を 図1 .1に 示 す。　 　 　 　　 　 　 　 +t
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　 と りわけMITのWinograd〔Winograd,1971〕 の 作 成 したSHRDLUシ

ス テ ムは,1970年 代 の 自然 言 語処 理 シス テムの 研 究 に大 きな影響 を与 えた。

これ は積 木 の世 界を操 作 す る ロボ ッ トに対 して,英 語 の 指 令 を 出 して,積 木 を

積 み上 げ た り移 動 す る仕 事 を 行 な わせ るもの で あ った。SH　 RD　LUは,人 間 と

の 会話 の場 面や,文 脈 を 用 い た 文 の意味 解釈 を行 な うこ とが で き る。SHRDLU

の 成功 は,以 前 とは 比較 に な らない 程 の計 算機 パ ワ ーが 利 用 で き るよ うに な っ

て きた こ と,対 象 世 界を極 め て狭 く限 定 した こ とな どが 間 接 的 な要 因で あ るに

して も,Wi　 nogradが,意 味,文 脈,場 面,常 識 な ど,そ れ まで 困難 で手 が つ

け られ な い と見 な され て い た諸 問題 に,ま じめに取 り組 ん だ か らだ と考 え られ

る。 部 分的 で あ るに せ よ,そ れ らの問 題 を解 決 し,動 作 し う る一 つの シス テム

と して 統合 化 したSHRDI.Uは,確 実 に 自然言語 処 理 シ ステ ムの研 究 を 前進 さ

せ,そ れ に対 す る手が か りを 与 え た。SHRDLU以 後 の研 究 は,　 SHRDLUの

限 界 に挑 戦す る こ とか ら開 始 され た と して も過 言 で は なか ろ う 〔Wilks,1974〕 。

　 1970'年 に 入 り,自 然 言語 処 理 シス テ ムだ とか,音 声 理 解 シ ス テム だ とか,

こ と さ ら理 解 とい う名 称 を もつ シス テムが 目に つ くよ うに な った。 これ は,意

味 の 問題 を 回 避 しよ うと して い た1960年 代 の シス テム との 差 を,言 外 に強

調 し よ うと して い るか らで あ る。

　 1970年 半ば に 入 る と,自 然言 語処理 システ ムの研 究 は,人 工 知 能 の 中核

的 な研 究 分野 に 成長 す る。 ちな み に,1977年 秋 に 米 国 の ボ ス トンで開 催 さ

れ た第5回 人 工 知能 国際 会 議 で は,自 然 言語 処理 シ ステムに 関連 す る研 究 発表

が お よそ1/3を 占 めて い る。 電総 研 の 淵一 博 は,そ の一一・年 以 」二も前 に こ うし

た 傾 向を 予測 し て,"'ゲ ー ム とパ ズル の時 代 か ら,知 能 ロボ ッ トの 時 代 を 経 て,

言 語 と知 識の 時 代へ"と 述 べ て い る 〔淵,1976〕 。

　 最 近 の 自然言 語 処 理 シ ステ ムの 研 究 は,i)対 象 世 界の拡 大,　 ji)知 識表 現

形 式 の検 討,‖D実 用 化 可能 性 の 検 討,の 方 向で 研究 が 進 め られ て い る。

　 1),ii)は,自 然言 語 処 理 シス テムの実 現 を長 期 的 な視 野 に お き,蓄 積性

の あ る研 究 を進 め る立 場 で あ る。 また,最 近 目立 つ こ とは,i),il)に 関連

して,他 学 問 分野 との接 触,協 同 作 業が み られ る ことで あ る。 そ れ に つ い ては

次 節 で簡 単 に説 明す る。iii)の 実 用化 可能性 を 検討 す る方 向 は,現 在 の計 算機

技 術 の 進 歩 と無 縁 では な い。 特 に,デ ー タ ・ベ ース に対 す る問 い 合 せ用 言 語 と
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して 自然言語を使用す る試みが,米 国のIBM,　 SRI,　 BBN,イ リノイ大 な どで す

で に プ ロジ ェ ク ト化 ざれ,実 現 にむ け て 活発 に 研 究 され て い る○

　 この 節を 終 え るに あた り,我 が 国 の様子 につ い て簡 単 にふ れ てお く。 我 が 国

で も,京 都 大学 の長 尾,辻 井等 〔長 尾,1976〕 に よ り,文 脈 を考 慮 した 日本

語 文(理 科 の教 科書 文)の 処 理が 試 み られ た。 格 文法 の考 え 方 と,Woodsの

ATN〔Woods,、1971〕 とを ベ ー ス に した パ ーザ 〔長 尾,1974〕 を用 い て

お り,我 が 国 の 自然言 語 処 理 シス テ ムの 先 が け を なす もの で あ った。最 近 では,

機 械 翻訳 シ ス テ ムの研 究 に主 眼が 注 がれ て きて い る。

　 寛 々公社 武 蔵 野 通 研 の 雨宮,島 津 〔雨宮,1977〕 は,積 み 木 の世 界を対 象

に した 躰 語 質 問応 答 シ ス テ ム を作 成 して い るが,SH.RDLUほ ど雑 な も・)●

で は な い。

　 九 州大 学 を 中 心 に吉 田 〔吉 田,1978〕 等 は,真 の 意味 の 自在 な 自然言 語 の

処 理 は現 時点 で は 不 可能 で あ ると して,構 文的 な制 限 を課 し,し か も 自然 で 標

準 的 な文 は 何 か とい う問題 を 追求 して い る。 これ とは 別 に,長 期的 な観点 か ら

す れ ば,栗 原,吉 田 〔粟 原,1973〕 等 の 膨大 な言 語 デ ー タの 意味 分 析 の研 究

が 注 目 され る。

　 電 子技 術 総 合研 究 所で は,小 規 模 な 日本 語 質 問 応答 シ ステ ムを作 成 し,理 解

した 結 果を 図 示 す る シス テ ムを 作 成 した 〔佐 藤,1976〕 。 その 後,パ ーザの

開発 〔田 中,1977〕 を経 て,意 味 抽 出の 問題 に 取 り組 んで い る 〔田 中,1978〕 。

さ らに,抽 出 し た意 味構 造 か ら文 を再 構 成す る研 究 な どが行 な われ てい る 〔佐

藤i,1979〕,〔 横 山,1979〕 。

IBMの 鯨 サ 仁 ンテ ・ フ ・ ・ク'セ ン ターで は・ 実 用 化 をめ ざした(日 ●

本語 に よ る)デ ー タ ・ベ ー スに 対す る質 問応 答 シ ス テ ムが 開 発 され た。 質 問 文

型 に 強い制 限が あ るが,我 が 国 唯一 の 本格 的 な質 問応 答 シ ステ ム作 成 の試 み で

あ るとい え る。 詳 細は,本 文8章&2節 で説 明され るだろ う。 〔鷹 尾,1976〕 。

　 自然言 語 の 処 理 を進 め るた め に は,言 語 デ ー タの 計 算機 入 力(た とえ ば,電

総 研 の渕 に よ る新 明解 国語 辞典,京 都 大学 の長 尾 に よる コ ンサイ ス英 和 辞 典 の

磁 気 テ ー プ化 な ど)に よ る生 デ ー タの 整備 と共 に,計 算機 を 用 いた 大量 デ ー タ

処 理 の研 究 を 進 め,手 作 業 の一 部 を 自動 化 す る こと も必要 に な ろ う。
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1.ろ　 自然言 語 処 理 システ ム と他の 学 問分 野 との 関連

　 1970年 に 入 り,自 然 言語 処 理 シ ステ ムの研 究 者 と,言 語 学者,心 理 学 者

との 接 触 は,ま す ます 活 発化 した こ とを1.1で 述 べた。

　 言 語 学 に関 して い えば,最 近 の 自然 言語 処 理 シス テムの 研 究 に 対 して 大 きな

影 響 を与 え た文 法 は,Fillmoreの 格 文法 で あ ろ う 〔Fillmore,1968〕 。特

に,格 フ レー ムの考 え方が 大 き な影 響 を与 え て い る。格 文 法 で は,文 の 意味 は,

動 詞 を 中心 に 幾 つ かの 深 層格 か ら構 成 され た格 フ レームを 用 い て決 定 され る。

た とえ ば 「切ル 」 とい う動 詞 は,動 作 主格,道 具 格,対 象格 な ど の 深層 格 か ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘレ

構 成 され る格 フ レー ムを 持 っ てい る と考 え るの で あ る♂ 「花 子 ハ　 ハ サ ミテ

紙 ヲ　 切 ル」 とい う文 の場 合 に は,動 作主格=花 子,道 具格=ハ サ ミ,対 象格

=紙 の よ うな深 層格 に よ って ,文 の意 味が 決定 され る。 格 フ レー ムの 考 え方は,

動 詞 を 中心 に した意 味構 造 抽 出法 に対 す る手 が か りを与 え,多 くの 自然 言 語処

理 シ ステ ムで採 用 され た○

　 この こと は,1960年 代 の 機 械翻 訳 の研 究 者 が,Chomskyの 言 語 理 論(標

準理 論 と もよばれ る)〔Chomsky,1965〕 に強 く影響 され たの と,著 しい対

照 を な してい る。Fillmoreの 格 文法 が 生 成意 味 論 の立場 を とって い る こ とを

考 え る と 自然言 語 処理 シス テ ムの研 究 は,標 準 理 論 に立脚 し た解 釈 意 味 論 よ り,

む しろ それ と対 立 す る生 成 意 味 論 の側 か ら大 きな影 響を 受 け て い る こ とは興 味

深 い。 しか しこ の こ とを,解 釈 意 味論 が 否定 され た などと規 格 化 して と らえ る

べ きで は ないだ ろ う。 両 者 の長 所 短所 を慎 重 に 見極 め なけれ ば な ら ない。 解釈

意味 論 に は解 釈 意 味論 の 良 さが あ る。

　 Chomsky自 身,自 己 の理 論 が進 展 し,最 近 で は,言 語が 文 字 化(も し くは音

声化)さ れ た レベ ル に近 い 表層 構 造 上 で,さ ま ざ まな言語 事 象を 説 明 し よ うと

す る痕 跡理 論(trace　 theory)を 提 案 して い る。 この よ うに,最 近 の 言 語学 の 分

野 で は,Chomsky言 語 学 派 の 内 部 対立(生 成 意 味論 と解釈 意 味 論 の 対 立)や,

関 係 文法 な どの新 しい言 語理 論 建 設 に 向 けての 息 吹 きが観 察 され る 〔青 木,

1976〕 。

米　 佐 久間 〔佐 久 間
,1940〕 は,格 文 法 が提案 され るか な り以前 に,既 に同 様 な考 え 方を

　 提 案 してい る。
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　 最 近,Chomsky学 派 か ら,自 然 言語 処 理 シ ステ ム の研 究 を進 めて い る人工知

能 の 研 究者 に 向 け て の厳 しい批 判 と,そ れ に 対す る反 論 が話 題 に な った

〔Dresher,1976〕 。　 これ は,彼 等 に と って,人 工 知 能 の立 場 か らの 言 語 の

研 究 が,無 視 で きない 存 在 に な って きてい る こ とを 示 す もの と して興 味 深い。

一 方 それ とやや 異 な る立 場 か ら
,(過 去 に お け る)人 工 知能 の 研究 者が,人 工

知 能 の研 究 その、もの に 対 して 鋭 い 内部 批 判 を行 な っ てい る。 そ こで は,Chomsky

の 言 語 理論 に対 す る擁 護 が な され てい る。Chomskyの 最新 の 言 語 論 を 計算 機 プ

ログ ラ ム化 しよ うとす る 試 み もあ る 〔Marcus,1978〕 。

　 Chomsky学 派か らの批 判 に 関 してい え ば,彼 等 は,つ ぎ の問 題 を 見逃 してい

る よ うに思 われ る。 それ は,た と え言 語学 者が,さ ま ざま な言 語事 象を 説 明 し

うる と称 す る理 論 を 建設 した とし て も,そ れが 誤 りを 含 まず に動作 す る シ ステ

ムに 直結 す る と い う保 証 は無 い,と い うこ とで あ る。 さら に,た とえ その理 論

に 誤 りが な い と し て も,そ れ を どの よ うに して動 作 し うる シス テ ムと して 実現

した ら 良 いか,具 体 的 な手 法 が 問題 に な る。

　 言語 の 研 究 を め ぐる最 近 の 世 界情 勢 は流 動 的 で新 理 論 誕 生 の 胎 動が 感 じ られ,

非 常 に興 味 あ る時 期 に さし かか って きてい る。 一 応 の 結着 が つ くのは,少 くと

も数 年 先 の こ と にな る だ ろ う。

　 ここ で,意 味 の 問題 につ いて 考 察 して お く。 意 味 の 問題 は,古 来 さま ざ まな

議 論が な され て .きた。 に もか か わ らず,依 然 と して その 本質 が科 学 的 に 解 明 さ

れ た とは い え な い。 最 近 で は,言 語 学,心 理学,哲 学,論 理 学 の 各分 野 で,意

味 の 本 質 を 解 明 す る努力 が 続 け られ て い る。 特 に,言 語 学 者 に よ る深 層構 造 と

表 層 構造 の 設定,心 理 学者 に よ る意 味 ネ ッ トワー クの 考 え 方,哲 学 者 や 論理学

者 の 使 用す る内 包 と外 延 の 区 別,可 能 的 世 界 の 導 入 な どが 注 目 され る。

　 言 語学 者 に よ る深層構 造 と表 層構 造 の 設 定 は,言 語 の 文 字 化(音 声化)さ れ

た レベ ル に 近 い構 造(表 層 構造)と,意 味 の レベル に 近 い 構造(深 層 構造)と

の 間 に,構 造 的 な差 が あ る とす る考 え方 で あ る。 先 の 痕 跡 理 論 では,そ の差 が

以 前 程 際立 た な くな っ てい るが,そ れ で も それ を 意識 す る こ とは,自 然 言語 処

理 シス テム の 作 成者 に と っ て必 要 で あ ると い え る。 意 味 に近 い レベ ルは 言 語の

種類 に よ らな い,す な わ ち普 遍 性 を も ってい る と考 え られ て い る。 この 事 実か

ら,最 近 では機 械 翻訳 シス テ ムの設 計 原理 と して,機 械 翻 訳 の 対 象 とな る二つ
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の 言語 の 中間 に,そ の よ うな言 語 に よ らない普 遍 的 な レベル を設 定 す べ きであ

る と考 え られ る よ うに な って きた 。

　 意味 ネ ッ トワー クの 考え 方 は,心 理 学 者 のQuillian〔Quillian,1968〕

に よ って 提 案 され た。 辞書 項 目の語 の場 合 を考 え て み る。 辞書 項 目の 各 語 の意

味 は 孤立 して 存在 して い るの で は な い。 語 の意 味 は,周 囲 に あ る他 の 語 と意味

的 な 関連 と緊張 を保 ちつ つ 存 在 して い る。 これ は ち ょう ど網 目(ネ ッ トワー ク)

の よ うな もの を想 像 させ る。 網 の結 び 目が 個 々の語 に相 当 し,そ こ に語 の 中心

的 な意 味 が 存在 して い る と考 え るの で あ る。 この よ うな網 目構 造 の こ とを 意味

ネ ッ トワ ー ク とよぶo

　 辞書 の よ うな静 的 な意 味 ネ ッ トワ ー クに対 して,動 的 な意 味 記 述 と して 意味

ネ ッ トワ ー クを 用 い る こ とが あ る。 た とえ ば,文 中の 各語 は,文 中 の 他 の語 か

らの 意 味 的 な影 響 を受 け なが ら,そ の 語 の(文 中 にお け る)意 味 が 決 ま ると考

え られ る。 先 に 述べ た 文 の格 構 造 は,一 与え られ た 文 に依 存 して 決 ま る動 的 な意

味 ネ ッ トワー クの典 型 で ある。

　 意 味 ネ ッ トワー クは,一 般 に,意 味 や知識 を どの よ うに 表現 す べ きか と い う

問題 に 直 観 的な枠 組 を 与 え,そ れ を 用 い て様 々な推 論 や連 想 を行 な うた めの 人

間 の記 憶 モデ ル と して提案 され た。 モデ ルの素 直 さの た め に,意 味 ネ ッ トワー

クの 考 え 方 は 自然 言 語処 理 シ ス テ ムの研 究 に大 きな影 響を 与 え,現 在 で は,さ

まざ まな 角度 か ら研 究が 進 め られ て い る。

　 哲 学 者 や 論理 学 者 の 用い る内 包 と外延 の 区別 は,意 味 の 問 題 に と って重 要 で

あ る。 内 包 と外 延 は,Fregeのsinとsignifieの 区別 と ほぼ 一 致 してい る。

「宵の 明 星 」 と 「明 けの 明星 」 とは,外 延 的に は同 一 物体(金 星)を 指 す が,

そ の 内 包 と しての 意味 が 異 な る。 この よ う な区 別は 意 味 を 正 確 に と らえ よ う と

す る時 に 問題 にな る。 意 味 ネ ッ トワー ク上 に,内 包 と外 延 の 区 別 を どの よ うに

表 現 す べ きかを 論 じたWoods〔Woods,1975a〕 の 考 察 が あ るが,完 全 な解 決

は まだ 見 い 出 され て はい な い。

　 様 相 論理 に おけ る 可能 的世 界 も,文 脈 や 常識を 処理 す る場 合 に 有 用 な概 念 で

あ る。 与 え られ た文 の真 偽 は,可 能的 世 界 に依 存 して 決 ま る。 た と えば 「日本

ノ首 相 ハ大 平 デ ス」 とい う文 の 真 偽は,そ れが10年 前 の こ とな ら正 し くな い

だ ろ う。10年 前 の世 界 は,明 らか に 一 つ の 可能 的世 界で あ る。 時 間は 可能的
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世 界を 決 め るイ ンデ クスの 一 つ で あ るっ 談話 の 理 解 に は,こ の よ うな可 能 的世

界 の導 入が必 要 に な る。 それ に 関連 し て,一 種 の ラム ダ計 算 で あ る内 包 論理 と

様 相 論 理 とを武 器 に,統 語 論 と意味 論 を 統 合 的 に扱 お うとす るMontague文 法

の考 え 方 が注 目 され る 〔Allwood,1977〕o淵 一 博 〔淵,1977〕 が 指摘 し

て い る よ うに,本 研 究 で用 い るパ ー ザの 意味 構 造 抽 出 法 は,Montague文 法の

それ と酷 似 してい る。

　 自然 言 語 処 理 シ ス テ ムの研 究 か ら生 れ た 成果 が,最 近 言語 学 者 や 心理 学 者 に

も影 響 を与 え て い る。 意味 の手 続 き的 記述 〔Winograd,1971〕 や談 話 理 解の

た め の フ レー ム応 用 〔Fillmore,1977〕,〔Minsky,1975〕,〔Schank,

1977〕,S。h、nkの 基 本ACTの 実 在 性 の 検 討 〔S,h。 。k,197・ 〕,文,。 一 ズ ●

の た め の 心 理 モ デ ル と し て のATNG〔Norman,1975〕,〔W・ 〕ods,1971〕

の 応 用 等 で あ る 。 こ の よ う に,、 自 然 言 語 処 理 シ ス テ ム そ れ 自 体 が,意 味 の 理 論

を 検 証 す る た め の ・一 つ の 実 証 可 能 な モ デ ル に な る こ と も 忘 れ て は な ら な い 。
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2 構　 文　 解　 析

4

4

　 　 　 2.1　 は じめ に

　 　 　 　 自然言語 であれ,人 工言 語 であれ,言 語を 処 理 す る シス テ ムに とって 不 可欠 な

　 　 　 構 成 要 素 と して 構文 解 析が あ る。 構文 解析 とは"正 しい 文"と"正 し くな い文"

　 　 　 を峻 別 し前 者 か らそ の 内部 構 造 を 取 り出す こ とを言 う。 こ こで これ か ら述 べ る

　 　 　 こ とは この 構 文解 析 につ いて で あ るが,事 は 言 語 学,AI,計 算 機アル ゴ リズ

　 　 　 ムに跨 り 簡単 に概 括す るこ とは仲 々む ず か しい の で,ま ず 「自然 言語の 構 文 解

　 　 　 析 」 とい う観 点か ら言 語 学 的観 点 を 含み つつ 構文 解 析 に光 を 当て,次 に 「構 文

● 噺 の アル ゴ リズ ム」 の観点か ら 故 術 としての散 噺 ・を探り,以 下具

　 　 　 体 的 な構文 解 析 シス テ ムの紹 介 に移 って行 くこ とにす る。

■

2.2　 自 然言 語 の 特徴 と構 文解 析

　我 々が 日常使 う言語 一　自然言 語は,計 算 機言 語 等の 人 工 言 語 に はな い特 徴 を

持 ってい る。 これ らの 特 徴 を構 文 解 析 につい て 考え て み る。

a)適 格 文 と非 適 格 文 との 区別 が 定 かで な い。 普 段 の 会話 を 反 省 してみ れ ば わ

　かるように,我 々は文 法 的 とは 言い 難い 発 話 をす るこ とが 多 々 あ る。 それ で も

　何 とか 用が足 りて い るのは,聞 き手 が 豊富 な知 識 に よ り話 し手 の 言 語 表現 の ゆ

　がみ 脱 落を 訂正 し,場 面 に 沿 って 適切 に発 話 を解 釈 して い る か らで あ る。 し

か しそ の よ うな能 力は 機 械 に は期 待 し難い ので,機 械 に も解 か るよ うに"文 外

　の範 囲 を 制限 す る 必要 が 出て くる。 つ ま り機 械に と って の 適格 文 と非適 格 文

　を定 め てや る必要 が あ る わけ だが,こ れ は仲 々む ず か しい 』こ とで あ る。 例え

　ば"言 う"と い う語の使 用 を許 す と,「 『太 郎 に本 を読 ませ た させ た 』と花

　子が 言 った」 な どの よ うに 非適 格 文 が 構文として使われ,全 体 と して適格 文 に

　な る とい ったケー スが 出 て く る。 この 文 を 構文 解 析すると したら,非 適格 な 補

　文 も解 析 しなけ れ ば な らな くな って しま うわ け で あ る。 又,出 れ る,見 れ る.

　食べ れ る,… …の よ うに 適格 文 か 非適 格文 か 人 に ょ ってハ ッキ リし ない 例 も

　あ る。

　 　更 に又 普 通の 世 界 では 「岩 が 話す 」 は 非適 格文 で あ るが 童 話 の 世界 で は,

　立 派な 適格 文 で あ る とい うよ う に場 合(世 界)に よ って 非 適 格 文 が適 格文 に
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　 な る こ ともあ る。

　 　 従 って 単 に 適格 文 と言 って も解 析 システ ム の 目標 を 定 め,解 析 され るべ き

　 文 の全 体,利 用で き る 知識 を想 定 して 始 め て1つ の 構文 解 析 シス テ ムが 扱 う

　 適 格文 の イメ ー ジを 作 る こ とが で き るので あ る。

b)曖 　 昧 　 さ

　 　 自然 言語 では 文 の 曖 昧 さはあ りふ れ た現 象 であ る。(計 算 機 言語で もif

　 　 　 then-・-if… …then… …else… … の よ うにelseに か か るifに

　 曖 昧 さが 生 じ る場 合 が あ るが 例 外 的で ある。)

　 　 曖 昧 さは 色 々 な 原 因で 生 じ る。 構文 解 析 レベ ルで は 同 音異 義(e.g.ニ ワ

　 ニ ワニ ワ トリガ イル の"ニ ワ"　 一 形 態 素解 析 に関 係 す る),多 品詞 語(英

　 語 で は よ くあ る。 日本 語で も"時","前"等 は 接 続 詞であ ると共に名詞でも

　 あ る),修 飾 関 係(立 派な 息 子 の 父)が 代表 的 な もの で あろ う。 構 文的 曖 昧

　 さの 扱 い方 に は2通 り考 え られ る。1つ は曖 昧 さが 生 じ た時 点 で も っ ともら

　 しい もの を1つ 選 び 解 析 を 続け,行 き詰 った ら他 の選 択肢 を 取 るや り方

　 (seria1法),も う1つ は す べ て の 可能 な構 文 解析 を 同 時 に求 め るや り 方

　で あ る(paralle1法)。 も ちろん 解 析 を 進 め て行 く内 に得 た情 報 によ り曖

　昧 さを取 り除 くこ と もで き よ う。

c)辞 書 にな い 語,入 ら ない 語

　 　 ttレ ン ズX　 1"等 の ラベ ル,1,2,3,… ・・等の 自然 数 の よ うに無 限 個

　あ る 語 は 辞 書 に 入 らない 。 又"第20回 情 報 処 理 全 国大 会"の よう に 非常

、に長 い 名 詞連 続 も辞 書 に は 入 らな い とみ た方が 良 い。 この よ うな もの につ い

　て 解 析 シス テ ム設計 者 は 取 り扱 い を あ らか じめ考 えて お く必要 が あ る。

　 　構:文解析 の 途 中 で 辞書 にな い 語 に ぶつ か った 時 に は今 迄の 解 析結 果か ら 未

　梵 語の 構 文 役 割 りを 推定 して 多 くの 場 合 名 詞)解 析 を続 け る とい うの が 普通

　のや り方 で あ る。 つい で に 言 えば,未 知 語の 構 文 的 役 割 りを 推定す るとい う

　観点 か らは,構 文 解析 はEarleyの アル ゴ リズ ムの よ うなtop-　 down,

　 predictive　 typeが 有利 で あ る と考 え られ る。

d)省 　 　 　略

　 　文 中で 語 が省 略されてい る場 合,そ れを 発 見 し補 ってや ら なけれ ば な ら ない 。

文 脈 か ら明 らか な 語は 省 略 され うるので,こ の よ うな 場 合語 を 補 う為 には文
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　脈 の 理解 が 必要 と され む ず か しい 問 題 とな る。(e.g.　 「僕 ハ ウナ ギ ダ」)

　簡単 な場 合 には 述 語 の格 パ ター ンを辞 書 に 用意しておき,こ れ によ って 必須 格

　が 抜 け 落 ちて い る もの を 発 見 し補 うこ とが で き よ う。

e)指 　示 　 詞

　 　構 文 解 析 と直接の関係は ないが,指 示 詞 の対 象 と同 定す る こ とは 文 を理 解 す

　る 上で大 切 な こ とで あ る。 指 示 され る もの が 指示 詞 の前 に あ る(前 方参照)

　後 に あ る(後 方参 照),稀 には"コ ノ文 ハ 　デ ス"の 如 く自分 自身 を指 す も

　のが 陽 に表 現 され て い な い("2に3を 加 え る 。 そ れ に … … …")場 合 も

　多 く,問 題 は 困難 を 極 め る。

　 　さて 以 上述 べ て きた 事 は 構 文 解 析 と 自然 言 語 の特 徴一 般 との 関係 で あ る

　が,構 文 解析 を言 語 理 論 的 に捉 え る とすれ ば,そ れ は 言 語理 論 に依 存す るは

ず で あ る。 そ こで 幾つ かの 言語 理 論 の 枠組 み を眺 め て お こ う。

　 　 Chomskyの 初 期 の 定式 化(標 準 理 論60年 代 中 頃)に よ る とCFG

　 (Context　 Free　 Grammar)1こ よ り基 底 部 門で生 成 され た 句構 造 標 識

　 (Deep　 tree)は 意味 部門 で 意味 解 釈 を受 け て 意味表 示 を得 る一 方,変 形

　 (transformation)を 受 け て 表 層のtreeと な り音 韻部 門 で 発話 と して

具 体 化 され る。

　 　この 逆 過程 が 初 期Chomskyに 沿 った構 文解 析で あ るが,こ れ を 忠実 に行

　った もの としてZwickyやPetrickのldr事 が あ る。 例え ばZwickyは 表 層

文 を 受 け 入れ る文 法Csurface　 gra㎜ar")t,Cよ り文 をparsingし た

後 連 変 形ruleを 適 用 し,出 て 来 た結 果 が基 底部 門のtreeに な って い る か

確 め た。 途 中 に逆 変形 の 過程 が 入 って いる 為困 難が 倍加 し処 理 速 度 は 遅か っ

　た。

　 　Chomskyの 理 論は その 後 拡 大 標 準理 論,拡 大 修 正 理 論 と進 展 し,次 第1こ

表 層(に 近 い)構 造 の 意味 解 釈の 役 割 りが 大 に な って い る。 従 って 構 文解 析

的 に 言 えば,表 層 文 及び 逆 変 形中 の 構 造 の意 味 解釈 を採 用 しつ つ も との 構 造

へ と文 が 変 形 され て 行 くこ とにな る。

*　 変形 文法 派 を大 き く分 け る と,解 釈意 味 論派 と生成 意味 論派 に分 け る ことが で きる。

解 釈意 味 論 派は 表 層文 の意 味 表示 が解 釈 に よ って得 られ る と し,一 方生 成 意味 論 派は,

文 の意味 表 示 その もの か ら出発 して,変 形 過 程 によ り表層 文が生み 出 され る とす る。

一33一



　 一 方 生 成 意 味 論 派 のFillmoreの 考 え に よ る と 文 の も と の 構 造 は

　 　 　 Sentence　 → 　 Modality+Proposition

の 形 を し て い る 。Modalityは 様 相,時 制,　 aspect,否 定 等.　 Proposition

は 述 語 と そ の 格 範 ち ゆ う か ら 成 る 。 述 語 は 固 有 の 格 構 造(Case　 Structure)

を 持 ち,名 格(Case)は 意 味 的 役 割 り に よ っ てObjective　 Case,

Agentive　 Case,　 Instr㎜ental　 Case等 々 に 分 類 さ れ る 。 例 え ば,"Open"

の 格 構 造 は,+〔-O(1)(A)〕 で あ り 一 の 位 置 にopenが 生 じ

Objective　 Caseは 義 務 的 に,そ の 他 は 任 意 に 生 じ る 。　 Modalityと 以 上

述 べ た よ う な 述 語 の 格 構 造 か ら 変 形 に よ っ て 表 層 文 が 生 成 さ れ る わ け で あ る か

ら,Fillmore流 に 言 え ば,表 層 文 か ら 何 ら か の 変 形 に よ り,文 をModalityと

格構造に分解する ことが文の構文解析 で ある。述 語の格構造の考え はMinsky　 ●

のFrame,　 SchankのPrimitivesの 理 論 と 結 び つ き 計 算 言 語 学 の 分 野 で は

広 く使 わ れ て い る。

　 以 上 の 変 形 文 法 論 的 ア プ ロ ー チ と 異 な る も の と し てMontagueの 考 え が あ る 。

Montague文 法 はCategorialGra㎜arとIntentional　 Logicを 融 ・合

さ せ た も の で あ り,自 然 言 語 の 文 を 論 理 式 と し て 捉 え る 。Intentional　 Logic

は 高 階 の 様 相 述 語 論 理 の 一 種 で あ り,タ イ プ 付 き λ－Calueulusをnotation

と し て 採 用 し て い る 。Montague流 に 言 え ば 表 層 文 をlntentional　 Logicの 式

に 翻 訳 す る こ と が そ の 構 文 解 析 で あ る 。 翻 訳 に よ っ て 得 ら れ た λ式 を 可 能 多 世

界 か ら 成 る モ デ ル の 中 で 評 価 す る こ と に よ り も と の 文 の 頁 偽 が 決 定 さ れ る 。

,

傷

〈Montague　 Gra㎜arの 構 文 解 析 例>

　 　 　 　 　 every　 man　 talks

　　　 ↓
every　 man　 talks

　　7
eve「y　 man

〈
eve「y　 　 　 man

ひ

㊦
・talks

form　 htion　 ruleに よ る 分 解

　　　　　　　　　↓
〈X〔man'(X)→talk(X)〕
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termina1の 翻 訳

eVery

man

talk

λPIQ〈x〔P{x}

　 一→Q{x}〕

man'

talk'

と 下 か ら の λ－Conversion

'



●

●

　 この 図 で わか るよ うに 表 層文 を分 解す る こと に よ りtreeが 得 られ るが,こ

れ 昧 端 は をぶ ら さげ たP,。9.amの 木,、な 。て、、る.結 果 的 、、　L、NG。 £10

の 処理 過 程 に似 て い る点が 興 味 深 い。Montague文 法 は まだ まだ 未 発達(疑 問

文,命 令 文,morpheme… …… の 扱い)で あ って今 す ぐ役 に 立 つ もの で は な い

が,そ の 背後 に厳 密 なsemanticsを 持 つ とい う点 で優 れてい ると言えるだろ う。

　 国 文法 に於 け る構文 解 析 の概 念は,以 上 述べて来 た よ う な言 語理 論 と比べ る と

は っきりしていな いよ うで あ る。 ただ 文の 成 分 間の係 り受 け,辞 と辞,詞 と辞 の

接 続 とい う=考え が あ り,こ れ が い わ ゆ る構 文 解 析 に相 当 す る と思 われ る。 文 の

係 り受け 解 析 につ いて は 後 程 触れ る予 定で あ る。

2.5　 構 文 解 析 用 の ア ル ゴ リズ ム と シ ス テ ム

　 計 算 機 に よ る 構 文 解 析 を 考 え る と,構 文 解 析 と は 結 局 ア ル ゴ リ ズ ム で あ る 。

構 文 解 析 用 の ア ル ゴ リ ズ ム は 自 然 言 語 の 研 究 よ り も 形 式 言 語 の 研 究 の 中 で 発 達

を と げ た の で,こ こ で 形 式 言 語 と そ の 構 文 解 析 に つ い て 少 し 基 本 事 項 を 述 べ る 。

　 形 式 言 語(Formal　 Language)は オ ー トマ トン 理 論 の 分 野 で 艮 く 研 究 さ れ

て い る,一 つ の 形 式 言 語 は 使 用 す る 記 号 と 書 き 換 え 規 則 と に よ り 定 め ら れ る 。

形 式 言 語 を ク ラ ス 分 け す る と3型 言 語(正 則,regular　 ),2型 言 語(文 脈

自 由,context-free),1型 言 語(文 脈 依 存,　 context-sensitive),

0型 言 語 の 順 に広 い 言 語 族 を 成 し,各 族 に 属 す る 言 語 の 受 理 機 構 と し て,

Tr.ans　 ition　 Net(TN),　 Push　 Dσwn　 Automata(PDA),　 Linear　 Bounded

Automata(LBA),　 Turing　 Machine(TM)が 対 応 す る 。0型 言 語 を 除 い て

各 タ イ プ に 属 す る 言 語 は 帰 納 的 集 合(recursive　 set)で あ る が,0型 言 語

は 任 意 の 帰 納 的 に 予 算 な 集 合(recursively　 enumerable　 set)が 生 成 で

き る。

　 CFG(Context　 Free　 Gra㎜ar,文 脈 自 由 型 文 法)に つ い て は 良 く 研 究

さ れ,ま た 具 体 的 シ ス テ ム へ の 応 用 も 多 い の で 以 下CFGに 焦 点 を 絞 るっ

　 CFGの 構 文 解 析 の 結 果 は 構 文 解 析 木(parsing　 tree)を 使 っ て 表 示 さ れ

る 。 図 一1に 例 が 示 さ れ て い る よ う に 構 文 解 析 木 は 木 の 形 で 文 の 内 部 構 造 を 表

現 し た も の で あ る 。 構 文 解 析 ア ル ゴ リ ズ ム は 木 の 作 り 方SCよ り,　 tOP-down/

bottom-up　 serial/paralle1の 区 別 が あ る 。　 top-down法 は 木 を 上 か
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ら 作 り,bottom-up法 は 木 を 下 か ら 作 る(図2-1参 照)。 一 度 の 構 文 解 析

に よ りseria1法 は 一 つ の 解 析 木 を 作 ろ う と し ,　 parallel法 は す べ て の 可 能

な 解 析 木 を 作 ろ う .とす る 。

(a}　 top-dOwn}三:　 ルールは下記壬黒

　 　

/＼
NP　 　VP

T・m　s2w　 abcy

　 o

/s＼
ロ　　　　　

1/＼
　コロ　 　　　　バ　

l
Tom　 saw　a　boy

ルロル

S-NP・VP　 　　 VεRBニ 〔scw .一一・一一}

NP-D・t'NOUN　 NOUN・ 〔T・・,・∵ ・}

NP-NOUN　 　　　　Oet　 =〔a,thc.一 一●}

VP-VERB・NP

　　　 /s＼

⇒ 鵬、ム,
　　　　　　 /＼

　　　日　 　 　 　 　 　 　さき 　　　

　 　 　 　 　 　 ll　 　 I
。m　 s・w　a　 bOJ

{b!
、b。tt。m'up法 こル←腿t。P-d・ ・r激 即

　 　 　 　 　 　 　 　 　 NP　 　　 　　 NP

,。U,,,　VE、,・D。ピ、。、、 、d、、　V,、,　D命 、、

　 ・i.よ 鴇r>志s9.1.、1,

　　　　　　　　　　　9

　/s＼ 　 　 　 Np　 w

ピ シ㌦ ⇔'乎)ひ

瓢.㍊⑳ 鴛 鷺

■

喝 「

図2-1　 top-down法 とbottom-up法 構 文 解 析

　 top-down&serialま た はbottom-up&paralle1の 組 み 合 わ せ で パ

ー ザ(parser)が 作 ら れ る こ と が 多 い
。

　 図 一1の(a)に 示 し たtop-down&serial法 を 使 う 時 は,解 析 が 行 き 詰 っ

た 時 の バ ッ ク ト ラ ッ ク メ カ ニ ズ ム が 必 要 で あ る 。 ま たS→S・NP　 な ど の 再 帰

的 ル ー ル や,A→B,　 B→Aな ど サ イ ク ル を 成 す ル ー ル 群 に つ い て は,-取 り 扱 い

に 注 意 を 払 わ な い と 無 限 に 木 を 成 長 さ せ 続 け 解 析 が 終 ら な い 恐 れ が あ る
。　 {

'
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　 TOP-down法 は 通常 入 力文 の 長 さに 対 し指数 関 数的に処 理時 関 が 伸 び るが,

WFST　 (Well　 Formed　 Substring　 Table)を 利 用す るこ とに よ り0(n3)

に 押 さえ る こ とが で き る。WFSTは 構 文 解 析 の 途 中で 作 られ たPPT

(Partial　 Parsing　 Tree)を 貯 め て お くテ ー ブル で,バ ック トラ ッ クが 起

き て もそれ まで の 部分 的 に正 しい結 果 を残 しておき,後 で活 用す るため の もの で

あ る。 これ に よ り構 文解 析の 過 程で 同 じPPTを2度 作らな くな り,処 理速度 の

改 善 につ なが る。

　 図2-1の(b)に 示 したbottom-upな や り方で は再 帰的 ル ール につ い て は心 配

し ないが,サ イ クル を成 す ル ール 群 に関 し ては 無 限 に木 を成 長 させ て しま う恐

れ が ある の で 取 り扱 い に 注 意が 要 る。bottom-upな 解析法で 有 名 な のig

Young-Coeke-Kazamiの 方1去で 長 さnの 入 力1こ対 しO(n")の 時間 で解 析 を

　 　 　 1)終 え る
。

　 Bottom-up法 の欠点は,木 を下 か ら上 へと作 って行 く時,果 し てそ の 木が 最 終

時 な 構文 解 析 木 の一 部 に成 りえ るの か 全 く気 に し ない為,無 駄 な 木 を生 成 しが

ちな こ とで あ る。 この 点 を改 良 したの がEarleyの ア ル ゴ リズ ムで あ る(図2

-2参 照) 。 この アル ゴ リズ ムはtop-down過 程 とbottom-up過 程 を持 ち.

●

●

Earleyの 方法:ル ールはttp-d二wn法1二1同 じ

・・起・… 予測雲 霧 紫 漂 季;霧
sぼ 蕊/∵ 輻/s≧

㌣D言↑ほU凛 亨3Np鷲13㌫6蕊
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 :　 i
Ψ鑑 皇は ・　 　 [i言語眺 鮪

違濫,
Tdm・aw　 a　 海

図2-2　 toP-down法 とbottom-up法 の 融 合

前 者 は成長 す べ きPPTの トップ ノー ドの カテ ゴ リを 予測 し,後 者 は その 予 測
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に 従 っ てPPTを 実 際 に 成 長 さ せ る 。 長 さnの 入 力 に 対 し,処 理 時 間 は 文 法 に

曖 昧 さ が あ る 時0(nS)、 な い 時O(n2)で あ る 。

　 Earleyの 方 法 で はtop-down(予 測)過 程 は 文 法 ル ー ル の 集 合 と 起 点 の カ

テ ゴ リが 決 ま れ ば 入 力 文 に 関 係 な く 決 っ て し ま う 部 分 で あ る 。 こ の 点 に 着 目 し

て,ル ー ル が 与 え ら れ た 時 点 でtop-down過 程 をtt　 precompile"し て ビ ッ ト

テ ー ブ ル の 形 で 覚 え お き,実 際 に 入 力 文 が 与 え ら れ た 時 そ の テ ー ブ ル を 参 照 す

る こ と に よ り 同 じtop-down過 程 を 何 度 も 繰 り 返 え さ な い よ う に す る と1)ratt

の ア,レ ゴ ・1ズ ム 、,な る.こ の ア 、レゴIJズ ム{情 語 処 理 シ ス テ ムL　 1　NGO　 rf　io}D　.9

礎 に な っ て い る 。

Y。ung.C。,k。-K。,am、,E。,1。y,　 P,attの 方 法 は+的 ア 、レ ゴ1,ズ ム で ●

あ るが,も し文 法 に曖 昧 さが ない 場 合 に は さ ら に速 く解 析で き る。LR(k)は

Prattの 方法の 中で 上にPPTを 成 長 させ て行 く際 あ らか じめ計 算 され た先

読み ス トリン グセ ッ トの 中 に,実 際 の 先 読み ス トリン グが 入 って い る時 の みP

PTを 成 長 させ る もの で,"文 法 のprecompile"を 更 に徹 底 した もの と考 え

る こ とが で き る。 を

　以 上紹 介 した アル ゴ リズ ムは い ずれ も純 粋な 構文 解 析 法で あ り,自 然 言語 の

構文 解析 に そ の ま ま使 って 適 切か ど うか は判 断 の分 かれ る所 で あ る が,WFST

Earley,　 Pratt,LR(k)等 の 手 法 に 見られ る。"同 じ 木 を2度 作 らない",

"文 法 が 与 え られ た時
,そ こ か ら最大 限の 情 報 を引 き出 して コ ンパ イ と してお

く"等 の 考 え 方 自体 は 自然 言語 の 構 文 解 析 シ ステ ムを作 る 際参 考 に な るもの と

思 われ る。

■

●

2.4　 構 文 解 析 シ ス テ ム

　 こ こ で は 形 式 言 語 の 構 文 解 析 手 法 を 背 景 と す る 自 然 言 語 構 文 解 析 シ ス テ ム を

取 り あ げ る 。 前 節 の ア ル ゴ リ ズ ミ ッ ク な 解 析 法 と 異 な り,自 然 言 語 の 多 様 な 現

象 を 取 り 扱 う 為 い ろ い ろ な 工 夫 が 成 さ れ て い る 。

　 言 語 学 的 観 点 に 立 っ た シ ス テ ムC9　Harvard　 predictive　 analyzer〔Kuno

1962〕 やMITRE〔Zwi,ky。,.。1.1965〕 等196。 年 代 に 試 み ら れ た カ9,)・4)

1970年 代 に 入 る とAI(Artificial　 Intelligence,人 工 知 能)の 立 場

に 立 っ た シ ス テ ム が 作 ら れ る よ う に な っ た 。 想 定 さ れ て い る 言 語eま 通 例CFG

■

4
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十 α で あ る 。

　 積 木 の 世 界1こ 関 す るQ.A.シ ス テ ムSCHRDLU〔Winograd　 1971〕 の 構 文

漸 部 分d」・PR・GRAiV[MARと 呼 ば れ,9)Li,pプ ・ グ ラ ム の 集 ま り で あ る(図

2-3(b)参 照)。

●

(a)　 ル ー ル S--NP・VP・ ・一中ー一●-

NP--Def:NOUN-一 一ー一

■

(b)　 PR,　OGII,sc.IMAR

　 DEFIN・E　 　 　 　 　 　 　 SENTENCE　 　 　 P「09ram

　 　 　 SτRT

　 　 　 　 l

　 　 　 PARSEαMP　 　 　 　 　 　 f
ail

　 　 　 　 lsuccess

　 　 iN・

匡URN　 s…e・・1

(c}　 AＴN

　 　 PUSH　 NP/　 　　PUSH/VP　 　　POP

　 S/　 　　　　　S/NP　 　　　S/VP

CAＴDet

図2-3　 さ ま ざ ま な コ ン ト ロー ル 方 式

　 Hallidayの シス テ ミック文 法 に基 づ い た 定式 化 にな って い る。 構文 解 析 に

1ま積木の世 界の知 識を使 い,tOP-down方 式 で 曖 昧 さの あ る場 合 に は良 さそ うな

木 を一 つ 作 ろ うとす る。 構文 解 析の すべ て を プ ログ ラム的 に行 うこ と に より シ

ス テ ム作製 の柔 軟 性 を 得 て い る反 面,シ ス テムの 修 正 ・変 更 ・理 解が 困難 に

な る とい う欠点 が 明 らか にな った。
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　 こ の よ う な プ ロ グ ラ ム で 何 で も や ろ う と い うPROGRAMMAR　 の 立 場 と は 異

な り,構 文 解 析 の コ ン ト ロー ル 部 分 をTransition　 Net(TN)の 形 に し た も

の がATN(A・gm・nt・dT・an・iti・nN,t)〔W。 。d,1・9・7・O〕 で あ る
.6)

　 ATNはTNをawgment(強 化)し た も の で あ り,状 態 の 遷 移 は 使 用 者 に よ

っ て 書 か れ た プ ロ グ ラ ム を チ ェ ッ ク す る 事 に よ り 行 な わ れ,つ い で に レ ジ ス タ

に 情 報 を セ ッ トで き る 。 状 態 間 の 情 報 交 換 は レ ジ ス タ を 介 し て 行 な わ れ る(図

2-31c)参 照)。

　 ATN－ フ ォ ー マ1)ズ ム は さ ま ざ ま な シ ス テ ム に 採 用 さ れ て い る が,日 本 語

の 語 順 が 比 較 的 自 由 で あ る と い う 特 性 を 考 慮 し て,パ タ ー レ マ ッ チ ン グ の 機 能

を 付 け 加 え,ま た 功 妙 な バ ッ ク ト ラ ッ ク メ カ ニ ズ ム も 加 え た も の がPLATON

〔長 尾 ・江 井1974〕 で あ る.24≧ ・タ ー ン マ 。 チ 。 グ 、、よ り 語 順 の 自 酸 を う

ま く吸 収 して ル'一ル を 適切 に 起動 す る こ とが で き る。

　 ATNは 基本 的 にはtop-down,　 depth-firstで あ るが,逆 にbottom-

up　 breadth-firstに 処 理 を進 め るのがHeidornのAPSGで あ る

〔H・id・rn　 1978〕7).各 ・‥ ・レrし 適 用 条 件,繊 時 の 動作 が プ 。ク・ラム

で 書 け,処 理 結 果 は"レ コ ー ド と呼 ばれ るデ ー タ構造 に ま とめ られ る。

　 APSGと 同 様 にb　ottom-　 upで あ るが,よ りア ル ゴ リズ ミ ック に洗 練 され て

い る もの にLINGOL〔P.att　 l973〕 が あ る.10)

　 これ は 前 節に述 べ たPrattの アル ゴ リズ ムに基 づ き,各 ル ール にCOG部,

SEM部 の2つ の 使 用 者 に解 放 され た部 分 を 付 け加 え た も ので あ る。 使 用 者は

COG部 に複 数 個 のPPTが で き た場 合 の 優 先順 位 を,　 SEM部 に 構 文解 析後

に行 うべ き処 理の プ ロ グ ラムを 書 くことが で き る。

　 LINGOLを 改良 し て,下 か らPPTを 成 長 させ る所 で 使 用 者の 観 点 か ら し

て 好 しい 木 のみ を 選 択的 に 成長 させ るこ とが で き るよ うに し,又 形 態 素 解析 に

伴 うバ ック トラ ックメ カニ ズ ムを 付 け加 え た もの が拡 張LINGOLで あ るo拡

張LINGOLは 形態 素解 析 と構 文 解 析 が 一 体 化 して お り,左 か ら右 へ と文 を解析

す る途 中で 意 味 情報 を 利 用す る こ とも で き る。

　 以 」=述 べ て 来 た シ ス テ ム と は 別 の 発 想 か ら で き た シ ス テ ム も あ る ご)'46)'47)

例 え ばMarcus〔Marcus　 79〕1こ よ る と,従 来 の シ ス テ ム に 見 ら れ るtt無 駄

な 木 を 作 っ て か ら 後 で そ れ を 捨 て る"と い う事 態 は,語 又 は よ り 大 き な 単 位 を
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　 　 　 最 大3っ 先 読 み し つ つ,決 定 論 的 に 解 析 を 行 う こ と に よ り 防 げ る 。 こ の 為 に は,

　 　 　 sift-reduce-pasingを 少 し 工 夫 し,大 城 的 展 望(top-down的 要 素)を 導

　 　 入 し,更 に 又,ス タ ッ ク に で き たPPTを 入 力 文 に 戻 す(こ の 為 先 読 み 要 素 が

　 　 名 詞 句 な ど 語 以 上 の 単 位 を 含 む こ と に な る)操 作 も 導 入 す る 。 以 上 の よ う な

　 　 　 parsirg　 methodは 人 間 の 心 理 的 プ ロ セ ス に 近 い と も主 張 し て い る 。

　 　 　 又,構 文 解 析 と 言 っ て も 余 りsyntacticな 要 素 を 含 ま な い シ ス テ ム も あ る

　 　 が こ こ で は 省 略 す る 。　 〔Schank　 et　 al.7g〕'16),〔Rieger　 et　 aj.7g〕 ・17)

　 　 　 最 後 に,parsing　 algorithmを 定 理 証 明 と し て 見 る 見 方 が あ る こ と も 付

　　 励 ・え てお ・ う。42)・43)・れ ・・つ い て 麟 し・・プ ・ グ ラ ミ.肪 法 であ るL。9、c●

P,。9,a㎜ 、。gと の 関 連で 見 るべ きで あ る席 題 を 、、ずれ るの で 翻 す る。

●

●

2.5　 日本 語 の構 文 解 析

(11　 日本 語 の 特徴 と構 文 解 析

　 　 日本 語 の 持つ 特徴 が その 構文 解 析 に与 え る影 響につ いて 幾 つ か 取 り 上げ て

　み たい。

　 　 日本 語 は 漢字 入 力法 に関 す る問題 が あ るが,そ れ は と もか く構文 解析 で 問

　題 にな るの は,日 本 語 に分 か ち 書 きの 習慣が ない とい う事 で あ る。 し たが っ

　て 構 文 解 析の た め,文 か ら 語 を切 り出す 必 要が あ るが,"/ニ ワ/ト リ/ガ

　 イル"の よ うに,切 り方 によ り文の 意 味 が 異 な る場 合 もあれ ば1"ニ ワ トリ"

　 と"ニ イ ク"と 間違 って 切 り,失 敗 す るこ ともあ る。通常 は 字 種 の 切 れ 目情

　報 や 最 長一:一一一致(longest　 match)を 用 い るが,上 の例で 分 かる よ うに 常 に

　う ま くい くとは限 らな い。

　 　構 文 解 析 を 採用 して 詰 を切 り出す 方 法 も あ り,こ の場 合辞 書 に,ニ ワ トリ,

　ニ ワ,　 トリが 入 って い る とす れば,"ニ ワ ト リガ イル"は 二 つ の 構文 解 析木

　を,　 "ニ ワ トリニイ ク"は 唯一 の 構 文 解 析 木 を生 じ るであ ろ う。 切 り方 が 複

　数 あ る時,正 しい 切り方 を選 択す るた め に は意 味,文 脈 情 報 の利 用 が 不 可欠

　で あ る。

　 　第2に 日本 語 は語1憤が 自 由で あ る と 言われ てい る。 したが って2.1節 で 述

べ たよ うな 純 ア ル ゴ リズ ム的方 法 は適 さ ない と も考 えられ る。 しか しなが ら

　良 く考 え てみ る と,日 本 語 単文 を,名 詞 句の 並び に一述 語 一 助 動 詞 ・補助 用
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言等一終助詞 として捉えた 場合,自 由度 が あ る と言 われ て い るの は,主 として

格 を成 す 名詞 句の並 び で あ り,名 詞 句 内部 や 助 動 詞 等を 含む 述 語文 節内部 に

自 由度 が あ る とは 言え ない で あ ろ う。3節 で述 べ た ア ル ゴ リズム との 関 連で

言え ば,述 語 か ら終 助 詞 まで は 正則文 法で ほ ば 解析 で き る と 言われ てお り,

格 を成 す名 詞 句の並 び の 自由度 もル ール の作 り方 に よ って 吸 収で き る。

　 副 詞 に関 して も述 語 文 節 内部 に割 り込 ませ る こ とはで きず,特 に終 助詞 の

後 に は 如何 な る語 も接 続 しな い。 総 じて,文 末 に近づ くほ ど 語順 が 厳 し くな

る(こ の 辺 の 事 情 については(13)参 照)。 更 に 基本 的 な格 の 並び には 順序が

あ る と 言われ てお り,例 え ば 存在 文 では場 所格 が 先 頭 に来 る例 が 多い。 また

談話の観点から しても,旧 い情 報 を担 う語 が 文 の 先頭 の方に,新 しい情報 ●

を担 う語 が 文 末 の 方 に 来 ると 言 われ、 談話 レベ ルの 情報 構 造が 名 詞句の 並

び を 統 制し て い る こ と も考 え られ る。 し たが って 日本 語 に 於い て は,係 る文

節が 受 け の文 節 よ り左 に あ る限 り基 本 的 語順 は確 か に 自由で あ るが,他 の原

因 か ら 決 ってい る場 合 もあ り,2.1節 で述 べ た よ うな方 法 が適 用 で き る部 分

もあ る とす るのが 妥 当で あ ろ う。

　 第3に 同 音異義 語 が 多 い。 英 語 には"Time　 flies　 like　 an　 arrow"

の 例が 示 す よ うに 名品 詞 語が 多 い が,(time,　 flies:動 詞,名 詞,

like:動 詞,前 置詞)日 本 語 にはttキ グ(北,着 た,来 た)の よ うに同

音 異義 語が 多 い。 そ の ため 入 力 文 が カナ表 記 ・ロー マ字 表 記の 場 合の 陵昧 さ

を 生 じ る事 が 多 く・ 構文 解析 上 問 題 とな る。

　 同 音 異義 語 によ る暖 昧 さを 消す た め に,文 の 先 頭に 動 詞 は来 ない か ら"キ

タへ行 ク"の 　 キ ダ は　 北"で あ る とい うよ うに 統語 情報 を 使 う事 もあ る

し,　 "薬"は 意味 素性 が 一　animateな ので,　tT薬 ガ キ イ ダ のt'キ イ タ"

は"聞 イ タ"で は な く"効 い た"で あ る,と い うように意味 が 使 え る事 もあ る。

勿論 文 脈 や常 識 を使 って 初 め て解 決で き る 曖昧 さもあ る。

　 第4に 省 略が 多い 。 日本 語で は 文 脈か ら明 らか な語 は省 略 され るのが 普通

で あ る。 省 略 語 を 補 う ため に は広 く談 話 レベ ル の 情報 まで 必 要 と され るので,

非常 に 困 難 な 問題 で あ る。

　 第5に 日本 語 はSOV型 言 語で あ り,次 第の 係 り受 け解 析 の 頂 で述 べ るよ

う に,修 飾 関 係は 原 則 と して文 の 前 方か ら 後 方へ 向 き,重 要 語 は後 ろ に来 る
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　 　　 　 と言 われ て い る。 この こ とは 文 全体 の 意味 関 係 を捉 え るた め,ま ず 重要 語 を

　 　　 　文 の後 方 か ら先 頭へ と探 索 して 見つ け 出 し,こ の 語 を鍵 として意 味 解 釈 を進

　 　　 　め るとい う方 法 を示唆 して い る。 実際 この や り方 を採 って い る シ ス テ ム もあ

　 　　 　 る。

　 　　 　 　その 他.日 本 語1ま左 枝 分 れ 型 言語 で あ る とか,敬 語 表現 が 発達 し て い る等

　 　　 　の特 徴 があ るが 紙 面の 都 合 で省 略す る。

　 　　(2)日 本 語の 係 り受 け解 析

　 　　 　 　 日本 語 文 を文 節 の 有限 列 とし て 見た場 合,文 節間 に成 り立つ 広 義 の 修 飾 関

　 　　 　係 を係 り受 け と言い,大 まか に連体 修 飾関 係("花 しい 花"),連 用修 飾 関

● 係("美 し く咲 くつ 酪 修蝸 係("花 力、咲 くつ 崎 類で きる
.倒 す

　　　　る方を係 りの文節,さ れ る方 を受けの文節 と言 うことにす ると次の 原則が 成

　　　　立す る。

　　　 (D　 係 り受け非交差……係 りの文 節か ら受けの文 節へ矢印を書いて係 り受け

　　　　　関係を示 した場合,矢 印は交差 しない。『

A B C

＼=三>2=一
　 D
τ

/

●

　 の よ うな こ とは な い。

㈲ 　文 末に ない 文 節 は,そ の右 側の いず れ か の文 節 に 係 る。

　 この 原則 を も とに係 り受け 関係 を定 めて 行 くわけ で あ るが,ア ル ゴ リズム

的 に 言 うと,(i)の 非文 差 条件 か ら してbottom-upに 構文 解 析 を作 って い る

こ とに 等 しい。 これ は 係 の と受 け を 括弧 で く くれ ば 明らか で あ る。 しか し な

が ら・ 係 り受 け本 来 の 意味 か らして,係 り受け 解析 は 意味 的 な もの で あ り,意

味 情報 主 導 型の 構文 解析 で あ る と言え る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 具体 化 に 当 って は(1),㈲ の 条 件 を活 か しス タ ックを使 って,文 の 先 頭か ら

処 理 す る(係 る方 を 捉え.後 で 受 け る方 を 探す)か,文 の後 方か ら処 理 す る

(受 け とな る文 節 を先に捉え,後 でそれに係 るもの を 探す)方 法 が 考 え られ る。

　 なお,日 本語 の係 り受け解 析 に相 通 ず るもの として,Haysら の 依 存 関 係理 論

が あ る。 この 理 論 は文 の 構成 要 素の 依 存関 係 を重 視す る立 場 か ら,依 存関 係
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規則 に よ り句 構造 規 則 では 表 示 され ない 支 配 頂(govener,受 け る方)と 被

支 配頂(dependent,係 る方)の 依 存 関係 を 明 示す る文 法 で あ る。

2.6　 日本 に 於 け る 構 文解 析 シ ス テム

　 日本 に於 け る構文 解析 システムは,係 り受け解 析 を基 礎 と して い るもの が 多 く,

書 き換 え 規則 を 使 った 統語 規則(syntactic　 rule)主 導 型の 解 析 シ ステ ム

は 少な い。 一 般 に 日本 語構 文 解 析 システムを設 計す る場 合,係 り受 け 解 析等の 意

味 主 導 型にす るか,統 語 規 則 主 導 型 にす るか,二 つの選 択肢 があるが,夫 々異 った特

性 を持 つ。 前 者 は積 極 的 に意 味 ・文 脈 情報 を使 い つ つ 統 語 ・意味 解 析 を同時 に

行 うが,そ の 為 シ ス テ ムの 理 解の し易 さ,モ デ ュ ラ リテ ィが失 なわれ 易 い危 険

性が あ る。 後 者 は文 法 規 則が 明 示され,ア ル ゴ リズムも良 く研 究 され て い るが,

解 析過 程 の コ ン トロー ル が 統 語規 則 に 依 存しがちで,コ ン トロールの 柔 軟性 が失

なわ れ る危 険性 が あ る。 しか し両者 は決 っ して 排他 的 な もの で は な い。 係 り受

け解 析 に よ って も構 文 解 析 が作 られ,ま た 統語 規 則 は意味 情報 に よ って 強化 ・

運 用 され る 必要 が あ るの は 当然で あ る。 統 語解 析 と意 味 解 析 を同 時 に行 うこ と

につ いてC;～Wo　odsの 意 見 も参考 にな るだ ろ う8)

　 次か ら は 日本 の 構文 解 析 シス テ ムを 幾つ か 取 り上げ て概 説す る。

　 言 語学 者 の 作 った シ ス テム と してIRISOAが あ るi7)石 綿の 作 った この シス

テ ムは依 存 関係 文 法を基礎 として,変 形 と逆 変 形 を 探知す る規則 を 含み,扱 う言

語 と理論 を 特定 しない 述 語 中心 の 解 析 シ ステ ムで あ る。 辞 書 と文 法 はプ ログ ラ

ム本体 と別 にな って い る。 処理 は① 辞 書 引 き,② 主 要述 語 の 発 見,③ 文 型 をパ

ター ンマ ッチに よ り 確定 した後 被 支 配 頂 を求 め る。 これ を 繰 り返 して 文 にあ る

すべ て 支 配 頂 を求 め る,④ 変 形 の 逆 探知 な ど して 解 釈 のつ か な.い被支 配頂の 支

配 頂 を求 め る,⑤ 結 果の 出 力,の 順 に行 なわ れ る。 同音 異 義語 に対 して はす べ

て の 可能 な解 釈 の組 み 合わ せ を作 ってか ら処理 す る。 日本 語 を扱 う時,入 力 は

カ タカ ナ分 ち書 きで 入 れ て い る。

　 石 綿 と同 じ く依 存 関 係文 法 に基 づ い た シ ステ ム に石 原 等 のD-treeを 使 った

薬 日機 械 翻 訳 シ ステ ムが あ る。28)'29)D-treeは 文 中のtt語 群"の 依 存 関係 を

セ マ ン テ ィク ネ ッ トとして 表 現 した木 構 造 で 翻 訳の た めの 中間 言語 とし て使 わ

れ る。 英 文 入 力 は単 語 ・熟 語 関係 の 辞書 に よ り各単 語が 識 別 され 次 に 語 群辞 書
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によ り各 単 語が ま とめ られ て 語群 系 列(WGC)に 変換 され る。 例え ば"the

dog",tt　 have　 sent","look　 for"は 夫 々 一つの 語 群に ま とめ られ る。

次 にWGCは 規則 に よ り ブ ロ ックに分 割 され,ブ ロ ック中 の 述 語 に 機能 パ ター

ン(一 種の 文 型)を 割 り 当て てか ら,二 つ の語 群 間 の文 脈 にょ らな い 依 存 関 係

を 示 して あ る第 一 種 の依 存 規則を使 って,各 ブロックに対 し部 分D-treeを 作 る。

次 に よ り大 域 的 な 依 存関 係 を 示 した第 二 種の 依 存 規則を使 って,部 分D-treeを

二つ ず つ ま とめ(等 位 接続,関 係節 等 の 処理),入 力 文 全体 に 対応 す るD-tree

を得 る。 翻 訳は 語 群 の訳 出順 序 を 決定 した 後,訳 語 辞書 に よ り語 群ご と に対 応

す る訳 語 を求 め,適 切 な 訳語 の 選 択を して 訳文 を得 る。 依 存 関係 の 曖昧 さ に関

して は すべ て の 解を 求 め て い る。

,日 本 語の 係 り受 け 解析については,吉 田等のグル ープが 実 証 的研 究を進 め て い

る9')・22)彼 等 は2胸 間 の 係 暖 け を7つ の タイ プ 罐 廻 す る。 そ して 各 タイ

プの 係 り受 け に つ いて,与 え られ た 係 り受 け を標 準 的係 り受 けの 形 に 還 元す る

た め の手 法 を 提 案 してい る。 辞 書 には 標準 的な係 り受けの,"意 味.が 記述 され

てい るの で,非 標 準的 係 り受け の 意味 も 上述 の 手法 に より標 準形 に直 して か ら

求 め る こ とが で き る。 更 に,こ れを基盤 として"文 の 標 準型分 解"の 概 念 ・方法

が 示 され,意 味処 理へ の 展 望 を開い てい る。 また 日本語文 の述 部 につ い て も検

討 し てお り多3)活用,付 属 語の 意 味,ア スペ ク ト等 を 考慮 した述 部 処理 シ ステ ム

が 作 られ て い る。 ロー マ字 書 きの 入 力 を与 え る と最 長 一 致 に よ り語 ・付属 語 を

left-to-rightに バ ック トラ ックを とも ない つ つ 切り出 し,切 り出 され た単

位 間の 接 続条 件 の チ ェ ッ クを行 う。 チ ェッ クが す む と次 に例 え ば 推量,断 定 等

の 意 味 表示 を伴 った分 ち書 き を求 め,こ れ か ら英 語述 部へ と 翻訳が 行 な われ る。

京 大 の長 尾 等 はATNを 顕 したP　LATON2411ii,　figいて 中 学 校理 化_化 学の 教

科 書 を対 象 と した 文理解 シ ス テ ムを作 って い るi5)・26)統 語 処理.意 味 処 理 ・文

脈 処 理 を 同時に行 う方針を採 り,出 力 結 果 は セ マ ッテ ィクネ ッ トで あ る。 単 文 の

処 理 は,文 中か ら動 詞を取 り出し(受 け 方 の),そ の動 詞の 前 にあ る名 詞 句(係

りの 方)を 格 助 詞 を手 懸 り と して 抽 出す る所 か ら 始 まる。 次に名詞のカテゴ リや

意味 的役割 り,上 位 一下位 関係など,が 記述 されてい る名詞 辞書 そ の他 に よ り,

必要 な らバ ック トラ ッ クを 伴い つ つ 名 詞句 内 部の 係 り受け 関係 を確 定 し,次 に

格 文 法 の考 え に従 って 整理 され た動 詞辞 書を使 うことによ り,動 詞の 格 構造 か ら
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動 詞 と解 析ず み の 名 詞 句 と の係 り 受け 関係 を 確定 す る。 も し埋 まら ない 必須格

が あ れば,Mス タ ッ ク,　KMス タ ック(そ れ まで の 解 析 結 果か ら得 た,ま た は

存 在が 推 論で き る名 詞が 置い て あ る)を 探 して 埋め よ う とす るが,埋 まらない

時 には`ψ トラ ップ.を 設けて,後 続 文 の処 理 に よ り埋 め て くれ る名 詞 句が で き て

くるの を待 つ。 重文 ・複 文 は単 文 処理 を 再帰 的 に行 うこ とによ り処理 してい る。

M/KMス タ ックを 使 って ア ナ ホ ー ラ(指 示 ・照 応)の 問題 も扱 ってお り,そ の後

の 我 が 国の 言 語解 析 の研 究に 影 響 を与 え た。

　 電 々公 社 の 島津 等 は算 術 と地 理 に 関す るQ.A.シ ス テ ム・MSSS78を 作製 して

い るio)・31)そ こで の 願 解 析手 法 を 見 てみ よ う。

　 入 力文 はカ タカ ナ分 か ち 書 き 自 由で 与 え る。 処 理 は語 い 辞 書(辞 と辞,詞 と　 ●

辞 の接 続 関 係 をtransition　 netの 形 で 記述)を 使 って 文 か ら文 節 を切 り出

す 所 か ら始 まり,次 に 左 か ら 右へ 文 節間 の係 り受 け を 調べつつ,よ り大 きな係 り

受 け 関係 に ま とめ る。そ の為の知識 ・手続 きは,詞 には付属 してい るcase　 patte-

rrsに お かれ て お り,処 理 対 象 とな る文 節 と 照合す る こ とに よ り起 動 され る。

case　 patternsは"名 詞"に 対 しても与えられ,そ の詞 が 受 け る文 節の 統 語 的

・意 味 的 条件 ,接 続 チ ェ ックの 為 の 手 続 き,バ ック トラ ックの 為の手 続 き,Q.

A.の 為 の 手続 き な どが 書か れ て い る。 解 析 は,ス タックを使 うことによ り,shift

red。,e　 parsiぜ 的 に 行 な わ れ る.ま たRli,tと 呼 ば れ る ・リ ス ト、、よ り バ

ック トラ ックの為 の 状態 保 存,可 能 な他 の パ スの 保 持 が成 され る。 曖 昧 さに関

して は全 部の 可能 な解 を 出す よ う に して い る。

　 電総 研 の池 田 は格 構 造 の 考 え を一 般化U32)'33!述 語の みならず名 詞 等品 詞一 般

も格構 造(受 け の あ り方)を 持 つ として 構 文 ・意味 解 析 シ ス テ ムを 作製 してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
る。 この シス テ ム はす べ て の 文 法 的 知 識 を辞 書 の 中 に持 ち,入 力 ス タ ックに置

か れ た文 節 以 下 に分 か ち 書 きされ た入力文を,先 頭か らshift　 reduce　 pars-

ing的 に 処理 す る。 結 果は 句(一 つ の詞 を 中心 とす る 意味 的 ま と ま り)か ら成

る木 構 造 と して 出力 ス タ ックに残 る。 辞 書 に は,品 詞,活 用,辞 の接 続 情報,

格 構 造,係 りの 構 造(語 が 他の 語 に係 るあ り方)が 記述 され て い る。 補文 構 造

を 持 つ 使 役 ・受 身 の 助 動 詞,～ た い,～ もら う等の 辞 につ い て は,辞 書 に書 か

れ た語 の格 構 造 を変 形 して処 理 して い る。 連体 修 飾 構 造 は処理 ル ー チ ンを再 帰

的 に用 い て 処理 し,ま た 峻 昧 さ に 関 して は すべ ての 可能 な解 を求 め る。 しか し,
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係 りの 良 さ(例 えば よ り多 くの 依 存 関 係 を持 つ句 の あ り方が 良 い)を 求 め る こ

とに よ り,句 の解 釈 結 果 に 優先 度 を設 け,ま たそれ に より 不要 な句 の 解 釈 を捨

て る こ と もあ る。 指 示 語,省 略 語 の 同定 も試み られ て い る。

　 同 じ電 総研 の 田中等 は今 まで の 係 り受け解 析型の 構 文 解析 と は違 い,拡 張

LINGOLを 使 ったア ル ゴ リズ ミックな構文 解 析 を行 ってい るξ4)

　 プ ログ ラムに よ り強 化 され たCFGル ール と辞書 を 与え る と文 の 構 文 解 析が

可 能 に な る。 入 力 は ロー マ字 分 ち書 き 自由で,話 を最長一致 で,構 文 情報 を利 用

しつ つ切 り 出 し,left-to-rightに 高速に 処理す る。 曖 昧 さが あ る時 に はす

べ て の 構文 解 析木 が 得 られ る。 さ まざ ま なユー テ ィ リテ ィプ ロ グ ラ ムが 用 意 さ

れており,会 話 的 に構 文 解 析 シ ス テ ムを作ることができる。現在,拡 張LINGOL

を 使 って 日本 語文 の 意味 抽 出 シ ス テ ムEXPLUSが 作 製 され て い る9)EXPLUS

の 意味 抽 出過程 は まずパ ージングによ り,各 ノー ドに 意 味抽 出の ための プ ログ ラ

ムが 付属 した 構文 解 析木 を作 る。 次 に この木 を 手懸 りに,各 プ ログラムを 上の ノ

ー ドか ら起 動 す る こ とに よ り係 り受け 等の意 味抽 出を 行い,フ レームの 形 に ま と

め るとい う2段 階方式 を採 って い る。

　 パ ー ジ ング はleft-to-rightに 行 うが,意 味 抽 出過 程では,日 本 語文の重要

語 は文 末側 にあ る とい う事 情 を 考慮 してright-to-lefteC行 って い る。 意 味

構 造の 表現 として フ レー ム表 現 を使 って い るが,そ こで は 上位 一下 位 関係,全

体 一部 分 関 係,意 味 素性 等が 体 系 的 に使 われ て い る。

　 最 後 に紹 介す るヤチマ タは,日 本 語 によ るデー タベ ー ス照会 システムであり,実

用的 色彩が 濃い66)'37)デ ー タモデ ル は 関係 形 式 に似 た 名詞 表 と動 詞表 か ら成 り,

夫 々名 詞句 と動 詞 句 に対 応 す る。 シ ス テ ムに 対 し〈 名 詞句 〉 は?　 とい う形 の

文 を問 い か け ると,〈 名 詞 句 〉 に対 応 した名 詞表 が 得 られ る6

　 入 力文 は カ タカ ナ分 ち書 き 自 由で あ り,RE　 L12)等で用い られ たKayの チa・　一

ト式 アル ゴ リズ ムに よ りbottom-upに 構文 解析 木 を作 る。 木 の 終 端 の 名詞 に

は デ ー タベ ー スの 名詞表 が 対応 す る。 ヤチマタの意味 処理 とは,名 詞 句 と名詞 句

との 関係 を,基 本 的なデー タベ ース 検 索 演算 とその 引数 の関 係 に 変 換 す る(意 味

の 木 を作 る)事 で あ るが,こ の作業は構 文解 析 と同時に遂行 され る。 文 法 は 制限

され て お り,例 えば 動 詞句 は 名 詞 句 を 修飾す る形の み 許 され る。 意味 処理 を終

え て も酸味 さが 終 る場合(複 数 の 検索 コマン ドが 出 きてい る)に は 使 用 者の 指
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示に従 う。

　 以上採 り上げ た シス テ ムは,1979年 末 迄 に発 表 され た シス テムで あ り,

それ 以降 公 開 され たシ ステ ムにっ い て は調 査 を して い ない こ とを断 ってお く。

2.7　 お わ り に

　 構文 解 析 は 自然 言 語 処理 に と って不 可欠であり,ま た 重要 な位 置 を 占る もの で

あ る。ここに、構文 解 析 シ ス テ ムを 設計 す る際 考 慮す べ き頂 目を 思い つ くま ま列

挙 して 結び と したい 。

A)背 景 と な る 言語 学 的 枠 組み:国 文法,変 形 文 法,Montaque文 法 ,自 家 製

　 文 法

B)ア ル ゴ リズ ムの 枠組 み:係 り受け 解 析,CFG+α(α の 中味),そ の他

C)形 態 素 解 析 ・構文 解 析 ・意味 解析 の 相 互作 用:密 接 にす る,疎 に す る

D)コ ン トロール:ス タ ック,ATN式,　 LINGOL式 ,そ の 他

E)入 力の 形 態:分 ち書 きの 問題,字 種

F)指 示 語,省 略 語,未 知 語,同 音異 語 ・多 品 詞語,並 列表 現 ,　 「の」 に よ る

　 名 詞 連続,漢 語 に ょ る名詞 連続,関 係 筋,袖 丈 構 造 の取 り扱 い

G)文 法 的 知 識 の 表 現:ど こに 置 くか?　 フ レー ム的表 現 ,ネ ッ トワー クに よ

　 る表現,そ の 他,上 位 一下 位 ・部 分一 全体 関 係,意 味 素性,常 識の 利 用

β

,

■
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5.問 題 解 決 と推論 DefaultReasoning

　 不完 全 な知 識 の も とで 行 なわ れ る 推論 をdefault　 reasoningと 呼ぶ。入 間

は,話 題 につ い て の 完全 な知 識 を持 た な くて も対 話をす る事 がで き る。 自然言

語処 理 など の 人 工 知 能 の 分 野や デ ー タベ ー ス にお け るdefault　 reasoning

が どの よ うに表 現 され,ま た,取 り扱わ れ るべ きか をい くつ かの 例 を も とに し

て 説 明す る。

●

●

5.1　 変 数 割 当 て に お け るdefault

　 KRLやFRLな どの多 くの知識表現向 きの言語においては,変 数値の欠如に ●

対 す る割 当て(default値)を 明に 示す 機 構 が 組み 込 まれ て い る 〔Bobrow77〕 。

あ る状 況 や事 柄 に対 して フ レー ムを 構 成 す る際 に,そ れ に 関す るあ らゆ る 情報

を 明示す る事 は,困 難 とい うよ りは,不 可 能で あ る。 とこ ろが,実 際 の 会話 な

ど に現わ れ る対 象物 の ほ とん ど は 曖 昧性 を 持つ 事 が 多い。 例えば,会 話 の 対 象

とな って い る物体 の 色 で あ るとか,大 き さで あ る とか は,た とえ そ れ らが 何 ら

か の 値を 持 ってい るに もか か わ らず,明 示 され ず に対 話が 続け られ うる。 これ

らの 中 には 不 完全 な ま まの 方 が 都 合の よい 場 合 もあ るが,常 識 的な 値 をdefa-

ult値 と して 割 当て る事 も考 え られ る。 例え ば,　 KRLで はdefaultは 次 の よ

うに表 現 され る。

　 　 〔Person　 　 UNIT　 　Basic

　 　 　 　 　 〈hometown　 　 (a　 City)Pa　 lo　Alto;DEFAULT　 　>

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 〕

す なわ ち,人 を表 現 す る ブ レー ムの 出身地 が 不 明 の場 合 に はdefaultと して

Paio　 Altoと せ よ,と い う事 を意 味 す る。

　 しか し,defaultと しての適切 さを 考え る時 には,上 の よ うな表現 法 は好 ま

しい とは 言 え ない。 例え ば,　 「あ る入 の 出身 地が 不 明で あ るが,両 親がA市 に

住 んでい る事 が わ か って い る場 合 に は,そ の 人の 出 身地 もA市 にす べ きで あ る。」

とい う よ うな 推 論 規則 は,も っと もで あ る けれ ど も,KRLな ど の上 で は 表 現

●
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す る事 が 難 しい。

4

5.2　 論理 デ ー タベー ス にお け るdefault

　 例え ば,飛 行機 の 座 席予 約 に関 す るデ ー タベ ー スにつ い て考 え てみ る。A市

とB市 を 直接 結 ぶ 便が あ るか ど うか を知 り たい とす る と,論 理 デ ー タベー ス に

対す る質 問 は,例 えば,DIRECT-CONNECT(A,B)と 表 わ す こ とが で き る。

も しこの 述 語の 証 明 に失 敗 した とす る。 この 時 は,そ の よ うな 便 は 存在 しなか

った と仮 定 す るの は妥 当 で あ ろ う。 しか も この仮 定 を 置 く事 に よ って,デ ー タ

ベ ースか ら述 語 の 否定 に関 す る情 報 をす べて 取 り除 く事が で き る。 す な わ ち,

デ ー タベ ー スは,余 分 な 知 識を 持 た な くて もよ いの で あ る。 その上,具 体 的 な

デ ー タベ ース を見 て もわか るよ うに例外 事 項 は,実 際 に 必要 な デ ー タよ り遙 か

に多 い の で あ る。 この よ うな 仮定 を 置 い たデ ー タベ ー スをReiterはclosed

world　 databaseと 呼 ん でい る 〔Reiter　 78b〕 。この仮 定 に よ って,無 矛 盾

な デ ー タベ ースに 矛 盾が 生 じる事 が あ る。 例 え ば 次 の よ うな 簡単 な例 を考 え る
。

　 　 　 DB　 :　　{P(a)　 >　 P(b)　 }

つ ま りこの デ ー タベー スに は 上の よ うな1つ の論 理 和 しか 含 まれ てい ない
。 こ

の時 ・ こ のデ ー タベ ー ス内 で はP(a}が 正 しい こ とは 証 明で きな い。 す なわ ち

DBVP(a}で あ る。 したが ってclosed　 world　 databaseで は ,　rP(a)が 正 しい と

結 論 され る。 同様 に して,rP(b)も 結 論 され るが ,こ れ らの3つ の 論理 式が1

つ の デ ー タベ ー スに存 在 す るの は矛 盾 で あ る。

　 Reiterは こ れ につ い て,も しデ ー タベ ー スに 含 まれ る論理 式が す べ てHorn

節(高 々1つ の正 項 しか含 まな い 節)な らば,上 記 の よ うな こ とが 起 こ ら ない

事 を 示 してい る。

■

5.5　 階層 表 現 に お けるdefault

　 こ こでは,意 味 ネ ッ トワー クに お け る階 層表 現 につ い て 考 え る。 例 え ば,次

の よ うな 階 層表 現 が あ る とす る。
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VERTEBRATE

　　　　　　　　　　　　　　/
　　 　　　 　　　 　　　 MAMMA　 L

　　　　　　　　　　　/＼
　　 　　　 　　　 　 DOG　 　　　 HUMAN

この 意 味 ネ ッ トワー クは 述 語 表現 す ると,

(Vx)

(Vx)

(Vx)

(Vx)

＼
REPTILE

　 　　　 　　　 　　　 　　　 次 の よ うな事 実 を表 現 してい る。

{DOG(x)⊃MAMMAL(x)}

{HUMAN(x)⊃MAMMAL(x)}

{MAMMAL(x)⊃VERTEBRATE(x)}

{REPTILE(x)⊃ 　V『ERTE.BRATE(x)}

　 意味 ネ ッ トワー クにお け るIS-A関 係 の 推移 律を述 語論理 に おけ る推移則

(modus　 ponens)と 同 様 に 見 るな らば,　 I　S-A(DOG,MAMMAL)す な わ

ち,犬 が 哺 乳 類で あ る事 を 証 明す る 過程 は ほ とん ど同 じであ る。 しか し,DOG

の 上位概 念lc　REPT　 ILEが 存在 しない 事 か ら, .犬 が爬 虫類で ない 事 を結 論す る

意味 ネ ッ トワー クの 推論 方 法 は述 語 論理 には 存在 し ない。 一 階述 語 に この 能 力

を 持 たせ る為 に は 例え ば,

　 　　 (Vx)　 {DOG(x)⊃rPEPTILE(x)　 }

の よ うな 公理 を 入れ てや らな け れば な らない 。

　 意味 ネ ッ トワー クが 備 え 持 って い るこ の よ うな推 論 規 則を 一 階述 語 に 持たせ

るに は ど うす れ ば よい だ ろ うか。 意味 ネ ッ トワー クが一 階述 語 を 用い て 表現 で

き る事 を 考 え る と,何 らかの 推 論 規則 を 述 語 論理 に 付 け加え て やれ ば よ い とい

う事が わ か る。 前 節 で述 べ たclosedworld　 database.の 考 え 方を 用 い る

の も一 つ の 解法 で あ るが,意 味 ネ ッ トワー ク自身が 持 って い るdefault能 力

を す べ て 述 語 論 理 上で 表 現 す るに は,さ ら に他 の規 則が 必要 で あ る。 こ うした

論 理 系へ の 試み は,5.6節 で 示 さ　Ptる 。

●

●

5.4　 例 外 表 現 とdefault

　 我 々が 一 般に 用 い て い る知 識 には 例 外 が 含 まれ て い る事 が 多い 。 実際,ほ と

ん どの 一 般 的知 識 は例 外 を 含ん で い る と言 って よい 。(例 外 もあ るが。)例 え

ば,　 「鳥 は 空 を飛 ぶ。 」 とい う言 明 はや は り例外 を 含 んで い る。(ペ ンギ ン,
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　 　 　 ダ チ ョウな ど)す な わ ち,鳥 が 飛 ぶ とい うの は確 固 た る事 実で あ る訳で は な く,

　 　 　 この こ とす らdefaultと して 扱 う方 が 適 切で あ る と考 え られ る。 これ に対 し

　 　 　 て,次 の よ うな述 語 に よ って,例 外 を 明 示す る方 法 も考 え られ る。

　 　 　 　　 　 (vx){BIRD(x)〈rPENGUIN(x)〈-OSTRICH(x)⊃FLY(x)}

　 　 　 しか し,こ の 知識 か ら だけ だ と,例 えば,(Vx){TORI(x)⊃BIRD(x)}

　 　 　 とい う知 識 しか ないTORIと い う鳥が 飛 べ るか ど うか は,一 階述 語 に よ って は,

　 　 　 何 の結 論 も得 られ ない。 す なわ ち,TORIが ペ ンギ ンで あ るかど うか,ま た,

　 　 　 ダ チ ョウで あ るかど うか の 判定 が で き ない か らで あ る。

　 　 　 　 上で述 べ た,　 「鳥 は飛 ぶ 。」 とい う知 識 自身 をdefaultと して 扱 う方 法 に

● っ いて考 え て み よ う
.。 れ はつ まりあ る動物 が 鳥で あ る 事が わ か 。て い る場 合

　 　 　 に,そ れ が 飛 べ な い とい う知識 が 欠 如 して い る限 りは,飛 べ る もの と思 ってお

　 　 　 こ うとい う考 え 方で あ る。

●

●

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 *5
.5　 Frame　 Problem

　 default　 reasoningが 最 も重要 な 働き を す る問題 にFrame　 Problem

〔Mc　Carthy　 69〕　 〔Raphael　 71〕 　 〔Hayes　 73〕　が あ る。 例え ば,箱 を

移 動 させ た時 に,こ の 箱 の色 や 重 さは変 化 す る で あろ うか。 また.こ の箱 に 色

を 塗 った時 に,箱 の位 置 や形 は 変 化 す るで あ ろ うか。 箱 を動 か す時 に,そ の箱

の 上 に乗 っ てい る物体 も同 時 に移 動 す る事 を ど の よ うに表 現 す れば よい だ ろ う

か 。Frame　 Problemは 次 の よ うに述 べ る事 が で き る。

　 「ある 状 態変 化 に よ り不 変 な もの,そ うで ない もの をど の よ う に表 現 すれ ば

よ いか 。 」

　 不変 な もの を列 挙す る事 に よ って,こ の 問題 を 解決 す る の は 非常 に 困 難で あ

ろ う。McCarthyら は,箱 に色 を 塗 って も位 置は 変 化 しな い とい う事 を 次の よ

うに表 わ して い る。(x,z/OBJECT)(y/POSITION)(s/STATE)(c/

COLOR)

　 　 　 LOCATION(x,y,　 s)⊃LOCATION(x,y,paint(z,c,s))

一 般 には ,こ の よ うな表 現 が 数 知れ ず 必 要 に な り,と て も扱 い きれ る もので は

*　 Minskyの フ レ ー ム 理 論 とは 別 の 問 題 で あ る 。

一55 一



.な い 。

　 SandewallはFrame　 Problem　 を 扱 う た め に,　 UNLESS　 と い う オ ペ レ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　一 夕 を 一 階 述 語 に 導 入 し た
。　 UNLESS(P)が 真 に な る の は,　 Pが 公 理 か ら,

一 般 述 語 の 演 繹 体 系 を 用 い て 尊 び き 得 な
.い時 で あ る 。 例 え ばA〈NLESS(B)

⊃Cは 「Aが 成 り 立 ち,Bが 一 階 述 語 論 理 を 用 い て 公 理 か ら 尊 び く こ と が で き

な い な ら ば,C .が 成 り 立 つ 。 」 と 読 む こ と が で き る 。 彼 はrestricted　 wff

(rwff)と い う,条 件 付 き の 論 理 式 を 定 義 し て,　 default　 reasoningを

行 な お う と し た が,彼 の 提 案 し た 推 論 規 則 は 満 足 な も の で は な か っ た 。 し か し,

次 第 で 述 べ るdefault　 reasoningは 主 に こ の 考 え 方 を 基 に し て お り,こ う

して 発展 したd。fault　 rea,。ni。gの 輪}ま,前 節 まで 、こ述 べ た枇 の 　 ●

defaultの 形 態 をす べ て包 含 す る もの で あ る。

■

●

5.6　 　Default　 Reasoning

　 こ こ で は,主 にdefault　 reasoningに 関 す るReiter及 びMcDermott

ら の 仕 事 に つ い て 説 明 す る 。　 〔Reiter　 79〕 　 〔McDermott　 78〕.5-2節 で

述 べ たclosed　 world　 assumption(CWA)は 前 節 のUNLESS記 号 を 用 い て

UNLESSIP)⊃ ・rPの よ う に 書 け る 。こ れ を 以 後MrP⊃rPと 書 く 事 に す る。

5.1節 に お け るKRLの 例 は 少 し 複 雑 で あ る が 次 の よ う に 書 け る 。

　 　 　 PERSON(x)AM(ヨy)　 {home　 town(x)ry}

　 　 　 　 　 　 ⊃hometown(x)==　 Palo　 Alto.

5.4節 の 例 は 次 の よ う に 書 け ば よ い 。

　 　 　 BIRD(x)AMFLY(x)⊃ ・FLY(x)

CWAに つ い て 考 え て み よ う 。 今,論 理 デ ー タ ベ ー ス1こPと い う 述 語 が 存 在 し,

Pに つ い て,P(a)←,　 P(b)← の2つ の 節 し か 定 義 さ れ て い な い とす る。

こ の 時 ぶCWAは 次 の 式

　 　 　 (Vx)　 {P(x)⇔x=a　 Vx=b}

が 成 り 立 つ 事 を 要 求 す る のllc等 し い 。 さ ら に,デ ー タ ベ ー ス に 新 し い 節P(f(y))

←P(y)が 含 ま れ,し か も こ れ ら3つ の 節 以 外 にPに 関 す る 節 が 含 ま れ て い な

,

㎡

*　 　 〔Saudewal1　 72〕
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■

匂

い と仮定 す る と,CWAは 次 の 式 を要 求 す る。

　 　 　 (Vx){P(x)<→x=a　 1>x=b>(【fly)　 〔x==f(y)〈P(y)〕}

　 Clarkは こ う した変 形 規 則を用 い,証 明の 失 敗に よ り,述 語の 否定 形 を 証

明す るアル ゴ リズムを 示 し て い る。　 〔Clark　 78〕 　 上の よ うな 変 形 を彼 は デー・v

－ タベ ー スの 完 全化 と呼 ん で い る。 彼の アル ゴ リズ ムに 忠実 に従 う事 は,導 出

原 理 に おけ るunificationが 導 出 木の すべ て の枝 で 失 敗 に終 るの を 確め る事

に 等 しい の で、 特 に質問 に変 数 が 含まれ て い る場 合 には 困 難が 生 じ る。 す なわ

ち,こ こで 注意 しなけれ ば な ら ない の は,こ の よ うな アル ゴ リズムは 一 般 に部

分 的 可能 です らな い こ とで あ る。 導 出 木 のunificationが す べ て失 敗に終 る　 "

か ど うか を調 べ る事は,述 語 論理式 の充 足可 能 性を 調べ る事 に 等 し く,充 足 可

能 な 一 階 述語 論理 式 の集 合 は帰 納 的 可算 で す ら ない か らで あ る。Clackは 彼

の アル ゴ リズ ムが 質問の す べ て の 解を 見つ け る事が で き る ため に,デ ー タベ ー

ス内 の 節や 質 問 が 満 た さなけ れば な らない 条 件 につ い て も述べ て い る。

　 さて,一 階述語論理 は単調 である6す なわち,新 しい 公理 を 付け 加 え たか ら とい

って も,公 理 系が 無矛盾 な限 り,以 前 定理 で あ った もの が,定 理 で な くな る事

は あ り得な い。 ところが,今 まで 議 論 したdefault規 則を 伴 う論理 系は 非単

調 で あ る。 す な わ ち,新 し い 公理の 追加 が 系の 定理の 集 合 の 単 調 非 減 少を保 証

しない 。 また,次 の よ うな2つ のdefault規 則を 持つ 系 を 考え る。

　 　 　 　　 MA⊃rB　 ,　 MB⊃rA

・rAは この系では尊び く事 はで きな い か ら ,前 者 よ り一一,　Bが 導び かれ る。 とこ ろ

が 逆 に,は じめに－rBの 導 出 を 試み ると,そ の 失 敗に よ り,後 者か らrAが 尊び

かれ る事 に な る。 す なわ ちAもBも,こ の 系 か らは 証 明で き るか ど うかの 判 定

が こ の ままで は で きない 。 さ らに,5.2節 の 例 の よ うに矛 盾 を 含む 系す ら存在 一一

し つる。

　 この よ うにdefault規 則 を含 む 一 般的 なdefalut　 reasoningの ため の

論理 につ い て議 論 す るに は,与 え られ た公 理 とdefault規 則 によ って 閉 じた

論 理式 の 集 合 を扱 うのが 妥 当で あ る。 つ ま り,あ る論理 式 の 集 合が 存在 して,

それ が 与え られ た公 理を 含み,一 般述 語の 公理 系及 びdefault規 則{こよ っ て

閉 じて いる 時,そ れ を1つ の 無 矛 盾 な世 界 と 見 る訳 であ る。

　 先 に述べ た こ とか らもわ か るよ うに,こ の よ うな集合 は 一意 に決 ま るとは 限
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ら な い し,存 在す ら保 証 され て い ない 。 実際 に,{MA⊃rB,　 MB⊃rA}

の み を もつ 公理 系 に は,2つ の 可 能 な 世 界,Th({_A}),　 Th({_B})

が 存在 す る。 こ こにTh({P})は 論 理 式Pと 一 階述 語の 公理 系 によ って 導び

か れ る すべ て の 真 な る論理 式 の 集 合 とな る。 また,{MA⊃_A}に は 無 矛盾

な 閉 じた 集合 は 存在 し ない。

　 Kramosi1は,こ の よ うな公 理 系の 定 義 に よ って 得 られ る集 合 は無 意味で あ

る か,役 に立 た な い のど ち らか だ と言 って い るが 〔Kramosil　 75〕,こ れ は

公 理 系 に単 調 性 を強 要 し た ため であ る。 言 い方 を改 め ると,彼 は,default規 　 　 　 　`

則 を 持つ 公 理 系が 単調 な らば それ はdefault規 則 を 持 た ない 公 理 系 と「司等で

ある.とを証肌 た。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

　 さて,こ の よ うなdefault規 則 を 持つ 論理 の 具体 的な 定式 化 につ いて述 べ

よ う。

5.6.1　 Non　 Monotonic　 Logic　 〔McDevmqott　 78〕

　 オ ペ レ ー タMを 前 に 述 べ た よ う に 定 義 し,AをMを 含 む 一 階 述 語 の あ る 公 理

の 集 合 と す る 。 次 の よ う な オ ペ レー タNMAを 定 義 す る。

　 　 　 NMA(S)　 △　Th(AUAsA(S))

　 こ こにSはwffの 集合Lの 任 意 の 部分 集 合,

　 　 　 AsA(S)　 =　 {Mq　 :q∈L,　 rq¢S}-Th(A)

に よ ってASAは 定 義 され る。

　 こ の オペ レー タに よ ってNMA(S)=S　 とな る 論理 式 の 集合Sが 前 に述 べ た

閉じ た 集合 で あ る・Lを 全 体集 合 として ・ これ ら の 関 係 を・NMA(S)=Sと ●

な る集合Sに つい て図に示 したのが下図で ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　 '

Th(A)

ASA(S)

NMA(S)=S

　 NMAに 関す る不 動 点 をFP(A)で 表 わす 。 す な わ ち,　FP(A)全{S:

NMA(S)=S}。 これ に よ って 彼 らは ・Aか ら 証 明 可能 な論 理 式の 集 合

●
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TH(A)を 次 の よ うに 定義 して い る。

　 　 　 TH(A)会 ∩ 〔{L}U{S:NMA(S)=S}〕

これ は,NMAの 不 動点 が 存在 す る時 はTH(A)は それ らの 共通 部 分,そ うで

ない 時 に はTH(A)がLと 一 致す るこ とを意味 す る。

　 これ らの 定 義 よ り,も し,あ る論理 式PがAか ら証明 可能,す なわ ちP∈

TH(A)な らばPはNMAの あ らゆ る不動点 か ら導 出 可能 で あ り,ま た逆 も正

しい 事が 証明 され る。

　 問題 はP∈TH(A)の 判 定法 であ るが,彼 らは 命題 論 理の 上 での 完 全 な アル

ゴ リズム を示 して い るが,こ の よ うな アル ゴ リズムの 存在 は命 題 論 理 の 有'限的

性 質 によ り明 ら かで あ る。 一階述 語 の 上でのP∈TH(A)の 判定 はや は り,部

分 的 可能で は ない で あ ろ う。

●

5.6.2　 　Logic　 for　 Default　 Reasoning　 〔Reiter　 79〕

　 Reiterのdefault　 theoryは 前 節 のMcDormottの 理 論 の 若 干 定 義 が 異

な る 。 最 大 の 相 異 点 は,Mオ ペ レー タ を 併 うdefault規 則 を 一 階 述 語 式 と し

て で は な く,演 繹 規 則 と し て 扱 う 事 で あ る 。default　 theoryは 次 の よ う な

2組 で 定 義 さ れ る 。(D,W)。 こ こ にWはwffの 集 合,　 Dはdefault規 則

の 集 合 。default規 則 は 一 般 に 次 の よ う な 形 で 与 え ら れ る 。

　 　 　 　 　 　 　ナ　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ

　 　 　 　 　 Ct(x　 　:Mβ1(x　 ,… ・…　 ,　 Mβm(x

　　　　　　　　　　　　　　W(x)
　 　 　 　 　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ レ

これ は α(x)が 成 り立 つ とい う前 提 の もとで β1(x),　 　 　 ,βm(x)の 否 定
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ

が 証 明され な い な らW(x)が 正 しい とせ よ,と い う意味 で あ る。

　 任 意のwffの 集 合Sに つ いてF(S)を,次 の3つ の 性 質 を 満 たす 最 小の 集合

とす る。

　 あ るdefault　 theory(D,　 W)に つ いて,

　 　 　 D1.　 wEr(S)

D2.　 Th(F(S))=1「(S)

D3.　 α　 Mβ1,　 　 　 　 　 ,Mβm　 　 　 　 　　 　 　 　∈D
　 　 W

か つ 一 β、,… 一 一 βm〆Sな らばW∈r(S)

　 この オ ペ レー タrを 前 節 のNMAと 同様 に考 え,　 rに よ る不 動点 を"可 能 な

世 界"と 考 え る。r(E)=Eな る集 合 を(D,　 W)のextensionと 呼 ぶ。
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　 こ こ で,default　 theoryとnon　 monotonic　 logicの 相 異 点 を 示 す 。

例 えば 次 のd・fault　 th・ ・ry

　　　　 (A:BMB・C;MD}・{A>・})

はnon　 monotonic　 logicでd9{A〈MB⊃B ,　 C〈MD⊃D,　 AVC}と

表 継 れ 端 者
.の 不 ⊇ まT・({A>・}),後 嗣 丁・({A>・,・>D})

と な る 。

　 ま た,次 の よ う なdefault　 theory

　 　 　 　 　 　 α1:MW　 1　 α2:MW　 2　 α,:MW,　 　 　 D=l

　　　　　　　　W1・ 　 W2・ 　 Wr}

　 　 　 W={W1⊃Ct　 2,　 W　 2⊃ α3,W⇔ α 】

　 　 　 　 　 　 W,⊃rW2,　 W2⊃rW3,　 Ws⊃rWi}

は 唯 一 のextensionと し てTh(W)を 取 る が,対 応 す るnon-monotonic

logiC

　 　 　 WU{ct　 1〈MW1⊃W1,α2〈MW,⊃W,,α 。〈MW,⊃W,

C9　NMAに 関す る不動 点を 持 た ない。

　 default規 則 の 結 論 とMオ ペ レー タの つ い た論理 式 が 等 しい もの をnormal

default規 則 と い う。 例 え ば,

　 　 　 BIRD(x):MFLY(x)

　 　 　 　 　 　 　 FLY(x)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

はnormal　 default規 則 で あ る 。　 normal　 default規 則 だ け か ら な る

default　 theory　 をnormaldefault　 theofyと 　 5く
。5節 ま で に 述 べ た

例 の 多 く はnormal　 default規 則 の み を 用 い て 表 現 す る 事 が で き る 。

　 重 要 な 点 はnormal　 default　 theoryが 少 く と も1つ のextensionを 持

つ 事 で あ る 。

　 non-monotonic　 logicでeま す べ て の 不 動 点 に 含 ま れ る 論 理 式 をtt証 明 可

能"な 論 理 式 と し,P∈TH(A)}こ つ い て 考 察 し た が,　 default　 theoryで

は,論 理 式Pに 対 し て,Pを 含 む よ う なextensionが あ る か ど う か を 考 察 し

て い る 。

　 彼 はnormalそ して 一 般 のdefault　 theoryの 種 々 の 性 質 お よ び,証 明 手 順
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につ い て 述べ て い るが,何 度 も 繰 り返す よ うに ,こ れ は,部 分 的可 解で もな く,

い わ ば,証 明 の 必 要 十分 条 件 を 述べ たに 過ぎ ない
。

5.6.3　 Truth　 Maintenance　 System　 〔Doyle　 78〕

　 non　 monotonic　 logieを 基 に し た 証 明 シ ス テ ム にTruth　 Maintenance

System(TMS)が あ る 。

　 TMSは,個 々の 証 明 手 順 に よ って 生成 され た定 理 の証 明を 保 存 し,　rPと

MPが 同 時 に真 にな らない よ うに管 理 す る
。 ま た,矛 盾 を 発 見すれ ば,そ れ を

回避 す るため に 新 し い公 理 を 付 け加 え た りす る。 各 式 はjustificationと い

う条 件式 の 集合 を もつ。Pが1と ラベル付 け され るの は,あ るjustification

内 の式 す べ てに1が ラベル 付 け され た時 に限 る。MPはrPが0の 時,か つ そ

の 時 に限 り1と な る。

　 簡単 な例 を 示す 。

N-1

2

　
3

　
4

一

ー

－

N

N

N

TIME(T)=1000

TIME(T)≠1000

ROOM(T)一=　 813

ROOM(T)二 　 801

(SL()(N-2))

(SL()(N-4))

　 SLの 第2番 目の 括弧 内が 否 定 的 なjustification,第1番 目が肯 定 的 な

justificationを 示 す 。 し た が っ て1行 目 はMr(TIME≠1000)⊃TIME

(T)-1000を 示 す 。

　 TMSは1と い う ラベル 付 け され た論 理式 だけ が,次 の証 明段 階 に"見 え る"

よ っ に す る 。 こ の よ う な 論 理 式 はinで あ り
,そ う で な い も の はoutで あ る と い

う ・ 」この 例 で はinで あ る 論 理 式 に の みjustificationが 示 さ れ て い る
。

TMSはnon　 monotonic　 logicと は 違
っ て,1つ の 不 動 点 を 捜 す シ ス テ ム

で あ る 。 例 え ば,前 に 挙 げ た 次 の 例{MC⊃
rD,　 MD⊃rC}に つ い て 考 え

る と,

　 　 　 N-1　 　 rD　 　 　　 　　(SL()(N-2))

　 　 　 N-2　 　 rC　 　　　　　(SL()(N-1))

と表現 す るこ とが で き,こ れが 同時 にinと な る事 は ない
。
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5.7　 おわ りに

　 不 完全 な知 識 の も とで行 な う推論 を,主 に述 語 論理 の 立場 か ら述 べ た。 具体

的な 言 語や シス テ ム につ い て は余 り述 べ なか ったが,PLANNER　 など も否 定

と してTHNOTと い うオペ レー タを 持 ち,こ れ は本 章 で述 べ たCWAと 同様 の

扱 い を して い る。

　 述 語 論理 を 用 い た こ の よ うな ア プ ロー チ は本 章で 何度 も指 摘 したよ うに本 質

的に 部分 的 可解 で な い事 は 止む を 得ず,今 後 は,可 解 な部 分 の解 析,及 び 手続

き型 手法 との 融 合 等 を 検 討 す る 必要が あ る。 `

'
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6 談　 話　 理　 解

6.1.　 は じ め に

6.1.1意 味関係によ る談話内文結合現 象繊 念

　 入 間 はい くつ か の 文 を 見た り 聞い た り した とき,そ れ が ひ とま とま りの ハナ

シを 構成 して い るか,そ れ とも単 に 脈 絡の ない 文 を 集 め た ものに す ぎ ない か を

難 な く区別 す る こ とがで き る。 現 実 に は何 ら脈 絡 の ない 文が 次 々に 出て くる こ

とは あ り得 ず,つ な が りを 持 って 展 開 され るのが ふ つ うで あ るが,そ の 中で人

間は,他 と は独 立 し て それ だ け で閉 じて 内 容 の理 解 で き るハナ シの ま とま りを

馴 して い る・ この よ うな まと ま りを・ 以 下では 談 話 ユ ニ ・ ト*2)とよぶ・ 談話 ●

ユ ニ ッ トに は 所定 の 長 さは 決 ま って お らず,短 か い もの(例 「禁煙」)か ら長

い もの(例,一 日中続 い た議 論)ま で,広 い 範囲 を 持 ってい る。

　 人 間が,談 話 ユ ニ ッ トとそ うで な い もの とを容 易 に区別 で き るのは,談 話ユ

ニ ッ トだけ が 持 って い て他 の もの には ない 何 らか の 特徴 が あ るため と考 え られ

る。 これ を客 観 的 要 因 と して識 別す る こ と,す な わち,人 間 の 直観 を支 え てい

る メカ ニ ズ ムを 客 観 的対 象 として 取 出す ごピ は,談 話 理解 に と って 重要 であ る。

　 文 は 形式 的 なユ ニ ッ トで あ って,文 の 部分 を 文 に統 合 す る構造 的 な関 係 が 存

在 す る。 しか し談 話 ユ ニ ッ トと文 の 間 に は文 法 構造の 関係 は存在 せず,文 を 集

め て談 話 を作 りあ げ る構 成 規則 とい うよ うな ものが あ るわ け では ない。 談 話 ユ

ニ ッ トは,見 か け 上 は文 の集 ま り を成 して い るが,そ れ は文 によ り現実 の発話

や 書 かれ た文 章 と して 実 在 化 され て お り人 間 に わか る よ うに コー ド化 され て い

るに は す ぎな い。 談 話 ユニ ッ トは,形 式 的 な ユ ニ ッ トでは な く,意 味 の ユニ ッ

ト(S。m。n,i。U。i、)で あ り,文 法 構造 繊 合 力 とは 別の 力の働 きで ま とま り ●

を成 して い る と考 え られ る。

　 談 話 ユ ニ ッ トとそ うで ない もの を 区別 して い るも の,談 話 ユニ ッ トだ けが 持

って い る性 質 を,意 味 関係 に よ る結 合 性,あ るい は 意味 結 合 性 と よぶ。 また,

そ の性 質 が 言 語 現 象 に表 われ て,2つ 以 上 の文 を結 合 し てい る とき,意 味 関 係

に ょ る談 話 内文 結 合 現 象,あ るい は単 に 結 合現 象 と よぶ。

　 この よ うな現 象 の ひ とつ に,照 応 指 示(現 象)が 挙 げ られ る。

6

*1　 言 語 学 で はcohesionと よ ば れ る 。

*2　 言 語 学 で はtextと よ ば れ る こ と も あ る 。
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　 　 　 例 ・a・Wa　 sh　 and　 core　 six　 cooking　 apPles・

　 　 　 　 　 b.　 Put　 them　 into　 a　 fireproof　 dish..

　 　 　 　 　 a.6個 の 料 理 用 の1)ン ゴ を 洗 い,し ん を 取 れ 。　 ・

　 　 　 　 　 b.そ れ(ら)を 耐 火 皿 に 入 れ よ 。

　 上 の 例 でeま,1t　 them"(そ れ ら を)が,"six　 cooking　 apples"(6

個 の 料 理 用 り ん ご)を 振 返 っ て 指 示 し,こ の 前 方 照 応 機 能 がa.とb.の2文 間

に 結 合 現 象 を 生 じ さ せ,2文 を 独 立 の も の で は な く し て い る と い う こ と が わ か

る。 こ の2項 間 の 結 合 関 係 は,何 を 意 味 し て い る か 。 こ こ で 前 方 照 応 項"them"

(そ れ ら を)は"six　 cooking　 apple"(6個 の 料 理 用 り ん ご)と 同 一 の も

の を 指 し て い る と い う"信 号"で あ る 。 そ し て こ の2項 間 の 結 合 関 係 の 意 味 は,

tt指 示の 同一 産 」)であ り,こ の 指 示の 同一 とい う意味 こそが2文 隠 味 結 合 力

を 与え た の で あ って,apple(り ん ご)と い うこ とば 自体,あ るい はthem

(そ れ ら を)と い うこ とば 自体 に は何 ら結 合力 は な い。 す な わ ち,意 味 結合19,

適 当な 性 質 を満 たす2項 間に生 じ る現 象 であ り,各 項 にあ て は め られ た こ とば

自体 は力 を持 た ない。

　 上 の例 は,代 名 詞 に よ る 同一 物 の 指 示 とい う関 係で あ る が,意 味 結 合 を与 え

る 関係 は これ 以 外 に もい ろい ろ あ る し,代 名 詞が 常 に指 示 の 同一 性 を 表示 す る

手 段 とい うわ けで はない 。

意 味 結 合 関 係 疏 る一 組 の 項 同志 を,意 味 結 合 帯*2)と よぶ.前 出の 融,指

示*3)と い う帯で あ る。 具 体 的 な 言 語デ ー タにあ た って 意味 結 合 帯 を分 別 し解 析

す るこ と1ゴ,意 味 結合 機 構 の 解 明 の基 礎 とな る。 英語 の場 合 は,Haliday等

に よ り,完 全で は な いが か な り詳 しい 分 析が な され てい るの で,本 論 で は

Halidayの 考 え方 を 中心 に して報 告 す る。 日本 語 の場 合 は,統 合的 研 究成 果

は 見 当 らな いが,個 々の 事 例 研究が 没興 して い る最 中で あ るの で,い ずれ この

分 野 にお け る総 合 的視 野 が 開 か れ る と 思われ る。

　 今 まで述 べ て来 た よ うに,談 話 ユニ ッ ト内 に存在 す る意味 関係 が 言語 現 象 に

表 出 して い る手 が か りと して,談 話 の 中に ある 要 素の 解 釈判)が それ 自体 で は 完

*1

*2

*3

*4

corefferentiality

cohesive　 　tie

reference

interpretation
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成せず,何 か他の別 の要素等の解釈 に依 存 して はじめて完成 す る場合を対象 と

して来た。

　 前 の例 で」tC　them"(そ れ ら を)は.解 釈 に際 し,別 の 要 素 の存 在 を 暗黙

前 提*1)し て1・ る.こ の 前 提 の 持つ 蜘 、前 出の文 中のtt,、 。… … ・で 満 た 、れ

る・ この よ うに,醗 的 な 前 提項*主 そ の被 前 提 〆3)の,つ の麟 の 間 喘

合 力が 存在 す るが,こ の2つ の 要 素 は 必ず しも この 順 番で 談 話 の 中に表 わ れ る

わ けではない。 基準 とな る最 も単 純 なパ ター ンは,前 出 例の よ うな 被前 提 項が は

っき り と こ とばで 示 され て い て,前 提項 の ご く近 くの 前方 に 存 在す る場 合で あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

り,実 際 に よ く観察 され るパ ター ンで もあ る。(ご く近 くとい うこ とは ,同 一

の 文 中 とい うこ とで は な い。 意 味 結 合 関 係 は,文 の 切れ 目 とは 無関 係に生 じ る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
もの で あ るか ら,分 析 用 デー タと して はむ し ろ,被 前 提 項 と前提 項 が 別の文 の

中 にあ って,両 者が'.　 'や':'で 区切 られ て い る場 合の方 が よ り問題が 明

確 に な って,適 当か も しれ な いo　 )

単 純 な前 方 蹴(現 象)杉)で は 劇 提 項 とな る蕎 が 鵬 項の ご く近 くの

前 方に 存在 す るが,か な り離れ た所 にあ る場 合 もあ る。 ま た,単 語 の よ うに短

か い 項 で は な く,い くつ もの 文 か ら成 る文 節を ひ と まとめ に して 指 す こ ともあ

る。1つ の 被 前 提 項 を 何回 も くり返 して 指 した り,逆 に,い くつ もの 被前 提 項

を要 約 して1つ の 前提 項で 指 して 済 ます 場合 も あ る。

　 この よ っに,前 方 照 応 形 の 中 に もい ろ い ろの パ ター ンが あ る。

　 前 方 照応(現 象)と は逆 に,被 前 提項 が 前 提 項 の後 に 出て くる場 合 もあ る。

英 語 で は,thisやhere　 Gまし ば し ば 後 方 を 参 照 す る
。

　 　 　 例 　 　This　 is　 how　 to　 get　 the　 best　 resutt.

　 　 　 　 　 　 '… 　 　 や り 方 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …　 　 ..

　 　 　 　 　 　 ・　　 .　　…　　　　　　　　●　　■　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　・　　.　　.　　●

この よ うな現象を後方照応(現 象 穐 よぶ。

,

■

1

2

3

4

*

*

*

*

*5

preSUPPose

presupPosing　 item

presupPosed　 i　tem

ANAPHORA

ANAはupを 表 わ す ギ リシ ャ語 か ら の 借 用 の造 語 要 素

　 PHORAは 指 示 性 を 表 わ す

CATAPHORA

　 CATAはd　 own・backの 意 味 を表 わす ギ リシ ャ語 か ら借 用の 造語 要 素
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　 　　 　 コ ロン(:)印 は しば しば 後 方指 示 の信 号 で あ る。

　 　　 　 前 方 照応 にせ よ,後 方 照応 にせ よ,被 前提 項 は談 話の 中 に存 在す る。 そ こで

　 　　 こ の2つ を合 せ て,談 話 内 照応 現 象*1)と よ ぶ。

　 　　 　 それ に対 して,談 話 中の あ る 要素 の 解釈 に 必要 な情報 が談 話 内 に は全 く見付

　 　　 か らず,談 話 の周 辺 環境 を 見て は じ めてわ か る場 合が あ る。 談 話の 周辺 環 境は

　 　　 大 変 広 く莫 然 と して い るが,問 題 と な るの は 談 話 の こ とば の 選択 に影 響 を 与え

　 　　 た 外部 要 因 だけ が 対 象 で あ る こ とは い うまで もな い 。 この よ うな場 合 を,談 話

　 　　 外 照応(現 象)、 あ るい は,談 話 環 境 照応(現 象)と よ ぶ。 これ は,文 結合 に

　 　　 は 関 係 しない。

● 　 以 上の ような照応現象は浅 識 も独語にも 日本諏 観 出され,お そら く

　 　　 は他 の 言 語 におい て も通 用す る普 遍性 のあ る 言語 現 象 であ る と思わ れ る。 従 っ

　 　　 て,こ の 現 象 の 背後 に あ る メカ ニ ズ ム は,言 語 に依 存 しな い 普 遍的 な存在 と思

　 　　 われ る。 た とえ ば,記 憶 モデ ル の 階 層構 造 との 関 係,知 識 構 造 との関 係 は普 遍

　 　　 性 を探 る立 場の 問 題 で あ る。

●

●

6.1.2　 談 話 理 解 にお け る,意 味 関係 によ る結 合現 象研 究 の 意義

　 近 年,言 語学 の 分 野 で も談 話 研 究の 必要 性が 認識 されてきてい るが,こ こでも研

究の 手が か り として 照応 現 象 の よ うな,文 の 結 合現 象が注 目 され て きてい る。

これ は,こ の よ うな 現 象 の解明 が,言 語学 的 に有 意義 な一 般性 を と らえ るの に

重 要 な 視点 を提 供す る もの のひ とつ で あ るか らで あ って,言 語 学者 に と って 関

心 の あ る談話 文 法の あ る一面 が 照応 現 象の 解 明 の 研 究の進 展 と共 に 明 らか にな

る こ とが 指 摘 され てい る。

　 この よ うに.談 話 に おけ る意 味 関 係に よ る結 合現 象の 解 明が,一 部 の 特殊 な

興 味 に とど ま らず,一 般 性 の あ る知 識 体系 の 一 部 を 明 らか にす るた め の有 効 な

手が か りで あ る ことは,言 語 学 に おい て のみ な らず,以 下 に述べ る よ うに,談

話 理 解 を含 む 認知 科 学お よび 情 報処 理 の分 野で も同様 であ る。

　 認知 料 学 の 分野 では,談 話 にみ られ る意 味結 合 現 象 は,知 識 表 現(の 体系)

お よび 世 界 理解 モデ ル の 構造 の 一 部が 言語 現象 に表 出・した もの と して とらえ ら

*1　 ENDO　 PHORA

*2　 EXOPHORA
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れ,こ の よ うな現 象 の 解 明 は,そ れ ら の構 造 の一 部 を解 明す る こ とにつ なが る

と考 え られ る。 この よ うな 解 明 は,計 算 機 に ょ る談話 理 解 シ ステ ムの 合成 プ ロ

セ スと相 互 に作 用 しつ つ 進 展す るもの で あ る。

　 一 般的 に,意 味 関 係 に限 らず と も.言 語現 象 は 入 間 に 内 在す る,認 識の メカ

ニ ズ ム,知 識 構 造 の 投 影,そ して理 解 プ ロモ スの 軌跡 と 見 な され るが,こ れ ら

を単 発 的 な事 象 と して で は な く,体 系 的 モ デル と して 把 握 した とき は じめて そ

れ ら に対す る 明 るい 視 界 が 得 られ る。 そ して,計 算 機 に よ る談 話理 解 シス テム

の作 成 は この よ うな 把 握 を 要 求す る。 したが って,言 語 現 象の 事 例分 類 に おい

て も,体 系 的 モ デル との 関係 を 見渡 せ る視 座 に あ るこ とを 必 要 とす る。

　 現 実の デ ー タに密 接 した 分 析`ま不 可欠 で あ り,各 々の 現 象 を網 羅 的 に追 うこ

と も大切 であ るが,そ れ に とど まら ず,一 般 性 の あ る知 識 表 現 お よび 理解の モ

デ ル を形 成 し,そ れ に体 系 的 に組込 ん で 行 け るか ど うかが,こ れ か らの 情報処

理 に と って興 味 ある 問題 で あ る。

　 談話理 解 シ ステ ムは,先 に 述 べ た よ うに,こ の よ うな モデル 形 成 を促 進す る

と同時 に,他 で は得 られ ぬ モデ ル の正 当 性 に対 す る検 証 の手 段 を与 え る もの で

もあ る。 モ デ ル の適 切 性 は,談 話理 解 シ ス テ ムの 知的 能 力の土 台に な るもので
1あ るか らで あ る

。 各分 野 の 研 究 の成果 一 言 語 学 的 解 明,自 然言 語 の意 味表 現,

理 解 の モ デル 等 につ いて 得 られ た知 識 一 の確 か さに対 す る総 合 的な 評 価 は,

計算 機 に よ る談 話理 解 シス テ ムを 構成 し,動 作 させ て モデル 検 証 す る プ ロセス

を経 る こ とに ょ って 客 観 的 な もの とす る こ とが で きる。

　 この よ うな 立場 で 言 語現 象 を 見 渡す とき,そ の中 で,目 的 に近づ くの に効 果

的 な現 象 に 的 を 絞 る こ との 重要 性 が 浮 か び 上 って くるわ け で あ るが,意 味 関係

に ょ る結 合現 象 はそ の よ うな 目的 に沿 う良 性 の 素材 とい え よ う。

　 た とえ ば,照 応 現 象 で,被 前 提 項 を同 定 する問題 は,自 然 言語の 形式 的 な 意

味 表現 を追 究す る とき,そ の 表 現の 適 切 性 を検 証す る た めの 手段 とみ な され・

研 究 され てい る。 す な わ ち,理 論 的 に設 定 され た形 式 的 意味 表 現 法が,照 応 の

問題 に 耐え られ るか ど うか とい う耐性 テ ス トを提 供 し てい るわけで あ るが,こ

れ と同 様 の こ とが 談 話 理解 シ ス テ ムに つ い て も成 立 つ 。 す な わ ち,意 味 関 係を

正 し く理 解 し,照 応 な ど に も対処 で き るか ど うか とい うこ とは,談 話理 解 シ ス

テ ムに 対す る一 種 の 耐性 テ ス トで あ る。 も しそ の シ ス テ ムが適 切 な知 能 を持 つ
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て い る な らば,そ の よ うな用 法 に も対 処 で き る筈 だか らで あ る。

　 そ して この よ うな機 能の 達 成 の た め に は,ど の よ うな知 識 構 造 を備 えね ば な

らな い かが,一 部分 で は あ るが,我 々の グルー プ に よ り解 明 され て い る。

■

6

●

6.1.3　 指 示現 象研 究 の位置 付

　 これ まで に,意 味 関 係に よ る談 話 内文 結 合 現象 の概 念 と,談 話 理解 におけ る

意味 関 係 に よ る文 結合 現 象研 究の 意 義 に つ いて述 べ た。

　 この 問題 は,言 語 に依 存 しない 普 遍的 な 知識 を意 識す る もので あ るが,研 究

の ア プ ロー チが現 語 現 象 を介 す るもの で あ る以 上,特 定の 言語 を 扱 わ ない で は

済 ま され ない。 そ して我 々の 関 心 の 中心が 日本 語 にあ る こ とは 当然 で あ る。 し

か し,日 本 語 につ い て は,こ の種 の 課題 につ い て の ま と ま った報 告 は 見あ た ら

な い。 一 方英 語 につ い て は,Halliday等 によ り意味 結合 関 係 の 研 究が 言 語学

的 視 点 か ら ま と ま った 成 果が 与え られ てい るので,今 回 は,Hallidayの 考 え

を 中心 に報 告 す る。

　 英 語 に 関 す る 整理 は,今 後 の 日本 語 に関す る整理 に有効 に利 用 で き るもの と

思 われ る。

　 意味 関 係 に よ る文結 合 にお け る重要 な現象 として は,第1に 照応 指 示現 象

(以 下単 に 指 示現 象 とよ ぶ こ と もあ る。)が 挙 げ られ る。 そ の 他,代 入現 象,

省 略現 象 に よる文 結 合,接 続 詞 に よる文 結 合や 同一 語 の 繰返 しな ど に よ る語

彙 的意 味 に よ る文 結 合 な ど があ る。

　 こ こで は,こ れ らのす べ て を 紹 介 す るには 紙数 が限 られ て い るの で,こ の 中

で 特 に 重要 で あ り,他 の 現象 の 解 明の 基 礎 とな る視 点 を 与 え る指 示現 象 のみ を

集 中 的 に扱 い,最 後 に指 示 と代 入 ・省 略 との 相異 にご く簡単 に触 れ る に とどめ

た。

　 Hallidayの 考 え をな るべ く忠実 に 紹 介す ると共 に,我 々の 研 究の 関 心 との

接 点 もい くつ か 指 摘 し た。
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6.2　 指 示 現 象

6.21　 指 示 現 象 にお け る照 応性

　 どの 言語 に も,そ の こ とば 自体 は 具体 的 に何 を指 して い るか は っき り しない

が,文 脈 か ら解 釈 で き る とい う項(item)が 存在 す る。 たとえば,日 本語 で

は 「それ 」　「彼」 な どで あ る。 これ ら は,談 話 内 容 あ るい は周 辺 環 境か らその

意味 が 聞 き子)に 理 解で き る こ とが 明 らか なの で,話 し手*3)が あ え て 直接 に は

示 さず にす ませ た もので あ り,談 話 内 容 の 連続 的で あ る こ とが 前提 に な って い

る。

　 これ は,談 話 内 の文 結 合現 象 の 中 で最 も代 表 的 な 現 象で あ り,指 示(現 象)

とよば れ る。 指 示 す る項 は,検 索 され るべ き情 報が 周 辺の ど こか にあ る とい う ●

信 号 で あ り,そ の 情 報 を使 え ば 指示 物㎏)が わか る(解 釈 で き る)こ とを前 提 に

用 い られ る。

　 指示 現 象 は,検 索 され るべ き情報 の あ り場 所(談 話 内にあ るか それ と も談 話

環 境 に あ るか。 ま た,談 話 内 であれ ば,指 示 項よ り前 に既 出で あ るか,指 示 項

の 後 に な って あ らわれ るか)に よ って分 類 され る。(図6-1参 照)

指 　 示 　現 　象

(R正】FERENCE)一⊥ 一
　談話外照応

(EXOPHORA)

　 　 　 　 談 話 内照 応

　 　 　 (EN　 DO　PHORA)

　　 一一一 ⊥一_
　 前方 照 応　 　 　 　 　後 方照 応

(ANAPHORA)　 (CATAPHORA)

●

■

図6-1　 照 応 の分 類

　この 中で,文 間の意味結合に関係が あるのは,談 話内照応現象の方であ り,

指示す る方の前提項 に対応 して,検 索されるべき情報としての被前提項が 談話内

に存在す る場合であ る。

　談話外 照応現 象は,談 話 中のあ る要素の解釈に必要な情報が談話内には全 く

■

*1)　　 refernce

*2)以 下 特 に 述 べ な くて も 読 み 手 も含 む も の とす る。

*3)以 下 特 に 述 べ な くて も 書 き 手 も含 む も の とす る。

*4)　　 referent
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■

■

●

見つ か らず 談話 の 周 辺環 境を 見て は じめ て わか る場 合で あ る。 実 際 の 話 しこ と

ば で は頻 繁 に 用い られ,話 し手 と聞 き手が 親 密 な 関係 にあ るほど,す なわ ち.
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 *1)
両者 の知 識 の共 通 部 分 の大 きい ほど,会 話 に 「あれ 」 「そ れ 」など が 多 くな る。

　 談 話外 照応 現象 は、 文 間意 味結 合に は 直接 関 係 しな い。 それ に もか か わ らず

これ も検 討 す る価 値 が あ るの は,状 況 の 指示 の方 が,談 話 に こ とば と して 出 て

来 た もの を 参 照 して 解釈 を行 う指示 よ り も,原 型 だか らで あ る。 す なわ ち,

「あな たの 目の前 に あ る もの 」 を 指す こ との 方 が 「私 が さ っき言 及 した もの 」

を 指す よ り も,歴 史 的 にみ て 先 に 会話 に あ らわれ た ことで あろ う。

　 有視 界 内 に あ る もの を指す こ とか ら 出 発 して い る指 示現 象は,意 味 の限 定 性

また は特 定 性 を示 す こ とが ひ とつ の 特徴 で あ る。

　 　 　 例　　Three　 blind　 mice,　 three　 blind　 mice.

　 　 　　 　 See　 how　 they　 run/

　 上の 例 で,"they"は,　 tt　three　 blind　 mice"を 指す が,そ れ は単 な

るthree　 blindmiceで は な く"the　 same　 three　 blindmice　 that

we　 just　 been　 talking　 about."と い う限定 性が ある。

　 こ の指 示の 限 定 性 は,有 視 界 に ある もの で な くて も適用 され る。

　　　例{
　 　 　 　 　 　 a,　 Buy　 　five　 　red　 roses・

　 　 　 　 　 　 b.Give　 them　 to　 your　 mother.

　 上 の 例 で,前 方 照 応 項t`them"は,(t　 five　 red　 roses"　 と 同 一 の も の

を 指 し て い る と い う 「信 号 」 で あ る 。 こ れ ら2項 間 の 結 合 関 係 の 意 味 は,　 「指

示 の 同 一 性 」 で あ り,同 一 物 を 指 し て い る と い う 意 味 こ そ が2文 間 に 意 味 結 合

を 与 え た の で あ っ て,"them"と い う こ と ば 自体 に は 何 ら 結 合 力 は な い こ と

は,既 に6.1に て 指 摘 し た 通 り で あ る 。

　 「物 事 」 の 同 一 性 は,指 示 現 象 の 基 礎 と な る も の で あ るが,こ れ が 拡 張 さ れ,

「物 事 の 類(class)」 の 同 一 と い う 意 味 が2文 間 に 結 合 力 を 与 え て い る 場 合

も あ る 。

　 　 　 例 　 　Thereξ 　a　 problemwith　 pollution　 even　 in　 this　 beau-

　 　 　 　 　 tiful　 count,ry.　 　It　 seens　 that　 nothing　 can　 be　 done

　 　 　 　 　 about　 this.

　 　 *1)子 供 同士 や夫 婦 の会 話 に は,談 話外 照 応が 多い とい わ れ てい る。
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　 上 の 例 で ・thisは,"this　 particular　 pollution"で は な く て,

"

pollution　 in　 general"で あ る 。

　 この よ うに,広 義 の'もの1ま たは'ものb類 の 一一致 とい う意味 のつ なが りさえ

あれば ・ 文 章 構造 の 中 で 果 たす 機 能 は 問題 に な ら ない こ とは,指 示 現 象 のひ と

つ の 特 徴で あ る:1)

　 と ころ で 「太郎」 と か 「船 」 と か 「走 る」 とか の 語彙 項 目 も指示 す る意 味 は

持 って い る。 これ ら は,個 体 と し ての もの そ の ものや,も のの 類 や プ ロセ スに

名付 け す る。 それ に対 して.指 示 現 象 で扱 う代 名 詞 など の 指示 項 は ,指 示物 が

文 脈 か らわ か る とい う信 号 で あ り,何 も名 付 け ない。 この 信号 は意味 を解 釈す

るための信号であ り,話 し手が意味 を回復でき ることを前提にして用い られて ●

い る。 す なわ ち,こ こで話 し手 が 聞 き手 に前 提 して い るの は,事 物 と名 前 との

1対1対 応 の知 識 で は な く,信 号 を解 釈 で き る知 識 で あ る。

▲

⑨

6.2.2　 指 示表 現 の タイ プ

　 指示 の 文 法的 な表 現 手 段 には,3つ の タイ プが あ る。

　 第1は,人 称 代名 詞 に ょ る指 示 で(Ctit"に よ る事物 の 指 示 も これ に含 まれ

る),人 称 の カテ ゴ リを介 して 会 話 の 状況 の 中で 果 してい る役 割 を 指示 す る。

(図6-2)

　 第2は,指 示 詞 に よ る指 示で,近 さの 度 合 を 示 す物 差 上の 位 置に ょ って指 示

す る。(図6-3)

　 第3は,比 較に ょ る指 示 で,同 一 性 また は 相 似性 に よ って 間接 的 な 指示 を行

う。(図6-4)

　 6.2.4節 以 下 で,そ れ ぞ れ に つ い て述 べ る。

*1)　 「代 入 」 の場 合 は,文 章 構 造 の 中 で果 たす機 能 が 同等 か ど うか が 問題 と な る。
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台

◆

`

意 　 味 　範 　鴫

(Semantic　 category)

文 法 的 機 能

(Grarrma　 t　ical

ク ラ　 ス

function)

　　　 (claSS)

人:

　 話 し 手(単 数)

(speaker　 only)

　聞 き手,第3者 は 有/無

(addresee,wit㎞ithout

　other　 person(s)　 )

聞 き 手 と 第3者(達)

(speaker　 and　 other

　person(s))

第 　 3

(other

第 　 3

(other

者(男)

person,　 male)

者(女)

person,　 female)

第3者 達;物

(other　 persons　 ; object)

物;談 話 の 部 分

(object　 ;passage　 of

　discourse)

一 般 的 な
.人

(generalized person)

存　　　在 所　　　有

(Existential) (Possessive)

主　要　語 ・修　 飾 　語

(Head) (Modifter)

　 '

名詞 ・代 名詞 限　定　詞

(nown　 ・pronown) (determiner)

I　　　　　　me

}
}　 　 　 　 ・

l　　　 mlne
l

my

yOU

we　 　　　　　　　　US

　　　yours

F

l

　　　 ours

your

our

he　 　　　　　 him his his

she　 　　　　　 her hers her

they　 　　　　　　　thern theirs their

.

層

1t 〔its〕
.

1ts

one One,S

　 　 o

、

図6-2 人 称代名詞によ る指示
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　 意 　味 　 範 疇

(Semantic　 category)

　 文 法 的 機 能

(Grammatical　 function)

　　　ク　 ラ　 ス

　　　 (Class)

接 近 度:

(Proximity)

　　　近 　 　 　 い

　　　 (.near)

　　　遠 　 　 　い

　　　 (far)

　　　中 　 　 　立

　　(neutral)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図6-3

　選 　 択 　 的

(selective)

　　　 非 選 択 的

(non　 　SeleCtiVe)

　 修 飾 語/主 要 語

(Modift　 r/Head)

付 　加 　語

(Adjunct)

　　　 ・修 　飾 　語
1
　　　(Modifier)

　　限 　 定 　 詞

(determiner)

　副 　 詞

(adverb)

　　限 　 定 　 詞

(deternliner)

this　 　　　　these

that　 　　　　those

here

〔nOW〕

there

then

the

指示詞に よる指示

'

■

文 法 的 機 能

(Granma　 t　i　ca　l function)

　　　　　ク　 ラ　 ス

　　　　　 (Clase)

　　　　　 一般 白勺上ヒ車交:

　　　　　 (General　 Comparison)

　　　　　　　同 　 　一 　 　性

　　　　　 (identity)

'　 　 　 一 般 的 相 似 性

　　　　　 、(general　 similarity)

　　　　　　　　 相 　 　 　異

　　　　　　(difference)

　　特 定 の 比 較:

　　 (Particular　 compari.son)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図6-4

修飾語: 副　修　飾　語

(Modifeir) (Submodifier)

指示的語/性 質語 または 付 加 語

(Deictic/Epithet) (Adjunct)

形　容　詞 副　　　詞

(adjective) (aduerd)

sarne　 　　　　identica1 ident▲cally

equal

similarly

similar　 additional likewise

so　 such

other　 　　　 different differently

else otherwise

better　 more So　 more

な ど の比 較 級 と数'量詞 less　 equally

(quantifeir)

比 較 に よ る指 示
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◆

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　*1)6
.2.5　 名 詞 の 役を す る 語群　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 の 構 造

　 文 法的 に は,指 示 要 素 に は名 詞 句の 形 を と ってい る もの が 多 い。 これ は,他

の 意味 結 合現 象に 比 較 し た場合 の 指示 現 象の ひ とつ の特 徴 と な って い る評)こ

の 名 詞の 役 を、果 たす 語群 の 構 造 は,意 味 結合 の議 論で は しば しば 参 照 され る た

め,こ こで 簡単 に それ につ い て ま とめ て お く。

　 名詞 的 な 語群 の 構造 に対 す る ひ とつ の 見方 は,主 要語格)と修 飾 語(群)杉)に

分けて見る形式的構造による見方である。修 飾語で主要語より先に来るものを前位 修

飾語滋 に来る ものを後位修飾㎡6)と よぶ。

例The　 two　 high　 stone　 walls　 along　 the　 street

　　　　　　　　　前位修 飾語　　　主要語　　後 位修飾 語

　この他 の見方には,実 世界の現象を表現する役割に よる場 合が あ り,こ れ に

よ りとり出され る髄 を経験噸 認 よぶ。

も

●

　 経 験 的構造 を 通 して の 見方の 場 合,名 詞 的 な語 群の 要 素 には,指 示 的語

(DEICTIC、 省 略 形D),助 激語(NUMERATIVE,省 略形N),性 質 語

(EPITHET,省 略形E),種 別 語(CLASSIFIER,省 略 形C),定 限 語

(QUALIFIER,省 略 形Q)そ し て事 物 語(THING,省 略 形T)が あ る。 こ

の 見方 に よ り上記 の 例の 構 造 を 見 ると次 の よ うに な る。

　　 　 例the　 two　 high　 stone　 walls　 along　 the　 street

　 　　 　 　 　 D　 N　 　 E　 　 C　 　 　T　 　 　 　 　 　Q

　 T以 外 の要 素 は何 回使 って も良 い。"boys　 and　 girls"は1つ のTで あ る

し,ま た"hotorcold　 tea"に は2つ の 形容 詞が あ るが,1つ のEと み な

す。D,　 N,　 E,　 C,　 T,　 Qと い う順 番 は 重 要であ る。

　 これ らの 要 素は 対応 す る語の ク ラスは,Dは 限 定 詞f8)Nは 数 詞*9)か ま たは 数

*1)　 nopninal　 grOup.

*2)た と え ば,　 「代 入 」 で は,動 詞 の 代 入 や 文 節 の 代 入 も 多 い 。

*3)　 Head.

*4)　 Modifier.　 以 下 単 に 修 飾 語 と よ ぶ 。

*5)　 Rre-modifier.

*6)　 Post-mndifter.

*7)　 experimental　 structu　 re

*8)　 determiner.

*9)　 numera1.
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量 詞き1)Eは 形 翻,Tは 名 詞 で あ る ことが 多、・が,必 ず しも1対1対 応 が あ る

わけで は ない 。 た とえば,形 容 詞はDと して もdと して も 機能 す る ことが あ る
。

　 Qは,た い てい ラン ク シ フ トした従 属 節 か 前 置詞 句で あ る。

　 先 にの べ た形 式 的 構造 に よれ ば,名 詞 的語 群 に は 必ず 主 要 語が あ るが,主 要

語の ク ラス は 何 で も よい し,経 験 的構 造 の ど の 要 素で もよい こ とは ,以 下の 例

が示 して い る。

例{器 customers

/論.

T

主 要'語

◆

嘉
6.2.4　 人 称代 名 詞 に よ る 指示

　 人 称代 名 詞 に よ る指 示 は,し ば しば 前 方 照 応現 象を 生 じ るこ と を我 々 は経 験

的に知 っている。 しか し人称代名詞の存在が必ず しも結合帯を示 しているわけ

ではない し.後 方照応にな っている場合 もあ る。

　指示の問題に入 る前に,ま ず 人称 代名 詞の カテゴ リと人称代名詞のシステム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

を ま とめ て お く。(図6-5参 照) ●

*1)　 quantifier
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人

会話における
役 　 割

第・斗

一手」∵ ∴

∴巴顯::1
一 般的 な人 　 one

`

:

特　　　　定

話　し　手 聞　 き　 手
一般 的 な人

人 入　以　外

he　 　　 him

his　 　 his

単　数 it　 　　 け one　 　　　one

I　 　　 me she　 　 her 〔its〕 　 hs
　 　 　 　 ,-　　　　　one　s

mine　 my you　 　 yOU hers　 　 her

yOU「s　 your.

we　 　　　　　US they　 　　 　　 　them

複1数
Ours　 　　　our theirs　 　　　　　　'their

図6-5　 人称 の シス テ ム
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　 これ らの指 示 要 素 は,会 話 の 状 況 に おけ る役割 を表 わ して い る。

　 人称 代 名詞 の シス テ ムの 中に,事 物 も含 まれ るの は,一 見 不適 当の よ うで あ

るが,中 心 的 な意味 が 人 称 で あ るの で それ に代 表 させ て い る。

　 人称 代 名 詞 を意味 に よ っ て分 類す ると.交 信 プ ロセ スに おけ る役割 に 従 って,

話 し手11)聞 き 苛)第 ・者tS)に 分類 され る.(伝 統 的 カ テ ゴ リに従 え ば,1人 称,

2人 称,3人 称.。)

　 また,あ る プ ロセスの 関 係 者で あ るか,プ ロセ スを 受け る物 の方 の 関 係者 で

あ るか とい う分 類 もで き る。1人 称 代 名 詞の 例 につ い て 見てみ よ う。

例　　　　　　文 何の関係者 ク ラ ス 機　能

(a)　　I　 had　 a　 cat
o

フ ロ セ ス 代名詞 主要 語

(b)　 the　 cat　 pleased　 me
o

フ ロ セ ス 代名 詞 主要語

(c)　 tack　 mine 物 指示詞 主要 語

(d)　 my　 Plate鱈 　empty 物 指示詞 修飾語

　 ま た,"we"は1人 称 複 数 と い っ て も,単 に"1"の 集 ま り で あ る わ け で は な

い 。 次 の3つ の 場 合 が あ る 。

　 　 　 　 　 1十yOU

　 　 　 　 　 I　十 　〇thers

　 　 　 　 　 I+yOU+others

　 こ の よ う に,見 か け 上 同 一 の 代 名 詞 も,文 脈 に よ り,い くつ か の 意 味 に 使 い

わ け ら れ る 。

　 人 称 代 名 詞 の 多 く は 指 示 要 素 と し て 使 わ れ て い るが,そ の 中 で 文 の 意 味 結 合

に 関 係 し て い る も の は,ほ と ん ど が3人 称 の 場 合 で あ っ て.1人 称,2人 称 は

談 話 外 照 応 で あ る 場 合 が ふ つ う で あ る 。 但 し,直 接 話 法 が 含 ま れ て い る と,1

人 称2人 称 で も,前 応 照 応 指 示 が あ る 。

　 　 　 例There　 was　 a　 briefnote　 from　 Susan.

　 　 　 　 　 She　 just　 said,tt　 I　 am　 not　 coming　 home　 this　 week　 end."

*1)　 　speaker

*2)　 addressee

*3)　 The　 other　 role
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　　 　 　 3人 称 形 で,談 話 中に 指 示物 が 見あ た ら ない の は,談 話 が 不 完 全で あ るか,

　　 　 談話 外 照応 で あるか らで あ る。 そ の と き指 示物 は,談 話 環 境 の 中に あ る。 それ

　　 　 は必 ず し も有視 界 内 にあ ると は限 らない 。 話 し手 と聞 き手 が,共 に同定 で き る

　　 　 もの な らば,3人 称 形で 指示 され る。

　　 　 　 す な わ ち.話 し手 と 聞き 手 とが 共 有 し てい る知 識の 中 にあ る もの は,代 名 詞

　　 　 で 指示 で き る。 視 界 に 認識 で き る もの は,知 識の 一部 にす ぎ ない わ けで あ る。

　　 　 　 次 に,特 殊 な 例 とし て,拡 張 され た指 示 と テキ ス ト指示 に つ い て 扱 う。

　　 　 　 tt　it"は 他 の 代 名 詞 と異 な り,入 や 事物 ば か りで な く,キ テ ズ トの 一 部分 を

　　 　 指 示す る ことが で き る。

● 　 　 　 Th・Queen・aid.

囮　 　 　 saves

　 this,　 but　 She

　 to　 disbelieve

lit7tle　 time　 at

of　 the　 Queen

B

■

●

　 Aの 指示 は,"thing"・ を 指示 して い るけ れ ど も,実 在 の 人 や 物 を指 示 して

い る の で は,な く,プ ロセス 全体 を指 示 してい るこ とが わか る。 この よ う に,1

つ の プ ロセ スや い くつ かの プ ロセ スの 連の 全体,複 雑 な現 象 の 全 体 を指 示 す る

拡 張 的 な 意味 を 持つ 場 合を,拡 張 され た指示刈 と よぶ。

　 文 法 的 には,節 ま たは 節 のつ なが りの形 をと る。

　 Aの 指示 は ふつ うの 指 示の 拡 張 とみ な され るの に 対 し,Bの 指 示 は"thing"

とい うよ り は,概 念 的方 向 に変 形 され て い る とい え る。 これ を テ キ ス ト指 示*2)

とよぷ 。

　 tt　it"以 外 に も,指 示 のtt　this"やtt　 that"に は これ らの 用 法 が あ る。 この

よ うに レベル の 高 い場 合 に 聞 き手 が,談 話 の 中 でど こが 指示 に関 係 す る部 分 な

の か を 理解 す る メカ ニ ズ ムは,未 解 明の 分 野 で あ る。

*1)　 extended　 reference

*2)　 text　 reference
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6.2.5　 指示 詞 に よ る 指示*1)

図6-6に 指示 詞 に よ る指示 シ ス テ ムを示 す 。

中　立

選択的

the

近　い

遠 い(近 くな い)

、 ～
＼

＼
＼
　 ＼

近　い

"

遠　い

4

=て[ジ
this

these

that

those

－ 一[∵
here

nOW

there

them

《

図6-6　 指 示 詞 に よ る指 示 シス テ ム

'

*1)demonstutive　 Referece
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　 指 示詞 によ る指示 も談 話 に頻 発す るもの で あ る。 この 場 合 も,談 話 外 照応 が

あ り,そ れ らは 文 の意 味 結 合 に は関係 し ない けれ ど も,談 話 内 照応 の 説 明の 基

本 に な るの で 重要 で あ る。 この こと は,tt　 the"に つ いて もいえ る こ とで あ る。

　 以 下,次 の3つ に分 け て 説 明す る。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 *1)　 　 。　 選 択 的で 名 詞の 役 をす る指示 詞

　 　 o　　(t　the})

　 　 　　 　 　 　 　 *2)　 　 。　 指示 副 詞

●

　 　 　6.25.1　 選 択的 で 名 詞 の 役をす る指 示 詞

● 　 　 　 　 (thi・ ・th・ ・e・th・t・th・ ・e)

●

　 シ ス テ マ テ ィ ッ ク な 区 別 は 次 の よ う で あ る 。

　 ① 近 い/近 く な い(this,these/that,　 those)

② 単 数/複 数(ithi・ ・th・t/these・th・ ・e)

③ 修飾語/主 要語(1ぽ+名 詞/}ぽ だの

6.2.5.1.1　 近 い/近 く な い

　 〔内 容 的 距 離 感 〕

　 談 話 中 に 既 出 の こ と を 指示 す る 場 合,指 示 物 に 対 す る 話 者 の 心 理 的 距 離 感 が 指

示 詞 の 使 い 方 に 表 わ れ る 。 会 話 の 場 合,自 分 の 発 言 し た こ と は"this"や

"th
ose",相 手 の 発 言 し た こ と は"that"や"those"を 用 い る 傾 向 が あ る 。

　 〔個 人 的 な 馴 染 み の 度 合 〕

　 よ く知 っ て い る も の に"this"やtt　 these"を 使 い,あ ま り 馴 染 み の な い も

の に は"that"や"those"を 使 う。

　 　 　 例 　　I　 like　 the　 lions,　 and　 I'　like　 the　 polar　 bears

　 　 　 　 　 These　 　are　 my　 favourits.　 　 Those　 　a}e　 my　 favourit's。

　 　 　 　 　 tOO.

　 〔時 間 的 距 離 感 〕

　 現 在,未 来 の と き の 指 示 に は`tthis"を,過 去 の と き の 指 示 に は"that"

を 使 う。

*1)　 the　 seiective　 nominal　 demonstrutives'

*2)　 demonstrutive　 adverb
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　 以 上 は 一 般 論 で あ っ て,こ れ が あ て は ま ら な い こ と も あ る 。 次 の 例 で は,

"thi
s"とtt　 that"の 区 別 は,以 上 の 議 論 の ど れ に も あ て は ま ら な い 。

　 　 　 例What　 about　 this　 exhibition?

　 　 　 　 　 What　 about　 that　 exhibition　 ?

　 す な わ ち,照 応 指 示 的 な 用 法 で,thisとthatを 何 を 根 拠 に し て 使 い わ け

て い る か,と い う 明 確 な 区 別 は,現 在 の 研 究 で は,未 だ よ く わ か ら な い 部 分 も

あ る と い え るo

6.2.5.1.2　 単 数/複 数

　 複 数 の 意 味 を 持 っ て い れ ば 。 複 数 形 を と っ て い な く て もtt　these/those"

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
で 指 示 す る こ と が あ る 。

　 　 　 例 　 　"Go….　 Wait….　 Return…"　 all　 these　 diredtious.一
　 逆 に.tt　 this"や"that"で た く さ ん の も の の リ ス トを 指 す こ と も あ る 。

　 　 　 {列　 　turkey　 lamb　 ham… … 　　L　all　 that　 food.一
6.2.5.1.3　 修 飾 語/主 要 語

　 修 飾 語 と して の 指 示 詞 は,名 詞 と組合 せ てt'こ の ○ ○",1tあ の○ ○"と い

う意味 に用 い られ る。 主 要語 と して の 方 は,指 示 詞 だけ で名 詞 は伴 わず・"こ

れ","あ れ"の 意味 を 持つ 。 通常 は人 間 を指 示 しな いが 例 外 もあ る。

　 "指 示 詞+名 詞"の 場合 ・ そ の 意味 は常 に前 提 項 と同 じであ る。(指 示 の同

一 性)

　 す な わ ち

　　 　　 　 nl　 　 　 ,this　 n2　 　 (nは 名 詞)

にお いて,n1≒n,で あ って もn,がn、 の 同意語*1か 上位概 念の 語*2)(よ り一

般 的 傭)で あれ ば 指 示 の同 一 性が 成 立ぷ)こ の 現 象 は,語 彙的 意締 ぷ)の

タイ プに属 す る。

*])　 synonym

*2)　 superordinate

*3)こ れ は 日本 語 の 「こ の,そ の,あ の 」 に っ い て も 成 立 ち,人 間 のhyponymyと い

　 う概 念 階 層 と の む す び つ き に よ り 明 確 に 把 握 で き るこ とが 、電 総 研 の 田 中 等 に よ って 指

　 摘 され て い る。

*4)　 　lexicai　 cohesion
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　 　 　 　 　 例.There　 is　 a　 cat　 trying　 to　 get　 in,

　 　 　 　 　 　 　 Shall　 I　 open　 the　 window?

　 　 　 　 　 　 　 Oh　 that　 cat/that　 animal/that　 trickstarξ

　 　 　 　 　 　 　 always　 coming　 hear　 cadging.

　 　 　 指 示 詞 が 名 詞 を 伴 わ ず 主 要 語 と し て 用 い ら れ る 場 合,上 と 同 様 に 同 一 指 示 の

　 　 場 合 も あ り,ま た 前 提 項 が 指 示 し た 範 囲 の 制 限 を 越 え て よ り 一 般 的 な 類 へ と 意

　 　 味 が 拡 張 す る こ と が あ る 。 次 の 例 に お い て,"that"はtt　 this　 partcular

　 　 merger"で は な くて,"marger　 in　 genera1"で あ る 。

　 　 　 　 　 例Thereξbeen　 another　 big　 industrtal　 merger・

● 　 　 　 ・It、eem、 　th。t。 。thi。g,an　 b,　 d。 。,　ab・ ・t　 thi・.

　 　 　 複 数 形 で は,こ れ に つ い て の 差 は 明 確 で は な く,あ い ま い で ど ち ら と も と れ

　 　 る 場 合 が 多 い 。 次 の 例 は,2通 り に 解 釈 で き る 。

　 　 　 　 　 例How　 did　 you　 like　 the　 recitations?

　 　 　 　 　 　 　 I　 find　 　those　 　boring・

　 　 　 tt　that"は,あ る 特 定 のrecitationと も と れ る し,一 般 的 な も の と も と

　 　 れ る 。 し か し

　 　 　 　 　 　 　 I　 found　 those　 boring・

　 　 で は,特 定 の"recitation"を 指 す 。

　 　 　 話 し こ と ば で は,イ ン トネ ー シ ョ ン の 強 弱 で 区 別 す る 。 特 定 の 指 示 の と き は

　 　 強 く,一 般 化 さ れ た と き は 弱 く 発 音 す る 。

●

、

6.2.5.1.4　 指 示 詞 に よ る 拡 張 さ れ た 指 示 と 事 実 に 対 す る 指 示

　 指 示 詞 の 場 合 も,事 物 以 外 の も の に 対 す る 指 示 が あ り,実 際 の 用 例 と し て は

こ れ ら の 方 が 多 い 。

　 　 　 例They　 broke　 a　 chinese　 base.

　 　 　 　 　(i)　 That　 was　 valuable

　 　 　 　 　 　 =That　 vase　 was　 valuable

　 　 　 　 　 　 　 (物 体 の 指 示)

　 　 　 　 　 (①　　That　 was　 carless

　 　 　 　 　 　 =That　 breaking　 of　 the　 base

　 　 　 　 　 　 　 (事 象 の 指 示)
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　 (i)と(ii)の 相 違 は ・ い く つ も のbreakingが あ っ た と き,(Dは 複 数 に な る が(ii)

は 単 数 の ま ま で あ る こ と に も あ ら わ れ る 。

　 　 　 例They　 broke　 a　 Chinese　 vase　 and　 damaged　 two

　 　 　 　 　 chandeliers.

　 　 　 　 　 (DTh・se　 were　 all　 very　 valuable.

　 　 　 　 　 　 　 That　 was　 all　 very　 careless.

　 指示 詞 に よ る指 示 が 談 話 中の 名 詞 項 そ の もの を指 して い るか,そ れ 以 上の 拡

張 され た もの を指 して い るか の 区 別 は 必ず し もは っき りして い る とは限 らな い　 　 　 　 ◆

が,実 際 の 用 例 と して は拡 張 され た 指示 の 方 が 多 く,こ れ はtCiピ につい て も

いえることである。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

　 「不 恩義 の 国 の ア リス」 な る作 品の 最 後 の2章 の デ ー タに よ ると,そ の 中に

51個 の 指示 詞が 含 まれ て お り,内 訳は 次 の よ うで あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 this　 　　　　　　　　 22

　 　 　 　 　 　 　 　 　 that　 　　　　　　　　 24

　 　 　 　 　 　 　 　 　 these　 　　　　　　　　 3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 thdse　 　　　　　　　　 2

用法の 内訳は次のよ うである。

　　　　　　　　拡張 され た指示　　　　　　　　　　31

　　　　　　　　時間の指示　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　 (拡 張 され た指示の現形 といえ る)

　　　　　　　　談話外指示(会 話中にあ らわれ る)　 10

　　　　　　　　既 出項への前方照応　　　　　　　　　5

　　　　　　　　不　　　明　　　　　　　　　　　　　2

この デー タか ら,拡 張 され た指 示 が 用 例 の大 半 を 占め て いる ことが わ か る。

⑨

4

　 〔情報 の 新 旧 と 話 しこ とば に お け る強 勢 〕

　拡 張 され た 指 示 に おけ るthis,thatを 話 し こ とば で用 い ると き は,新 し

い 情報 は,強 勢 を 伴 うとい う原則 が あ る。 前 方 照応 で は,既 に 出 て来 た もの を

指す の で,新 情報 で は な く,強 勢 は ない 。 一 方,後 方 照応 で はthisが 先 に 出

て くるか ら強 勢が あ るの がふ つ うで あ る。 談 話 外 照応 で は,常 に強 勢 を伴 う。
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6.2.5.2　 　"　 the　 "

　 定 冠 詞"the"は,英 文 法 で は 不 定 冠 詞tt　a"と 関 係 付 け て の べ ら れ て い る

が,こ こ で は 限 定 詞*i)eし て 扱 う 。(図6-7参 照)

'

◆

指 示　　詞 所 有 代 名 詞

(Demonstuいve) (pocessive)

'this that 話し手の立場 my

選択的 yOU「

指 示 の (、elective痴 our

(ReferentraD 、these those

his,her,their
|

非選択的
the

1他 の立場
its

(non　 selective)
1

}
on〔 ≧s

疑 問 の

(lnterOgative)
which

whose

■

●

図6-7　 限 定 詞 の セ ッ トに お け る"the"の 位 置

　 tt　the"はtt　 that"の 縮 形で あ る とみ なす ことが で き,特 定 の 個fi〈*2)ある い は

ク ラス中の サ ブ ク ラ/3)を 指定 す る。tt　the"以 外 の 限定 詞 は それ 自体 が 指 示

要 素 を 含ん で い るが,そ れ に対 して"the"は それ 自体 は 内 容を 持たず,tt　the"

を 付け た要 素が,特 定 の,識 別 可能 の もの で あ るこ と を示 して い るにす ぎ ない 。

す な わ ち,ど こかで それ を 識別 す る ための 情報 を回復 で き る とい うこと で あ る。

そ れ は 状況 の 中で も,談 話 の 中で もよい 。 す な わち"the"は 談 話 外 照応 に も

談 話 内照 応 に も用 い られ る。

6.2.5.2.1　 談 話 外 照 応 のtt　 the"

　 指 示 項 は,次 の2つ の 方 法 で 識 別 可 能 で あ る 。

*1)　 de　 te　 rminer

*2)　 a　 particular　 indivt(lu1

*3)　 subclass　 in　 c▲ass
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(1)特 定の 個体 また は 廿 ブ クラ スが 指示 され,そ れ らが 特定 の状 況 で識 別 可

　 能

　 　 　 例 。Mind　 the　 step.

　 　 　 　 　 Pass　 me　 the　 towel.

　 　 　 　 　 The　 snowも 　 too　 deep.

(2)状 況にかかわらず詣 示物が こ とばを超え た所*%識 別可能'2)

・ ク ラ ス 中 に メ ン バ ー が1つ し か な い 。

　 　 　 (例.the　 sun)

・ メ ン バ ー は い くつ も あ る が,ど の メ ン バ ー か 言 わ ず と も わ か る 。

　 　 　 (例.the　 9　ove　 rme　nt)

・ ク ラ ス 全 体 　 　 (例.the　 stars)

・個 な る も の が ク ラ ス 全 体 を 代 表

　 　 　 (例.As　 the　 child　 gr　ows,　 he　 learns　 to　 be

　 　 　 　 　 　 independent　 )

6.2.　5、2.2　 談 話 内 照 応 の"the"

　(1)後 方 照 応 の"the"

　 　 後 方 照 応 に お け るtt　the"は,同 一 の 名 詞 的 グ ル ー プ 内 の 修 飾 部 だ け を

　 　 指 示 で き る 。

　 　 　 　 例.The　 best　 way　 to　 achieve

　 　 　 　 　 　 　 The　 longest　 stretch

　 　 　 こ の よ う にtt　the"は,"this",tt　 that"な ど の よ う に こ れ か ら 出

　 　 て く る デ キ ス ト を 指 示 す る'こ と は な く,識 別 可 能 と い う 信 号 を 出 し て い る

　 　 に す ぎ な い 。

　 (2)前 方 照 応 のtt　the"

　 　 　 文 の 意 味 結 合 に 関 係 す るtt　the"は,前 方 照 応 の"the"の み で あ る 。

　 　 　 次 の よ う な 場 合 が あ る 。

　 　 ⑤ 　 同 一 項 が 繰 返 さ れ る 場 合

　 　 ⑤ 　 同 意 語 ま た は 上 位 概 念 の 語 の 場 合

*1)　 on　 extra　 linguistic　 ground

*2)こ れ をHOMOI)HORIC　 referenceと い っ。
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◆

●

●

　 　 ⑥ 　 内 包 に よ り 前 方 照 応 の 標 的 が 供 給 さ れ る 場 合

　 　 ⑧,⑤ に つ い て は,既 に の べ た"this)),tt　 that"の 場 合 と 同 様 で あ る 。

　 　 ㊤ に つ い て は,次 の 例 を 見 る と,"the　 eye"は 明 ら か にtt　the　 Cat"

の ものである誓)

　 　 　 例ttHoware　 you　 getting　 on?"said

　 　 　 　 　 the　 Cat　 as　 soon　 as　 there　 was　 mouth　 enough　 for

　 　 　 　 　 it　 to　 speack　 with・

　 　 　 　 　 Alice　 waited　 till　 the　 eyes　 appeared,and… …

　 tt　the"の 典 型 的 な 機 能 は,前 方 照 応 指 示 で あ る と 一 般 に 信 じ ら れ て い る し,

tt　th
e"は2度 目 以 降 に 出 て く る 名 詞 に つ け る 冠 詞 と い わ れ て い る 。 し か し,

実 際 に は,同 じ 名 詞 が2度 出 て 来 な く て も,は じ め て の 出 現 で もtt　the"を つ

け る こ と が あ る し,前 方 照 応 指 示 の 場 合 で さ え,同 一 の 名 詞 で あ る と は 限 ら な

い こ と は 既 に み て 来 た 通 り で あ る 。

　 実 例 で は,純 粋 に 前 方 照 応 指 示 で あ る'tthe"が 大 多 数 を し め て い る と い う

わ け で は な い 。 実 際 の 会 話 で は,tt　 the　 7)は 第1に 談 話 外 照 応 に 機 能 す る し,

書 か れ た 文 で は 後 方 照 応 の 方 が 多 い の で あ る 。 そ し て,こ れ ら の タ イ プ は 相 互

排 他 的 で は な く,1つ のtt　the"が2つ な い し3つ の 機 能 を 同 時 に 果 た し て い

る こ と も あ る 。 次 の 例 を 見 よ う。

　 　 　 例 　 　Last　 yerr　 we　 went　 Dover　 for　 a　 holiday.

　 　 　 　 　 The　 holiday　 we　 had　 there　 was　 the　 best　 we　 have

　 　 　 　 　 ever　 had.

　 上 の 例 で,"the　 holiday"は,"aholiday"に 対 す る 前 方 照 応 で も あ

り,"We　 had　 there"に 対 す る 後 方 照 応(構 造 的)で も あ る 。 こ れ を ど ち ら

か に 決 め よ う と す る こ と は 無 意 味 で あ る 。 次 の 例 の よ う に,よ り 多 様 性 を 持 つ

場 合 も あ る 。

　 　 　 例Look　 at　 the　 moon/　 The　 daytime　 moon　 always

　 　 　 　 　 seems　 so　 sad.

　 ttThe　 daytime　 moon"のtt　 the"は,明 らか に 前方照 応 で あ ると同 時 に

daytimeに 対 し後方照応であり,ま た状況指示 という意味でもあり,月 なる天体 は

1つ であるとい う単体照応的 な意味で もあ り,ま た談話外 照応指示でもあるのである。

*1)"the"と"the　 Cat"の 間 に は,部 分 全体 関 係 が あ る。 この関 係 はpartonymy

　 とよば れ,日 本 語 の"そ の"の 使 用につ いても成立ち,階 層 構造 で把 握 で き る こ とが電

　 総 研 の 田中等 に ょ って 指摘 され てい る。
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6.2.5.3　 指 示 副 詞

　 指 示 詞 的 な 副 詞 と し て は,"here","there",tt　 noW","theパ 　 が

あ る 。 こ れ ら は,指 示 詞 的 な 役 割 以 外 に も 用 い .られ る 。 注 意 す べ き 同 形 異 義 の

区 別 は,次 の よ う な も の が あ る 。

　 (1}指 示 詞 的 なtt　there"と 代 名 詞 のtC　there"

　 　 　 　 　 (例 　 There　 isa　 　 　 )

、{2}指 示 詞 的 な"now"と 接 続 詞 の"now"

　 　 　 　 　 (例 　　now　 what　 we're　 goimg　 to　 do　 is　 this.)

　 (3}指 示 詞 的 な"then"と 接 続 詞 のtt　 then"

　 　 　 　 　 (例th・ny・ ・are　 q。it。m。d,。py。u,mi。d?)　 　 ●

　 '`there"と"there　 nは,　 tt　this"とtt　 that"に 似 て お り,取 り換 え ら れ る

こ と も あ る 。 位 置 の 指 示 のt'there"は 前 方 照 応 に 用 い ら れ る が,　 tt　here　 n

は(tt　 this"と 同 様 に)後 方 照 応 も で き る 。 英 語 の 後 方 照 応 の 源 は ほ と ん ど

"thi
s","theren,"here"の3つ だ け で あ る 。 ま た,　 tthere　 7)も

tt　th
ere"も 拡 張 され た テ キ ス トを 指 示 す る こ と が で き る 。

　 時 の 指 示 詞 と し て の"then"は,意 味 結 合 機 能 が あ り,　 ttat　 the　 time

just　 refferred　 to"と い う 意 味 を 持 ち,前 方 照 応 指 示 的 で あ る 。

　 　 　 例.In　 my　 young　 days　 we　 took　 these　 things　 more

　 　 　 　 　 seriously・ 　 　We　 had　 different　 ideas　 then.

●

◆

　 文 頭 に 付 加 詞 と し て の 指 示 詞 を 含 む 表 現 が く る こ と が よ く あ る 。(例 　 in

that　 case,　 that　 being　 so,after　 that,at　 thismoment,

under　 these　 circumstances)こ れ ら は,接 続 詞 的 な も の で あ る の で,指

示 詞 的 用 法 か ら は 除 外 し た 。

`

〉

〆

'

一88一



●

⑨

●
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6.2.6
　　　　　　　　　　　　　*1)比 較 に よ る 指 示

　　　　　　　　　一 般 的

　　　　　　　　(general)

　　　　　　　　　指示 的 語

　　　　　　　　(deictic)

比 　 　 較

.(C・mp・ ・i…)

　　特 　 　 定

　(pa.rt'icular)

『 非 指 示 的 語

　(non-deictic)

'　`
《

図6-8

、
.

."

'

同 一 性

(identity)

相 似 性

(similarity)

相 　 異

(difference)

助 激 語

('numerative)

性 質 語

(epithet)

〔same　 equat　 identica1〕

　〔identically〕

〔such　 similar〕

〔so　 similarly　　　

likewise〕

　〔other　 different　 else〕

　〔differe　 ntly　 otherwise〕
　 　 　 　 「　 、」

〔more　 fewer　 leSS

　　further　 additionaI〕

　くハ

as　 　 　 十 数 量 詞

equally

　 例 　　so　 many

形 容 詞,副 詞 の 比 較 級

　 伊‖.　better

SO

as

　 ゆ　　

leSs

equally

伊ijequally

比 較に よ る 指示 の シ ス テ ム

の詞
級

容
較

形
比

十

1

dgo

*1)　 comparative eCnerefer

、
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 *1)6
.2.6.1　 一 般 的 比 較

　 一 般 的 比 較 は2つ の も の が 似 て い る か 似 て い な い か を 問 題 に す る 。 詳 し く は,

2つ の も の が 同 一 で あ る か,似 て い る か 異 る か(同 一 で な い,も し く は 似 て い

な い)を 意 味 し,形 容 詞 か 副 詞 で 表 現 さ れ る 。 以 下 に こ の3つ の 場 合 の 例 を 示

.す。

　 　 　 例a.lt§the　 same　 cat　 as　 the　 one　 we　 sawyesterday.

　 　 　 　 　 b.　 It's　 a　 similar　 cat　 to　 the　 one　 we　 saw　 yesterday.

　 　 　 　 　 c.　 Itも 　 a　 different　 cat　 frow　 the　 one　 we　 saw　 yesterday.

　 上 の3つ は,文 法 構 造 で 決 定 さ れ た 後 方 照 応 指 示 の 例 で あ る が,以 下 の 例 は,

セ ミコロ ンで 分 か れ,構 造 的に は 関 係な い2要 素 間 の後 方 照応 で,意 味 結合 を ●

成 し て い る 。

　 　 　 例The　 other　 squirrels　 hunted　 up　 and　 down.

　 　 　 　 　 the　 nut　 bushes　 ;but　 Nuskin　 qutherd　 robin's

　 　 　 　 　 pincushious　 off　 a　 batar　 bush,and　 stuck　 them

　 　 　 　 　 full　 of　 pine　 needle　 pins・

　 次 の 例 で,文a.と 知.が こ の 順 で あ れ ば,ttthe　 other　 seatsnは,前 方

照 応 で あ る が,文bが 単 独 で あ れ ば,談 話 外 照 応 で,"other　 than　 those

you　 see　 here"の 意 味 に な る 。

　 　 　 例 　　a・　 They　 have　 given　 us　 special　 places　 in　 front　 row・

　 　 　 　 　 b.　 W()uld　 you　 prefer　 the　 other　 seats　 ?

　 前 方 照 応 す る 比 較*2)a)場 合,tt　 so"や"such"で は,文 の か た まO`3)を 指 示

　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　*抄
す る こ と が あ る 。 範 囲 は ど ん な に 広 くて も か ま わ な い 。 前 出 の 議 論 全 体 　 を 指

示 す る こ と も あ る 。(例 　 the　 same　 question　 arise… …　 )

　 "same",　 "sirhilur",　 "identicaピ 　,　 "equal",　 "different"

な ど が 出 て き て も,必 ず し も は っ き り し た 指 示 物 が わ か る と は 限 ら な い 。 次 の

次 は,2通 り に 解 釈 し 得 る あ い ま い な 例 で あ る 。

　 　 　 例Most　 peopl.e　 have　 the　 same　 breakfast　 everyday.

*1)　 qeneral　 comparison

*2)　 anaphoric　 cnmparison

*3)　 passage

*4)　 factと み な さ れ る 。
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　 　 　 　 　 　 　 　 解 釈1　 毎 日 同 じ も の を 食 べ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 解 釈2　 誰 で も 同 じ も の を 食 べ る 。

　 　 　 　 　 　 名 詞 の 役 を す る 語 群 に お い て,比 較 を 表 わ す 形 容 詞 は,性 質 語 と し て 機 能 す

　 　 　 　 　 る か ら,助 数 語 の 次 に く る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 例 　　There　 were　 two　 different　 cards.

.　　　 　　　　　　 　　　　　　 　 =different　 from　 each　 other.

　 　 　 　 　 　 そ れ に 対 し,指 示 的 語 と し て 機 能 す る と き は,助 数 語 の 前 に く る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 例There　 were　 a　 different　 two　 cards.

　 　 　 　 　 　 tt　other",tcadditiona1",ttelse"は 指 示 感 覚 で 用 い ら れ る が,

　 　 ● 　 ・ 。qual・ に は そ れ が な ・・。 ・。ther… は ・different・ の 意 味 と 両 方 が あ

、　　　　　 る。

●

6,2.　6,2　 特 定 の 比 較

　 特定 の 比較 は,質 ま たは量 の 比較 を 意味 し,ふ つ うの形 容 詞,副 詞 の比 較 級

の 形 で表 現す る。 形 容 詞 は,名 詞 の役 をす る語 群 の 中に位 置 し助 数語 ま たは 性

質 語 であ る。

　 (1)比 較が 量 につ いて 行 われ る場 合

　 　 　 　 　 　 *D　 　 　 　 　 　 　 　の比 較級 　 　 　例　 more　 mistakes .　 　 (D　 数 量 詞

　 　 (ID　数量 詞 の 修飾 語 と して の 副 詞の 比 較級 　 　 例　 as　 many　 mistakes.

　 (2}比 較が 質 につ い て行 われ る場 合

　 　 川 　名 詞の 役 をす る語 群 の 中の 性 質語 の 要 素

　 　 　 (a)形 容 詞の 比 較級 　　 　 例　 easier　 task.

　 　 　 (b)形 容詞 の 修 飾語 と して の副 詞 の比 較級

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 例so　 difficult　 a　 task

　 　 (iD　 節の 中の 付 加 詞 　 　,

　 　 　 (a)副 詞 の 比較級 　 　 　 　 例　 Cambridge　 rowed　 faster.

　 　 　 (b)副 詞 の 修 飾語 と しての 副詞の 比 較 級

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　例she　 sang　 as　 sweetly・

　 特 定 の 比 較 も指 示 的で あ り得 る。 比 較の 対 象と な って"優"・"劣"・"等"

*1)　 quantifier
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の判 定 の も ととな った規 準と し て の指 示 物が 存 在 す る。

　 一 方,特 定 の規 準対 象 を 持 たぬ,一 般 的な 状 況 指示 の 場 合 もあ る。

　 最 上級 は,最 も一 般化 され た もの で あ る。 これ は 自己限定 的*1毫 あ るので,

非 指 示 的*2)'で あ る 。

　後方照応 の比較級 には,意 味結合 に関係す るものと,文 法構造的結合であ っ

て意味結合には関係ない ものとが ある。

　 比較 によ る談 話 外 照応 は.日 常 生 活 で は よ く用 い られ る。(例 　 Go　 slow-

1ier/)

　 意 味 結 合を もた らす の は 前方 照応 指示 の場 合 であ る。

6.2.6.3　 "so。,tt　 such　 n,"as"1こ つ い て

　 "so".tt　 such","as"は,3つ と も 同 じ 意 味 を 持 ち,"similar(1y)「J

を 表 わ す 。

　 tt　extremely"を 意 味 す る 場 合 のt'so","such"は,　 ct　so・ ・-that",

tt
　such… …that"に お い て,,後 方 照 応 す る が,こ れ ら は 文 法 構 造 的 関 係 で

あ り 意 味 に よ る 結 合 で は な い 。

　 談 話 外 照 応 に は"so","such)tを 用 い る こ と が あ るがJ"as"は 用 い ら

れ な い 。 強 い 人 を 見 て,

　 　 　 "Inever　 thought　 he　 was　 so　 strong"

と は い う が,

　 　 　 "I　 never　 tnought　 he　 was　 as　 strong"

と は い わ な い 。

　 最 後 に"so",St　 sucht),tt　 as"　 に つ い て,前 方 照 応 指 示 の 例 を 挙 げ る 。

　 　 　 例a.He　 seemed　 most　 upset-Inever　 knew　 he　 cared　 so.

　 　 　 　 　 b・ 　 He　 has　 a　 lean　 and　 hungry　 look.

　 　 　 　 　 　 　 Such　 men　 are　 dangerous.

　 　 　 　 　 c.　 "Are　 five　 nights　 warmer　 th　 an　 one　 night,then?　 "

*1)　 self　 difining

*2)non-referential
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　 　 　 　 　 　 　 Alice　 returned　 to　 ask.　 "Five　 times　 as　 warm,

　 　 　 　 　 　 　 0f　 course)1

tt
・・n・ 　 tt・U・h"は,指 示 的 な 意 味 結 合 ば か り で な く,　 r代 入 」*1)や 「接 続 」「e)

な ど の,他 の 意 味 結 合 機 能 も 持 っ て い る 。

令

喝

6.5　 指示 現象 と代 入 ・省略 現 象 の 比較

6.5パ 　。指 示 と代 入 ・省略 の 対 比 の概 観

　次 の例 文 の 対比 か ら直 観的 に この3つ の 相異 を知 る ことが で き る であ ろ う。

■

2

文

文

　 a.の"it"は

"h
allSJと い う こ と ばec対 す る 「代 入 」 で あ る 。　 cの φは ,　 bと 同 様 で あ る が

「ゼ ロ代 入 」,「 省 略 」 で あ る 。

　 こ れ ら の 共 通 点 は,3つ と もtthall"を 前 提 要 素 と し て,聞 き 手 が そ れ を

知 っ て お り,は っ き り と 言 わ な くて も 回 復 で き る も の と し て い る こ と で あ る
。

こ の 例 で は,Sthall"は 前 出 の 文 の 中ecあ り2つ の 関 係 がa
,　 b,　 c共,文1.

と 文2.を 結 合 し て い る 。

　 図6-9に 指 示 と 代 入 ・省 略 と の 対 比 を 概 覚 す る 。

　 This　 is　 a　 fine　 　hall　 　you　 have　 here.

　 a・ 　 I　 am　 proud　 to　 be　 lecturing　 in　 　 it.

{・ ・ … ・・n-1ect・ ・ed・ ・ …nT・n・.

　 c.　 I　 have　 never　 lectured　 in　 a　 finer.　 (φ)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 φ　:emp　 ty

　 "hal1"と 同 一 指 示 的 で あ る も の に 対 し.　 b.のCt　 ones)は

◎

■

*1)　 　Substitution

*2)conjuncti。n
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指 　 　 　 示

(Reference)

　 　 　 代 入 ・ 省 略

(Substitution　 ・Ellipsis)

抽 象化 の レベル
意 　 　味 　 　 的

(semantic)

　 　 語 　 　文 法 的

(Lextcogrammatical)

前提するものの源 談話の状況全体 談　話　自　体

前 提 され るも の 意　　　味 項(語,語 群,節)

語 の ク ラスは保 存 さ

れ るか
必ず しも され ない さ　　れ　　 る

前提された項にょる

置換は可能か
必 ず しもで きない で　 　 き　　 る

文 連 結 手 段

(cohesive　 device)

と し て 使 用 で き る か

で　き　 る

前方照応と後方照応

で　　 き　　 る

ほ とん ど 前方 照応

■

図6-9　 指 示 と代 入 ・省 略 との 対 比の 概 覧

　 6.5.　2　 指 示 と 代 入 と の 相 異

　 　 指 示 と 代 入 の 相 違 の ポ イ ン トは,指 示 が 意 味 の 関 係 を 問 題 に す る の に 対 し,

代 入 は 文 法 的 関 係 で あ り,語 や 句 な ど の 語 彙 項 目 の 関 係 で あ る こ と で あ る 。

　 　 次 の 例 で,tt　 one"もtt　 it"も 共 に"item"を 前 提 項 と し て い る け れ ど も

　 St　one"は 代 入 で,　 tt　it"は 指 示 で あ る 。

　 　 　 　 例.　 The　 relation　 between　 an　 item　 and

　 　 　 　 　 　 another　 one　 that　 presupPoses　 it　 could

　 　 　 　 　 　 be　 explained　 as　 a

　 指 示 は,談 話 外 照 応 に し ろ 談 話 内 照 応 に し ろ,周 辺 環 境 か ら 意 味 が 回 復 で き

る こ と が 前 提 に な っ て い た が,代 入 は あ る 要 素 を く り 返 す 代 り に 使 う カ ウ ン タ

■

■
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■

●

であ る。 したが って,代 入 の大 半 は 談 話 内 照応 であ り,か つ そ の大 半 は前 方 照

応 であ る。 そ の性 質 上,談 話 外 照 応 の代 入 とい うもの は,き わ め て 稀で あ る。

　 代 入 は,こ と ば の形 の 上で の 関 係 で あ るか ら,文 法構 造 上 の 機 能 も問題 にな

る。 次 の 例は.名 詞代 入 と動 詞代 入 の 例で あ るが,tt　ax"もtt　 one"も 名 詞 の

役 をす る語 群 の 主要 語 であ の,ま た"knows"もt`does"も 動 詞 の 役をす る

語群 の主 要 語 で あ る。

　 　 　 例m・Oi・t・ ・blant・Im・ ・t　 g・t・ ・harper(⊇ ・

　 　 　 例Y・uthi・k　 J・an　 already(　 knows)?

　 　 　 　 　 Ithi・k・very・very・n・(－does－ 〉

　 この よ うに,代 入 頂 と もと の 頂 は同 じ構造 的機能 を 持つ 。 こ の よ うな 制限 は,

指示 現 象 の場 合 には 見あ た らな い もの で あ る。

,

`

6.5.3　 代 入 と省 略と の相 異

　代 入 と 省 略 と は同 じよ うな もの で あ るが,構 造 の メ カニ ズ ムは 異 な ると もい

え る。 省 略 され た要 素の あ る語 群 には,前 文 か ら 得 られ た もの で 埋め られ るべ

き ス ロ ッ トが残 され てい る。 省 略 は,tt　 one",tt　 do"な ど の 代入 の 代 り に ゼ

ロ代 入 が行 われ てい る とい って も良 い。

　省 略 現 象 は,省 略 して わか ら な くな って し ま うことで はな い。 省 略現 象 に お

け る省 略 は,　 「言わ ず と もわ か る もの 」 に つ いて のみ 行わ れ る。

　　 　 例　　Hardly　 anyone　 left　 the　 country　 befere　 the　 war・

　 この 文 を見 る とわ か らない こ とが い っぱい あ るが,こ れ を 知 る ことが で き る

情報が 前文 に 存在 することを示す信号 としての項 の欠 落,文 構造 の 中で 何 か脱 け て

い る ものが あ るわ け で はな い。 この よ うな 「わ か らな さ」 は 省 略 で は ない。 そ

れ に 対 して,次 の例 で は,欠 け て い る要 素が 明確 に わか る。

　　 　 例Joun　 brought　 some　 carnation,　 and　 Catherine　 some

　　 　　 　 sweet　 pies・

　 この よ うに,省 略 現象 とは,何 か構 造 的 に 必 要が あ るものが 言われ ず に 残 さ

れ て い る ことで あ る。

　代 入 と同様 に,省 略 も また その 性 質 上,大 多 数 は 前 方 照応 的 で あ る。
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7 音　声　理　 解

71　 は じめ に

　 音 声 は人 間 の 用い る種 々 の 意 志 伝達 手段 の 中で最 も根源 的な もの で あ り,日

常 生 活 におい て 入 間相 互 間 の通 信 の大 部 分 は音 声 言語 に よ って 行 わ れ て い る。

この よ うに,入 間相 互 間 の通 信 に最 も重要な 役 割を 果 して い る音声 の 適 用 範 囲

を 拡大 して,人 間 と機 械 と の 間の交 信 に も利 用 したい と考 え るの は極 く自然 な

要 求 で あ る 〔Fujisaki　 72〕 。音声 認識 の研 究は,こ の 要 求 に 応 え る もの と

して1940年 代 か ら盛 ん に行 われ る よ うに な っ た。 現在 で は,特 定話 者 の 発

声 した ユ00語 程度 の単 語 音声 の認識 装置 は 実用 の域 に 達 して い る。

　 し か し連続 音 声 あ るい は 会話 音 声 の 認識 にお い て は多 数 の 単語 が連 続 して 発

声 され,単 語 の境 界 が不 明 確に な ると と もに,単 語 境 界附 近 の 音 が,先 行 また

は 後 続の単 語 の 影 響を 受 け て変 化 す る(調 音結 合)た め,単 語 音声 認識 の手 法

を そ の ま ま適 用す る こと はで きな い。 音声 は 単な る音響 信 号 で はな く,言 語 音

声 と してそ の 意味 内 容 等を 伝達 す るた めに 発せ ら れ てい る も の で あ るか ら,音

声 自動 認識 の過 程で も この よ うな こと を考慮 しな けれ ばな らな い と考 え られ る

よ うにな って 来 た(図7-1参 照)。

→ 陸 続音声会話音　 声の認識 ・理解

介
連続単語音声の
認　　　　　識

↑

ヨ 単語音声の認識

↑
音'素 ・ 音 節
の　 　 識 　 　別

↑

音　響　分　析

小

立 　　　　　　土
日　　　　　 戸コ

構‡言藷㌧ 欝'罐1

単語境界検出

単語結合規則
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図7-1　 音声 認識の階層と関連す る問題
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72　 音声 理 解研 究

　 音声 自動 認識 の 過 程 に 言語 情報 を 導入 す る試み は 古 くか らあ る(図7-2参

照)。Denesに よ る音 素遷 移 確 率の 単 語 認 識へ の利 用 〔Denes　 59〕,坂 井

・堂下 に よ る音 素 遷移 確 率の 利 用 〔Sakai　 63〕 ,Altetに よ るフ ォー トラ

ン 語の 認識 に お け る構文 情報 の利 用 〔Alter'68〕,Vicensに よ る制限 さ

れ た 自然 言 語文 の 音声 認 識 〔Vicens　 69〕 等が 先 駆 的 な研 究で あ る。 これ ら

の研 究 を 経 て,Fant〔Fant　 70〕 やReddy〔Reddy　 71〕 によ って 言語 情

報 を用 い た 自然 言語 音声 の 認識 シ ス テ ムの モデ ルが 提 案 され た。 最近1にな って

.人工知 能研 究,特 に 自然 言 語処 理 研 究の進 展 に 伴 って,言 語 情報 等 を積極 的 に

利 用 して 会 話 音声 の認 識 を行 お う とす る気 運 が 出て 来 た 〔Nakatsu　 79〕 。

1959

1963

1967

1969

1971

1973

1974

1975

Denes

坂 井 ・堂 下

Aiter

●r
I

t
l

Vicens

1976

1977

板橋 ・城 戸

v

一 　 C　 MU・

HEARSAY　 I
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　C　 M　 U
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↓

→
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音節識別
音素結合確率の利 用

　Fortran文 法の利用

単語,文 の認識(54語)

単語辞書 ・音形規則
弁別 素性(54語)

チ ェス,電 卓(3】 語)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 B　 B　N
　 　 　 　 　 　 　 　 SPEECHLIS 月 の地質学(250語)

文献検 索(1011語)

チ ェス,電 卓(31語)
Lincoln　 ]しab

(236語)

回

文献検 索　　 　　 　　 　 B　 BN

(1000語)　 　 　 　HWIM

計算機 ネ プ.トワー ク(101語)

FORTRAN,日 本語文(99語)

BASICプ ログラム(50語)

座席予約(112語)

旅 費管理.
(1097語)
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研 ・1
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　 1水 道故 障修理
　 `(60語)　 1

Ψ

SDC
VCDMS

　 情 報検索
　 　 (1000語)

1978　 1通

図7-2　 音声 理解研究の発展

72.1　 音 声 理 解 の 問 題

　 ARPA(ア メ リ カ 国 防 省 のAdvanced　 Research　 Projects　 Agency)は,

実 用 的 な マ ン ・マ シ シ 通 信 に 使 い 得 る 音 声 認 識 シ ス テ ム を 実 現 す る こ と を 目 的

と し て,1971年11月 に5年 間 の 研 究 開 発 計 画 を 開 始 し た 〔Newe　 1173〕 。
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⑨

唱

,

この計 画で 設 定 され た 目標 の 概 要 を表7-1の 左 側に示 す 。 この 計 画で は,従

来か ら の 音声 研 究 を進 展 させ るこ との 他 に,構 文 ・意味 ・会 話の 内容 等 に関す

る言 語 情報 を で き る だけ 有効 に使 って認 識 を行 うことが強 調 され た。 また 入 力

音 声 の一 語一 語 を 正確 に 認識 す るこ とは 必ず し も必 要で な く,入 力 音声 の 意味

を 理解 して シ ステ ムが 正 しい 応 答 をで き る ことが 目標 と され た。 そ こで これ を

「音声 理解 シス テ ム」SUS(Speech　 Understanding　 System)と 呼ん で

い る。 さら に この 研 究で は,音 声 入 力に よ って シ ステ ムに行 わせ よ うとす る仕

事(タ ス ク)が 明確 に 定め ら れて い るこ とが 特徴 で ある。 典 型的 な 音声 理 解 シ

ス テ ムの 構成 を 図7-3に 示す 〔Ni　imi　 79〕 。

　 音 声 理 解 の 研 究に おい て は,具 体 的 な タス クを 設 定す る こ と によ り,単 語 音

声 の 場 合 に はな か った種 々の 情報 を 利 用す ることが で き る。 す な わ ち,文 の 構

造 を 規 定 す る構文 情報,タ ス クで 使用 され る単 語 間 の概念 関係 や 属性 関 係 など

を表 わ す 意味 情報,タ ス クに よ って 設 定 され た世界 におけ る一 般 常 識,音 声認識

システムとその利 用者の間で交わされる一連の対話を通 じて得 られ る文脈情 報,一音声の

イ ン トネ ー シ ョンや強 調 な どの 韻律 情 報 など であ る。 これ ら種 々 の異 質 の 情報

を 統合 して 一つ の シ ステ ムを 構 成す る こ とが,音 声 理解の 課題 で あ る 〔Niimi

79〕 。

　 「音声 理 解 シス テ ム〕 とい う考 え 方 はARPA計 画 で提唱 され た もの で あ り,

ア メ リカ で最 も盛ん に行 われ て 間 もな く日本 や ヨー ロ ッパで も取 り上げ られ る

よ うにな った。 従 って 以下で はARPA関 係 の記述 が 多 くな って い る ことを 予 め

お 断 り して お く。

　 　　 　　 　 表7-1　 ARPAの5年 間 の フ。ロジ ェ ク トの 目標 と

　 　　 　　 　　 　 　　 　 Harpyの 性 能 との 比較

目　 標(1971・11)　 1 Harpy(1976.11)

連 続発声 を職 で きる

多数 の

協力的な発声 音を用 いる

静かな室で

高品質の マイクロホ ンを用いる

発声音 ごとにVス テ ムをわずかに

適応化 してよい

1,000語 の語口を対 象 とす る

人工的 な構 文を用いて良い

制限 され たタス クを対象 とす る

五味的 な誤 り1よ10%以 下

実時間 の数倍以内で動作す る

100MIPSの 計算機を用い る

(MIPS■rnillion　 m㏄}血e・ 　in'

struction　　per　　seCoad)

田道

5人(男 性3人,女 性2人)

鵬

計算機のター ミナルルームで

接話形のマ イクを用いる

発声者ご とに20文 章を用いて学

　 習 を行 う

　ユエ

平均9braロching　 f蜘r民33
"文献検索

5%

ヌ時間の80倍

0.4　MIPSの 計算 殿　(PDP-KA

　 10)上 で36　 bit　256　Kの メモ

　 9を 用いる.

(1文雪t当 りの処理 コス トは5ド ル)
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音 声 波

セクソンテ

と記号化

音韻 ラティス
の修正

単語列の
構文解析

単語列の
待 ち行列

音韻標準
パター ン

音韻間

類似度

言語モデル

(構文・意味など)

単 語の音形

表記への変換

　 情報検索

い ステムなど!
一____」

■

図7-3　 典 型 的音声 理解 シ ス テ ムの 構成 〔Niimi　 79〕

び'

72.2　 初 期 の音 声 理 解 シ ス テム

　 ARPA計 画 以 前の 言語 情報 を利 用 し た音 声 認 識 シス テ ムお よびARPA計 画の

初 期の 頃 の シ ステ ムの 幾 つか につ い て概 説す る。・

ら
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⑨

●

(1)Alterの フ ォ ー ト ラ ン 認 識 装 置 〔Alter　 68〕

　　 音声 自動 認識 シス テ ムは 音 響 認識 部(A)と 言語 認識 部(L)に 分か れ て い る。A

　 と して は タイ プ ライ ター の キー イ ンを利 用 して お り,そ の 正 答 率 と して は

　 50～80%を 仮 定 して い る。Aの 出力 の 誤 りに は置換,脱 落,附 加の3種

　 類あ る。Lの 機能 はAの 誤 りを 訂 正 し,単 語の セ グメ ンテー シ ョンを行 う こ

　 とで あ る。

　　 言 語 と して は フ ォー トランを採 り上げ,語 彙は変 数を除 い て150語 程 度

　であ る。 た だ し変 数 名 に はあ る種 の 制約 を 設け て い る。 誤 りの 中に は単 語個

　有の 誤 りと単 語 によ らな い 誤 りとが あ るが,ま ず後 者の み を 考え てい る。 誤

　 り訂 正 に は順 序復 号化 法(sequential　 decoding)を 用 い てい る。 これ

　は,入 力信 号が 与 え られ た とき,復 号化 され た推 定 値が 真 の値 で あ る条 件 付

　確 率を 最 大 にす るもの で あ る。

　　構文 は フ ォー トランの 制御 文 と割 当文 の すべ て を 含む が,入 出 力文 ・宣 言

　文 は含 まな い。 そ の ため 変 数名 に次 の よ うな 制約を つけ て い る。 す な わ ち,

変 数 は アル フ ァベ ッ ト4文 字 で構成 され,初 め の2文 字が 変 数 の型 を表 わ し

　てい る。 これ は 単語 系列 と して 処理 さ れ る。

　　 5～100文 字か ら成 る数 百の ス テ ー トメ ン トで テ ス トした と ころ,処 理

は1秒 以 下 で済 ん だ もの か ら30分 要 した も のまで あ る。 誤 り訂 正 の例 を 表

　 7-2,表7-3に 示す 。

表7-2　 変 数 の誤 り訂正 例

⑳

●

INTENDED　 SENTENCE:RVA　 =②

Actual　 Input

RVA=0

ΩVA=ORQ
A=9

RVA±O

RVAQ　 O

RVA=Ω

Ω9A　・・　e

Decoded　 Sentence

RVA　 ・・　e

RVA=O

RVA=O

RVA=β

RVA・-O

RVA　 =②

STOP　 O

Time(seconds)

48

83

00

45

牲

65

01

0

0

1

1

8

(」

4
4

　

　

　

　

1
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表7-3　 フ ォー トラン語の 誤 り訂 正例

INTENDED　 SENTENcE: .CON　 TINUE

Actual　 Input

CONT∫NUE

CONTANUE

CONTAI　 DE

CONGANDE

COI　 GANDE

CONGAJGO

CILGANDE

CONINUE

CONGTINUE

CONIGUE

Decoded　 Sentence

CONTINUE・

CONTINUE

CONTINUE

CONTINUE

CONTINUE

CONTINUE

CALL　 SBDE

CONTINUE

CONTINUE

CONTINUE

T輌me(seconds)

2
4
4
9
8
0
3
7
6
7

2
2
2
2
3
6
8
5
4
5

0
0
0
0
0
0
2
0
0
0

●

■

(2)Vicensの 音声 認識 シス テ ム 〔Vicens　 69〕

　　 実 時 間処理 に近 い 音 声 認識 シ ス テ ムを計 算 機 によ って 実現 し てい る。 この

　 シ ス テ ムは 前 処理,セ グ メン テー シ ョン(区 分),セ グ メ ン ト分 類,単 語認

　 識,文 認識 の 各段 階か ら成 る。 前処 理で は 音声 信 号 を3周 波 数 帯 域(150

　 ～900,900～2200.2200～5000Hz)に 分 け,各 帯域 出力

　 の振 幅 と零 交 叉数(合 計6個 のパ ラメー タ)を10msご と に得 て い る。 パ

　 ラ メー タの 時間 的 変 化 を 見て痴 隣 接す る類 似 の も のは まとめ て 定 常 区間 と し,

　 変 化部 分 は 過渡 区 間 と して セ グ メ ン テ=シ ョンを行 う。 各 区 間のパ ラメー タ

　 の平 均 値 に よ り,セ グ メ ン トに音 素 群(母 音,摩 擦 音,鼻 音,子 音,バ ー ス

　 ト)の ラベル づ け を 行 な って 分 類す る。 セ グ メ ンテー シ ョンの結 果は 特徴行

　 列 と して 表 わ され る。6個 の パ ラ メー タの他 に,第1行 には 母音 や 無声 摩擦

　 音 の 数,セ グ メ ン ト数,母 音 セ グ メ ン トの ポ イ ン ターt母 音 と 摩 擦 音/s/

　 の場 所等 の 大 まか な 情報 を 置い て あ る。 セ グ メ ンテー シ ョンには 実 時 間の

　 1.5倍 を要 す る。

　　 学 習 モー ドで は,上 述 の パ ラメー タパ タンが 辞 書 に記 憶 され る。 認識モ ー

　 ドで は,ま ず,発 声 の大 まか な 特 徴 を 考 慮 して 幾つ か の 候補 を 辞書 か ら取 り

　 出す。 各 候 補を 入力パ ラ メー タと 比較 し,最 も良 い マ ッチ ン グを示 す もの を

　 選ぶ 。 比 較 操作 で は,最 初 に セ グ メ ン トの 間 の対 応を 決 定 し,次 い で 対応 す

　 る セ グ メン トの 間 の類 似 度 を,パ ラメー タの 値 に よ って 評価 す る。

　　 あ る文 法 に よ って 定義 され る制 限 され た 言語 の文 を対 象 とす る とき は,特

■

奄
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●

徴 行 列で 表 現 され た入 力文 を 前 後 に走査 して(辞 書 に あ る)単 語 を 捜 し 出す 。

文 法か らの フ ィー ドバ ックを利 用 して,構 文 的 に正 し くな い単 語表 現 を マ ッ

チン グの 過 程か ら除 く。 結 果は 次 の 通 りであ る。

1)　 54単 語,話 者1名,学 習4回,98%

　　 　 　 　 　　話 者1名,学 習1回,92%

　　 処 理 時 間2～3秒/語

2)　 54単 語,話 者10名,学 習9回,85～9090

　　処 理 時 間9～12秒/語

3)70単 語(フ ランス語),話 者1名,9790

　　処 理 時 間2～3秒/語

4)561単 語

　　短 　文

,話 者1名,学 習3回,9290

　 処 理 時 間16～17秒

　 　 以 上 の 結果 か ら次の よ うな 結 論を 出 して い る。

　 1)3周 波数帯域か ら得 られた大 まか なパ ラメー タで上述 の よ うな 満足 すべ き

　 　 結 果が 得 られ た とい うこと は,前 処理 よ り も後 段 のア ル ゴ リズ ムの 方が 大

　 　 事 で あ る こと を示 し てい る。

　 2)音 声 分 析で 用 い る基本単 位(音 素,音 節,単 語)の 中で ど れ が 良い か と

　 　 い う ことは あ ま り意味 がな い。 この 研究で は処理 の 各段 階 で す べ て使 って

　 　 い る。

　 3)限 定 され た 言 語を 正 し く認識 す るに は,音 素(の よ うな)単 位へ の分 類

　 　 が 正 確 に行 わ れ てい な くて も良 い。

　 4)ヒ ューijス テ ィックな 方法 で 探 索 範 囲を 狭 め るAI(人 工 知 能)の 手 法

　 　 が 音声 認識 に 非常 に有 効で あ ると 思わ れ る。

　 5)前 処 理部 に費 され た努力 よ り も,構 文 を 重視 した文 解析 プ ロ グ ラムを 作

　 　 る方が 実 り多 い よ うで あ る。

(3)　 Speechlis

　 　 BBNで は,こ の プ ロジ ェ ク トが 始 まる前 にLUNARと い う名 の,質 問 応

　 答 シ ステ ム で,Apolloユ1の 持 ち帰 った 月の岩石 の化 学分 析結 果 に関 した

　 もの を 開 発 し てい た。 この シ ステ ム は・ 約3500語 の 語彙 を持 ち,入 力 さ

　れ る文 章 の 例 は,次 の 様な もの で あ る。
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　 「高 アル カ リの 岩石 中の,ル ビジ ウ ムの 平 均 濃度 はい くらか?」 等。

　 こ の シ ス テ ムの 入力 を 音声 に,語 彙 を250語 に,文 法 を 縮 少 した もの を

課題 に した ものがSpeechlis'シ ス テ ムで あ る。

(音 声 波 形〕

↓
音　 響　 分　 析

1
　 、、

セ ク メ ンテーション

ラ　 ベ　 リ　 ン　 グ

↓

(セ グ… ラテ・ス)

↓
単　　語　　整　　合

文 は 辞 書 回 復

Ψ

単 語 ・ テ ・ ス)

〔event〕

　　　＼ ∠多一一∨ 　　functi　 on　 word

●

●

Monitor コ ン 　 ト ロ ー ル add

Semantic

Theory

Syntax

⑱

図7-4　 Speechlisの 構 成
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●

⑨

■

,

　 図7-4が データの 流れ に注 目し た場 合 の.シ ステ ムの ブロ ック ダイヤ グ ラ

ムであ る。 この シ ステ ムの全体 の構成 は,KlattとStevensの サ ウン ド

ス ペ ク トログ ラムを 読む 実験 〔Klatt　 72〕 が,一 つ の 基礎 に な って い る の

で,入 間が,ス ペ ク トル か ら文 章 ま で,試 行 錯 誤 の末 に到 達す る過 程が+分

に参 考 に な って い る。 その為,こ の シス テ ムには,音 響分 析 か ら,意 味,構

文,そ れ ら全体 の 制 御 の部分 まで,バ ランス良 く取 り入 れ られ ,研 究 されてい

る。各部の説 明に入ろ う。まず20KHzで サンプリングされた音声波形 は ,音 響分析

部へ 送 られ る。 ここで 分析 され て 出力 され るパ ラメータは,次 の8種 類で ある。

1)原 波形 の 全 エネル ギー

2)微 分 波形 の全 エ ネル ギ ー

3)微 分 波形 の低 い 周 波数 成 分 の エネル ギー

4)自 己相 関係 数 の第1項

5)正 規 化 予 測誤 差

6)周 波 数 スペ ク トル の変 化 分

7)基 本周 波数

8)2-poleモ デ ル と14-poleモ デ ル各 々で 線形 予測 を行 って求 め た

　 pole周 波数

　 この 特徴 ベ ク トル は,セ グ メ ンテー シ ョンと ラベ リン グ部へ 送 られ る。 こ

の部分 では,音 響→ 音韻 変換 規 則 等を 用い て,各 カ テゴ リと の適 合度 を調 べ.

闘値以 上で あ った カテ ゴ リ名 を 適合 度 の順 に並 べ た,セ グ メン トラテ ィスを

作 る(図7-5　 〈a))。 こ の セ グ メン トラ テ ィスか ら,単 語 辞 書 中の 内 容語

(content　 word)と の 整合 度 を計算 し,そ の 整合 度 の点 数 と と もに,点 数

の 順に 候 補単 語 を 並 べ た,単 語 ラテ ィス を作 るのが,単 語 整合 部 であ る(図

7-5(b))。 この単 語 ラテ ィスを 用 いて,意 味,構 文,プ ラ グ マ テ ィ ク ス

部が,制 御部 を 中 心 と して,発 話 内 容 の解 釈 を行 な う。 意味 解 析 部 には,

SemanticNetworkとCase　 Frame　 Tokenが 用 い られ,構 文 解 析 に は,

Transtion　 Network　 Grammarが 用 い られ て い る。 この 上部 処理 の 部 分

では,意 味 解 析 を主 に行 な う。単 語 ラテ ィスか ら点 数 の高 い 単 語を 候 補単 語

と して 取 り上げ る と・ 意味 の 制約 に よ り,こ の単 語 の左 又は右 側 に表 わ れ る

可 能性 の 高い 単 語 を 提案 し て,単 語 ラ テ ィスへ 探 し に行 く。 適 当な点 数 の単
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語 が,適 当位 置 に 見つ か ると,構 文 情報や プ ラグマ テ ィクス を用 い て,更 に

機 能 語(function　 word)等 を 付 加 した り,単 語候 補 を しぼ った りしなが

ら・ し だい に 発話 内 容 を 推定 して い く。 最 後 に,発 話 内 容全 体 に 渡 って ,意

味 のあ る,構 文 と して 正 しい,発 話 と 良 く整 合す る,単 語 列(=.文)が 決 定

され る。

倉

4
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(4)　 Hearsay　 　I

　 　 こ の シス テ ム は,Carnegie-Mellon大 学 に よ り開 発 され た もので,

　 〔Reddy,Vicence,Neelly　 69〕 等 に よ る,500語 の 単 語 認 識.シ ス

　 テム と,構 文 も 考慮 し た,16単 語の 連続 音声 認 識 シス テ ムを 音 響分 析 レベ

　 ル の 基礎 に し,又 〔Gillogly　 72〕 の チ ェスの プ ロ グ ラム(あ る状 況 下で,

　 可 能 な 駒の 動 き を,可 能性 の 高い 順 に 並べ て 出力 す る)を 意味 解 析 レベ ル の

　 基 礎 に した も ので,31単 語の 語彙 で チ ェスを 指す こ とが 初期 の 課題 で あ っ

　 た。
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図7-6　 Hearsay　 Iの 認 識 プ ロ セ ス

●

　 シ ス テ ム の 構 成 を 図7-6に 示 す 。 各 部 分 の 働 き は,概 ね 次 の 通 り で あ る 。

　 音 響 分 析 部 で は,10msec毎 に 次 の12個 の 量 を 特 徴 ベ ク トル と し て

出 力 す る 。

　 1)フ ィル タ を通 さ な い 原 波 形,2)200Hz～400Hzの フ ィル タ 出 力,

3)400Hz～800Hzの フ ィ ル タ 出 力,4)800Hz～1600Hzの フ ィ

ル タ 出 力,5)1600Hz～3200Hzの フ ィル タ 出 力,6)3200Hz～

6400Hzの フ ィル タ 出 力 の6チ ャ ン ネ ル の 出 力 各 々 に つ き,最 大 振 幅 と,
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●

零 交 又 回数 の2種 の量 を 特徴 とす る。

　 各 音 韻 に対 して,複 数 個 の カ テ ゴ リ(標 準パ タ ン)を 対 応 させ,話 者変 動

や,背 景雑 音 等 の影 響は,こ の部 分 であ る程度 吸 収す る。 つ ま り,標 準 パ タ

ンを 話 者 毎に 調 整す る こと はな い。 入力 に対 して,最 小 距 離 と な る カテ ゴ リ

を 出力 す る。(nearest-neighbour法 の変 形)

　 各 フ レー ム毎 に 決定 され た カテ ゴ リ名を 平 滑化 して,更 に有 声/無 声 の 判

定 と摩 擦 音か ど うか の判 定 結 果を 考 慮 に入 れ て,セ グ メ ンテー シ ョンを 行 な

う。

　 この 出力が 認 識 部へ 渡 され る。 認識部 は,音 響,構 文,意 味 の3つ の 部 分

と 制御 部 に分 か れて い る。 認識 制御 は,あ る状 況(チ ェス の駒 の 配 置)の 下

で,発 話 のあ る部 分に 関 して,最 も信 頼の お け る候 補単 語 を提 案 で き る部 分

を 決 めて,そ れ を 起動 す る。 例 え ば,多 くの場 合 は,チ ェ スの プ ログ ラムに

支 え られ てい る 意 味部 が,可 能 な動 きの 中か ら,既 に あ る候 補単 語 を 含 む も

の を選 び,そ の 前後 の単 語 を 提案 す るが,音 韻 系 列 と辞 書 との整 合 度 が 高 い

単 語 を 見つ けれ ば,、音響 部 が 提案 す る。 次 に残 りの 部分 は,提 案 され た単 語

に対 して,自 分 の判 断(検 定)を 行 なわ なけれ ば い けない 。 こ う して3っ の

部 分全 てが,そ の単 語を 受 け入 れ る と,次 の新 しい 単語 の仮 説 を立 て る相 に

入 る,と い う手 順 で1単 語 か ら始 め て,候 補単 語 系 列(部 分 文)に1っ づ っ

候補 単 語 を加 え て行 き,最 終 的 に発 話 全体 を覆 う単 語 の並 び を決 定 す る。

　 こ の シ ステ ムの 特徴 は,新 しい 候 補単 語 を 決 定 す る段 階 で は,音 響,構 文,

意味 の3つ の部 分が,相 互 の 影 響な しに独立 に動 け る こと で あ る。 こ の為 に

各部 分 を 変 更 して も,他 の 部分 を 修 正す る必 要が な く,課 題 を 変 更 す る事 も

比較 的易 しい 。 また,独 立 で あ るとい う事か ら,3つ の部 分 が 制 御部 に よ っ

て 起動 され る順 番 は,先 見 的に は 決 っていな い 事 も特 徴の1つ で,認 識 部 全

体 と して は,あ る提案 され た仮 説 に 対 し,残 りの部 分 が 検定 す るとい う 「仮

説一 検 定 」の 方 式 を 取 って い る事,こ の時,各 部 は 候補単 語 に関 す る共 通の

デー タベ ー スを 通 して 情報 を交 換す る事 など が 特徴 とな る。

　 この シス テ ムの 性 能が 表7-4に 示 され てい る。 これから,課 題が チ ェ スの

他 に ニ ュー スと 医療 に関 して と 卓 上計 算 機の3つ が あ るが,そ れ らには 意味

部分 はな か った。 実験 例 が 少 な い ので 十 分な 評価 は 難 しいが,満 足 の ゆ くも
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の で はな い 様 だ。

表7-4　 Hearsay　 lの 実 験 結 果(1973年 秋)

　 ユ

o川9SET,

1良5`'SPEntER

t　 tHESSIR縛

2　 CHEss'」3

3　 CHESS'J8

4　 CHESS/ITEL,　 e

SU8-TOIgL9'

5鳳EUS"ETR匠V'

●　 nEO●OUES'Jn

T　 oesn't側LC'」e

　 　 　 　 　 　 †07目し5

(5}　 DRAGON

　 　　 s

κOUS†IC　 WOOε

2 3 4

0角OS 6ε図 '・0良0 文目　工"　 竃IH

1H 川　　'▲　 '1

L臼 ◆蛇　◆σ2

司

31 14 62 "　 　7●　 ●5

3↓ 19 騎 　　　●9　 7●

2` 115 3⑨　 68　 73

38 25 93 A3　 64　 76

79 3～2 "　 　69　 77

2● ▲⑨ 1■` 3●　 53　 `7

76 21 gz 2●　 3鵬　 49

38 25 ▲28 42　 ■3　 72

・ 一

1▲` 5鴻 3'　 81　 71

　 　 7

USTrc,$

:　 SEnANT:

Hε$Z

R'X
電
●

ε

S

湖

川

「VOft　;1

,
ε

X

O

良

O

T

n

N

　 li・EN

　 NP

lee　 　 9　 　　5

iee　 　 ●　　　●

s8 ,　 13　 　 7

8e　 　 7
'

8

;;93'6
●一　 　　　 　　　 　 ・一 ▼ 一－

ll　.　xxx　 xxx湖

芸xxx　 x翼翼xx寓

芸 川xx胃zxx

79　 91　 　 9　 　　●

93

　 Carnegie-Mellon大 学 で は も う1つ の シ ス テ ムを 開 発 して い る。

DRAGONシ ステ ム はHearsay　 I　 と同 じ チ ェスを 課 題 と して い るが,全 体

の 構成 が 非常 に 簡単 にな って い る。 シス テム 全体 を,音 響→ 音 韻,音 韻→ 単

語,単 語 →文 章,の3っ の レベル に分 け て表 現 し,各 レベル を組 合せ て,音

響→ 文 章,へ の表 現 を 作 る。 こ こで 「→」 の 意味 す るの は,　 「→ 」 の左 辺 の

変数 が 決 った 時に,右 辺の 変 数が あ る値 を 取 る確 率が 計算 で き る,と い う こ

とで あ る。

　 例え ば,内 部 状 態 と して の 音 韻 系 列X(t)が

　 　 　 　 Pr(X(t+1)=jlX(t)=i)=aij.

で表 わ され る様 な,遷 移 行 列(aij.)を 持つ 様 な,マ ル コフ過程で あ ると仮 定

し,観 測 され る外 部 出力 と して の 音 響パ ラメー タ系 列Y(t)を
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◇

⑨

　 　 　 　 Pr(Y(t)=k　 lX(t-1)=i,　 X(t)=j)=bijk

つ ま り1つ 前 の 音 韻 と 現 在 の 音 韻 を 与 え ら れ る と,現 在 の パ ラ メ ー タ がkと

な る 確i率 が 既 にbijkで 与 え ら れ て い る も の と す る。

　 　 こ の 時,マ ル コ フ過 程 の 定 義 か ら,

　 　 　 　 Pr(X(t)=x(t)　 lX(i)=x(i)　 (i=1,'・ ・…,　 t-1))

　 　 　 ==Pr(X(t)=x(t)　 lX(t-1)ニx(t-1))

　 　 　 =ax(t-1),・(t)

ま た

　 　 　 　 pr(Y(i)==y(i)　 (i=1ド ・・…,　 t),X(j)=x(j)(j=1,… …,t))

　 　 　 =Pr(X(j)〒x(j)　 (j=1,… …,　 t))

　 　 　 　 　 　 ・iP.(Y(i)一 。(i)IX(i-1)一 。(i-、),X(、)一 。(、))
　 　　 　　 　 　 i=1

　 　　 　　 セ

　 　　 =1{1P・(X(j)=・(」)IX(j-1)=・(j-'))

　 　 　 　 　 　 ・hP・(Y(・)一,(・)IX(i-1)一 ・(ト1),X(・)一 。(・))
　 　 　 　 　 　 　 1=1

　 　 　 　 　 セ

　 　 　 =　 ∬ 　ax(t-1)x(t)　 　 bx(t--1)　 x(t)　 y(t)
　 　 　 　 iニ1

　 　 　 　 　 　 (た だ し 　 x(O),ax(o)j　 bx(o)jkは 適 当 に 与 え る)

と な る 。 次 に 音 響 パ ラ メ ー タy(i)(i=1,… ・・ちt)が 与 え ら れ た 時ie,音 韻

X(t)='jで あ る 確 率 を 計 算 す る 為,　 特 定 の 時 刻iに 特 定 の 状 態(音 韻)

jで あ る,全 て の 部 分 系 列x(1)一 ・x(t)の 確 率 を 加 え た も の α(t,j)を 定

義 す る 。

　 　 　 　 α(t,j)≡Pr(X(t)=j,　 Y(i)=y(i)　 (i==　 1,… …,　 t))

　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　 セ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 =メ1己 。,t-、 、 、9、a・(・ 一 ・)・(・)b・(・ 一・)・(・),(・)

これから

　 　 　 　 α(・ ・j)=ξ α(t-1・i)・ ・jb・j・(・)

が成 立す る。 さて終 り に

　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　 一115一



　 Pr(X(t)-jlY(i)=y(i)　 (i=1,… …,　 t))

_Pr(X(t)=j,Y(i)=y(i)　 (i　 ・=　1,… …,　 t))

　 　 　 　 　 　 　 Pr(Y(i)==y(i)　 (i=1,… …,　 t))

　 　 　 _　 　 α(t,j)

　 　 　 　 　 Σ α(t,i)
　 　 　 　 　 i

とな り,音 響パ ラメー タ系 列 が 与え られ て い る 時,各 音韻 が 生ず る確率 が 計

算 で き る。

　 こ の 方式 を 下 の レベ ル の もの を 上 の レベル に埋 め込 ん で 行け ば,各 音響 パ

ラ メー タ列 に 対 して,そ の時 に生 ず る文 の 確 率が 計 算 で き,そ の 確 率最大 の

文 を,発 話 され た文 と考え る。

　 図7-7(a)(b),(c)は,マ ル コ フ過 程 の 遷移 の 情況 を,network　 で表

現 した もの で,図7-7(a)は,　 always　 とい う単 語 の 音韻 の遷 移icつ い

て のnetworkで,　 図7-7(b)は,構 文 及び 意 味 情報 を用 い た,文 の レベ ル

で の,構 文 的 な情 報 の遷 移networkで,図7-7(c)が そ れ らのsubnet-

workで ある。(a)が(c)に埋込 まれ ,(c)が(b)に埋 め込 まれ る こと によ り,音 韻→ 文

章 が 実 現 され る。

P
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AYS;

.MOVE;

(a)音 韻 レ ベ ル

PIECE:

㊥

(b)構 文 レ ベ ル PLACE:

　　　　　　　 (c)構 文 レベ ル の サ ブ ネ ッ トワ ー ク

図7-7　 DRAGONシ ス テ ムの ネ ッ トワー クの 階 層 構=造
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Z3　 ARPAの 音 声 理 解 研 究

　 Newe　 l　1を 議 長 と す る9入 か ら な る 研 究 グ ル ー プ の 報 告 を 受 け て,　 ARPAは

ア メIJ力 国 内 の 大 学 ・研 究 所 に 対 し,1971年 か ら5ケ 年(前 期 ・後 期 各2

年 半)契 約 で 資 金 援 助(毎 年 約300万 ドル)を 行 う こ と に な っ た 。 主 契 約 先

はBBN(Bolt・Beranek　 and　 Newman　 Inc.),CMU(Carnegie-Me-

110n　 Univ.),　 Lincol　 Lab.,　 SDC(System　 Development　 Corp.),

SRI(Stanford　 Reserch　 Institute)の5研 究 機 関 で あ り,補 助 契 約 先

はSCRL(Speech　 Comnunications　 Reserch　 Lab.),　 Speech　 Commu-

nication　 Lab.,UNIVACの3研 究 機 関 で あ る 。

　 前 期 の契 約 が 終 了し た1973年11月 に 各 研 究機 関 の デ モ ンス トレー シ ョ　 ●

ンが 行.Oれ,そ の研 究 内 容は1974年4月 にCMUに おけ る音声 認識 シン ポ

ジ ウ ムで報 告 され た。 この 時点 で 研 究の進 ん で い たCMU,　 BBNお よびSRIと

SDCめ3グ ルー プ に,契 約 先 が 選 択 統 合 され て 研 究が 継 続 され た。1976

年8月 か ら9月 に かけ て 各 グル ー プの 最終 デ モ ン ス トレー シ ョンが 行 わ れた。

そ の運 営 委員 会 は,　 「本 計 画 はCMUのHARPYシ ステムが 初 期 の 目標 を 達成 し

て終 了した 」 と報 告 して い る 〔Medress　 77〕 。

　 以 下 で は,主 に 上述の3グ ル ー プの 研 究の 概 要 を 紹介 し,他 の グル ー プに つ

い て も 簡単 に触 れ る こと にす る。

'

75.1　 プ ロジ ェ ク トの 成果 概 要

　 ARPA計 画に お いて 最 終 的 な 評価 を 行 な った4つ の シ ス テムの 性 能 を表7-

5に 示す。 表 の 中で 「平 均 分 岐 数」(構 文 解 析 の 各時 点 で 予測 され る単 語 数)

は,各 シス テ ムが 対 象 と して い る タス クの 複雑 さを 示す 一 つ の尺 度 で あ る。 語

彙 はど の シ ス テ ムで も1000語 程度 で あ る。 誤 り率の 上 でARPAの 要 求 を 満

た して い るの はCMU(カ ー ネギ ー メ ロン大 学)のHARPYの み で あ る。　 HA

RPY'の 達成 した性 能 は表7-1の 右 側 に 示 されて い る。 各 シ ステ ムが 対象 と

してい る タス クお よび 入 力 音声 の 例を 表7-6に 示す。 また3種 の シ ステ ム に

お け る単 語 認 識 部 の性 能 を ま とめ て 表7-7に 示す 。 表7-5,表7-6の シ

ステ ムそ の他 につ い て そ の概 要 を以 下に述 べ る 〔Klatt　 77〕 。
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表7-5　 1976年11.月 に お け各 シ ス テ ム の 性 能

V　 ス　 テ　　ム 文刺ぬ 率
`br葛n二hing　 factor

　 　 (平均値)

・　 CMU　 H
aτpy 95% 33

CMU　 He8汀aナ2 91.74 33.46

BBN　 Hwim 44 195

SDC 24 105

表7-6　 4つ の シ ス テムの タス クと 入力 音声 の 例
づ

ク ル ー ブ レ ス ク1 入 力 音 声 の 例

　 　 誠

　 　 　 　 　 l

BBN　 Hwin

α ⑩

Hear3ay∬,Harpy

船についての

情報検索

旅行の予算計

画の問合せ

文 献 検 索

・H
ow　 fast　 i3　the　 Theodore

Roosevelt～,

'What　 i3　the山ne　 fare　 to

Ottawaア

'How　 maoy賦icle.00

psyc』010gy　 8re　 there?・

表7-7　 3つ の シ ス テム にお け る単 語 認識 部 の性 能

SDC　 　　　　　　 BBN CMU

A㏄ ⇒ 肥J・㎝ ・CC⇒ 氾 」・CT A㏄⇒ 賜ECT

正 しい仮定 に対 する結 果

誤 った仮定にタナする」苦果

92%

3%

8%.

的%

84%

34%

16%

66%

94%

49%

6%

5】%

φ

●

75.2　 Systems　 Development　 Corporation

　 ARPAの 前 半 で は,　 SDCが 音 響 処 理 部 を,　 SRI(Stanford　 Reserch

Institute)が 言 語 処 理 部 を 担 当 し て,後 半 に は,両 者 を 合 体 さ せ て シ ス テ

ム を 作 る 予 定 で あ っ た が,種 々 の 事 情 か ら 不 可 能 と な り,ほ ん の 数 週 間 だ け

SRIと つ な い だ シ ス テ ム が 実 現 し て い た 。 そ の ・後はSDCに シ ス テ ム 全 体 が

移 り,言 語 の 部 分 は,SRIの も の を ほ と ん ど 使 用 し て い る 。　 　 　 ,';
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セグメンテーションと

音 韻 認 識

応答

音声波形

図7-8　 SDCシ ステ ム の 構成

　 最終 的 なSDCの シ ステ ムの 構 成 を 図7-8に 示 す。 音 響分 析部 で は,20

KHzで サ ン プiJン グ した 波 形を 入力 す ると,10msec毎 に 次 の パ ラメー タ

が 出 力 され る。

　 1)エ ネル ギー

　 2)零 交 叉回 数

　 3)基 本 周 波数

　 4)24項 のLPCを 用 い て求 め るFormant　 4つ

　 このパ ラメー タを用 い て,フ レー ム毎 に 上位3つ の 候 補 カ テ ゴ リ名 を点 数 と

い っし ょにつ け,こ れ らを 局 所 的 な 連 続性 を 仮定 して平 滑 化す る。 こ の結 果を

用 い て概 そ の セ グ メ ン ト分け を行 い,そ の結 果 はA-　 matrixと 呼 ば れ るデ ー

タア レイ に し まわ れ る。 発話 の 処 理 は,左 か ら右 へ行 な わ れ,ま ず 全 ての可 能

な 文 頭 語 を 生成 す るこ とか ら始 ま る。 次 に制 御部が 仮定 した 単語 の 音素表 現 を

辞 書か ら取 り 出 し,予 想 され る音 声 学 的 な変 形 を 考 慮す る。 この 結 果 は図7-

9に 表 わ され る 様な 音 韻 グ ラ フecな る。 この グ ラフは1つ づ つmapperへ 送 ら

れ,ま だわ か らな い 発話 の 中 の現 在 の 位 置と,ど の 程度 良 く音 響的 に 整合が と

れ て い るか を調 べ られ る。mapperは 単 語 の 音 節 構造 に従 って,予 想 され る母

音や,隣 接 した 子 音に 特 有 の 異 音が 存在 す るか をA-matrixを 調べ て 決定 す

る。 完全1こ 整合 が 取れ る こ と はほ と ん ど 無い の で,mapperはA-matrixの
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情報 を用 いて 期 待す る単語 が そ の部分 に 存在 して い る確 率を計 算す る。 制 御部

は,mapperの 得 点 を 基1こして,次 に 続 く単 語又 は部分 的 な文 を決 定 し,次 に

現 わ れ る可 能性 の あ る 全単 語の リス トを作 る。 これ を くり返す る こと に よ り,

発話 を解 釈 す る。

　 この シス テ ムの 最 大 の欠点 は,mapperが 一旦 辞 書 との 整合度 が 悪 い単 語 を

捨て ると,2度 と回 復 で きな い点 にあ る。 しか し,SRIの 言 語 処 理 部が 使 え

な くな って か らSDCが その部 分 を 設 計 し直 す時 間 はあ ま りな か ったの で これ

も しか たな い こと で あ ろ う。

'Laf
ayette'

図7-9　 SDCの シ ス テ ムの辞 書表現の 例

Z3.5　 　Bolt　 Beranek　 and　 Ne　wman　 lnc.

　 BBNで は,　 Speechlisの 開 発 の 延 長 線 上 に,　 HWIM(HearWhat　 I

Mean)シ ス テ ム の 開 発 を 計 画 し た 。 こ れ は,　 Speechlisの 課 題 を,旅 行 運

賃 の 問 い 合 せ に 変 更 し,語 彙 を1000語 程 度 に 増 し た も の で,System構 成

に 関 す る 基 本 的 な 態 度 は ほ と ん ど 変 っ て い な い 。 シ ス テ ム の 構 成 を 図7-10

に 示 す 。

　 Speechlisと の 主 な 相 違 は,単 語 ラ テ ィ ス を,　 lexical　 decoding

network(図7-11(a))に よ る 評 価 に 置 き 換 え,単 語 内 と 単 語 間 の 音 声 学 的 な

音 韻 書 き 換 え 規 則 をnetwork中 に 埋 め 込 ん だ こ と と,単 語 の 認 識(確 認)部

に,A-b-S法 に よ り 生 成 さ れ る 音 響 パ ラ メ ー タ を 用 い た,パ ラ メ ー タ レ ベ

ル で のDPマ ッ チ ン グ を 取 り 入 れ た こ と,そ し て,　 Speechlisで は 意 味 解 析

部 にSemantic　 Network等 力s用 い ら れ て い た が,そ れ をATN(Augumented

Transition　 Network)中 に 埋 め 込 み,構 文 解 析 部 と 混 在 さ せ た こ と で あ る 。

(図7-11(bD　 この こ と に よ り上 部 処 理 の 各 部 が ・ 更 に 密 接 に 働 く こ と が で き る

様 に な っ た 。
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　 シ ス テ ムの 動作 の概 要 は次 の 様で あ る。 音 声 波形 は20KHZで サ ンプiJン グ

され,音 響処理 部 で は,フ ォル マ ン ト周 波数 を 推定す る時,5K]翫 までの

Selective　 LPCを 用い る以 外 はSpeechlisと 同様 に して,セ グ メ ン トラテ

ィス を作 る。

　 次 に 制御 部が,lexical　 decoding　 networkを 通 して セ グ メ ン トラテ ィ

ス 上で 最 も良 く一 致す る単 語 を 探 し(芽 と 呼ぶ),単 語 確 認部 で,パ ラメー タ

レベル の一 致度 を 見な が ら,点 数が 高 けれ ば,構 文 予 測部 へ 送 られ ,ATNを

用 い て文 法 上並 び に意味 上の 制 約 を与 えて,芽 の単 語の 左右 に現 わ れ る可 能性

の あ る単 語 を 予 測 して,提 案 す る。 こ こで 提 案 され た単 語は,1exical

decoding　 networkへ 送 ら れ,セ グ メ ン トラ テ ィ ス 上 の 探 索 が 行 な わ れ.初 　 ●

め の 状態 に 戻 る。 こ う して単 語:列が 少 しつつ 長 くな って行 き,発 話 全体 を覆 え

ば,理 解 した こ とに な る。

　 BBNの シス テム はSpeechlisの 世 代 か ら,個 々の構成 部 分 に 対 して は,

大 変 意欲 的で 注 目すべ き点 が 多 か った。 しか しシス テ ム 全体 と して の 評価 が 低

くな った の は,各 部 の 仕 事(計 算)量 が 多 く全 体 の 処理 時 間が 長 く(実 時 間の

1000倍 程)な り過ぎ,シ ス テ ム全 体 の調 整が+分 に行 な わ れな か った事が

一 つ の 原 因で あ ろ う
。 ま た,ブ ラン チ ン グ フ ァク タを比 べ ると 他 の シ ステ ムに

比べ か な り多 く,課 題 自体 が 難 しか った こ と もあ る。 残 る課題 は,シ ステ ム全

体 が ハ ー ド的 に十 分速 か った時 に,全 体 の 調 整を 十 分 にや れば,ど の 位 性能が

上が った か,又 課題 の難 易 度 の影 響 と 音 響分 析 のパ ラメー タの使 い 方 等 の影 響

を明 らか にす る事 で あ ろ う。

　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　意味解析　　音声合成　　応答音声

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

単語の マッチ ング

　 　 　 　 　 　 　 　 音声波形

図7-10　 BBNのEfivvimの シ ス テ ム の 構 成
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{A,INITIAしTREE　 STftUCTURε 　 　 　 　 　 　 　 《8,　FINAL。EC。 。tNG　NETW6RK

ω 　 初 期 の ネ ッ ト ワ ー ク　 　 　 　 　 　 　 (B)単 語 間 の 音 韻 変 化 を 考 慮 し た
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　　　　　　　　　　　　　(・)L・xical　 dec・di・g。 ・tw。,kの 例
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ω 　構文情報だけの例

,・・TプKx・P

　　 今。・　 ・、 △

,・ET/プK■ × ・・

　　　5・・　 N、 △
　　 　　　　　 　　 TRIP

(B　 CA)に意 味情 報 を埋 め込 ん だATN

　　　　　　　　(b)　 ATNの 例

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

　　　　　　　　　　 図7-11
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　 　 　 　 　 　 ま

75.4　 CMU-Hearsay　 ll

　 Hearsay皿 シ ス テ ム は,　 Hearsay　 Iの 拡 張 版 で 主 な 改 良 点 は 次 の3点 で

あ る。

1)Hearsay　 Iで は,各 部が 仮 説 に対 す る検 定 を行 な うとい う考 え方 を取 り

　 入れ て い たが,共 通 の デ ー タ表 現 は,単 語 レベル で行 な わ れ た為,他 の レベ

　ル での 情報(音 素や 概 念 の レベル)は,単 語 レベル の形 に 表現 しなけ れば な　 　 　 ・

　 らな か ったので,不 便で あ っ た し,又,不+分 な表 現 しかで きな い場 合 も あ'

　 った。 この こと か ら,Hearsay皿 で は,各 知 識 源 の 情 報 は,レ ベ ル 間 で

　 も関 連づ け られ る 様 に,情 報 間 に リン クを 設け て,多 層 の表 現 を 可能 に した。

2)Hearsay　 Iで は,各 仮 説 に 対 して,全 て の 部分 の 検定 が 終 らな ければ ,●

　次の 仮説を 提案 す る相 に 入 れな か った が,こ れ で は早 くそ の 仮 説を 棄て た部'

分 が あ って も全 体 の計 算 が 終 る まで 待 ってい な け れば い け な い。 そ こで ,

　 Hearsay皿 で は,そ の様 な場 合 に は,他 の部 分 を止 め て,次 の 相へ 移 れ る

　様 に し た。

　　つ ま り各 知 識 源 は,起 動 に 必要 な デ ー タが,　 「黒板 」 と呼 ば れ る,共 通の

　デー タベー ス 上に 総 て 存 在す る こ とを 確 認す る と,直 ち にそ の 知識 源 を駆 動

す る。 そ して 知 識 源 は 評 価結 果 を 「黒 板」 上 に書 い て 評価 を終 る。 制御部 は

常 に この 「黒 板」 を監 視 して い て,ど の知 識 源が 起動 可能 か を判 断 して い る。

3)Hearsay　 Iで は,棄 て られ た 仮 説に 関 す る 情報 は 全 て 捨 て られ てい た の

で,他 のそ の 仮説 と 関連 の あ る仮説が 提案 され た場 合 に も ,同 じ様な 評価 を

行 な ってい て,計 算 の 能 率が 悪か っ た。 これ を 避 け る為 に,Hearsay皿 で

は,棄 却 され た仮 説 と そ の 原因 か ら,関 連 の あ る 単 語が,仮 説 に立 て る必 要

が 無 くな った か ど うか を判 断で き る様 に,原 因 を 調べ て 憶え て おき ,又 各単

語 間 の 意味 ・構文 上の 関係 を 明 らか にす る様 に した。

　　ざてHearsay皿 の シ ス テ ムの 構成 を 図7-12に 示 す。 動作 は あ る意 味

でBBNのHVVI　 Mと 似 た所が あ るが,シ ス テ ム構 成 上の基 本 思想が 異 って い

る。

　 音 声波形は,音 響分析部(Hearsay　 Iと 同 じ)を 経 て,セ グメン トに分割され,

*)　 CarnegieMellon　 IJniversity　 '
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セグメン トは音韻 カ テゴ リに分類 される(98種 のカテ ゴ リ)
。 これが 「黒板」上

のセグメン ト部に書 き込 まれ ると,各 知識源が働 き出し ,各 レベルでの 仮 説 を作 る。

この 部 分 の制 御 は デ ー タ駆 動 形 で ,非 同期 に行 なわ れ る。 こ こに は,単 語 仮

説提案 部,単 語検 定 部,構 文 解 析 部,構 文 予 測部が あ り,最 初 に核 とな る単

語を 見つ け て,構 文 情報 を用 い てそ の左 右 を 延 ば して 行 く。

　 Hearsay皿 は・BBNの シス テ ム に比 べ て 同 じ様 な解 析 手 順 を取 りな が

ら も,良 い 性 能 を示 して い る。 そ の理 由は ,branching　 factorを 小 さ く

した こ と と.計 算 能 率を 上 げ る様 に努 力 し た 点 にあ る と思 わ れ る
。 また,各

知識 源 が 独立 してい る為,個 別 に 改良 す るこ とが 容 易で あ るが ,BBNの シ

ス テ ムは,意 味 と構 文 情報 が 混然 一体 とな
って い るの で一 部 の 改 良が 他 の 部

分 へ の修 正 を 引 き起 こす 可 能 性が あ る。

応　客

応答文生成

デー タベ ース

　 文 　章■ 樫 享嵩}
情文解析

Har　 vの

単語認 識部

単　語一
単語の候補一

計百の佳賞から
単語の仮定を生皮

一.

セグメン ト4

七クメンテーシ∋!

　 と吾川 「ls

　　　 ↑

巳 響分川
　　　 {

音声波形

図7-12　 CMUのHearsay皿 シ ス テ ム の 構 成

75.5　 CMU-Harpy

　 Harpyの 母 体 と な っ た シ ス テ ム は,　 Hearsay　 IとDRAGONで あ る が,シ

ス テ ム構 成 はDRAGONの 方式 を 受け継 い で い る
。　DRAGONシ ス テ ムを 改 良

し た主 な 点 は・1)音 響分 析部 にLPC分 析 を採 用 した点 ,こ れ に よ り各 テ ン
む

フ レー トと カ テ ゴ リの 距 離 を最 小 予 測誤差 を用 いて 計 算 で き る様 に な つ た
。

2)DRAGONで は各 フ レー ム 毎 に状 態 を 遷移 させ てい たの に 対 し
,セ グ メ ン
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テ ー シ ョ ン(粗 い も の で は あ る が)を 行 な い 遷 移 回 数 を 減 少 さ せ,計 算 量 を 減

ら せ た 。3)network中 の 探 索 に お い て,　DRAGONは 全 て の 枝 をbreadth-

first法 に よ り 探 索 し て い た が,　 beam　 searchと 呼 ば れ る ,　 best-first

とbreadth-firstを 組 み 合 せ た 方 法 で,点 数 の 低 い 枝 は 無 視 し て,高 い 点 数

の 周 辺 だ け 並 列 に 探 す 方 法 を 取 っ た た め,計 算 時 間 が 激 減 し た 。 こ の3点 が 主

な も の で あ る。

　 図7-13がHarpyの 構 成 で あ る 。 音 声 波 形 は,10KHzで サ ン プ リ ン グ

さ れ,'14項 のLPC分 析 が 行 な わ れ る 。 そ の パ ラ メ ー タ の 変 化 の 程 度 の 簡 単

な 基 準 で セ グ メ ン テ ー シ ョ ン が 行 な わ れ て,15000の 状 態 を 持 つnetwork

に送 られ る。 このnetworkは,1)全 ての 可 能な 文 章 の グ ラフ表 現,2)音 ●

響 セ グ メ ン トに関 す る全 辞書 項 目の 表現,3)単 語 境界 に お け る,音 響 セ グ メ

ン トの 変 化の 規 則,が 全 て 埋め 込 まれ てい る。

　 各 入 力 セグ メ ン トは,98種 の カ テゴ リと比 較 され,98個 の最 小 予測 残 差

を用 い た距離が 計 算 され る。 この距 離の 和 が最 小 と な る様 なnetwork中 の道

を発 話 した文章 と決 定 す る。

r--BEGIN

セノ♂メンテ～ンヨンと

音6.蟷 薮

音響分折
、Gi

ve　 me・ ・!に ヌ・tするLn1}図

音声波形

図7-13　 CMUのHarpyシ ス テム の構 成

　 　　 (状 態遷 移 図 の一 部を 示 す)

75.6　 そ の他 の機 関

{1)MITのLincoln　 Laboratory

　 　 Lincoln　 Laboratoryの 研 究 者 は,フ ォ ル マ ン ト追 跡 法 や,破 裂 音 の 調

　 音 位 置 を 分 類 す る 場 合 に フ ォ ル マ ン ト遷 移 の 情 報 を 用 い る 事 な ど,音 韻 認 識

　 法 の 開 発 に 貢 献 し て い る 。　 〔Wbinstein　 et　 a1.75〕 ま た,　 BBNの シ ス
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　 テ ム に 使 わ れ た1exical　 decoding　 networkの 基 礎 に な っ た,　 lexical

　 network表 現 も 開 発 し て い る 。　 〔Klovstad　 and　 Mondshein　 65〕

(2)　 Stanford　 Reserch　 Institute

　 　 SRIで は,　 SDCと の 協 同 で シ ス テ ム 開 発 を 行 な う 予 定 で あ っ た が,都

　 合 で そ れ が 不 可 能 に な っ た 時,最 後 の 数 週 間 で,SDCのmapPerをsimu-

　 lateす る 為 に,多 く の 入 力 に 対 す る,　 mapperの 出 力 を 計 算 し て 残 し た 。

　 そ の 後 こ の デ ー タ を 利 用 し て,与 え ら れ た 語 彙 数 に 対 し て,か な り 一 般 的 な

　 構 文 を 許 し,独 立 し た 意 味 解 析 部 とanaphoric　 referenceや 省 略 の 情 報

　 を 用 い て,発 話 の 系 列 を,文 認 識 率90%で 認 識 で き る 様 な 条 件 を 決 定 で き

　 る 様 に な っ たo

(3}　 UNIVAC

　 　 UN　I　VACの 方 式 の 特徴 は,韻 律 情報 を積 極 的 に利 用 して い る所 で あ る。

　 この シ ステ ムで は,ピ ッチの 時間 パ タンの概 形 を 用い て 句 の切 れ 目や,意 味

　 の切 れ 目,又 肯定 か 疑 問 か 等が あ る程度 判断 で き る こ とを 示 して い る。 更 に,

　 ス トレス の あ る音 節が ど れ で あ るか を 検 出す るア ル ゴ リズ ムを 開 発 してい る。

　 〔Lea　 et　 al.75〕

(4)　 IBM

　 　 IBMで はARPAと は独 立 して,連 続 音声 認識 の 研 究を して い る。 初期 に は

　 　「音 声 タイ プ ライ タ ー」 を 目標 と してい た こ とも あ り,音 響 一音 韻 変換 に力

　 を入 れ て い る。 また最 近 で は,DRAGONシ ステムと同じ様 に,マ ル コフ過 程

　 をモテルにした,DPマ ッチングによる,全 パスサーチを行っている 〔Bahl　et　al.78〕

74　 ヨー ロ ッパ と 日本の 音声 理 解 研 究

74.1　 ヨー ロ ッパ の 音 声 理 解研 究

(1)　 フ ラン スの 音声 理 解 研 究

　 　 フ ラン スで はCNET-LannionとNancy大 学 等で1974年 頃か ら音声

　 理 解 に 関す る研 究が 進 め られ て い る。 こ こではNancy大 学 の シス テ ムを 簡

　 単 に 紹 介す る。　〔Haton　 76〕

　 　 HatonとPierrelの シ ス テ ムは 音 響認 識 部,構 文解 析 部,単 語 認識 部

　 それ に対 話手 続 きか ら成 ってい る。 音 響 認識部 はFFTま た はLPC(線 形
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　 予測符 号 化)に よ り,入 力音声 を分 析 して セ グ メ ン テー シ ョンを行 ない,音

　 素(程 度 の)系 列 に変 換 す る。 各時 点で3つ の音 素 候 補 を立 てて い る。 構文

　 解 析部 は 文法 とす で に 認識 され た単 語 に もとつ い て,各 時 点 で 可能 な単 語 の

　 集合 を予 測 す ると と も に シス テ ム 全体 を 制御 す る。Greibach文 法 に もとつ

　 いて 上か ら下へ の 処 理 を行 な って い る。 対 話 手 続 は,結 果 にあい まい さが 生

　 じた とき に,シ ス テ ム と使用 者が 対 話を す るこ と に よ り,正 しい応 答を 出 力

　 す るよ うにす る方 法 で あ る。 構文 解 析部 か ら音 響分 析部 へ の フ ィー ドバ ック

　 はな い。

　　 タ ス クと して は電 話 交 換業 務 を 選ん で この シ ス テ ムの テ ス トを して い る。

　文 法規 則 を約20個,語 彙40語 と し た とき,話 者1名 に 対 して95%の 理

　解 率が 得 られ て い る(た だ し,こ れ は対 話 手 続 を 含ん で い る)。 処理 時 間は

　文 当 りO.8秒 とな って い る。

(2〕 イ タ リアの 音声 理 解 研 究 〔De　Mori　 75〕

　　 イ タ1,ア で は トリノ大 学 のR.De　 Mori等 が1974年 頃か ら音声 理解 に

　関 す る研 究を 行 な って い る。彼 ら の シス テ ム の 特長 は,(ア メ リカの シス テ

　 ムに 比べ る と)音 響処 理 部 に 重点 が 置かれ て い ること で あ る。 音声 信号 は

　 20KHzで 標本 化 して,振 幅 ・ス ペ ク トル ・ピ ッチ を 抽 出す る。処理 の最 小

　単 位 と しては 音 節 ま たは そ れ よ り少 し大 き い もの を 考 え てい る。 一 つ の ー音響

　 セ グ メン トに 対 して,ホ ル マ ン トの 組 を 選 択す る仕 方 は 複数 あ って,各 々確

　 率が 割 り当て られ る。 スペ ク トル と プ ロソ デ ィー(韻 律)の 特徴 は,確 率過

　程有 限 オー トマ ンの 推論 で 学習 され る。 調 音結 合 は 入 力 につ い て,す べ て の

　可 能な ホル マ ン ト軌 跡 を 生成 す るパ タン文 法で 記 述 され てい る。 仮説 は 音 節,

　単 語 また は文 が,入 力 文 の スペ ク トル を生 成 し,構 文 構 造が ピ ッチ コン ター

　を生 成 で き る確 率に も とつ いて 評価 され る。 文 の 記述 は,入 力文 を再 構成 し

　て意 味 が 失 われ て い な い か ど うか を チ ェ ックで き る形 で行 わ れ て い る。

　　 タ ス クと して は旅行 情報 と予 約 業務 を 選 び,200語 の語 彙 と 簡単 な ネ ッ

　 トワー クで記 述 され る構文 ・意 味 部 門 を持 った シ ステ ム を構成 して い る。 し

　か しそ の テ ス ト結 果 につ いて は述べ られ て いな い。
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⑲

74.2　 日本 の音 声 理 解研 究

(1)電 々公 社 通研 〔Shikano　 78,　 Nakatsu　 78〕

　 　 武 蔵野 通 研で は1974年 か ら76年 にわ た って 列車の 座 席 予 約(28駅

　 181列 車を 対 象)を タス クと して(語 彙112),オ ン ラ イン会 話 音 声 認

　 識 シ ステ ムの 開 発が 行 わ れ た。 認識 系 は音 響処 理 部,言 語処 理 部,音 声 応 答

　 部 か ら構成 され て い る。 音 響処 理 部 で はLPC分 析を行 な い,　 VCV(母 音

　 ・子 音 ・母 音)音 節単 位 に よ るパ タン マ ッチ ング と音声 学 的知 識 を利 用 した

　 top-down的 音 韻 認識 法,母 音標 準 パ タンの学 習 によ る話 者へ の 適 応 など が

　 特徴 と して 上げ られ る。 処 理結 果 は,セ グ メ ン ト化 のあ い ま い さと 音 韻 認 識

　 の あい まい さ を含 む 音 韻 ラテ ィスの 形 に表 現 し た。 この 音 韻 ラテ ィス に正 し

　 い 音 韻が 含 まれ る割合 は78.69・ で あ り,音 韻 ラ テ ィスの 持 つ 情報 量 か ら計

　 算 した 音韻 認 識 率 は58.5%と な って い る。 言語処 理部 はtop-down的 に 構

　 成 され,マ ッチ ング は左 か ら右へ の順 序 で 行 わ れ る。 構 文 解析 手 順 には

　 depth-first法 を 用い てい る。 文 節ご と に 区 切 って発声 す るとい う制限 つ

　 き であ るが,実 時 間 の5倍 程 度 の処 理 時 間 で869・ の文 節 認識 率 を 得 て い る。

　 これ は 男性8名 が 計算 機室 で40つ つ計320の 予約 を した場 合 で,予 約 の

　 99%が 正 し く処 理 され て い る。 こ の と きの 質 問応 答 回数 は(初 回 を除 い て)

　 平 均3.2回 で あ る。 発 声 者 ご との 音 韻 認識 率 と 文 節認識 率 の関 係 か ら,95

　 %以 上の文 節 認 識 率を 得 るに は,639・PX上 の 音 韻認識 率が 必 要 であ ると 推

　 定 して い る。

(2)京 都大 学 〔Nakagawa　 78,　 Sakai　 77〕

　 　京 都大 学で は100単 語 の 語 彙か ら成 る 「計 算 機網へ の状 態 問 合せ と 指 令 」

　を タス クとす る シス テ ムLITHANが 開 発 され た。 この シ ステ ムは音 響 処 理

　部,音 韻 識別 部,単 語 同 定部,単 語 予 測部,解 析 指示部 か ら構成 され て い る。

　構 文 の記 述 に は拡 張 文 脈 自由文 法 を用 いて い る。 解 析 指示部 で は,述 語が 末

　尾 に来 ると い う 日本 語単 文 の 性 質 と 取 り扱 う世界 の仕事 の 内 容 を利 用す る。

　単 語予 測部 で は文 法 だ け でな く,タ ス クが 持つ 事 実関係の 知 識 も利 用 して い

　る。 こ の場 合,予 測 ・同 定 され る単 語 群 は,一 般 に は複数個 とな る こと に よ

　り,多 数の単 語 列が 形 成 され る。文 解 析 の際 にはbest-firstとbreadth

　 -first法 の 両 者 の利 点 を 取 り入 れて,信 頼 性 の 高い単 語列 を 並 行 して 解 析
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　 を進 め る探 索法 を 用 い てい る。

　 　 男性10名 が 普 通 の 速 度で 発声 した200文(1文 は 平 均10単 語 か ら成

　 る)の 中128文 が 正 し く認識 され た。 この と きの単 語 認識 率 は93%と な

　 ってい る。

　 　 この シス テ ムは文 法 と辞 書 を 変 更 す るだけ で他 の新 しい タス クに適 用 で き

　 る柔 軟 性 を も って お り,実 際 に 「算 術文 」や 「カ レン ダー 」 とい う タス クに

　 も適 用 され た。 また話 者 の 値入 差 に 対処 す るた め の教 師 な し学 習 機 能 を も っ

　 て い る 。

(3}京 都 工 繊 大 〔Ni　imi　 77〕

　　 京都 工繊大 ではプ 。グ ラ ミング言語BASIC嬬 干の撒 を加えたものを ●

　 タス ク(語 彙50)と す る シ ス テ ムが 開 発 され た。 音 響分 析 に は1/4オ クタ

　 ー ブフ ィル タ20個 を 用 いて い る。 意味 分 析で は ステー トメ ン トに付 け られ

　 た行 番 号,キ ー ワー ドの 出 現 順序,変 数 の 定義 な ど の 情報 を 扱 か ってい る。

　 解 析 は 左か ら右 に行 わ れ,depth-first法 とbreadth-first法 の両 者が,

　 文 認 識 率の 面 か ら比較 検 討 され て い る。 男性4名 の 発声 した142文 の 中

　 116文(81.790)が 正 し く認識 され,19文(13.4%)が 誤認識 され,

　 残 りは リジ ェ ク トされ た。

　 　 ま た 言語 情報 に よ る単 語 予 測 能 力を 調 べ た結 果,全 辞 書項 目との照 合と比

　 軽 して,構 文 情報 のみ に よ る予 測 で は約709・,こ れ と意味 情報 とを 併 用 し

　 た場 合 は 約80%の 労 力を 減 少 させ 得 るこ とが分 っ た。 一方,文 認識 率に つ

　 いて は 言語 情報 を 用い るこ と に よ り約10%改 善 され る こと が シ ミュレー シ

　 ・ンにより分・た・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●
(4)山 梨 大 学 〔Sekiguchi　 78〕

　 　 山梨 大 学で は,最 初単 語 ご と に区 切 って 発声 され た フ ォー トラ ンプ ログ ラ

　 ムの 音 声 認識 の研 究 を進 め て い たが,そ の後,連 続 し て 発声 され た 日本 語 文

　 (語 彙99語)の 認 識 シ ス テム を 開発 し た。 音 響 レベ ル の処 理 に重 点 が 置か

　 れ て い てパ ラメー タと して は 振 幅,零 交 叉 数,偏 自己 相 関係 数,ス ペ ク トル,

　 ホ ル マ ン ト周 波数 等各 音 素 群 に 適 した もの を そ れぞ れ 用い てい る。 言 語 レベ

　 ル で の 特 徴 の一 つ は,一 度 認識 され た単 語 系列 候 補を あ らた めて 識 別 音 韻系

　 列 と マ ッチ ン グす るこ と・に よ って,単 語 間 にわ た る調音 結 合 の 影 響を再 評価
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●

●

して い る点 で あ る。 男 性4名 の 発 声 した36文 の 中28文(77.89・)が 正

し く認 識 され て い る。

75　 音 声 理 解 研究 の 貢献

75.1　 音 声 認 識技 術 開 発 の現 状 〔Niimi　 79,Klatt　 77〕

　 音声 理 解 シ ス テ ムにお い て,連 続 的 な 音声 信 号を 離 散的 な 言 語記 号 に変 換 す

る過 程 の各 レベル にお け るお お よそ の 技術 開 発の 現 状 を以 下 に述 べ る。 しか し,

これ らは 必ず し も音声 理 解 研 究ば か りで な く,音 声研 究全 般 の成 果 を 含ん で い

る。

(1)音 響 レベ ル

　 1)線 形 予測 法(LPC)の 利 用が 普 及 した。

　 2)調 音領 域 で の分 析(声 道 断面 積 の 推定)が 進 歩 した 〔Na　ka　j　j　ma　 78〕 。

　 3)調 音結 合 の 研 究が 必 要 で あ る 〔Le・a　78〕 。

② 　 音声 学 ・音 韻 レベル

　 1)対 象が 限 られ た タス クで あ る場 合 に は,音 声 波の 音素 系 列へ の 変 換 は 必

　 　 ず し も必 要 でな い(Harpyの 成功 の 例)。

　 2)60個 程度 の 音 素 カ テ ゴ リー に対 して60～709・ の 識別 率が 得 られ て

　 　 い る。

　 3)個 人差 正 規化 の ため,音 素 標 準 パ タ ンを話 者 に適 応 させ る手 法 が 使 わ れ

　 　 る よ うに な った。

　 4)音 素識 別 の アル ゴIJズ ムは 静 的で,前 後 の 影 響を考 慮 し たも の は少 ない 。

(3}単 語 レベ ル

　 1)辞 書 中の単 語 の記 述 は,音 形 規 則 を適 用 した ネ ッ トワー ク形式 が 一 般 的

　 　 とな った。

　 2)ネ ッ トワー ク表 現 に よ る辞書 項 目と セ グ メ ン トラテ ィスの 照 合 アル ゴll

　 　 ズ ムが 確 立 され たが,類 似 性 の定量 化 に は多 くの 問題 が残 って い る。

(4)韻 律 レベ ル

　 　 基本 周 波 数 や振 幅 包 絡 を 用い た 音節 の識 別,構 文 境界 の 検 出 な どが 試 み ら

　 れ て い る程度 であ る 〔Lea　 75〕 。
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{5}構 文 レベル

　 1)構 文 的 制約 の 利 用 の 有効 性が 定量 的 に 評価 され た 〔Nakagawa　 76,

　 　 Ni　imi　 78,　 Erman　 74〕 。

　 2)構 文 の記 述 と解 析 に は拡 張遷 移 網文 法 が 便利 で あ る 〔Woods　 70〕 。

(6}意 味 ・プ ラ グマ テ ィックス レベル

　 1)セ マ ンテ ィック ネ ッ トの 使 用 が一 般 化 した。 しか しこの レベ ルの 制約 は

　 　 構 文記 述 の 中 に埋 め 込 まれ るのが 普 通 で あ る。

　 2)複 数 の 文 の 文 脈 情報 を 有 効 に利 用 す るまで に は 至 って い な い。

〔7)　制御 レベル

　 1)シ ス テ ム構成:ネ ッ トワー クモデ ルが 提 案 され 成 功 を お さめ た。 階 層 モ　 ●

　 　 デル の使 用が 一 般化 した が,大 規 模 シ ステ ムで は成 功 して いな い。

　 2)処 理方 向:英 語 で は左 か ら右へ 順 に 処理 す る方 法 が 有効 で あ る。

　 3)仮 説の 評価 と選 択:best-first,breadth-firstの 他 に ビー ム探 索

　 　 法 が 導入 され たが,各 方式 の 優 劣を 系 統的 に論 じ た研 究は 少 な い。

(8)そ の他 の 問題

　 1)タ ス クの 複雑 さの 尺 度 と して,平 均 分 岐 数や 等 価 語 彙数 が 用 い られ るよ

　 　 うにな った。

　 2)認 識 と 理 解 につ い て,文 法 の作 り方 に よ って,認 識 率が 悪 くて も理 解 率

　 　 (シ ス テ ムの応 答)は 良 くな る 例が 示 され た(Hearsay皿)。

75.2　 音声 知 覚 モデ ル と の 関 係 〔KIatt　 77〕

　 入 間にお け る音声 知 覚 過 程の 心理 学 モ デル と して こ れ まで 幾 つ かの 理 論や モ

デル が 提 案 され てい る。 音 声 理 解研 究は,こ れ と は 直接 の関 係 は な いが,そ の

成 果 か ら次 の よ うな ことが 推 測 され る。

(1}単 語 の解 読 は フ ィー ドバ ックル ー プ を 含 まず に 直接 的 に行 わ れ る。

(2}音 響 音声 学 的お よび 音 韻論 的知 識 を ネ ッ トワー ク構造 に編 集す る過 程で,

　 言 語 の 生成 規 則が 利 用 され る。

{3)文 処 理 の 過程 で 音 声 学 的表 現 をす る ことは 特 に 必要 な い 。

(4)構 文 解 析 も ネ ッ トワー ク等 を利 用 す るこ とに よ って 直接 的 に行 われ る。
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75.5　 音 声 認 識 技術 の 問題 点 〔Lea　 78〕

(1)連 続 的な 音声 信 号 の セ グ メ ンテ ー シ ョン(区 分)と ラベ リン グ。

② 　 音韻 規則(調 音 結 合,単 語 境界 の影 響,音 韻 変動)の 確 立。

(3〕 韻 律 情報 の構文 解 析,単 語 マ ッチ ン グ,音 韻分 析へ の利 用 法。

(4)意 味 論,談 話 分 析,タ ス ク等の 拘 束 条件 と して の利 用法。

㈲ 　孤 立単 語 認識 と音 声 理解 シ ステ ムと の間 の橋 渡 しが 必 要 で あ る。

　　　　　　　1)認 識能力はどの程度 のものが 必要か?

・　 　　 　　 2)タ ス クの 難易の 順序づけは可能か?

　　　　　　 3)単 語認識と音声理 解の 中間 レベルの ものは有用か?　 もしそ うな らどん

　　 ● 　 　 なものとな るか?

　 　　 　　 　 4)HARPY程 度 の 学 習訓 練を 要 す る シス テ ムは使 わ れ得 るか?

　 　　 　　 　 5)殆 ど 学 習 を要 しな い シス テ ムの 開 発は 可能 か?

　 　　 　　 {6)大 量 の デー タを 使 用 した シス テ ムの 試 験 評価が 必 要であ る。 タス クの 複雑

　 　　 　　 　 さの 測度 とパ ー フ ォー マ ンス の評 価 手 続 き の開 発。

　 　　 　　 (7)変 換 器(マ イ ク ロホ ン),通 信 路(雑 音),話 者(男 ・女 ・子 供 ・方 言)

　 　　 　　 　 の 問題。HARPY的 シス テム(手 動 チ ュー ニン グ,標 準 パ タ ン修 正)の 限 界

　　　　　　 はど うか?

　　　　　 [8)新 しい(未 知の)単 語の辞書への追加の仕方。

76　 音声 認 識 の 実 用化 〔Chiba　 78,Nakata　 80〕

　 最 近,特 定 話 者を 対 象 と した単 語 音声 認 識 装置が 相次い で 商 品 化 され て い る。

これ は そ の 目的か ら大 き く二 つ に分 類す るこ とが で き る。 一 つ は本 格 的な 音 声

認識 装置 で あ り,性 能が 良 い 代 りに大 型で価 格 も高 い。 も う一 つ は マイ クロ コン

ン ピ ュ一 夕ー の 応 用 と して 家 庭 電気 製 品 の 音声 制 御 をね ら った 簡易 型の も の で

あ り,小 型 で価 格 も安 くな ってい る。 現在 製 品化 され てい る 音声 認識 装 置 は い

ず れ も単 語 また は 音節 を 区 切 って発 声 した ものを ,使 用者 が 予 め 登 録 した標 準

パ タン と マ ッチ ン グ して 認識 す るも の で あ る。 た だ し 日本 電 気 の製 品 だ け は,

連 続単 語 を 対象 と して い る。 また 日立 のHR150は 不特 定 話者 用 と な ってい

る。

　 実 用的 な 面 か らは,操 作 の確 実 性 と い うこ とを 考 え ると,利 用者 が 長 々 と機
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械に話 しか け るよ りも,単 語 音声 に限 定 し た方が,よ り適 当 と考 え るこ ともで

き る。 しか しそ の場 合 で も,幾 つ か の単 語が 連続 して 入 力で き る ことが 必 要 で

あ ろ う。 装 置の 小 型化,語 彙の 増 加,登 録 の 簡単 化,性 能 の向 上,価 格 の 低 廉

化が 望 ま れ る。 現 在 市 販 され て い る代 表 的な 音声 認識 装置 を表7-8に 示す。

表7-8　 製 品化 され た単語音声 認識 装置

メ　ー カ　ー 名　　称 発　表 認識対象 時間正規化 登　録 認識率他 語　　数

●

●

Threshold

Technology
T500/600 1975 単　　語 D　 P ～10回 99%以 上

1　 64
1

Interstate

ElectroniCS

I

VDES 〃 〃 非 線 形 ～5 4チ ャンネル ま で 250

高 千 穂 交 易 MIKE 〃 〃 一 3 一 16

日 本 電 気 DP-100 1978 連続単語 D　 P 1

99%以 上

2チ ャンネル まで

60(120)

富　 士　 通 一 1『79
数　　字
カ　　 ナ
英　　語

一 有
数字　　99%

舞};8元

12語

68

26

三 洋 電 機
ボイ ス

ズバ コ ン

〃 単　　語 線 形 有 _　 　　　　　　　32

東 　　　　芝
ボ イ ス

コ マ ン ダ ー
〃 〃 一 有 _　 　　　　　　　15

日　 ＼　立 HR　 150 〃 〃 一
不特定

話　者
90～95%

16～

128

'

シ　 ャ　 ー　 プ 一 〃
数　　字

そ の 他
一 有 一

10語

5

●

〆
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77　 お わ りに

　 ARPAの 音 声理 解(SUS)計 画の大 きな 特徴 は,そ の研 究 の 中 心が 音声 そ

の ものと 言 うよ りも,構 文,意 味,プ ラグマ テ ィック スな ど の 各 種 の知識 源 を

有機 的に 統 合 した一 つ の 音声 理 解 シス テ ムを 構成 す ることに あ って,計 画に 参

加 した研 究 者を 見て も,純 粋 に 音声 の分 野 の入 は少 な く,言 語 や人 工 知 能な ど

計 算 機科 学方 面 に 従 事 して いた 人が 多か った とい う こ とで あ る。 ま た,こ の よ

うな 方向 で研 究を 進 め る前提 と して,音 声 波そ の もの の 中に は,話 者 の意 図 し

たもの を 解 読す るた めの 情報 が すべ て 含 まれ て い るわ けで はな いの で,他 の 種

種 の知 識 の利 用 が 不 可 欠 で あ る と考 え て い た。 この 考 え方 は 誤 りで は ない が,

この こと を 強調 す る余 り,音 響,音 声 学 レベル の 研 究には そ れ 程 力が 注が れ な

か った き らい が あ る。 こ の点 が この計 画 の 弱点 とな った 〔Ni　imi　 79〕 。 しか

し タス クを限 定 す れば 文 音声 の 認 識 も不 可 能で は な い ことを 示 し た功績 は大 き

い。 現在 まで に 得 られ た成 果 を 有効 に生 か して,実 用 に供 し得 る連続 音声 認 識

シ ス テ ムを開 発す るこ と も重 要 で あ る。Leaら の 調 査結 果 は,孤 立単 語や 連 続

数 字の 認識 と と もに,Harpy　 程 度 の 連続 音声 認 識 システ ムに もか な りの 需 要

が あ るこ とを 示 してい る 〔Lea　 78〕 。

　 SUS計 画全体 と して,言 語処 理 レベ ルで は種 々 の手 法が 提 案 され,そ の 有

効 性が 示 され たが,音 響処 理 レベル で はあ ま り大 き な 貢献 はな されな か った と

言え よ う。 今 後の 連続 音 声 認 識の 研 究は,も う一 度,音 響,音 声 学 的 レベ ル の

見直 し をす る方 向へ 進む もの と 思われ る。
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8.応 用 シ ス テ ム

8.1　 機 械 翻 訳

8.1.1.歴 史 的 概 観

8.1.1.1　 は じ め に

　 機 械 翻 訳 の 研究 は,1940年 代 の 後 半 か ら今 日に到 る まで の 長 い歴 史 を も

って い る。 初期 の楽 天 的 な期 待,本 質 的 な困 難 さ の 自覚 と悲 観 主義 の時 代 を経

て,現 在 は,計 算 機技 術 の発 展 に支 え られ て再 び見 直 しの気 運 にあ る とい え よ

う。

　 1950年 代 の後 半 か ら1960年 代 の前 半 にか け て,ソ 連 の様 々の情 報 の入手

に力 を入 れ てい た ア メ リカは,露 → 英 自動 翻訳 の研 究 に 期待 し援 助 した
。 この

こ とが世 界 的 に も機 械 翻 訳 の研 究 を活 発 に促 す こ とにな った
。 しか しその後 ア

メ リカはALPACレ ポ ー トに よ って機 械翻 訳 シ ス テ ム開発 の見 直 しを行い援 助

を大 巾 に後退 させ た。 この影 響 で機 械翻 訳 の研 究 は世 界 的 に も急 激 に退 潮す る

こ とにな る。

　 し か し,カ ナ ダ の よ う な 二 言 語 国 家 やEC(European　 Community)

の よ うな多言 語社 会 では,言 語 の相 互 交換 は避 け られ ない課 題 で あ り,計 算 機

を そ の た め に役 立 て る こ とは重 要 な研 究課 題 とな って きて い る。 この よ うな背

景 もあ って・ カ ナ ダや ヨー ロ ッパ ではALPACレ ポ ー ト以 後 も,用 語 デ_タ バ

ンクな どの翻 訳 支 援技 術 も含 め て機 械 翻 訳 の研 究 が地 味 に続 け られ て きた
。 ま

た 当 の ア メ リ カ ↓(お い て も,Georgetown　 大 学 で 開 発 さ れ た 露 → 英 自 動 翻

訳 シ ステ ムは原 子 力関 係 の文 献 の翻 訳 に現 実 に用立 て られ て きた し,機 械 翻訳

の研 究 が 皆無 に な ったわ け で もな か った 。

　 と ころで機 械 翻 訳 の研 究 は,そ の困難 さの故 に,よ り整 った言 語理 論 を求 め

て言 語 .学を刺 激 し,ま た操 作 的 な意 味論 を求 め てAI(Artificial　 In-

telligence)に 「理 解 」　「知 識表 現 」 一 般 の問題 を提 起 す るな ど,関 連 領

域 に大 きな影 響 を与 え て き た。

　 こ の よ うに機 械 翻 訳 の歴 史 は,科 学技 術 史 的 に見 て も興 味深 い ものが あ るが,

この章 で讐 これ まで に作 成 され た 自動 翻 訳 シス テム を中 心 に機 械 翻訳 の歴 史 を

概 観 す る。
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　 &1.1.2　　 黎 　　明 　期

　 機械 で 自動的に翻訳 を行 うとい う発想 は,電 子計算機が この世 に出現 して未

だ 間 も な い1946年 に,ロ ン ド ン 大 学 のA
.D.Boothと ロ ッ ク フ ェ ラ ー 財 団

の 自 然 科 学 部 長W .Weaverが 議 論 し た こ と が 鳴 矢 と さ れ て い る 〔340〕
。

W.Weaverは 第2次 大 戦 中 の 暗 号 解 読 技 術 と の 関 連 で
,　 A.　 D.　 Boothは 電

子 計 算 機 の 記 憶 装 置 と の 関 連 で 論 じ て い る 〔350〕
。

　 　 1949年 にW.Weaverは,機 械 翻 訳 に 関 す る メ モ ラ ン ダ ム 〔610〕 を,

200人 程 の知 人 に書 き送 った。この メ モ ラン ダムは 広範 な 興味 を呼 び お こ し機

欄 訳 の 研 究 を出 鉱 め る歴 史 的 き っか け とな った .・ の後,。 シ ン 、ン大 学

でE.Reiflerが,カ リフ ォル ニ ア大学 でOswald
,　Fletcher等 が,

そ してMITでBar-H　 ille1が 研 究 を開始 す るな ど各地 に機 械 翻訳 の研 究 グ

ル ープ が誕生 した。

　 1954年 に,IBM社 とジ ョー ジ タ ウ ン大 学 の共 同 に よる公 開実 験が行なわ

れ た 〔17・ 〕・これはIBM7・1を 用 ・・て ・シ ア語 か ら 英語 へ の翻 訳 を試 み

た もの であ った・ ・シ ア語 の単 語25・ 項 目力・登 録 され
,対 応 す る英単 語 は 高

口2個 に限 られ ・語 順 の 反 転や選 択 法 ,英 単 語 の省 略,投 入 な ど簡単 な6個 の

規 則 を用 いて の 自動 翻訳 で・ ・文 章 あた り ・～7秒 か か る とい うもの であ
った。

この 公 開実験 は ご く初 歩 的 な もの で あ ったが ,機 械 翻 訳 に対 す る一 般 の注 意 を

ひ くの に十 分 な もの であ った。 〔附録1〕

　 当 時 の 時 点 で 機 械 翻 訳 の 課 題 と し て,A.D.BoothとW.Lockeは 次 の

5点 を あ げ て い た 〔350〕 。

　 ① 入 出 力手段 の発 展。 特 に ・一マ ン ・ア ル フ ァベ ッ トを用 い な し・言 語 の 為

　 　 に文 字 読取 装置,更 に音 声 認 識装 置 を 開発 す るこ と。 遠 方 か らの入 出力 の

　　為 に電話線 を用い ること。

　② 辞 書や文法 を蓄 える為 の大規模で安価 な記憶装置。

　③ 辞書;お そら く対象分野毎 に作 ることになろ う。

　④ 語尾 変化;接 頭辞 の分類 と分析。

⑤ 計算機向 きの実際的な構文解 析手 法。

　 この よ うに当時 は未 だか な り楽 観 的 な見 通 しを持 っていた こ とが うか がわ れ

る。 当時 は逐 語 訳 が基 本 であ った が ,複 数 の訳 語 を もつ 多義語 の 問題 が 意味 の
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問題 として取 り上 げ られ て い た。構 文 解析 は,目 的 言語 で の語順 を整 え る為 の

ほ か,多 義 語 の 問題 を 解 決 す るた め に必 要 だ と考 え られ て いた。

8.1.1.3　　 第 　　1　 葉月

　 IBM社 と ジ ョー ジ タ ウ ン大学 に よる露 →英 公 開実 験 の後,1960年 代 の前

半 に到 る まで,ア メ リカ では 政府 の大 きな援 助 を受 けて各 地 で活発 に研 究 開発

が進 め られ た。 フ ラ ンス で もグル ノー ブル大 学 が1961年 にCETA(Centre

d'Etndes　 pour　 la　 Traduction　 Automatiqne)を 設 立 し,カ ナ ダでは

モ ン ト リオ ー ル大 学 が1962年 に,ま た 日本 で も九州 大 学,京 都 大学,電 気 試

験 所 な どで1950年 代 後半 に研 究 が 開始 され るな ど 機 械翻 訳 の研 究 は世 界的

噛 んVa、,、っ た 。 こ の ほ か 。 連 で も 。.K。1。g、naや 、.　M。,ch。k,　 D.　 Pan。v●

等 が ソ連科 学 アカ デ ミーの下 で本 格 的 に研究 を 開始 して い た。

　 しか し この 期 間 に開 発 された シ ス テ ムで,と もか く実 際 的 な場 面 に供 し得 た

シ ステ ム として知 られ て い るのは,FTD(Foreign　 Technology　 Divi-

sion　 of　 U.S.Ai'r　 Force)の 露 → 英 シ ス テ ム とジ ョー ジ タウ ン大 学の

露→ 英 シ ステ ムのみ であ った。 多 くの研 究努 力 に もか か わ らず,実 際的 な 自動

翻 訳 シ ス テ ムを実 現 す る には 程 遠 く,結 局,自 然 言 語 の複 雑 さ とそ の機 械処 理

の 困難 さを浮 き彫 りにす る結 果 とな った のだ った。

　 FTDの シ ステ ム19　,　IBM社 のG.King等 が,翻 訳 専 用 の計 算 機Mark

llを 作 ってそ の 上 に構 成 した シ ス テ ムで,1962年 に計 画 され1964年 に稼

動 を始 めて い る。 これ は 方式 上 は逐 語訳 を基 本 とす る初期 の もの と殆 ん ど同 じ

で,大 巾 に後 編集 に頼 る結果 とな って い る 〔470〕 。 次 節 で 述べ るALPACレ

ポ ー トでは こ の シス テ ムが酬 の対 象 と され てい るが洞 レ ポー トは ・ 人手 に ●

よ る 翻 訳 の ほ う が 半 分 以 下 の コ ス ト で,し か も よ り速 い と 指 摘 し て い る 。 し か

し こ の 指 摘 に も か か わ ら ず,こ の シ ス テ ム は,1970年 にSYSTRAN(後 述)

に 置 き 換 え ら れ る ま で,FTDで 稼 動 し続 け て い る 。

　 ジ ョ ー ジ タ ウ ン 大 学 の シ ス テ ム は,1964年 に 開 発 さ れ た も の で ・AEC

(Atomic　 Energy　 Commission)のORNL(Oak　 Ridge　 Na-

tional　 Laboratory)と イ タ リ ア の イ ス プ ラ に あ るEURATOM(Eu-

ropean　 Atomic　 Energy　 Commition)で 現 実 に 用 立 て ら れ て き た 。

ORNLで は 現 在 も 稼 動 中 で あ り,　 EURATOMで は1976年 にSYSTRAN
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に 置 き 換 え ら れ る ま で 稼 動 し て い た 。

　 こ れ は ロ シ ア 語 か ら 英 語 へ の 翻 訳 シ ス テ ム で,主 と し て 専 門 の 科 学 者 に ソ 連

の 情 報 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 〔200,281,600〕 。 た い て い は 後

編 集 な し で 使 用 さ れ て お り 要 求 が あ っ た 場 合 の み 後 編 集 し て い る 。 入 力 は キ ー

パ ン チ ャ が ロ シ ア 文 字 を 英 文 字 へ 打 ち 換 え て 入 力 し て い る が
,う ま くい か な か

っ た 翻 訳(約25%)の 大 部 分 は 入 力 ミ ス に ょ る も の だ と い う 。1973年 に 出

さ れ た 報 告 〔281〕 に よ れ ば,ユ ー ザ の うち92%が こ の シ ス テ ム を 情 報 源

と し て 価 値 が あ り,か っreadableで あ る と し て 評 価 し て い る 。機 械 翻 訳 の 利

点 は,何 と い っ て も ス ピ ー ドが 速 い こ と(10ペ ー ジ 翻 訳 す る の に 数 分,キ ー

パ ン チ に2～3時 間 か か る が ,と に か く そ の 日 の う ち に 翻 訳 結 果 が も ら え る と

い う 。)に 求 め ら れ て い る よ う で あ る 。

　 こ の ジ ョ ー ジ タ ウ ン大 学 の シ ス テ ム は,L.　 Dostertの 指 導 の 下 に,　 M.

Zarchnakが 開 発 し た も の で,1/O部 分 は ア セ ン ブ ラ で,そ の 他 は 同 じ ジ ョ

ー ジ タ ウ ン ・グ ル ー プ のA
.F.　 Brownが 開 発 し たSLC(Simulated　 Li-

nguistic　 Computer)と い う言 語 で 書 か れ て い る 。 こ の シ ス テ ム は 基 本 的

に は 経 験 主 義 的 な シ ス テ ム で,明 確 に は モ ジ ュ ー ル 化 さ れ

ス テ ム と さ れ て い る 〔260,470〕 。 こ の た め 計 算 機 種 の 変 更(IBM7090

→IBM370)は あ っ た も の の ,シ ス テ ム 自 体 に 大 き な 改 訂 は 加 え て お ら ず,

従 っ て 翻 訳 の 質 も1964年 当 時 の も の か ら 変 っ て い な い 。 ス ピ ー ドは2000

語/9秒,辞 書 は50.000項 目 の 規 模 で あ る 。 〔附 録2〕

　 自動 翻 訳 が 当 初 期 待 さ れ て い た よ う に は 簡 単 に 出 来 る も の で な い こ と が 認 識

さ れ,自 然 言 語 の 複 雑 さ が 自 覚 さ れ て く る に つ れ,機 械 翻 訳 に 対 す る 悲 観 主 義

が 芽 生 え て く る 。 初 期 の 頃 か らMITで 機 械 翻 訳 の 研 究 に と り く ん で い たY
.

Bar-Hillelは,　 1960年 にFAHQT(FullAutomaticHigh　 Qra-

lity　 T　ra　nslation)の 不 可 能 性 に つ い て 論 じ て 〔40〕,こ の 悲 観 主 義 を

方 向 づ け た 。　 　 　 　 　 　 ・

　 Y・Bar-Hillelの 議 論 は ・ 次 の よ う な も の で あ っ た 。 翻 訳 は,や は り意 味

内 容 の 理 解 が な け れ ば 不 可 能 で あ る 。 た と え ば

　 The　 box　 was　 in　 the　 pen.

のpenの 意 味 は,　 writing　 penで な くtoy　 boxで あ る と い う選 択 が で き る
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為 には,こ の文 章 の意 味 が 理解 で きてい な げ れば な らない 。 しか し,こ の よ う

な意 味 の世 界 をad　 hocで は な く体 系 的 に記述 す る こ と,形 式化 す る こ とは 不

可能 で あ る。 この よ うに意 味 理解 の形 式 化 の困難 さの故 にFAHQTは 不 可 能

で あ る とい うの がY.Bar-Hille1の 議論 の 骨子 で あ った。

　 ハ ーバ ー ド大 学 の 久 野,A.　 Oettinger等 は,ロ シ ア語 か ら英語 へ の 自動 翻

訳 の プ ロ ジ ェク トに と り くん でい た が,途 中 で 自動 翻訳 の看 板 を降 ろ し,自 動

英 文 法,自 動 英 語 辞 書 の 開発 改 良 とい う道 を経 て,数 理 言 語 学 的研 究 か ら さ ら

に純 言 語学 的研 究 の色彩 を 濃 く してい った。 これ はA.Oettingerと 久野 の

「精 度 の高 い完 全 に 自動 的 な翻 訳 は 不可 能 で あ る し,精 度 が低 くか つ理 論 的裏

づ け の ない実 用 的機械 翻 訳 は,大 学 ・研 究機 関 が行 うべ きで ない 」 とい う確 信,

を反 映 した もの で あ った 〔670〕 。

　 この 間言 語理 論 の分 野 では,句 構 造文 法 の理 論 が 発展 し,N.　 Chomskyの 変

形 生成 文 法 理論 が非 常 な影 響 力 を もつ よ うにな った 〔140,150〕 。 書 き換

え規則 に基 づ く文 法 の形 成化 ・数 学 的研 究 は計 算 機 言 語 の理論 の発 展 を も促 し,

また構 文 解 析 の手 法 もい ろい ろ 提案 され た 。

　 最 も進 んだ構 文 解 析 法 と され た の が,ハ ーバ ー ド大学 の久 野 によるHarvard

Multiple-path　 SyntacticAnalyser(Harvard　 Analyser又Pre-

dictine　 Analyser)で あ った。 これは 任意 の文 に対 して,そ のあ らゆ る可

能 な構 文 解析 を 自動 的 に導 き出 す シ ス テ ム で,次 の よ うな文 法 規 則 を用 い る。

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　〔300〕　　 (Z
,　C)lYi・ … ・Ym　 m　 1

　　 (z,c)IA

こ こで,z,　 Yiは 文,名 詞 句,動 詞 何 等 の統 語 的 カテ ゴ リー,　cは 品詞 名 で あ

り,zと い う統 語 カ テ ゴ リーがcで 始 まっ てい るな らば,　 Cの 次 にYi・ … ・

Ymと い う統 語 カ テ ゴ リー が来 るは ず だ とい う予 言 的文 法 規 則 を 表現 してい る。

た とえ ば

　　 (文 ・ 名詞)1動 詞 句,ピ リオ ド

この よ うな文 法 形 式 は 久 野 とA.Oettingerが 経験 的 に導 い た もの であ るが.

これはChOmskyの 且型文 法(文 脈 自由文 法)と 同 等 で あ る こ とが 証 明 され て

い る〔210〕 。 久野 等 は こ の よ うな文 法 規 則 に対 す る 自動 構 文 分析 シ ステ ムを

開発 し,約3.000の 英 文 法 規 則 と約20,000単 語 を 含む シ ステ ムを 作 りあ げ
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た。 この シ ス テ ムで

　 　 Time　 flies　 like　 an　 arrow.

に対 して6つ の解 釈 を与 えた こ とは 有名 で あ る。

　 この よ うに構 文解 析 の手 法 に はか な りの進 展 が見 られた が,し か し意 味 に か

か わ る問題 に関 して は殆 ど手 つ かず であ り.機 械 翻訳 シス テ ムに も大 きな進 展

は見 られ な か った。

8.1.1.4　 ALPACレ ポ ー ト

　 ALPAC(Automated　 Language　 Processing　 Advisary　 Committee)

は,米 国のNAS(National　 Academy　 of　 Science)の 下 に作 られ た諮 問

委 員会 で,米 国防 省,米CIAお よび米 国立 科 学 財 団 に対 して機 械 翻 訳 の研 究

開発 の あ りよ うに 関す る勧 告 を す るた め に設 け られ た もの であ った。ALPAC

は1964年4月 に'設置 され,翌1965年8月 にALPACレ ポ ー トとし て知 ら

れ る報告 書 〔10〕 を 提 出 した。

　 この報 告 書 は,そ もそ も アメ リカで の翻 訳 の事 情 に根 ざ した もの で あ った に

もかか わ らず,世 界 中 の機 械 翻 訳研 究 ・自然言 語 処 理 研究 の流 れ に 強 烈 な影 響

を与 え た。 この報 告 書 を根 拠 と して 「機 械 翻訳 」は 失 敗 で あ った と され,機 械

翻訳 研 究 に対 す る援 助 は 削 減 され 機械 翻 訳 研 究 は,ア メ リカの み な らず 世 界 的

に急速 に退 潮 してい っ たの であ る。

　本 節 では,以 下 に,ALPACレ ポ ー トの 内容 を紹 介 す る。

　 ALPACレ ポ ー トは,

　① 　英 語 へ の翻 訳 の 必 要度

　② 機械 翻 訳 シス テ ムの 現状 と問題 点

　③ 機 械 翻訳 研 究 の意 義

　 ④ 何 を 為 す べ きか

の4点 につ い て述 べ て い る が,基 調 を成 して い るの は,

∬米 国 では 翻訳 家 は不 足 して お らず ,機 械 に頼 って翻 訳 を しな け れ ば な らな い

　 よ うな事 情 は ない 。1「

とい うことで あ る。 レポ ー トは 次 の よ うに述 べ てい る。

「機 械 翻 訳 に対 す る強 い ニ ーズ が もしあ った な ら,我 々の 態度 は 多 分違 った も

　 の に な って い た であ ろ う。 しか し我 々は,そ の よ うな ニ ーズ を見 出す ことが
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　 で きな か った。」

米 国 では機 械 翻訳 に対 す る ニ ーズ が弱 い とい うこ とに関 して,レ ポ ー トは次 の

4点 を あ げ て い る。

　 ① 科 学 文 献 で は・ も と も と英 語 で書 か れ た ものが 多 く(あ る統計 で は,英

　 　 語76%・ 露 語14%・ 仏 語4%,独 語4%,そ の他2%)英 語 へ の翻訳

　 　 は需 要 が低 い。

　 ② 外 国語文 献 を ひ ん ば ん に利 用す る人は,そ の外 国語 を 自ら学 んだ ほ うが

　 　 安 上 りで手 っと り早 い 。

　 ③ 米 国 には,翻 訳 家,翻 訳 機 関は 多 数 あ り不 自由 し てい ない 。

　 ④ 全ての文献が翻訳す るに価値 あるものでない し,こ れ以上翻訳文献が増 ●

　　 えて も活用す る人がいない だろ う。

　 機 械 翻 訳 シ ス テ ム に つ い て は,1964年 時 点 で の 翻 訳 例4つ を 示 し(⑦Ban-

ker"R・m・C・ ・p・rati・n㊥C・mp・ter　 C・ncept・1・ ・.㊦FTD㊦

EURATOM),質,速 さ,コ ス ト い つ れ の 点 で も 人 手 に よ る 翻 訳 に 劣 る と し

て い る 。 ま た10年 前1954年 の ジ ョ ー ジ タ ゥ ン ーIBMの 公 開 実 験 の も の と

比 齢 し て も た い し て 進 歩 し て い な い と し て い る。 ま た 将 来 に 関 し て も,機 械 が

Tl　unde
rstand"し な い 限 り 機 械 翻 訳 の 向 上 は あ り得 な い が,こ の1|under-

standing　 tTへ の 挑 戦 は,科 学 的 に は 重 要 な 課 題 で あ る こ と は 認 め る が,実 際

の 機 械 翻 訳 を 近 い 将 来 改 善 す る た め の 動 機 と は な り 得 な い と し て い る 。

　 一 方,計 算 機 に よ る 用 語 辞 書 作 り な ど 翻 訳 支 援 技 術 に 関 し て は,ド イ ツ 連 邦

軍 翻 訳 局 の 作 成 し た 用 語 辞 典TRG(Text-Related　 Glossary)と,ヨ ー

ロ ッパ石 炭 鉄鋼 委 員 会 で作 成 され た同様 の辞 書 シ ステ ムを引 用 して
,そ の有効

性 に期 待 を示 してい る。 人手 に よ る翻訳 で最 も時 間 を 費や す のは 用 語上 の問題

であ って,TRGを 使 った 場 合 の比較 実験 ↓(よれば,翻 訳速 度 は50～80%

向 上 し,誤 りも1/3に 減 少 した との報 告 が示 され て い る。

　 この よ うに機 械翻 訳 そ の もの につ い ては 否定 的 な見 解 を示 してい るが,し か

し この 約10年 間 の機 械 翻 訳 の研 究 か ら言 語 学上 の知 見 が増 え た こと,ま た計

算 機 の プ ログ ラ ミ ング技 術 に も好 影 響 を与 えた ことは 評価 して い る。 さらに一

般 に言 語 研 究 の重 要 さ と・ 言 語 研究 へ の計算 機 側 か らの 接近 の有効 性 につ い て,

この諮 問 委 員 会 の 議長 で あ ったJ .R.　 Pierceは 次 の よ うな 補 強 的 見 解 を示
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してい る。

「計 算機 は言語 学者 に 多 くの 新 しい 課題 や ヒン トや可 能性 を示 して くれ た。 こ

　 れ は 原子 物理 学 の課題 や 可能 性 と比較 し得 る もの であ る。 言 語 は その重 要 さ

　 にお い て他 の 何物 に も劣 らな い。計 算言 語学 に必 要 な道 具 立 ては,原 子 物 理

　 学 に要 す る大加 速機 と比 べ れば安 い ものだ。 新 しい言 語 学 は,極 め て重 要 な

　 また非 常 に魅 力的 な課 題 を提 起 して い る。

　 　 この挑 戦 に立 ち向 か うこ とは,多 くの分 野 で重 要 な 貢 献 を 為 す で あ ろ う

　 こ とは 間 違 い ない 。言 語 に つ い て更 に深 く知 る こ とは以 下 の課 題 の助 け にな

　 るであ ろ う。

　 ① 外 国 語 の教 育 を も っ と効 果 的 にす る。

　 ② 言語 そ の もの の特 性 に つい て の教 育 を も っと効 果 的 にす る。

　 ③ 　 自然 言 語 の 使 い方 そ の もの を もっ と効 果 的 にす る。

　 ④ 特 殊 目的 のた め の 人工 語 の使 用 を可 能 にす る。(た とえ ぽ航 空 管 制用 言

　 　 語)

　 ⑤ 言 語 の使 い 方や,伝 達 ・思 考 に関す る心理 実 験 を有 意 義 な もの にす る。

　 　 (言 語 が何 で あ るか を知 らなけ れば,何 を説 明す べ き か も分 か らな い。)

　 ⑥ 計 算 機 を翻 訳 や情 報検 索 の助 け に使 う。 」

　 最 後 に レポ ー トは,結 論 と して次 の2点 を勧 告 してい る。

① 　 計算言 語 学 を大 い に助 勢 す べ き こ と。 これ は,構 文解 析,文 生 成,構 造 論

　 意味 論 な どの ほか 翻訳 の実 験 な どを含 む 言 語 学 の領域 で あ って,あ くまで も

　 科学 上 の領域 であ る。

⑧ 実 際 の翻 訳 作 業 の 向上 の ため に助勢 す べ き こと。(速 度 を上 げ,・ ス トを

　 下 げ,質 を確 保 す る こ と。)具 体 的 な検 討課 題 としては,以 下 の よ うな こ と

　 が あ る。

　 ① 翻 訳 の結 果を評 価 す る実 際的 な手 法 。

　 ② 人手 に よる翻訳 を ス ピー ド ・ア ップす る手 だ て。

　 ③ 翻 訳 の コス トと質 の評 価 法。

　 ④ 翻 訳 物 の利 用状 況 の調 査研 究 … 利用 され な い ものを生 産 しない 為 に。

　 ⑤ 全体 と しての翻 訳 の遅 れ につ い て,遅 れ を除去 す る方法 。

　 ⑥ 計算 機 に よる各 種 の翻 訳 支 援 の コス トと速 度 に関 す る検 討 。
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　 ⑦ 機 械化 さ れた 編 集 ・印刷 の手 法 を翻 訳 作 業 と適 合 させ る こ と。

　 ⑧ 　電子 辞 書 な どを含 めて,翻 訳 者 のた め の よ りよい参 照 の シ ス テ ムを作 る

　 　 こ と。

　 以 上 がALPACレ ポ ー トの概 要 で あ る。 この レポ ー トが機械 翻 訳 に関 して否

定 的 な見 解 を示 してい るこ とは 間違 い な い が,し か し,

・　 言 語 理解 の 問題 を 含 めて ,言 語 研 究,特 に計算 機 サ イ ドか らの言 語研 究 の

　 重 要 性 に言 及 してい る こと。

・　 機 械 翻訳 に関す る否 定 的 見解 は ,当 時 の ア メ リカ の翻 訳 に関 す る ニーズ に

　 根 ざ した もの で あ るこ と。

な ど の点 に は留 意 して お くべ きで あ る。

8.1.1.5　　 第 　　2　 某月

　 ALPACレ ポー トが提 出 され て以 後,機 械翻 訳 研 究 は急 速 に退 潮 して いった。

しか し,当 の ア メ リカ にお い て も,そ の他 の国 で も,い くつ か の機 関 で は,そ

の後 も研 究 開発 は続 け られ た。 そ の主 な もの を,表8-1に 示 す。

　 これ らの うちで実 際 に用 立 て られ て きた シ ステ ム と しては,

　① ジ ・一 ジ タ ウ ン大 学 の シ ス テ ム

　②SYSTRAN

　③ 　 TAUM-METEO

　④ 　 CULT

が あ げ られ る。 ① に つ い ては8.1.1.3で 述 べ た。 以 下② ～④ につ い て概 観 す る。

●

6

一152一



●

,

表8-1　 ALPACレ ポ ー ト以 後 の お もな機 械 翻 訳 研 究

研究開発機関/者 国
プロジ ェク ト名

/シ ス テ ム名
時　　期 参考文献等備考

ジ ョ ー ジ タ ウ ン 大 学

(Z.Zarechnakほ か)

米 1950頃 ～ 8.1.1.3参 照

Latsec　 Inc.

(P.Toma)

米 SYSTRAN 1964頃 ～ 8.1.1.5.1参 照

モ ン ト リ オ ー ル 大 学

(J.Chandionxほ カ、)

加 TAUM 1960頃 ～

8.1.1.5.2

　　　　　惨 照
8.1.2.3,1.1

METEOはTAUMの サ ブセ ン ト

グ ル ノ ー ブ ル 大 学

(B.Vanqnoisほ か)

仏 1960頃 ～ 8.1.2.3.1,2参 照

テ キ サ ス 大 学

(WALehmanほ か)
米 METALS

1965

　 ～1975

独 →英

グルノーブル大学の中間言語

法 と同様 の手法

〔11〕

カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学

(W.S.　 YI　Wang)

米

　 　 　 　 l

POLA
1967

　 ～1975

中→ 英
TAUMと 同様 の手法

中国語特有の問題を扱っている

〔11,54〕

Rand　 C。rp.

(MKay)

米 MIND 1970頃

人間 との対話 を通 じて 翻 訳

を遂行す るシステム

〔11,55,56〕

Xonics　 Inc.

(B.Chalonpka　 ほ か)

米 1971頃 ～

露→ 英

ジ ョージタウン大学のシステム

の改作?

〔57〕

1・ogbs　 Development

Corp.

米 LOGOS 1973頃 ～

英→ ベ トナ ム
ベ トナム兵の為に英語の航空機
マニュアルを番観SYSTRAN
と同様の第1世 代のシステム

悟 ヂは鄭 ト払 露仏
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Brigham　 Young　 Univ.

米 AI.P 1975頃 ～

華認鍛㌫議裏編 ン
現在は人間が介在するシステム

(E.GIＬytleほ か) だ が全 自動 をめ ざ してい る。〔

11,58〕

香 港 大 学
CULT 1975頃 ～ 8、1.1.5.3参 照

(S.C.　 Lohほ か)

フランス織物研究所で稼動中。

仏 TITUS ?
70年 代後半～

METEOと 同様に入力言語 を

希1眠している

〔27〕

露,仏,英,エ スペラン ト→ 独
ザ ー ル 大 学

(HDMaasほ か)
独 SUSY ?

70年 代後半～
SFB-100と い う言 語 処 理

プ ロジ ェク トの一 環

〔59,60〕

入力言語 を制限 してい る。
Pearl　 Assurance　 Co.

(WGoshawke)

英 SI.UNT
?
70年 代後半～

Number　 Languageと い う

中 間 言 語 を 介 し て い る。

〔61〕

A11-Union　 Cent「e
4つ の機械翻訳 プロジェクト

for　 Transration ソ 1974～
が進行中

英,独,仏 →露
(Yu.　 N　 MarchUkほ か) 〔62,63,64,65〕

,

(注)　 用 語 デ ー タバ ン クなど の翻 訳 支 援 シ ステ ムにつ い て は8.1.2表3参 照
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表8-2 世 界 の機 械 翻 訳研 究(〔80〕 か ら引 用)

Surve　 　of　 machine　 translation　 s　 stems '

1　-AMERICA

喝

11　 Canada-
　　　Lakehead　 Universit=y,　 Thunder　 Bay

　　 Univer8iしy　 ofト ▲ontxea1

12United　 Staヒes

●

Aヒomic　 Enerqy　 Co㎜ission,Oak　 Ridge/Georgetovn　 Univ-

　　　　ersity,　 Washington　 D・C・`

USAF・ 　Dayヒon

NASA・ 　HOUS七 〇n

Bピigham　 Young　 University,　 PrOvO　 　　　　　　　　　　　　　 x

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o　Carnbridge

罐 ㌶ ヒ謡 灘::。?㌔:i濃.gy
　　　　　　　　　　　　　　　　　　,Ausセ ■nUniver8iヒy　of　Texas

Vniversity　 of　 Texas.　 Austin/Ramkhamkaeng　 Univer8‡ セy・

　　　　Bangkok
Yale　 Univer8ity.　 New　 HaVen

Laヒsec、lnc./W。rld　 Translati。n　 Center　 ・エnc・ ・La」 。11a

Logos　 Development　 Corp・ ・　New　 Hampton

Smart　 Comrnunications　 ,工nc..　 New　 York

Xonic8エnC.、 　 McLean/Tabor,lnc..Nokesviiie

Xyzyx　 　工nformatiOn　 Corp・e　 Canoqa　 Park

2ASIA

21　 British　 Crown　 Colon　 　of　 Hon　 kon

Chinese　 Universit二y　 ot'Hongkong

22⊇

　　 University　 of　 Kyoto

　　 Kyushu　 Univeエ8iセy,　 Pukuoka

　　 Eiectrotechnical　 Lab◎ratory・ 　Tokyo
　　　ロ

23　 Lebanon

International　 Language　 Centre,　 Beirut

24Malavsia

　　　　 Universi七y　 of

3EUROPE

Science　 of　 Penan9

31幽

　　 University　 of　 Anヒwerp』

32　 Bulqaria

● Bulgarian　 Academy　 of　 Sciencest　 Sofia

33　 Federal　 Re　 ublic　 of　 German

　　　Univer8ity　 of　 Heidelberg　 Universiヒy　 of　 Cen8tance

　　　Unive丈8ity　 of　 Cologne

　　 Ruhr　 Univer8ity.　 Bochum

　　 Universiセy　 of　 the　 Saarland・ 　SaarbrUcken

　　 Centre　 for「rextile　 Documentaセion　 and　 エnformation.

　　　　　 DU88eldorf

34　 Pピance　 　　　『

　　 University　 of　 Science　 and　 Medicine.

　　 French　 「Vextile　 工n8tituteo　 Paris

35　 Great　 Britain

Grenoble

UniversityCollege.　 Cardiff

Univer8ity　 of罵88ex.　 Coiche8ter

Pear1　 Assurance　 Co・,Ltd.,　 London/Natura1　 Language

　　　 Translaセion　 Speciali8セ 　Group
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361tl　 　　　　 x
　　 Euraセomθ　　　　　　　　　　　 Ispra

37　 Soviet　 Union

　　　Sta七e　 University　 of　 Leningrad

　　 Group　 for　 Language　 Sta七istics・ 　Leningrad,　 Minsk.　　　　　　
KishiniOv.　 Machatshkaiao　 Alma-Ata,工rkUtsk

　　 Central　 Research　 エnsti七ute　 for　 Pa七en七 　工nformation,
　　　　　　　　　　　　　 x　　　　　　 M

OSCOV

　　　A七 〇minforM.　 工nforma七ion　 Centre　 for　 Nuclear　 Energy・
　　　　　　 MOSCOW

　　　工nforrnelektro　 ,　Documentation　 Centre　 of　 the　 工ns七itute

　　　　　　　for　 Elec七rical　 Engineering・ 　Moscow

　　　工nstitute　 for　 Applied　 Mathematicsワ 　N`oscow

　　　State　 Pedagogicエn8ti七u七e#or　 Foreign　 Languages'

　　　　　　　MOSCOW

　　　A11-Union　 Centre　 for　 Translation　 　of　 Scientific　 and

　　　　　　.Technical　 Literature　 and　 Documentation,　 Moscow

　　　工nstitute　 for　 Electronics,　 Automation　 and　 rrelemech-

　　　　　　　 anics.　 'L'iflis

ρ

⑳

38Czechoslovakia

Kariovy　 UiverSi七y,　 Prague

Noteへ
xFurther　 deveiopment◎r　 usb　 abandoned　 or　 interrupted .

Surve　 　of　 machine-assis七ed　 transla七ion　 s　 stems

1A呪ER工CA

1■ 　Canada

　　　盲≡蔽si七y　 of　 }40n七real/Depaエ 七ment　 of　 七he　 Secretary　 of

　　　Statet　 O七 七awa'

12　 Uni七ed　 States

工BM.　 New　 York

2EUROPE

21　 Federal　 Re　 ublic　 of　 Getman

　　　Bundessprachenam七,　 HUrth

　　　DENAG　 A・G.ワ 　Duisburq

　　　Siemens　 A.G.σ 　Munich

22　 German　 Democra七ic　 Re　 ublic
■

Technological　 University　 of .Dresden.

?3-　　　
Euro'pean　 Corrmunities　 ,　LuxembOurg　 　　、

24　 Netherlands

　　　Ne七herlands　 Mini3try　 of　 Foreign　 Affairs2　 'rhe　 Hague　　　

N.V.　 Philips　 Gloeilampenfabrieken.　 Eindhoven

'

Note

This　 lis七 　dOes　 not　 include　 the　 numerous　 rnuitilingua1

.s七andardizaヒion　 data　 bank5　 (dictionary-re■atedヒerminology

da七a　 banks).

一156一



●

◆

8.1.1.5.1　 SYSTRAN

　 SYSTRANは ジ ョー ジ タウ ン大学 の シ ステム をAECとEURATOMに 装 置

した責 任 者 で あ ったP.Tomaが ジ ョー ジ タ ウ ン ・シ ステ ムを 大 巾 に 改 良 す べ

く1964年 以 来 開発 して きた シ ス テ ムで あ る 〔550,560〕 。　 ドイ ツ科 学 財

団 との契 約 の下 に最 初 の シス テ ムを作 り,後1967年 には米 空 軍 の援助 を受け,

さ ら に1968年 にLatsec　 In己 が設 立 され て そ こでSYSTRANの 開発が続

け られ た。 も とも と ・シ ア語 か ら英 語へ の シス テム であ った が,Latsec　 Inc.

で,英 → 露,英 → 仏,独 → 英な どに も拡 張 され てい る:

　 1970年 に,米 空 軍 のFTDで 稼 動 して い た露英 シ ステ ムMarkHが,ま た

1976年 にはEURATOMの ジ ョー ジ タ ウ ン ・シス テ ムがSYSTRANに 置 き

換 え られ て現 在 に至 ってい る。 また この 間 にNASAに も納 入 され て,ア ポ ロ ・

ソユ ーズ 計 画 の際 に作 業書 の翻 訳 に使 わ れ た とい う。 またEC(European

Community)委 員 会 では,　 E　Cで 大 きな問 題 とな ってい る多言 語 間 翻 訳 の問

題へ の対 処 の 一環 と して,1976年 以 来,SYSTRANの 英 二仏 版 を試 験 的

に使 って い る。 マニ ュアル類 の 翻 訳作 業 の効 率 化 を検 討 して い るXe　rox社 で も,

SYSTRANを 試 験的 に導入 して い る 〔26〕 。

P.TomaはSYSTRANを,

「実 際 に動 い てい る大規 模 な シス テ ム と して は唯 一 の もの で第3世 代 の シス テ

　 ムだ 。1対 の言 語 間 の翻 訳 で な く,多 言 語 間 の翻 訳 シ ステ ム に容 易 に拡 張 で

　 きる。 」

と主 張 して い る 〔560〕 。

●

⑱

*後,World　 Translation　 Inc.
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SYSTRAN　 EXECUTIVE

A

B

C

D

E

F

G

H

1

J

K

-
」

岡

N

O

P

Q

R

S

T

U

　　　　　　　　　　　　　　　　 Simplified　 `sequence　 of　 eventsl

Input　 text;

Scan　 for　 high　 frequency　 words

and　 apPend　 inforfnation　 from　 HF　 dictionary;

Scan　 for　 idioms

and　 apPend　 information　 from　 IO;

Alphabetise,　 access　 Master　 Stem　 Dictionary,

and　 apPend　 information　 from　 MSD;

Return　 `wordsl　 to　 original　 text　 order;

Disambiguate　 homographs;

Invoke　 Limited　 Semantics　 disambiguation　 routine,　 using　 Topical

Glossary　 parameters　 as　 necessary;

Invoke　 Structural　 Pass　 O

-i .e.,establish　 primary,'global'syntactic　 dependencies,　 timmediate

enVirOnmentS`　 etC.;

apposition,

Invoke

-1 .e.,

Invoke

-1 .e・,

Invoke

-1 .e.,

Invoke
　 コ
ー1 .e.,

(Human
Insert

Access

Access

`initiators

Resolve

Translate

disambiguation
llnvert`

and　 execute

Re-arrange

Produce

Printout

Structural　 Pass　 1　 (　right-to-1eft`)

reCOgniSe、SyntaCtiC　 StrUCtureS　 SUCh　 aS　 COngrUenCes　 agreement,

　　　　　partly　 by　 using　 punctuation　 marks　 as　 `cluesl;

Structural　 Pass　 2

establish　 categorisation　 of　 subo　 rdinate　 clauses　 according　 to

　　　　1;

Structural　 Pass　 3

establ　 ish　 Subject-Predicate　 re14tionships　 and　 embeddings;

Structural　 Pass　 4

clear　 out　 lrag-bag¶ 　of　 current　 unsolved　 problems

interaction　 possible,　 if　 needed.)
`articlest

s　wherever　 necessary;

　details　 of　 prepositional　 dependencies;

Li'mited　 Semantics　 File.　 if　 needed;

　　　prepositions;

Lexical　 Programs,　 and　 switch　 on　 routines　 for　 semantic

　　　　　　　　via　 conceptual　 calculuS;

　　apPended　 information　 records　 to　 produce　 ta　rget　 lapguage　 units;　　　　　
accompanying　 instructions　 for　 TL　 Synthesis

　　　　elements　 to　 suit　 TL　 structuration;

　 preliminary　 printout　 (only　 if　 desired　 for　 immediate　 analysis);

　　resul　 ts　 and.channel　 to　 photo-composer.

■.

■

つ

図8-1 SYSTRANの 処理 手 順 〔2'9　O〕 か ら引 用
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SYSTRAN　 DICTIONARY　 STRUCTURE

も

■ Al囎 章d
・撚ll:1蒜 ぽn麟;il・;、 贈 ・㍑

1

II

III

IV

First　 Gra㎜ar　 Subpart

i)syntag・ ・tic　 i・f・ ・m・ti・n.　 f・equency　 characteristics
,　　　　　h

omograph　 flag　 etc.

ii)　 　Part　 of　 speech　 codes

iii)　 Basic　 part　 of　 speech　 codes

iv,　 　Paradigmatic　 set　 codes

v)　 　　Gender,　 number,　 case,　 person,　 tense　 info .

Second　 Gra㎜ar　 Subpart

{;F聰:e麟,:lll,'"fo「mat'・n/'va'ency')

ii)　 　prepositional　 requirements

iii)　 syntactic　 function　 codes

Third　 Grammar　 Subpart

(case/preposition　 codes)

i)　 　　instrumental　 codes
.ii)　　d

ative　 case　 codes

iii)prep・s帽 ・nal　 translati・n　 c・ntr・1　 bytes

Fourth　 Gra㎜ar　 Subpart

i)　 　 Topica1　 9]ossary　 code

ii)'English　 synthesis　 codes

iii)　 English　 meaning(s)

●

●

B

=lsllnp謬ll'mited　 Semant'・・(LS)Di・t"・・ary・・r・p・rt・d　t・

1罐 詰ll離{,1dlg:g.gng,lt瓢!ll鵠1;瓢, .

図8-2 SYSTRANの 辞書 構成 一 〔290〕 か ら引 用
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　 SYSTRANは,

　 ① 　入 力

　 ② 辞 書 引 き

　 ③ 構 文解 析

　 ④ 翻訳

　 の4つ の段 階 か ら成 ってい る(図8-1)。 辞 書は,主 記 憶 に入 って い る高

頻 度 語辞 とデ ィス ク内 の非 高 頻 度語 辞 書 に 分 けて あ り,更 に語 の長 さに よって

3つ に分 割 され て い る(図8-2)。 高頻 度 語辞 書 は 文章 の入 力 時 に照 合 し,

そ の他 の 語 は集 め て ソ ー テ ィング した上 で非 高 頻度 語 辞 書 と照 合 す る。

　 構 文 解析 は4パ スか ら成 り,ボ トム ア ップ法 に よ る。

　①　同形意義語 の処理(+)

　 ② 右 か ら 左 に 走 査 し て,品 詞 情 報 か ら 可 能 な 構 文 グ ル ー プ を 抽 出 す る 。

　 　 　 　 動 詞+目 的 語,前 置 詞+目 的 語 　 な ど

　 ③ 左 か ら 右 に 走 査 し て,構 文 グ ル ー プ を 更 に ま と め あ げ て い く。 節 の 境 界

　 　 を 定 め,生 節 か 従 節 か な ど を 決 め る 。

　 ④ 各 節 の 中 を 走 査 し,主 語,述 語 を 抽 出 す る 。

　 翻 訳 の 段 階 は,た と え ば 冠 詞 を 捜 入 す る サ ブ ル ー チ ン の よ う な 多 く の サ ブ ル

ー チ ン か ら 成 っ て い る
。 た と え ば

　 　 result　 of　 treatment　 of　 burns

を,

　 　 result　 of　 treating　 the　 burns

に す る と い う よ う な 構 文 の 変 形 も 行 な わ れ る 。

{n・un+・f+verbal　 n・un+・f+n・un

　 →noun十 〇f-1-gerundine十noun　 }

　 ま た,語 の 意 味 カ テ ゴ リ ー(約300用 意 し て あ る)に よ っ て 訳 語 を 定 め る

こ と も あ る 。 た と え ば,前 置 詞 の 対 応 は,そ れ に つ く名 詞 に よ っ て 次 の よ う に

異 っ て く る 。

十)後World　 Translation　 Inc.

(+)　 詳 細 は 不 明
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`

　　 且0　　十　　〔十increase〕 　　　→ 　　up　 to

　　 且0　 十　 〔十decrease〕 　　 →　 down　 to

　　 ・・+〔+1inear〕 　 →al・ng

　　 π。+〔+noulinear〕 　 →over

　　 πo　 十　 〔十mentaltoo1〕 　 →　using

　 SYSTRANで は語 の辞 書 記 述 の長 さは 任意 で あ り,種 々の プ ログラ ム を結

合 してお くこ と もで き る。 目標 言 語 で の語 順 の並 べ換 え な ども含 め て,か な り

の部 分 が辞 書 に記述 され る よ うにな って い る。 この よ うにSYSTRANは 言 語

理 論 な り体 系的 な方 法論 に根 ざし た もの では な く,adhocで 経 験 主 義 的 な 方

式 であ る とい え よ う。 この よ うな批 判 に対 してP.Tomaは,

「我 々は言 語 理 論 には 興 味が な い。 とにか くよい 翻訳 が で きれば よい の だ。 事

　 実SYSTRANは これ ま で現 実 に稼 動 して きた し有効 で あ った。 」

と反 論 して い る。

　 Xerox社 でSYSTRANを 実験 的 に使 用 した経 験 では,入 力 言 語 を制 限 して

入 力段 階 で負担 を 強 い るか,ま た は入 力 言語 は 自由 に して お い て後 編 集 に負 担

を か け る か の ジ レンマが あ った が,入 力言 語 を制 限 す る(語 　 ・用 法)方 法 を

と った結 果 として,SYSTRANは 十 分 に有 用 で あ る との判 断 を示 して い る

〔190〕 。今 日 までの ところXerox社 で は,英 語 か らフ ラ ンス語 へ の翻訳 実 験

を行 って お り,今 後,他 の言 語 対 の実 験 も行 お うと して い る。

　 EC委 員 会 で も,1976年 以来SYSTRANの 英 仏版 を試 用 し改善 を重 ね て

きた。EC委 員 会 では,入 力言 語 は 制限 せ ず に後 編 集 に負 担 を か け る方 法 を と

って い るが,そ れ で もや は りSYSTRANは 有用 で あ ると の 判 断 を 示 してい る

〔27〕 。た だ し後 編 集 の作 業 は心 理 的 に 非常 にたい くつ な,ま た 苛 だつ 作 業 で.

後 編 集 を依 頼 された 翻訳 家 に は不 評 であ る 〔20〕 。この品 質 の低 さは,辞 書 が

未 だ 小 さい こ とと,意 味 論 上 のkn　 ow-howが 組 み込 まれ てい な い こ とに よ る も

の とされ て い る 〔290〕 。EC委 員会 では,英 仏版 に続 い て,仏 英版 につ い て

も実 験 して お り,更 に英 伊版 も作 成 予定 であ る。EUROTRA計 画 に よ る新 し

い シス テ ムが で き る まで は,SYSTRANの 試 用,改 善を進め ることになってい るo

〔附 録3〕
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8.1.1.5.2　 METEO

　 METEOは,天 気 予 報 文 の 英 仏 翻 訳 と い う限 ら れ た 目 的 の 為 の シ ス テ ム で あ

る 〔120・130・260〕 。現 実 に カ ナ ダ の 新 聞 ・ テ レ ビ ・放 送 局 で 用 い ら れ て

お り ・ こ の よ う に 公 的 に 用 立 て ら れ た シ ス テ ム と し て は 最 初 で 唯 一 の も の で あ

る 。 こ れ は,モ ン ト リ オ ー ル 大 学 のTAUM(Traduction　 Automatique

de　 L,Universite　 de　 Montreal)プ ロジ ェク トチ ー ムが1974年 にカナダ

翻 訳 局 か ら依 頼 され て作 った シ ステ ム で,TAUMを 天気 予 報 文 用 に大 巾 に特

殊 目的 化 した もの で あ る(TAUMに つ い ては §2.2で 述 べ る)。1976年 に

は本 格 的 に稼 動 す る よ うにな り,毎 分1,000程 の速 度 で,1日 約3　O .000語

の天 気予 報文 を 翻訳 して い る。 シ ス テ ムは完 全 に 自動的 で,翻 訳 不 能 とな って

棄 却 され た もの だけ を 人 間 が翻 訳 して お り,シ ス テ ムが翻訳 した文 につ い ては,

後 編集 は 一 切 行 わ れ て いな い 。 棄却 率 は20%以 下 で,そ の 原因 は 大部 分が綴

りや 句読 点 な どの 入 力 ミス に基 づ くもの だ とい う。 また コス トは ,人 間 に よ る

この バ ック ア ップを含 め て も,人 手 に よ る場 合 の 約1/3に 下 っ た と報 告 され て

い る。

　 METEOは 次 の4部 分 か らな る。

　 ① 慣 用 句辞 書

　 ② 一 般 辞 書

　 ③ 　解 析 部 門

　 ④ 生 成 部 門

　 慣 用 句辞 書 は 約300項 目か ら成 り,本 来 の イデ ィオ ムの ほ か,全 く固定 的 な

言 い まわ しで あ るた め,そ の都 度 分 析 す る よ うな こ とを しな い表 現,た とえ ぽ

　 forecast　 issued　 by　 the　 atmospheric　 environment　 service

や,ま た翻 訳 す る必 要 のあ る地 名,た と えば

　 Lake　 Sf　 Claire　 → 　　lac　 Sfe　 Claire

な どを含 む 。

　 一 般辞 書 は 約1,200項 目か ら成 り,統 語 カテ ゴ リー,翻 訳,意 味 素姓 な どを

記載 して い る。 また 活 用形 な どの異 形 態 の語 もす べ て辞 書 に登 録 して あ る。

　 解析 部 門は 約300項 目の書 き換 え規 則 か ら成 り,入 カ ス ト リン グ に 対 し て

文 法 カテ ゴ リー と翻 訳 を一与え る。 天 気予 報 文 の世 界 はT.Winogradの 積 木 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /
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世 界 と 同 じ よ う に ↑ 十 分 に 制 約 さ れ た 小 世 界 で あ り.文 は 単 純 で 関 係 節 や 受 身

文 は な い 。 主 と し て 問 題 に な る の は,電 報 文 的 な 天 気 予 報 文 の 統 語 的 境 界 を 定

め る こ と,多 用 さ れ て い る 接 続 語 の 扱 い な ど で あ る 。

　 パ ー ジ ン グ は,次 の5つ の パ ス か ら 成 る 。

　 ① 数 字 を 含 む ス ト リ ン グ が,日 ・時 刻 ・温 度 の い つ れ を 表 わ す も の か を 分

　 　 析 す る 。

　 ② 場 所 と 時 の 表 現 を 分 析 す る 。 時 の 表 現 で は 期 間 を 表 わ す も の か,時 間 を

　 　 表 わ す も の か を 区 別 で き な け れ ば な ら な い 。

　 　 　 in　 the　 morning　 → 　 daus　 lamatinee

　 　 　 this　 morning　 　 → 　　ce　 matin

　 　 接 続 語 に 関 し て,冠 詞 を 補 充 し な け れ ば な ら な い こ と も あ る 。

　 　 　 this　 afternoρn　 on　 evening

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 → 　　cet　 apres-midi　 ou　 ce　 soir

　 ③ 残 り の ス ト リ ン グ を 解 析 す る 。 正 し い 翻 訳 を 選 択 す る た め に は,語 の 意

　 　 味 素 姓 を 活 用 す る 必 要 が あ る 。

　 　 　 heavy　 fo9　 　→ 　　brouillard　 generalise

　 　 　 harvy　 rain→ 　　forte　 pluie

　 　 接 続 語 の 勢 力 範 囲 を 定 め る の に も 意 味 素 姓 を 活 用 す る 必 要 が あ る 。

　 　 　 snowflurries　 or　 rainshowers　 becoming　 intermittent

　 　 　 tonight… 　　→ 　　(snowflurries　 or　 rainsnowers)becoming…

　 ④ あ い ま い さ,整 合 性 の チ ェ ッ ク

　 ⑤ パ ー ジ ン グ で き な か っ た も の を 棄 却 す る 。 ま た 若 干 の 文 体 上 の 調 整 を す

　 　 る 。

　 生 成 部 門 は 約300項 目 の 書 き 換 え 規 則 か ら 成 り,　 解 析 部 門 が 作 り 出 し た パ

ー ジ ン グ 木 を 分 析 し て ,必 要 な 冠 詞 を 挿 入 し,語 順 を 整 え,性 ・数 の 一 致 を と

り,フ ラ ン ス 語 文 を 生 成 す る 。

　 METEOで は,文 法 規 則 の 記 述 にQ-systemを 用 い て い る 。　 Q-system

はColmerauerが 開 発 し た も の で,木 の 列 を 別 の 木 の 列 に 変 換 す る 書 き 換 え 規

則 を 扱 う シ ス テ ム で あ る 。 こ の 規 則 は,木 の あ る 部 分 に 対 し て 適 用 す る こ と も
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で き る し,ラ ベル や リス トや トリーを 変 数 と して 含 む こ と もで き る非 常 に 強 力 な も の で あ る。

〔附 録5〕

8.1.1.5.3　 CULT

　 CULT(Chinese　 University　 Language　 Translator)は,香 港 大

学 のS.C.　 Loh等 が 開 発 し た,中 国 語 か ら 英 語 へ の 翻 訳 シ ス テ ム で あ る〔360,

370・380〕 。S .　C.　Loh等 は,1969年 に研 究 を 開 始 し て 中 国 語 の 数 学 な ど の 文

章 な ら,人 間 が 適 当 に 介 入 す れ ば 機 械 翻 訳 も 可 能 で あ り 有 効 だ と 判 断 し,1972

年 に 最 初 の 中 → 英 翻 訳 シ ス テ ム を 構 成 し た 。1975年 か ら は,北 京 科 学 ア カ デ

ミ ー 発 行 の 数 学 会 誌Acta　 Mathematica　 Sinicaと,物 理 科 学 会 誌Acta

Physica　 Sinicaの 公 式 の翻訳 に用立 て られ て い る。

　 CULTは,意 味 の あい まい さや.非 常 に複雑 な 構 造 の文 な どにつ い ては,

前 編 集 に よ って解決 をは か って お り,後 編 集 よ り前 編 集 に重 きをお い た シ ステ

ムで あ る。 テ キ ス トの5%ぐ らい の部 分 に事 前 に手 を入 れ る こ とに よ って,相

当 複雑 な文 章 で も翻 訳 で き る と して い る。(+)

　 中 国語(つ ま り漢 字)の 入 力 は,当 初 は 人 間 が5桁 の数 字 に コー ド化 して入

力 してい たが,最 近 の シ ス テ ムで は,約200種 の漢 字 の要 素 を配 し た 独 自の

キ ー ボ ー ドを 開 発 し,入 力作 業 の簡 素 化 に 努 め てい る。 また この 入 力手 法 の改

善 と合 わ せ て,バ ッチ ・シ ステ ムか らオ ンライ ン ・シ ス テ ム に改 編 し,前 編 集

を対話 的 に行 い,処 理途 中 で人 間 が 介 在 で き る よ うに してい る。

　 CULTは,殆 ど品詞 のみ に頼 った構 文 解 析 を行 って お り,何 回か のパ スで

順 次部 分 的 に翻訳 を すす め,最 後 に並べ か え て出 力す る とい う手 法 の シ ステ ム

で,分 析 の レベ ル は浅 く,人 間 の介在 を志 向 した シ ス テ ムで あ る。

〔附 録6〕

'

命

&1.2　 現 状 と課 題

8.1.2.1　 は じ め に

　 国際 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョンの量 が 増 え,地 球 が 狭 くな った と言 わ れ る今 日,

翻 訳 に対 す る需 要 は ます ます増 大 してい る。ECで はEc議 会 の職員 の3人 に

(+)具 体的 にど の よ うな前 編 集 を す るの かは 不 明で あ る。
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1人 は翻 訳 業 務 に 関 わ らね ば な らな い とい う 〔490〕 。また例 えば,Xerox社

では・ 世 界36ヶ 国 と取 引 きが あ るが,そ の うち 英語 を 第1国 語 とす るのは7

ケ国 だ けで あ る。 この た め マ ニ ュア ル等 種 々の ドキ ュメ ンテ ー シ ョンの供 給 が

大 きな問 題 とな って くるが,う ち14ヶ 国 に対 して は英語 の ま まで,残 り15

ヶ国 に対 しては 翻 訳 した上 で供 給 せ ねば な らない とい う 〔190〕 。

　 この よ うに翻 訳 に対 す る需 要 は非 常 に増 大 して い る。 しか も速 い ス ピー ドと

低 い コス トが求 め られ る　 一 方 計算 機 技 術は,リ ー ドウエ ア技 術,ソ フ トウエ

ア技 術 ともに,格 段 の進 歩 を遂 げ て き てい る。 また 言語 学 も一 定 の進 展 を示 し

て い る。

　 この よ うな 情勢 の も とに,最 近 再 び 機械 翻訳 の研 究 に,は ず み が つ きかか っ

て きて い る。 た だ し この 場 合,機 械 翻訳 とい って も,自 動 翻 訳 をめ ざす ものば

か りで な く,人 間 の翻訳 家 のた めの 用語 デ ー タバ ンクや,翻 訳 作業 の た めの テ

キ ス ト・プ ・セ ッサ,計 算 機 と人 間 が対 話 的 に翻訳 を進 め るシ ス テ ムな どの翻

訳 支 援 シ ステ ムを含 め て,　 「翻 訳作 業 の ため に電 子計 算機 を活 用 す る こ と」 と

広 くとらえ て お くべ き で あ る。 この章 では.現 在す す め ら れ てい るい くつか の

研 究 プ ・ジ ェク トを 中心 に現 状 を概 観 す る。

8.1.2.2　 翻訳 支 援 シ ス テ ム

8.1.2.2.1　 テキ ス ト ・フoロセ ッサ

　　 自動 翻 訳 や 更 には 用 語 デ ー タバ ンクに疑 問 を呈 す る人で も,テ キ ス ト・プ

ロセ ッサ と して計 算機 を翻 訳 作 業 に活 用 す る こ とにつ い ては 高 い 評 価 を 下 して

い る 〔20〕 。テ キ ス ト ・プ ロセ ッサ は,紙 と鉛 筆(タ イ プ ラ イ タ)を 用 いて,

消 した り書 き加 えた りして い た 旧来 の翻 訳 作業 の煩損 な部 分 を,機 械 で ス マ ー

トに行 わ せ る,い わば 筆 記 革命 であ る。

　 今 日のほ とん どの計 算 機 シ ス テ ムは,程 度 の差 は あ る が,翻 訳 作 業 へ の応 用

とは か か わ りな く,テ キス ト編 集 の機 能 を もっ てい る。 パ ー ソナ ル コ ン ピュー

ター として著 名 なXerox社 のAltoマ シ ンは,文 章 作 成 や プ ログ ラム開発 のた

め の テキ ス ト ・プ ロセ ンサ と して の応 用 に も留意した ものであ る。同 じ くXerox

社 のTeitlemanは,同 一 画 面 にい くつ もの ウイ ン ドウ を重 ね られ るな ど高 度

の機 能 を も った編 集 お よび プ ログ ラ ミ ング支 援 シ ス テム を開 発 して い る。

　 IBM社 のE.　 Lippmanは,テ キ ス ト ・プ ロセ ッサ と用 語 デ ー タバ ン ク等 を
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総 合 した翻 訳 支 援 シ ス テ ムを 開発 した 〔320,330〕 。

8.L2.2.2　 用 語 デ ー タ バ ンク

　専 門 の翻訳 家 に と って も,専 門用 語,特 に新 しい 技術 や製 品 また新 しい概 念

の発生 な どに伴 う新 造 語 や 語 義 の変 化 に,常 に正 し く対 応 す るのは不 可 能 な こ

とで あ る。 翻訳 家 が翻 訳 作 業 に費す 時間 の うち約60%は 用 語 の問題 で あ る と

い うo常 に 最 新 の 情 報 を 著 え た 辞 書 が,し か も手 近 に 使 え れ ば,人 間 が

翻 訳 作業 をす る場 合 に非 常 な助 け とな る。 こ の よ うな こ とか ら,ヨ ー ロ ッパや

カナ ダな どでは,用 語 デ ー タバ ンクの 開発 が進 め られ て きた。 表8-3に,そ

の主 な もの を 示 す。 用 語 デ ー タバ ンクは,あ くまで も人 間 の 翻訳 者 のた めの も

の で あ って,自 動 翻 訳 の た め の機械 辞 書 とは 別 個 の もの であ る。 また用語 デ ー

タバ ンクの 開 発 は,用 語 の統 一,標 準 化 の問 題 と も密接 に か ら んでい る。　 　 　 ●

'

◆

表8-3 お もな 用 語 デ ー タバ ン ク

開　 発　 機　 関 国 シ ス テ ム名 時　　 期 文 献 等 備 考

ブ ラ ッセ ル 自 由 大 学

(MLHirshbergほ か)

DICAUTOM

?

ig50年 代
　 後 半 ～

1963以 後ECの 石炭鉄鋼 委員

会 で 使 わ れ てい る。

EUROD　 I　CAUTOMの 前 身

E　 　　C
EURO-
DICAUTOM

1969～ (§2.22)参 照

モ ン ト リオ ー ル 大 学 加 TERMIUM 1970～ EUROD　 I　CAUTOMと 類 似

〔11〕

BundeSWehr

　 Language　 Service

西
独

LEXLS・ 1965二

テキス ト中にアンダラインをし
てそのまま入力。(但 し人手で
原形に変換)

語瑠中目

Siemens　 AG

(J.Schrultyほ か)

西
独

TEAM
?
1970頃 ～

(§22,2)参 照

AFNOR

(フ ラ ンス規 格 協 会)
仏 NORMATERM 1973～

ISOに の っとった規格,標 準

のシソーラス(英,仏)

〔11,71〕

(J.Mathiasほ か) 米 CETA
9

ラ0年徹 半「 ・
72・

中一英翻訳の為 の辞書

現在60万 項 目

∂

の

一166一



●

◆

　 EURODICAUTOMは,　 E　Cの 翻 訳 サ ー ビ ス の た め に,ル ク セ ン ブ ル グ の 計

算 セ ン タ ー で 開 発 さ れ た も の で,DICAUTOMを 発 展 さ せ た も の で あ る 〔20,

220,230,490〕 。　 DICAUTOM(Dictionnaire　 automatique)は,

1963年 以 来,ブ リ ュ ッ セ ル の 石 炭 鉄 鋼 委 員 会 で 使 わ れ て い た 用 語 デ ー タバ ン

ク で あ る 。

　 EURODICAUTOMは,ヨ ー ・ ソ バ の 各 言 語 間 で の 用 語 の 対 応 や 定 義,使 用

例 を 著 え た デ ー タ バ ン ク で あ り.オ ン ラ イ ン で 対 話 的 に ア ク セ ス で き る 。 複 合

語 に 対 し て は,そ の 部 分 列 に 関 し て も 検 索 す る 。 た と え ば

　 　 relative　 cinematic　 viScOSity

が 検 索 で き な か っ た な ら,

　 　 relative　 viScOsity

　 　 cinematic　 viS・cOSity

を 自 動 的 に 検 索 す る 。 入 力 語 句 が 複 数 形 で あ っ た り格 変 化 を し て い る た め に 検

索 が 失 敗 す る よ うな 場 合 に は,自 動 的 に,語 尾 部 分 を 置 き 換 え た 形 で 再 度 検 索

す る よ う に な っ て い る 。

　 現 在,約130,000項 目 登 録 さ れ て い る が,本 格 的 に 活 用 さ れ る た め に は,

400,000項 目 ぐ ら い 必 要 だ と み ら れ て い る 。 満 足 の い く解 答 を,高 い 確 率 で

し か も 短 時 間 に 引 き 出 せ る こ と が 用 語 デ ー タ バ ン ク の 有 効 性 の 指 標 で あ る が,

EURODICAUTOMも 未 だ 完 成 さ れ た も の で は な い 。　 EURODICAUTOMは 近

い 将 来,EURONETを 通 じ て 利 用 で き る よ う に す る こ と が 予 定 さ れ て い る 。

■

■

TEAM(Terminology　 Evaluation　 andAcquisition　 Method)は ・

Siemens社 が開 発 してい る翻訳 支 援 シス テ ムで,用 語 や慣 用 句 に対 して訳 語

と使 用例,定 義 を集 成 した も ので あ る 〔60,510,520,540〕 。TEAM

は入 出力 の形 態 として様 々の 手段 を用意 して お り(図8-3),ま た テキ ス ト・

プ ロセ ッサ と組 み合 わせ て本 格 的 な 翻訳 支 援 シ ステ ムを構成 す る こ とを ね ら っ

て い る(図8-4)。
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図8-3 TEAMシ ス テ ム ー 〔510〕 か ら 引 用
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図8…4 TEAMシ ス テ ム ー 〔510〕 か ら 引 用
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8.1.2.3　 自 動 翻 訳

8.1.2.3.1　 翻 訳 手 法

　自動 翻訳 は,そ の手 法 に よ って次 の3つ の世 代 に分 け る こ とが で き る。

① 第1世 代

　 　 特定 の2ヶ 国語 間 の翻 訳 を志 向 した もの で,言 語理 論 上 の背 景 も乏 し く

　 基 本 的 に経 験 主 義 でad　 hocな シ ス テ ム。 したが って プ ログ ラムの モ ジ ュ

　 　ラ リテ ィ も低 く,変 更 改 善 も施 しに くい 。

① 第2世 代

　 　・入 力文 を 分 析 して 中 間的 な表 現 に お とす 。

　　・目標言語での中間的表現に変換する。　　　　　　　　　　　　　　　 ●

　 　 ・出 力文 を生 成 す る。

　 　 以 上 の,分 析 ・変換 ・生 成 の3段 階 を明確 に 区別 し,そ れぞ れ の言 語 の

　 体 系 的 な 構文 意 味分 析 に基 い た シ ス テ ムで,多 言 語 間 の翻 訳 に も使 え る。

　 　プ ログ ラ ム もモ ジ ュラ リテ ィを高 め 見 通 しを よ くし,変 更 ・改善 が容 易 に

　 で き る よ うに な って い る。

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 ※

　 　 　 　 O

　 　 　 S.L

(SOUrCe　 langUage)

⑦ 第1世 代

◎ 第2世 代

　 　 T.L

(terget　 language)

⑩ 第3世 代

　 　 　 構 文 論 よ りむ しろ意 味 論 を重 視 し,言 語 理 解 の立 場 か ら 自動 翻訳 を見 直

　 　 そ うとい うもの 。

　 今 日 まで に 開発 され実 際 に用立 て られ た シ ス テ ムは,METEOを 除 け ば,全

て第1世 代 の 自動 翻訳 シス テ ム とい うべ きで あ ろ う。第1世 代 の シス テムは,

翻 訳 の質 が 悪 くて も内容 を読 み とれ る専 門 家 に対 し ては あ る程度 の価 値 はあ っ
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●

,

●

たが,そ の ま ま出版 物 にで き る程 の質 は得 られて い な い。METEOは 第2世 代

の シ ス テ ム とい われ てい るが,天 気予 報 文 とい う小世 界 に限 定 す る こ とに よ っ

て成 功 を納 め た シ ス テムで あ る。

　 EUROTRAな ど,当 面 す る=一 ズ に対 応 し よ うとしてい る現 在 の 自動翻 訳

の研 究 は,第2世 代 の シス テ ムを め ざ してい る。

　 第3世 代 の シ ス テ ムは,Y.Wilksな どが先 鞭 を つ けてい るが,未 だ これ か

らの課 題 であ る。 第3世 代 の シ ステ ムは 言 語理 解 シ ス テムの一 種 で あ り,省 略

や 指 示 語 な どに よ る参 照 関係 を解 くこ とな ど,シ ス テ ムと して の 自然言 語 の よ

り深 い 把握 をめ ざ し,そ の上 に構 築 され る シス テ ム であ る。

　 以 下,現 在 と り くまれて い る 自動 翻訳 研 究 につ い て概観 す る。

8.1.2.3.1.1　 TAUMプ ロ ジ ェク ト

　 カ ナ ダ のモ ン ト リオ[ル 大 学 では,カ ナ ダ政 府 の援 助を受 け て,1962年 以

来 一 貫 して 自動 翻 訳 の研 究 開発 を続 け てい る。 これ はTAUM(Traduction

Automatique　 de　 VUniversite　 de　 Montreal)プ ロジ ェク トと呼ば れ

てい る。METEOはTAUMプ ロジ ェク トの一 環 と してで きた シ ス テム であ る。

METEOは,天 気 予報 とい う狭 い 世 界 に限 定 して構 成 された シ ス テ ムで あ った

が,現 在TAUMは,も っ と一 般 に技 術 文 献 の翻 訳 を行 うシス テ ムを作 成 中で あ

る。 これ はAviationプ ロジ ェク トと呼 ば れ て お り,直 接的 には カ ナ ダ空軍 の

為 に ア メ リカ の航 空 機 マ ニ ュアル を フ ラ ンス語 に翻 訳 しよ うとす る もの で あ る

〔llO,　 260〕 。

　 カ ナダ政 府 は,bicultualismの 政 策 を と って お り,政 府 の 役 人 が英 仏 両

語 いつ れ に対 して も同 等 に仕 事 が進 め ら れ る よ うに し ようと して い る。 また こ

こ数 年 内 に,文 書 管 理 や機 械 翻 訳(用 語 デ ー タバ ン クを含 む)の ため の計算 セ

ン タを作 ろ うと してい る。TAUMの 動 きは この よ うな動 き に呼 応 す る もの で

あ る 〔110〕 。

　 Aviationシ ス テ ムは,次 の6つ の 部 門か ら成 る。

① 　形 態 分 析

② 　辞 書 引 き

③ 　統 語 分 析

④ 　 英→ 仏変換
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　⑤ 　統 語構造生成

⑥ 　形 態構造生成

　形態分析は,辞 書引 きル ーチ ンを使いなが ら次 のよ うなステ ップで行 なわれ

る 。

⑦ 不活用詞(前 置詞,接 続詞,冠 詞 な ど)の 抽出

　 　 　 　 within　 　→ 　 P(within)

　 　 　 　 seve「a1　 → 　　QUANT(severra1)

　 　 　 　 in　 the　 process　 of　 → 　P(intheprocessof)

㊦ 接 頭 辞 の 分 離

　 　 　 　 understood　 　→ 　　under十stood

◎ 　不 規 則形 の分解

　 　 　 　 analyses　 →　 SW(analysis)十S

　 　 　 　 stood　 　　 →　 SW(stand)十ED(pst)

◎ 　分 離 した接頭 辞 の復 元

　 　 　 　 under十SW(stand)　 →SW(understand)

⑧ 未 だ分析 されていない もの(不 変化詞 で も不規則形 でもない もの)の 語

　 　 幹 と 接 辞 へ の 分 解

　 　 ・-S,-ED,-ING,-LY,な ど の 分 離

　 　 　 tried　 　　→ 　　tri　 十ed

　 　 　 putting　 　→ 　　putt　 十 　ing

　 　 　 SerieS　 　　→ 　　Serie　 -1-　S

　 　 ・終 端 のttをtに 変 え た り,終 端Qiをyに 変 えた りして 原 形 を想定する。

　 　 　 putt　 　→ 　　put

　 　 　 tri　 　→ 　　try

　 　 ・以上 の よ うに分 離 した形,も との ま まの形 を両 方 と も辞 書 と照 合 す る。

　 　 ・辞 書 の情 報 を書 き移 す 。

　 　 　品詞 　 　 名 詞 の場 合 …

　 　 　 　 　 　 　 意 味素 姓(ANI,　 CONC,　 ABST,…)

　 　 　 　 　 　 　動 詞 の場 合 …

　 　 　 　 　 　 　 　適 合 的 な格 の カ テ ゴ リ,必 要 な 前置 詞(listen　 to,…)
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⑨

■

　 　 　　 　　な ど

　 　 　　辞書 は,機 能 語 な ど高 頻 度 の語 は主 記憶 に他 は デ ィス クに入 って い る。 形 態

　 　 　分析 部 門はPasca-11で 直 接 にプ ・グ ラ ムす る こ とに な って い る。

　 　 　　統 語 分析 部 門 は,次 の2つ の段 階 か ら成 る。

　 　 　 ⑦ 　名 詞 句 や動 詞 句 を解 析 して解析 木 を作 りあ げ る。

　 　 　　 　　 　 A.t(U*)→D,t(A,t(U*))

　 　 　　 　　 　 D,t(V*)+N(で)→NP(N(X*),　 D,t(V*・))

　 　 　 O結 果 を標 準 形 に変 換 す る。 す な わ ち;

　　　　　・関係詞節 の先行詞を復元す る。

● 　 .動 詞句を前 に出し,名 詞句をその引数の位置 に配す る。

　 　 　　 　 ・受動 態 を能 動 態 に 変 え る。

　 　 　　 　 ・形 式主 語 を 真主 語 に置 き換 え る。

　 　 　　 　　 　 It　 be　 Adj　 that　 S　 → 　　S　beAdj

　 　 　　 　な どの変 形操 作 を施 す。(図8-5参 照)

rX(GOVC「(PRS3S)・OPS(BE)・V(rNTERVIEW)),NP(N(COMMITI'EE) ,DEＴ(ART(DEF))))

GOV(T(PRS3S},OPS(BE) ,V(INTERVIEW))

:P(:(COMIMrlTEE),DET(ART(DEF)))

DET(ART(D珂)

1　Al叩E!F> lN(c。M,MiTT・E]E)

lrlc　 　 .－ COnUn"tCC

ops(BE)

T(PRS3S)

－ING　I　V(INTERVIEW) ↓

BE

ZV(INTERWEW)

▼

N(N在RV圧W)1

INmVI・w　 l－取 ・

'.　 も　 1 ・{w・ 竺・一
o

, 図8-5 TAUMの 分析 例(〔260〕 か ら引用)

統 語 分 析 部 門 は,REZOと い う言 語 で書 かれ る こ とにな っ てい る。　REZO

は,A.WoodsのATN(Angmented　 Transition　 Network)文 法 に 基 く

言 語 で あ り,Pasca-11で 書 か れ て い る 。　REZOは.不 成 」pに 行 き つ く解 析

を 早 い 時 点 で 逃 げ た り,同 一 表 現 の 分 析 を く り 返 す こ と を 避 け る な ど の 機 能 を
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もって お り,技 術 文 献 に よ く現 れ る長 い名 詞連 続 の分 析 を効 率 的 に行 な え る よ

うに配慮 して い る。

　 変換 部門 は,各 辞 書 項 目 に書 か れ て い る翻訳 規 則 をイ ン ター プ リッ トす る形

式 を と ってい る。 翻 訳 規 則 は 一般 に,解 析 され た木構 造 に関 連 して記 述 され る。

　 た とえば,"to　 replace"の 翻 訳 規 則は 次 の よ うな記 述 にな ろ う。

　 if:そ の 目的 語 は 「消 耗 品 」 とい う意 味特 徴 を もって い ない。

　 then　 :"remplaeer"

　 else　 if:そ の 目的 語 に 「ひ び わ れ た」 「こわ れた」 な どの形 容 詞 がつ い

　 　　 　　 　　 てい ない 。

　　　 th,n:・rem。ttre　 en　 p1。,e・ 　 　 　 　 　 　 　 ●

　 　 　 else…

　 統 語 構 造 生 成 部 門 は,複 錯 し た 木 構 造 を 次 々 と 分 解 し て 木 の 列 に 変 換 す る 。

た と え ば;

　 SN(N(Gens),　 Det(Les),　 GP(P(De),　 SN(N(Village),Det(Le)り))

→Det(Les)十SN(N(Gens),　 GP(…))

→Det(Les)十N(Gens)十GP(…)

→Det(Les)十N(Gens)十P(De)十SN(N(Village) ,　Det(Le))

→Det(Les)十N(Gens)十P(De)十Det(Le)十N(Village)

　 統 語 構 造 生 成 の 操 作 は,こ の よ う に 完 全 に 決 定 論 的 な 操 作 で あ る 。 こ の 変 換

規 則 は,Q-systemで 書 く こ と に な っ て い る 。

　 形 態 構 造 生 成 と は,最 終 的 な 表 層 上 の 記 号 列 を 生 成 す る こ と で あ る 。 た と え

ば,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　 Det(LES)　 → 　1es

　 P(DE)十DET(LE)　 → 　 du

〔附 録4〕

8.1、2.　3.1.2　 グ ル ノ ー ブ ル 大 学 の 自 動 翻 訳 研 究

　 グ ル ノ ー ブ ル 大 学 のCETA(Centre　 d'Etudes　 pour　 la　 Traductio　 n

Automatique)で も,1961年 以 来 一 貫 して 機 械 翻 訳 の 研 究 開 発 を す す め て

き た 。

　 最 初 の 約10年 間 は,中 間 言 語 法 に 基 い て,ロ シ ア 語 か ら フ ラ ン ス 語 へ の 翻

タ
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訳 シ ス テムを 開発 した。 また 日本語,ド イ ツ語 か ら フ ランス 語 へ の翻訳 も試 み

られ た。

　 中 間言 語法 とい うのは,翻 訳 しよ うと してい る2ヶ 国語 間 に人工 的 な 中間 言

語(CETAで はpivot　 languageと 呼 んだ)を 設 定 して,中 間 言 語 へ の分 析 ・

変換,中 間言 語 か ら の生成 を通 じて2ヶ 国語 間 の翻 訳 を実現 し よ うとす る手 法

であ る 〔260,570〕 。

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　※interlingua

●

　 　 　 SL

(source　 language)

　 　 TL

(targe　 t　 language)

●

　 しか し中間 言 語 とい って も意 味 表 現 に まで至 って わ け では な く,語 　 もそれ

ぞ れ の言 語 で そ れぞ れ に表 現 す るの であ って,統 語構 造 が 両言 語 の橋 渡 しに な

れ る よ うな形 式 を 見 出 そ うとした もの であ る。

　 CETAの この 方法 は,中 間言 語 に移 す こ とに よ って原文 に あ った 種 々の情

報 を失 って しま って うま く翻訳 で きな い,シ ス テ ムが硬 す ぎ て弾 力性 が ない,

な どの欠 点 が 明 らか にな っ た。1971年 の段 階 で も正 し く翻 訳 で き るのは42

%だ った と報 告 され て い る 〔260〕 。

　 グルノ ー ブル 大学 の計算 機 設 備 が1971年 に更新 された の を機 に,CETA

はGETA(Groupe　 d,Etudes　 pour　 la　 Traduction　 Automatique)

と改称 し,ま た機 械 翻 訳 の ア プ ローチ を改 め る こ と にな った。Pivot　 langu-

ageを 介 す る方法 をや め て,モ ン ト リオ ール 大 学 のTAUMプ ロジ ェク トと同

様 の,分 析 ・変換 ・生成 の3段 階 か ら成 る方 法,す なわ ち第2世 代 の 方法 に切

り換 えた。 これ はpivot　 languageに よ る方法 の行 きづ ま りを打 開 す る と と

もに.ヨ ー ロ ソバ の どの言 語 間 の 翻訳 に も使 え る シス テム を め ざ した もの で あ

る。

　 GETAで は,処 理 の各 段 階 に用い られ る ア ル ゴ リズ ムは,そ れ ぞれ の段 階
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に 適 合 し た も の で あ る べ き で あ っ て,必 要 以 上 に 複 雑 で あ っ た り,強 力 で あ っ

た り し て は な ら な い と い う 考 え か ら,Q-systemやATNの よ う な 言 語 で 一

律 に 記 述 す る の を 排 し.次 の よ うな い く つ か の 言 語 を 開 発 し た 〔90,260,580,

590〕 。　 (図8-6,図8-7参 照)

①

②

③

④

　 ATEFは,非 決 定 性 有 限状 態 モ デル に基 い て,　 　 　 　 　　 　 　 　 決 定性

有 限 状 態 モ デル に基 い て,記 号列 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 木 の変

換 を行 う。ATEFとROBRAに は,無 駄 な木 を生 成 を避 け る為 に,さ まざ ま

の ヒ ュー リス テ ィ ソク スを組 み 込 め る よ うに な って い る。GETAの シ ステ ム

は 非 常 に柔軟 で,人 間 が介 入 して対話 的 に分 析,生 成 す る こ とも可 能 で あ る し,

"
real　 time　 knowledge"や"common　 sense　 knowledge'}を 組 み 入

れ る こ と も不 可 能 では ない と して い る。

ATEF　 　… 形 態 分析 部 門

ROBRA　 … 統 語 分析 部 門お よび統 語 生 成 部門

TRANSF… 翻 訳 部 門

SYGMOR… 形 態 生 成部 門
◆

幽 『 ・・'

… ＼
　エ/

　 　　 　 　　 べ 　 r/・
　 　 　 　 　 　 　 ,、　　　ノ
　 　 　 　 　 　 　 　 、　　,
　 　 　 　 　 　 ㍑　 ∀'

Texte　 in　 target　 lnngu8ge

　 タ

/_㎞

・ ●

.　　A　 tra"$|atien　 systetn　 is　 e　 sequence　 of　 si)【 煩ode|s　 :

(1)　morpholog{cal　 enaly$fs,　 {2}　mult{1evel　 an　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |y

phase賃 　{monolinguε1}.　 {3}　1ex{cal　 transfec,　 〔　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )
・transfer　 Pha$e筒 　(bi ・1ingual,

,　{5}　syntaetic　 　en

gener"ion　 f。r　the"S.nerat{。n:hase'(mon。11　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 gu

is　 for　 the"analysis

tructuドal　 tran5fer　 for　 the

ration,　 `6)　 morphological

1).te・

図8-6 (〔590〕 か ら 引 用)
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q 図8-7 (〔590〕 か ら 引 用)

■
8.1.2.3.2　 意味 理解 の問 題

　 か つ てBar-Hille1は,　 完 全 な 自動 翻訳 の不 可 能 性 を主 張 して,意 味 理 解

の問 題 を提 起 した 〔40〕 。翻訳 家は,背 後 に も って い るい ろ い ろな知 識 を駆 使

して文 の意 味 を理 解 し翻 訳 とい う仕 事 を遂行 して い る。 しか し,人 間の も って

い る この知 識 とい うものは,形 式化 で きない 世 界 であ る。 従 って計 算 機 で完全

に 自動的 な翻 訳 をす る とい うこ とは 不 可能 だ とい う主 張 で あ った。
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　 Bar-Hille1は 次 の よ うな例 を示 して い る。

　 　 Little　 John　 was　 looking　 for　 his　 toy　 box.

　 　 Finally　 he　 found　 it.　 The　 box　 was　 in　 the　 p'e　n.

　 　 John　 was　 very　 happy.
"

pen"に は2つ の意 味 が あ る。

①Play　 pen　 … お もち ゃ箱

　②writing　 pen… ペ ン(筆 記具)

こ の場合 には,も ち ろ ん① の意味 に解 すべ きで あ るが,そ の よ うに解 釈 す るた

め には 現実 の世 界 に関 す る 「知 識」 を駆 使 しな けれ ば な らな い。 これは　 toy

boxとpenの 意 味 的 な 近 さ とい うよ うな言 語 上 の問題 と して扱 うこ とは できな

い。 な ぜ な ら,た と えばinkstandと(writing)penは 意味 的 に非常 に近 い

が,

　 　 The　 inkstand　 is　 in　 the　 pen.

の場 合 には,や は り① の意 味 に解 す べ きで あ る。

　 この よ うな こ とか ら,Bar-Hillelは 「完全 に 自動 的 で 高 い品 質 の 翻 訳

(FAHQT)」 の不 可 能性 を 説 い た。 と ころ が一 方 で,　 「問 題 点 が 明確 に な っ

た 。 『知 識 』を 使 って 『理 解 す る 』とい うこ とが問 題 な の だ。 こ の問題 に挑 戦

しよ う。 」 とす る流 れが あ った。MMinskyを は じめ とす る,い わ ゆ るAI

(Artificial　 Intelligence)学 派 で あ る。AIは 言 語 の問 題 に限 らず,広

く人 間 の認 識 能 力,問 題 解 決 能 力,理 解 能 力 の 問題,ま た 『知 識 』の表 現 方法

の問 題 な ど人 間 にお け る情 報 処 理 に関心 を寄 せ る こ とにな る。

　 機 械翻 訳 の初 期 の|1失 敗|1は,N.　 Chomsky　 等 の生 成文 法 学 派 を 中心 と し

た統 語理 論 の見 直 し ・深化 を促 進 しtc　一一方 で,こ の よ うにAIへ の関 心 を促 進

す る こと にな った。 しか しAIに お け る 自然 言 語 研究 では,自 然言 語 を 人 間 と

計 算 機 と のイ ン ター フ ェイ ス と して用 い よ うとい う応 用 とか らめ て,『 理 解 』

の証 しを 質 問 応答 シ ス テ ムの構 成 に求 め る研究 が 多 く,翻 訳 の 問題 が と りあ げ

られ る こ とは 少 な か った。

　 しか し,翻 訳 で き るため には,一 定 の 『理 解 』が必 要 で あ る こ とは 明 白で あ

り,従 って言 語理 解 の研 究 が 進 めば,そ れ は機 械 翻 訳 に影 響 を及 ぼ す で あろ う

こ とは 当然 であ る。 機 械 翻 訳 の 第3世 代 とい うのは,こ の よ うに,翻 訳 の背 景
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◆

●

に あ る意 味 理解 の問題 に立 入 って 自動 翻 訳 の シ ステ ムを構 想 し よ うとす るもの

で あ るc

　 『理解 す る 』とい う背 景 がな け れば ど うして も解 決 で きない事 柄 としては,

Bar-Hillelが 指 摘 した よ うな多 義 語 の問 題 のほ か.代 名詞 な どに よ る参 照

の 関係 を 同定 す る問題,省 略 され てい る語 を補 う問題 な どが大 きな 問題 であ る。

　 Y.Wilksは,彼 の シ ス テムNLUS(Natural　 Lauguage　 Understand-

ing　 System)で,英 語 か ら フ ラ ンス語へ の翻訳 を実 験 してい る 〔630,640,

650〕 。Y.Wilksは,自 動 翻訳 の た め には 『理解 す る 』 こ とは 確 か に必 要 だ

が,し か しAIの 分野 でE .　CharniakやR.　 Schankそ の他 が展 開 してい るほ

どに 「深 く理 解 す る」必 要 は ない だ ろ うとみ てい る。Y .Wilksの 方法 は一 種

の 中 間言 語 法 で あ っ℃ 　 semantic　 templateと 呼 ばれ る意 味 表 現 を介 して

翻 訳 を実行 して い る。

　 『理 解 』の問題 に挑 戦 す るAI側 か ら の様 々の ア ブ ・一 チ につ い ては,別 の

章 で 詳 し く論 じられ て い るの で,こ こで は述 べ ない。

8.1.2.4　 ECの 多言 語 問題

　 ECで は,　 EC諸 国 語 間 の翻 訳 に対 す る需 要 が尾 大 な もの にな って きてい る

〔490〕 。　 EC議 会 の予 算 の半 分 以 上 が,こ の多 言語 問題 か ら発 生 す る 支 出

にあ て られ て い る とい う。EC委 員会 の職員 の3人 に1人 は,多 言 語 問題 の処

理 の た めの仕 事 に終 日従 事 して い る。1977年 には委員 会 内 部 で 行 っ た 翻 訳

が50万 ペ ー ジ外 部 に委 託 した 分 が5万 ペ ー ジ もあ った とい う。EC参 加 国 が

増 え れ ば,こ れ は さ らに組 み合 わ せ論 的 に増 え るこ とにな る。

　 EC委 員 会 では,1976年 に,EC域 内 の情報 流 通 を改 善す るため の行動 計

画(action　 plan)を 策定 した 。行 動 計画 の 内容 は,

　 ①EURONET(European　 lnformati・n　 Network)を 建設 して,現

　　 在 小 数 の 人だ け が使 用 可 能 な デ ー タベ ー スを多 くの人 に解 放 す る こ と。

　 ② 多言 語 問 題 を 解決 す るた め の さ まざ まの手段 を見 出す こ と。

で あ った 。 もち ろん デ ー タベ ース も多言 語 的な もの に しな けれ ぽ な らず,① の

課題 は② の課 題 を惹起 す る こ とに な る。EC委 員 会 では,こ の行 動 計 画 を具 体

化 し実行 す るた め の諮 問 委員 会CETILを1977年 に設 立 して い る。

　具 体 的 な動 き と しては,
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　 ・EURODICAUTOMな ど 用 語 デ ー タ バ ン ク の 整 備

　 ・SYSTRANの 試 用,改 善

　 ・新 し い 自 動 翻 訳 シ ス テ ム(EUROTRA)の 計 画 、

な ど が 行 な わ れ て い る 〔490,680〕 。

8.1.3.機 械 翻 訳 の今後

　地 球 上 の言 語 が統 一 され る こ とは あ り得 な い し,ま た 各言 語地 域 が それ ぞれ

に孤 立化 す る こ と もあ り得 な い。 各 地域 内 の社 会 的交流 は確 実 に増 大 してい く

方 向 にあ るが,言 語 のち が い は そ れ を妨 げ る障壁 であ り,従 って言 語 の相互 変

換の必要酷 醸 囎 大 してい く茄 であるゴ 巨常醗 避 見せてい訊 在の ●

計算 機技 術 を活 用 して,正 し く,速 く.し か も安 く翻 訳 す る技 術 を 確立 す る こ

とは,依 然 として今 後 期 待 す べ き課 題 で あ る。

　 用語 デ ー タバ ン クな どの翻訳 支 援 技術 は,有 効 性 が確 実 な現 実 的技 術 的課 題

で あ る。 自動翻 訳 技 術 につ い ては,FAHQT(完 全 に 自動 的 で高 品質 の翻 訳)

を期 待す る こ とは で き ない が,言 語 理 解 研 究 のサ ブ ・セ ッ トとして,言 語 を よ

り深 く体 系 的 に把握 す る こ との上 に成 り立 つ,今 後 に期 待 す べ き研 究課 題 で あ

る。

●
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附

①

②

録

IBM－ ジ ョ ー ジ タ ウ ン ・ シ ス テ ム(露 一 英)の 公 開 実 験 の サ ン フ.ル'

(〔10〕 か ら引用)

　　　　　The　 quality　 of　crude　 oil　is　determined　 by　calory　 content.

　　　　　The　 quality　 of　saltpeter　 is　determined　 by　chemical　 methods.

　　　　　TNT　 is　produced　 from　 coaL　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　・

　　　　　They　 obtain　 dynamite　 from　 nitroglycerine.　 　 　 　 　 　 　 　 、

　　　　　Ammonite　 is　obtained　 from　 saltpeter.

　　　　　Gasoline　 is　prepared　 by　chemical　 methods　 from　 crude　 oil.

　　　　　They　 prepare　 ammonite.

　　　　　Gasoline　 is　produced　 by　chemical　 methods　 from　 crude　 oiL

　　　　　The　 price　 of　cmde　 oil　is　determined　 by　the　market.

　　　　　Calory　 content　 determines　 the　 quality　 of　crude　 oi1.

　　　　　TNT　 is　prepared　 from　 coa1.

EURATOMの ジ ョ ー ジ タ ウ ン ・ シ ス テ ム(露 → 英)の 出 力 例

(〔10〕 か ら引用)

◆

Biological　 experiments,　 which　 were　 conducted　 on　 different　 cosmic　 LETA-

TEL6NYX　 APPARATI,　 the　 astrophysical　 investigations　 of　 cosmic　 space　 and

the　 flights　 of　 Soviet　 and　 also　 American　 KOSMONAVTOV　 with　 the　 sufficient

convincingness　 showed,'that　 the　 short-term　 orbital　 flights　 of　 below　 radia-

tion　 belts　 of　 ground　 upon　 the　 absence　 of　 the　 increased　 solar　 activity　 in

radiation　 relation　 are　 safe.　 Obtained　 by　 KOSMONAVTAMI　 of　 dose　 of　 radia-

tion　 at　the　 expense　 of　 initial　 cosmic　 radiation　 and　 the　 radiations　 of　 eXternal

radiation　 belt　 are　 so　 smal1,　 that　 cannot　 hav.e　 harmfUl　 action　 on　 the　 organism

of　 man.

　　 In　 these　 experiments　 there　 were　 used　 mammals(dogs,　 mice,　 KRYSY,

the　 maritime　 piglets),　 MUXI　 DROZOFILY,　 vegetable　 objqcts.　 The　 seeds　 of

higher　 plants(wheat,　 the　 pea,　 LUK,　 pine,　 beans,　 REDIS,　 MORKOV6　 etc.)

MIKROSPORY　 TRADESKANQH,　 the　 culture　 of　 alga　 of　 chlorella　 on　 the　 differ-

ent　 feed　 environments,　 numerous　 biological　 and　 QITOLOGICESK][E　 objects

on　 TKANEVOM,　 cellular,　 SUBKLETOCNOM　 and　 molecular　 levels(Ghrdjian,

1962and　 Antipov　 with　 Soavt　 1962).　 In　 experiments　 on　 mammals　 special

attention　 was　 devoted　 to　 the　 investigation　 of　 state　 of　 system　 of　 KROVOT--

VORENI4,　 the　 determination　 of　 intermediate　 products　 the　 exchange　 of

nucleinic　 acids(DEZOKSIQITIDINA　 and　 DIWEPOLOJITEL6NYX　 sub-

stqnces),　 the　 stUdy　 of　 the　 state　 of　 natural　 IMMUNITETA　 The　 determination

of　 content　 of　 SEROTONINA　 in　 blood.　 Besides　 this,　 there　 was　 conducted　 the

check　 for　 the　 state　 or　 PIGMENTAQII　 the　 hair　 at　 black　 mice(the　 1ine　 C(57)

Y)the　 Physiological)shifts　 were　 studied　 also　 on　 the　 seeds　 of　 higher　 plants,

microorganisms,　 the　 cells　 of　 the　 different　 tissues　 in　culture　 and　 T　 D.
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③ ECで のSYSTRANの 試 用例(英 一 仏)

… … 原文 ,な まの翻 訳 文,後 編 集 した文 ……(〔20〕 か ら引用)

THE　 ENGLISH　 OR工GINAL

Introduction

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　 ・

Before　 final　 implementa七ion　 of　 Regula七ion　 (EEC)　 2967/76　 0f

2三5rd　 November,　 1976　 0n　 the　 wat .er　 conten七 　〇f　 frozen　 and　 deep-

frozen　 chickens,　 hens　 and　 cocks　 七he　 question　 of　 the　 corre-

1ation　 between　 the　 七wo　 analytical　 me七hods　 for　 determining

extraneous　 wa七er　 in　 七hat　 regulation　 has　 been　 raised.

工n　 order　 to　 compare　 the　 two　 analytical　 me七hods　 (annex　 工工1,

七he　 protein　 me七hod,　 and　 annex　 工V　the　 fat・-free　 dry　 ma七 七er-

method)　 七he　 services　 of　 七he　 EEC　 Commission　 asked　 two　 labo-

ratories　 -　 Bundesanstal七 　fUr　 Fleischforschung,　 Kulmbach
,G

erraany　 and　 the　 Danish　 Research　 工nstitute　 for　 Poultr:　 Pro-

cessing,　 Hillerdd,　 Denmark-　 to　 carry　 out　 comparative　 ana-

lyses　 on　 deep・-frozen　 chicken　 and　 hen　 carcasses　 wi七h　 the　 two

methods.

含

●

Assisting　 in　 planning　 and　 carrying　 ou七 　the　 s七udy　 were　 a=Lso

Dr.　 P.　 Stevens,　 Station　 de　 Recherches.Avicoles-i　 INRA
,N

ouzilly,　 Francee　 and　 Dr.　 J.　 van　 Hoof,　 Labora七 〇rium　 voor

Hygi… …ne　 en　 Technologie　 van　 Eetwaエ ・en　van　 dierlijke　 Oorsprong,

Gent,　 Belgium・

The　 study　 was　 numbered　 P.200　 by　 the　 EEC　 Commission　 services,

and　 七he　 actual　 work　 of　 七he　 study　 was　 divided　 by　 the　 labora-

tories　 in　 七he　 fol10wing　 way:　 All　 hens　 were　 slaughtered　 by

the　 Gent　 Laboratory,　 and　 the　 hens　 were　 divided　 between・

Kulmbach　 and　 Hillerg∫d.　 All　 chickens　 were　 slaughtered　 by　 the

Hiller㎡d　 institute　 and　 七hey　 were　 divided　 between　 Kulmbach

and　 Hiller¢ ∫d.　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '

This　 report　 describes　 the　 Danish　 par七 　〇f　 the　 study　 for　 the

chickens　 analyzed　 in　 Denmar1(.　 A　 repor七 　〇n　 七he　 Danish　 analyses

.of　 七he　 hens　 will　 form　 part　 工工　of　 this　 repor七.

■

－Live　 chick
ens.　 The　 chickens　 foxr　 the　 study　 were　 taken　 from

　.two.　 small　 flocks　 of　 七he　 same　 genetic　 origin　 reared　 in　 the

　Reseal・ch　 Station　 for　 Poultry　 Breeding　 at　 Hillerφd.　 They　 were

　at　 the　 七i血e.　of　 slaughter　 (17七h　 and　 18th　 October,　 1977)　 う9-40　d
ays　 and　 55-5i6　 days　 respectively.　 ユ)hey　 were　 White　 Plyrnouth

　Rocks.　 They　 have　 been　 given　 a　 feed　 wi七h　 the　 following　 com-　

position:

1
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40%maize

2C%　 barley

24016　 七〇as七ed　 soy　 bean　 cakes

　ヲ%　meat　 and　 bone・-meal

　4%　 fish　 mea1

う%oats

ラ96anima1　 fat

　う%minerals　 a.nd　 vi七amins

」

●

All　 had　 been　 s七arved　 for　 a七 　1eas七 　12　 hours　 before　 slaugh七er.

On　 each　 of　 the　 two　 days　 う　times　 25　 chickens　 (for七hree,　 　　　　 ・

weigh七 　groups)　 were　 caugh七 　and　 transpor七ed　 to　 七he　 .near-by

s1augh七erhouse　 (distance　 app.　 500　 me七er).　 Each　 weightgroup

should　 contain　 24　 chickens　 一　七he　 25th　 being　 an　 ex七ra
t　七hat

was　 slaughtered　 bu七 　not　 used　 in　 七he　 s七udy.

一 旦.　All　 chickens　 were　 elec七rica11y　 stunned
in　 a　 water　 stunner,　 k‡11ed　 and　 bleeded,　 bu七 　removed　 from　 七he

slaughter-Mne　 before　 the　 sca1(ling　 七ank.　 They　 were　 then　 hand-

plucked　 and　 eviscerated.　 All　 organs　 and　 七he　 neck　 were　 re-

moved.　 They　 were　 dressed　 according　 to　 the　 definition:
i'plucked　 and　 drawn

s　without　 heads　 and　 feet,　 and　 withou七
heart・ ・liv・rs　 and　 giz・ards・called　 6S)//e　ghickens",　 and　 with

七he　 removal　 of　 七he　 neck●

The　 carcasses　 were　 七hen　 divided　 in　 two　 groups　 (12　 from　 each

weight　 class)　 and　 numbered　 by　 application　 of　 rubber　 rings

around　 the　 thighs,　 七he　 same　 number　 being　 applied　 七〇　the　 七wo

七highs　 of　 the　 same　 chickens.　 Those　 destined　 for　 immedia七e

deep-freezing　 were　 given　 a　 number　 preceded　 by　 a　 Roman　 工,

those　 destined　 for　 wet　 chilling　 with　 a　number　 preceded　 by

a　Roman　 I工.

[[]HE　RAW　 SYSTRAN　 OUTPUT

Introduction

●

●

Avant　 l　t　ex6cution　 finale　 du

2うrd　 novembre　 19?6　 suエ'1a

poules　 e七 　des　 coqs　 ge16s　 e七
　 オ　　　　　　　　　　　　サ

relatlon　 en七re

ner　 de　 l　leau　 6trangdre　 A　 ce

Pour　 comparer　 les

rn6thode　 de　 prot6ineS,　 e七

non　 grasse)　 1es　 services　 de

mand6　 a　deux　 laboratoires　 _

De　 Bundesan .stal七,　 Kulmbach,

recherche　 dandis　 p。ur　 la

mark　 -　 dleffectuer　 des

des　 carcasses　 gel6es
　 ク
methodes.

les　 deux　 m6thodes

deux　 m6七hodes

　　　　　　　l`annexe　 工v

　　rさglement　 (1a　 CEE)　 2967/76　 de
teneur　 en　 eau　 des　 pou=Lets,　 ces

　　surge16s　 =La　question　 de　 la　 cor-

　　　　　　　analytiques　 pour　 dξ 七ermi-

　　rさ91ement　 a　 6t6　 soulev6e.

　　　　　　analytiques(annexe　 llエ,1a
　　　　　　　　　　　la　 '　　　　 　 "

la　 CommiSStion　 de

　　　　　　　ia　 fourrure

　　　　　　　1IAllemagne

　　　　volaUle

　　analyses

de　 poule　 et　 de

1mport-methode　 seche

　　　　　la　 CEE　 on七 　de-

Fleischforschung

et　 llinsti七ut　 de、

　　七raitant,　 Hillerod,　 Dane-
compara七ives　 sur　 profond　 -

　　　　poulet　 avec　 les　 deux

÷id・r　 a　 1・p1・nifi・a七i。n・ 七 ・n・ffect・ ・n七1,6tud・et・i・nt　
ega]-ement　 dr.　 P.　 S七evens,　 pos七e　 De　 Recherches　 Avico1es　 一

　工NRA,　 Nouzilly,　 France,　 et　 le　 sabot　 de　 dr.　 」●　van,　 le　 carnion
.anglais　 dierlijke　 Oorsprong,　 Gen七,　 Belgique　 De　 Ee七waren　 de

　 camion　 De　 Technologie　 de　 1,hygiさne　 de　 Laboratorium　 voor.
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L・6tude　 a　 6七6　 num6rot6e　 P　 200　 par　 les　 services　 de　 la　 CEE　 de

la　 CommisSion,　 e七　le　 travail　 r6el　 ce　 1`6tude　 a　 6七6　 divis6

par　 les　 laboratoires　 de　 la　 maniさre　 suivan七e　 :　toutes'1es

離:器ll離 ㌶:::ξ 。leK謡 言eH:1、:::猛 。1・ieS
pouユets　 ont　 ξt6　 abattus　 par　 l,ins七i七ut　 j)e　Hillerod　 e七　ils　 on七

6t6　 divis6s　 en七re　 Kulmbach　 et　 Hiller。d.

'Ce　 rap
por七 　d6cri七 　la　 partie　 danoise　 de　 16七ude　 pour　 les　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pou-

　　　　　 analys6s　 au　 Danemark・ 　Un　 rapPor七 　sur　 les　 analyses　 dan_
lets

oises　 des　 poules　 fera　 partie　 I工　de　 ce　 rapport.

Poule七s　 vifs.　 Les　 poulets　 pour　 P　 6tude　 ont　 6七6　 pris　 de　 deux

pe七its　 troupeau)c　 de　 m6me　 origine　 g6n6tique　 61ev6s　 dans　 le

centre　 de　 recherches　 pour　 volaille　 61evan七 　au　 Hiller .od。 　工ls
　 ク　　　　　　　ロ

e七aient　 lors　 octobre　 d`aba七tage　 (de　 dix-sep七ibme　 et　 dix-

huitibme,　 de　 lg77)　 59-40　 jours　 e七　de　 う5-56　 jours　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　respective-

men七.　 工1s　 6taient　 les　 rochers　 blancs　 Plyinou七h.　 11s　 ont　 6t6

donp6s　 un　 fourrage　 aVec　 la　 composition　 suivan七e　 :

ma工s　 de　 40%　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

0でge　 de　 20%

24%　 ont　 gril16　 des　 ga七eaux　 de　 haricot　 de　 soja

う%viande　 et　 engrais　 d`os　 　　　　　　　'

farine　 de　 poissons　 de　 4%

avoine　 de　 う%
　 　 　 ロ　　へ

matiere　 grasse　 animale　 de　 ラ%　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,
　 リ　　　　 ク

m■neraux　 et　 vitamines　 de　 う%

Tou七 　avait　 6七6　 affam6　 pendan七 　au　 moins　 l2　 heures　 avan七

llabattage・ 　Sur　 chacun　 ces　 deux　 jours　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 う　fois　 25　 poulets

(pour　 trois　 groupes　 de　 poids).　 £七re　 recueilli　 et　 transport6

A　 1.abatoir　 voisin　 (distance　 apP.　 50し 　co血pteurs).　 Chaque

poids-groupe　 doi七 　contenir　 24　 pou=Lets　 -　 25th　 Etre　 un　 figu-

rant'　 qui　 a　 6t6　 abattu　 mais　 pas　 n,a　 pas　 6t6　 employ6　 dans

ll6tude.　 　　　　　　　1

ヴ

assomes　 dans　 une　 eau　 stunner,　 tu6s　 et
.bleeded,　 mais　 enlev6sd

e　 la　 abattage　 ligne　 avant　 le　 r6servoir　 d`6chaudage .　Ils
hand-plucked　 e七　〇nt　 6t6　 6visc6r6s　 a=Lors ・　璽ous　 les　 o「9anes

et　 le　 col　 ont　 6七 邑　enlev6s.　 工ls　 ont　 6t6　 habi116s　 selon　 la

d6fini七ion　 t,plume　 et　 tir6,　 sans　 ces　 tetes　 et　
.des　 pieds,　 et

sans　 des　 coeurs,　 foies　 e七　g6siers,　 appe16s　 poule七s　 de　 65]6,

et　 avec　 1,61imination　 du　 co1.

Les　 carcdsses　 on七 　6七6　 alors　 divis6es　 dans　 deux　 groupes　 (12

de・chaque.classe　 de　 poids)　 et　 num6ro七6es　 par　 1'application　 　・

des　 anneaux　 en　 caou七chouc　 autour　 des　 cuisses,　 le　 m6me　 nombre

6tant　 appliqu6e　 aux　 deux　 cuisses　 des　 m6mes　 poule七s'.　 On　 a

donn6　 ces　 destin6　 A　 =La　 surg61ation　 imm6dia七e　 un　 nombre　 pr6_
　 ノ　　　　ク

cede　 par　 un　 Roman　 I工.　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

●

令
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THE　 SYSTRAN　 OU[PPUT　 REVISED

Introduc七ion

◆

議 蕊 難 撰ii,i欝i:竃i二:i:(ii;1聴 講

i三iil≧2:=dl:㌶y:ぽP:鑑6=SaC:・ 濫

● 盟ec;謬:,ll:。 …lu:,ml蒜S、 等:a:91xgg。ご:,{;1二 。・・-
seches　 n。n　 grasses),1es　 services　 de　 1・C。mmissi。n　 de　 1。　CEE

　　　　demand60nt
　　　　　　　　　　　　 A　 deux　 laboratoires　 -　 1a　 Bundesans七alt　 fUr
F1・ischf・rsch・ ・g　d・K・1mbach

,　A11…9n・,。t　 1。　D。 。i。h　 R。.

蒜c灌 濃:。fOE。:.:認,言 語 賠 。:';S二・ぎ:;=-
cgsses　 surge16es　 de　 poulets　 et　 de　 poules　 suivant　 les　 deux

Inethodes・

gnt　 69・1・1・nt　 c。h七ribu6　 a　 p・ ・gr・mm。r。t　 a。6。1ise。 　cett。
etude
　　　　　　le　 dr.　 P.　 Stevens,　 Station　 de　 Recherches　 Avicoles　 -

i鷲:議 。欝lil・:1・鴇 ・1↓・跳::f』 ・:eeig・ftg.;;㌍

㍑;1『{:i蒜6::ba,8Sm:1　 si.i　sn、::。碧,:芸 。:・1。S・:21。S七…・;9・、
a

mgn■ere　 suivante　 les　 travaux　 δ　effectしLer　 pour　 r6aliser　 celle -

　　　　toutes　 les　 poules　 ont　 6t6　 abattues　 au　 labdratoire　 de
Cユ:

il:i羅;li:竃ll藻 議1議 聖lii灘{躍d'

⑰

9

6tude　 on七 　e七e　 cho■sis　 dans
　 　 コ　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　ダ　　　　　ェ

o「 ■9■ne　 genet■que　 et　 ils

Cherches　 pour　 l　l　61evage　 de

ils　 ont　 6t6　 aba七tus　 O .es　 l7

respectivementう9-40

White　 Plymouth　 Rocks.　 On

la　 composition　 6tai七 　la

L・present　 r・pP。 ・t　d6cri't　 l・parti・d。n。ise　 d。1,6t。de　 ef .

鷲}議 鐸lis:lniiiii三:㌻::r;↓・=:rぽ
P。 ・1・t・vi¥・!} .1tL・・pesp・u1・ 七・q・i。nt　 f・it　 lt。b,i・t　 de　 cett。

,jours.e七

　　　　leur

　　　SU■vante

　　deux　 pe七i七es　 basses・-cours　 de　 meme
avaient　 6七661ev6s　 au　 centre　 de　 re_

　　1a　 volaille　 de　 Hiller¢Sd.　 Lorsqul

　　et　 180c七 。bre　 lg77)ils　 avaient

　　　　　55--56」 ・urs.　 ll　 s`agissait　 de

　　　　　avait　 donn6　 un　 fourrage　 dont
　　　　　　　　:

Ina工S:40%　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

orge:　 20%

tourteaux　 de　 s。ja　 grill6: .24%

v■ande　 et　 engrais　 d'os:う%

farine　 de　 poisson:　 4%

avoine:　 う'lo

gra■sses　 animales:　 う%
　 　　　　　 グ

m■neraUX　 et　 VitamineS言 う%
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エls　 avaient　 tous　 6t6　 priv■s　 de　 fourrage　 pendan七 　τ2　heures　 au

moins　 avant　 d　t　6tre　 abat七us.　 Pendant　 chacun　 de　 ces　 deux　 jours,

う　10七s　 de　 25　 poule七s　 (correspondan七 　A　trois　 ca七6F・Tories　 de　 au

P。ids)。nt　 6t6　 c・n・titues　 et　 transp。rt6s　 a　 1,・b・Ct・ir　 qui

se　 trouvait　 A　proximit6　 500　 m合tres　 environ.　 Chaque　 lot　 de-

vait　 comporter　 24　 poulets;　 le　 25さme　 6tan七 　en　 r6serve,　 a　 6t6

abattug　 mais　 il　 n　l　en　 a　 pas　 6t6　 七enu　 compte　 dans　 l,6tude.

　　Poulets　 abat七us.　 Tous　 les　 poulets　 ont　 6t6　 assomm6s　 61ec－

　　七riquernent　 dans　 un　 r6servoir　 d,eau、 　tu6s　 et　 saign6s,　 mais　　　 　　 エ　　　　　ノ

　　re七 ■res　 de　 la　 ligne　 dlaba七tage　 avant　 le　 bac　 dI6chaudage.　　I
ls　 ont　 6t6　 plum6s　 A　 la　 main,　 puis　 6visc6r6s.　 Tous　 les　 or-

.　 ganes　 e七　le　 cou　 ont　 6t6　 enlev6s.　 1=Ls　 ont　 6七6　 pr6par6s　 selon

　　la　 formule　 ,`plumるs　 et　 par6s,　 sans　 les　 abats　 (te七e、 　pattes,　　
・coeur

,　foie　 e七 　96sier),　 apPe16s　 poulets　 6う%1;　 e七 　sans　 eou●

"

●

Les　 carcasses　 on七 　alors　 6t6　 r6parties　 en　 deux

chaque　 cat6gorie　 de　 poids);　 par　 ailleurs`　 on　 les

au　 moyen　 dtanneaux　 en　 caoutchouc　 qui　 leur　 ont

tour　 des　 cuisses,　 le　 mξ…me　nombre　 figurant　 sur

ses　 d!un　 m§me　 poulet◆ 　Pour　 celles　 destinξes　 A

imm6dia七e$　 ce　 nombre　 6tai七 　pr6c6d6　 dlun　 I　 roma■n;

destin6es　 A　 la　 r6frig6ration　 humide,　 celui-ci

dlun工 工　romain・

groupes　 (=L2　 de　　　 　　　 　　 ノ　　　　　　　　　ノ
　　　a　 numerotees
　 　 ク　　　　　　　　　　　　　　クゾ

ete　 passes　 au-

les　 deux　 cuis－
　　　 　　　 　 ク　　　　　　　　　コ

1a　 surgelatlon
'　　

Dour　 celles

6tait　 pr6c6d6

④

(

TAUM-Project　 sviationの 実 験 例(英 一 仏)

〔260〕 か ら 引 用)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト　　　　　　ロ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　コシ　　　　　　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

[The　 utility　 systcm　 supplics　 half　 thc　 hydロulic　 powcr　 to　 operatc　 thc　 ailerons.

.dd・ ・,・nd　 h・ ・i・・ntal・t・i田ight　 c。 ・【・。ls,・nd・ll　 the　 p・w・ ・t・ 。P・rat・thc

・Ianding　 gcユr
,　spccd　 brakes,　 whcc王brakc　 systeni,　 nosc　 whecl　 stcer三ng,　 stユbility

　 augmentor　 systcm,　 gun　 gas　dcHcctors,　 gun　 gas　purg{ng　 systcm　 opcrationユnd

thc　tw・-P・ ・iti。n　n。 ・c　g…st・ut.　 Thc　 aight・ 。ntr・i　sy・t・m　s・pPli・ ・thc　remain－

三ng　h・】f。fthe　 hyd・ ・ulic　p・wer　 t。 ・pcr・t・th・ ・ilc・・ns,.dd・ ・and・h。 ・i・。nt・l

ta三1　flight　C。ntr・IS_　 　 .　 　 　 　 　 ・　 　 　 、　 '

　 In　add三tion　 to　pcr{odic　 replaccnicnt,　 the　Hight　 control　 and　 utility　systenl　 filters　 i

n亡he　 fusclage　 aft　scction　 should　 bc　replaccd　 whcncver　 thc　hydrauiic　 systcms

　 arc　suspccted　 ofbcing　 contaminatcd・]

Lc　 cir・uit　 d・s・rvitudcs　 f・urni:la　 m・iti6　 dc　 l'ξn・・g{・11yd・a・1iq・ ・p・u・

　 acrionner　 lcs　ailcrons,　 Ie　 gouvcrnail　 dc　 dircction、 　et　 Ics　 plans　 dc　 1'empennage'h

・・i・・ntal,・t　 t・utc　 l'ξn・ ・gie　 P。u・ ・cti。nn・r　 l・t・ain・d'att・ ・issag・,　 lcs　 ・6・。一

丘 ・in・,　lc　 ci・cuit　 du　 s・rv。 一・m・rtisscu・,1・ ・　d6ficct・u・ ・d・g・z　 du・ ・n・n,　 lc

　 f～)ncrionncmcntd'ξvacuation　 dc　 gaz　 du　 canon　 ct　la　contrc丘chc　 A　dcux　 pos{t三 〇ns

dU　tr品n　aV・nCエC　 Ci⊇tdC　 C。mmandC　 de　v・1・fbUrnit・1'aUt・C　ln・ 三ti6dC　l'6nCrg{C

hyd…liq・ ・p・u・ ・cti・nn・ ・les・ail・・。n・,1・g・ ・v・rn・il・d・di・ccti・n・t　 l・・phn・

　 de　l'cmpannagc　 horizontal　 .・ ・　　　　　　　　　　　　　　'

En　 pl・・du　 rcmPlaccnic・t　 P6・i。diq・c,11　 c・mm・M・d・v・1・:　 i・　ci・cuit　d・

s・rvit・d・ ・丘lt・c　d…1・p・ ・t・…ie・c・dn　 fuscl・・9・d・v臼ltξ ζ・c　・cmplac6　 chaquc

　 f～)is　quc　 lcs　circuits　 hydrauliques　 sont　 'soupgonn　 e:s　d'　C'　trc　gontamin6・

レ

●
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⑳

■

⑤ TAUM-METEOの 翻 訳例(英 一 仏)(〔260〕 か ら引 用)

〔L・WER・SτJ。HN田VER　 VALぽ

UPPER　 SτJOHN　 RlVER

WIND　 WARMNG甜DED　 BOTH　 REcrONS.

5NOW∧ND　 BLOWING　 SNOW　 TOI　 IGHT

βECOMINC　 INTERMrrrl…NT　 NEAR　 PA剛

FRn)AY.　 CLOUDY　 WIτH　 PεRIODS　 OF

UCHT'　 SNOW　 FRIDAY.∬RONG　 GVSTY:

NORrHEtAsr1…RLY　 WINDSτONIG}π

BECOMING!　 ORTHWESTER二Y　 WINDS

fRIDAY　 AFTERNOON.]

　 　　　ク
VA,LLEE　 DU　 BAS　 ST　jEAN

HAU了srr　 JEAN
　　　　　　ロ
FIN　 DεL∧VIS　 DεVENτPOVR　 LI…S　DEUX
　 ク
RεGIONS.　 CETTE　 NUIτNI…IG置 　E〕r

?OUDRERIE　 DEVEN　 ANT.　 PASSAGERES

VENDRED【 λL,AUBE.　 VENDREDI　 NUACεUX

AVEc　 FAIBLES　 CHUTεS　 DE　 NEICE
　　　　　ぺ
PASSACERES.　 CETrE　 NUIτVEN了s　 FORTS

DU　 NORD　 ESτSOUfft∧NT　 EN　 RAFALES

DEVENANT　 VεNTS　 FOR了S　 DU　 NORD　 OUES了
　　　　　　　　　　 ツ
VENDREDI　 APR£S鴎MIDI.

⑥ CULTの 出 力 例(中 一 英)(〔430〕 か ら引用)

ON　 7HE　 ▼貸A尉SGRεSSION　 O,　 CHA日AC† ε良1S▼IC　 FO貸HS

　　　　　　　　　　　　　　WU　 6U▲ 陶G－ しEI

　　　　　　　　　　　(　Pεx1"6　 U飼1V「RSt▼V　 》

《R
.ECEIVFD　 bfC・S'to74,

.●

　　　　　FISRE　 bUNbtlヤ 川S　 K:N・S7・UC・U・ ε,　HAS▼ 鮪εFU"▲ 岡F判 †^口H,0貝 ▼^阿 ▼

Sr6N!F!C^NC臼`orr'ε9ENY1禽L　 GEOHE▼ 良∀.　VHICH図 。甘teo・S　 Vε 費V。8V10US
.

▼鮪tS　 VtεUpOIH† 　IS　 良AISεD　 nY　 exE日N　 SHεFH6・SHε"　 IN　 †HE　 `OS,　 FI良S†

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t'oεXP良 εSSεO　 IN　 DεYA1し 　1N　 A　 SHO日 †　ρAPε 自　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U日17†EN　 OY　 HIH　 CONC
ERN川6　 了"E　Gaus,.

Bono"　 　「O費HUしA　 l"1944:　 しε†　κ　9ε 　A　 COHPAC了 　91匡MAHN1AN　 HAN1,0to,　 †Hε　U紺1†

VFC了O良 　ON　 x　 FoRN　 A　 SPH口 臭ε　8U鱒Oし 匠　γ.　 ▼Hε 　1,　†0τAt　 CU費 ∀A▼URε 　σ'　0「

良1εHAH駕1AN　 HA旬1FOLO　 X　 CAN　 9匠 　ε買P貝 εSSεD　 AS　 A　 CしOSε り　01FFε 良ε岡▼1At　 90費H　 △

ONX・ 　†Hε 　tOHOHOLO6V　 CしASS　 OF　 △COR良ESPONOS　 70　 Eukr　 CHARAC了 ε良IS了1C

"!ハH8ER・ 　CpεRH　 FIRS† 　POIN了S　 OU†1　 7図A▼ 　THE貸E　 匠XIS†S　 A　OIFFε 貸ε飼了1良 し　FO費Hn

　nH　 THε 　SPHε 良ε　8U"DtE　 γ　SUCA　 †HA▼ 　〆「1=■△　'　 AND　 II　　RfS† 良IC了 ε0　0N　 ▼Hε

φt8ε 貸　THεN　 SHO冒S　 THε 　FU與DA阿 ε周7A1
.CしASS　 O'　 †NIS　 ,88ε 賃.　7HIS　 P良OPE良 †∀　OF

rMε 。tFFEREN▼!AしFO"△IS　 THE周CALLeD†H∈ ▼"腎S6・ESS!ON,　 11!S　 C杜1P。

7HE　 ▼費ANSG日 εSS10N　 FO良H　 OF　 A・ 　▼Hε 　図AIN　 POIN†.IN　 ▼HF　 P費00F　 OF　 CHε 良N

SHEε 対6-SHE阿 　IS　 †O　CONS7RUC7　 A　 TRA対S6RεSS10駕 　,O良H　 IN　 Oε †AllL
.　Hε 良ε　1†

,U費 †順SH。 】S"SO了HF.　 Aρ 川C川 。N　 A阿O　 P。Wε 日0`E .C、,ね・伺E†HOD.1い959,&也

GF吋 ε良^uZF。 ・・_.1-fU,.、,,・ 。RHUL^ro　 ・.・id・1wh・川・,　C川^C† ε費8S71C　 CU$S　 t"
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ●

,
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　　　　　1周1。 ・2川 柳lr川GE"ER^uZεD《;醐SP順IC^t・^PPt・6'IN7・ ・DUCε ・n。,1卿,、

…R^C†ERIsr・C　 CしA∬ 【`'…P・ ・V・。1・ ・ISi・・　 THA・ ・1…P・ 朋C晒C7,,,$・,C　 C、
、,、

。f　 nF ・^L　 COε'臼
.CIεNTS　 CAN　 BEε ・PRESSE・8▼ ▼"P。 し∀N。阿!At・f　 R1E・^円 周1"

Ctl臼VA了U員 εt:1.

　　　　　1閥1946CHε 良N　SHEE"6・SMEN　 TN† 費00UCεS川 費吋CH^RAC▼ER:S†IC　 CLASS【2,

ON　 THE　 C。MPtεX　 HANtFOt。,^Nb^tSO　 P日。VεD▼HAT▼Hε †・^・SG日 εSS10N　 1S　 Ats。

「HE　 CH^MC† εR1Z^710飼OF†`41S　 CHEnN　 CtASS
.・LATFR▼ 川S†Hε0良 ∀1S

6ε 周ε員Aし12εo　 ▼o　 ▼HE　 6εNERAし 　,18費 εeUNDしE【5ハ
.

■

●

■

'
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4

8.2　 質 問応 答 シス テ ム

8.2.1　 は じめに

　 　]970年 に入 り,自 然 言 語理 解 シス テム の研究 が 各所 で と り上 げ られ た こ と

は 第1章 の1.2節 と1.3節 で説 明 した。 最 近 の言 語 理解 シ ス テ ムの研究 は ,D

対 象世 界 の 拡 大,ii)知 識 表 現形 式 の検 討,　 iの実 用 化 可能性 の検 討 ,の 方向 で

進 め ら れ て い る 。 自然 言 語 に よ る質 問 応 答 シ ス テ ムは,llDに 関 係 し て

い るo

　 計 算 機 に 自然 言 語 を理 解 させ る こ とが,困 難 な ものであ る こ とは,よ く知 ら

れ て い る。 そ こで 現在 では,非 常 に狭 い問 題 分 野 ,た とえぽ デ ー タ ・ベ ー ス問

い合 わせ シ ステ ムや,医 療 診断 シス テ ム ,ま たCAI(教 授)シ ス テムの フ ロ

ン ト ・エ ン ドとし て 自然言 語 を 用 い る方 向 が模 索 され てい る。 欧 州 な ど で本 格

化 し よ うと して い る機械 翻 訳 シス テ ムの 実現 も,当 面,問 題 分 野 を 限 定 して追

求 す る こ とにな るだ ろ う。 問題 分 野 を 限定 す るこ とに よ り,質 問応 答 に 用い る

自然 言 語 に対 して,

　 (D　 使用 語 彙 の制 限

　 (IP構 文 パ ター ンの制 限

　 (iの 意 味 的,語 用論 的知 識 の制 限

な どを課 す こ とが可 能で あ り,計 算機 に よる 自然 言 語処理 を容 易 に す る こ とが

で きる と考 え られ て い る詐一 方,自 然言 語処 理 技 術 そ の もの を め ぐって197。

年 代 に,

　 (～)言 語 学 の進展

　 (V)計 算 機 の性 能 向上 とコス ト ・ダ ウ ン

　 (vi)自 然 言語 処 理 のた め の種 々の技 法 の 提 案 と試 み

　 (vD　 デ ー タ ・ベ ー ス技術 な どの ソフ トウエ ア技術 の進展

な どが あ り・ 米 国 ・ 西欧 ・ 日本 等 で・ 自然 言 語 に よ る質 問応 答 シ ス テ ムの実 現

が試み ら れた 。(iv),(vi)は,本 ワーキ ング ・グル ープ調査 報 告 書 中 の他 の 章

で,ま た(V)と(V① につ い ては 他 の ワー キ ング ・グループ調 査 報 告 書 中 で ,詳

し く説 明 さ れ るだ ろ う。 本 節 では,質 問 応答 シ ス テ ムの動 向 を 実例 を ま じえ な

が ら説 明 し,将 来 解決 すべ き問題 点 を探 る こ とに す る。

　 な お2節 以 下 の 本 文 中 で 〔Petrick,]976〕 の よ う に し て 引 用 し て あ る 文

*　 これ に 対 す る批 判 も あ る が8.　2.3で 述 べ る。
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献 は,第1章 の末 尾 にあ げ た参 考 文 献 リス トに 記載 され て い る もの を指 す。

8,2.2　 質 問 応答 シ ステ ム のモ デ ル

　質 問 応 答 シ ス テ ムは,次 の4つ の プ ログ ラ ムか ら構 成 され て い ると考 え られ

る。

(D.与 え られ た文(入 力文)を 構 文解 析 す る プ ログ ラム

(iD　構文解析結果 に意 味解釈 を施 し,意 味構造を抽出す るプ ログラム

(iiP　抽 出された意味構造 に推論 を加 えて問題解決を行 うプログラム

(iv)問 題 解 決 結 果,も し くは意 味構 造 を線 条 化 して,文(答)を 生 成 す る プ

　　。グラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　 た だ し,(i)と(IPの 厳 密 な 区 分 が難iしい場合 が あ る。 た とえば,　 Schank

等 は,(Dと(iDが 融 合 し,し か も,そ こ では構 文 レベ ル の情 報 よ り も意 味 レ

ベル の情 報 を優 先 させ るべ き であ る と主 張 してい る。一一方,こ の よ うな 意味主

導 型 の方 式 に対 して,(Dと 臼Dを 完 全 に 融合 すべ きで な く,む しろ,(Dと

(IDを ゆ る く結合 した構 成 に すべ きで あ る と考 え る人 もい る。 図8-8は,後

者 の考 え に従 って,質 問応 答 シス テ ムの概 念 図を示 した もの で あ る。

　 ⑤ の語 用論 的 解析 は,主 と して 文脈(context)に 依 存 した 処 理 を行 うもの

で,ま だ そ の理 論,手 法 が,言 語 学 的 に も十 分解 明 され て い ない 。 しか しス ム

ーズ な質 問 応 答 を行 うた め に は語 用 論 的 な現 象 が,さ ら に解 明 され なけ れば な

らな い。 これ につい ては,6.2で 再 びふ れ る。

　 図8-8の モ デ ル では,処 理 の レベ ル の深 さに もよるが,⑥ と⑦ は,言 語 の

願 によらない醐 であると考訪 れる・　 　 　 　 　 　 ●

　 図8-8で,　 ⑥,⑦,⑧ を ス キ ップ.し て④ と⑨ を 直 結 し,文 の生 成 で,

入 力文 と異 種 の言 語 の文 を 生 成 す れ ば,機 械 翻 訳 シス テ ム が実 現 す る ことにな

る。 この よ うに,質 問 応 答 シ ス テ ム と機 械 翻 訳 シス テ ムの研 究 とは排 反 す る も

の で はな い。

も

●

一198一



　　　　　　 ⑥ 問題解決

/_
④ 意味解析

　　　　　　　　⑧蓄積

壕 析↓

↓/
③ 構文解析

　 (形 態素解析)

②

↑

↑

文

① 　　音 声

知 識 ベ ー ス

鯵⌒ ＼
　 　 　 　　 　 　 ⑨ 文(答)の 生成

↓
文

一
一
↓

⑩

声音⑪

図8-8　 質 問応 答 シス テ ムの モ デル
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8.2.5　 質 問 応 答 と 自然 言 語,QBE,　 DEDUCE

　 質 問応 答 を行 な うた め に,自 然 言語 を用 い る こ とは,も しそ れ が可 能 であ る

な ら,理 想 で あ ろ う。 さら に い えば,音 声 に よ って 質 問応 答 が可 能 にな る こ と

だ ろ う。 しか し,現 在完 全 に実 用 の域 に達 した(自 然 言 語 に よ る)質 問応答 シ

ス テ ムは まだ な い 。実 験 シ ス テ ムにつ い て の評 価 が 昨 年 あた りか ら 目につ くよ

うにな って き た。 これ に つ い ては6節 で説 明す る。 こ こでは,質 問 応答 シ ス テ

ムの イ ン タ ー フ ェイ ス と し て 自然 言 語 を用 い る こ とが,現 段 階 で どの よ うな

利 点 が あ るか,ま た そ れ に対 して どの よ うな反論 が あ るか を 〔Petrick,1976〕

に従 って考 え てみ よ う。

　 〔Petrick,1976〕 に よれ ば,自 然 言語 を 質 問 応答 シ ステ ムの イ ンター フ

ェイ ス と して用 い る こ との 利 点 と して,

　(D多 くの(潜 在 的 な)計 算機 ユ ーザ は,人 工 言語 を習得 した り使 用 した が

　 　 らない 。

臼)少 な くと もあ る特 定 の 計算 機 応 用 分野 では,自 然 言 語 は通 信手 段 として

　 　理 想 的 な もの であ る。

(iiP現 在 の 自然 言 語 処 理 技 術 を も う少 し発展 させ れば,自 然 言語 に よる質

　 　 問応 答 シス テ ムが 近 い将 来 実 現 可 能 で あ ろ う。

した が って,

(iv)現 在 の 自然 言語 処 理 技術 で解 決 で きない 問題 は あ るが,そ れ以 外 の問 題

　 　は で きる だ け早 く解 決 す る よ う努 力す べ きで あ る。

(Dに 対 しては,次 の よ うな反論 が あ る。
　 　 　

(D真 の意 味 での完 全 な 自然言 語 を計 算機 が扱 え る よ うにな る とは 思 えない 。

　 　そ こで,自 然 言語 の サ ブ セ ッ トを想 定 す る こ とにな るだ ろ うが,こ れは 形

　 　式 的な 人 工 言 語 を習 得 し使 用 す る以 上 に難 しい。 な ぜな ら,我 々は,日 常

　 　生活 で サ ブセ ッ トでは な い 自然 言 語 の 使用 に慣 れ す ぎてい るか らで ある。

さら に,(ii)に 対 して,

　 　 　
(ii)自 然 言 語 は本 質 的 に き ち ん と した もの でな く,不 明瞭 で曖昧 な もの で,

　 　計 算機 言 語 と して不 適 当 であ る。 そ のた め,計 算 機 との通 信 に 自然 言語 を

　 　用 い る と,処 理 の効 率 を低 下 させ た り,誤 りや誤 解 を 引 き起 こす。
　 　 　

(Dは.確 か にそ うした側 面 が あ る こ とは認 めな け れ ば な らな い と思 われ る。
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●

◆

●

　　 ただ筆 者 の 乏 しい経 験 に よれ ば,し ば ら く特 定 の形 式 的 な人 工言 語 を使 用 しな

　　 い と,そ の一 部 を 忘 れ る こ とがあ る。 これは,使 用 す る 人工言 語 の数 が増 えれ

　　 ば増 え るほ ど,よ く経験 す るこ とで あ ろ 弓と思 わ れ る。 ところが,現 在 どの よ

　　 うな ことを 自分 が した い かは,日 常 の言 葉(自 然 言語)で 言 い表 わ す こ とは 可　 　'

　　 能 で あ る。

　　 　 確 か に・ 自然 言 語 のサ ブセ ッ トの境 界 を 明確 に記 憶 し てお くこ とは難 しい。

　　 しか し・質 問応 答 の対象 問題 領 域 を 限定 す る こ とに よ り,我 々が質 問 応答 に用

　　 い る 自然言 語 は・ 自つ と一 定 のサ ブセ ッ トに落 ち着 くの では なか ろ うか 。無 論 こ

　　 れ につ い ては.人 に よ り,ま た 同一 人 で あ って も時 間.に よ り変 動 す るの で,質

● 問 文 に対 す るデ ー ・を多量 に収 鰭 漬 しな け掴 まな ら ない.我 が国 では 培 然

　　 言 語 によ る実 験 的 な 質 問 応 答 シ ス テ ムが手 軽 に使 用 で きる状 態 にな く,経 験 を

　　 蓄積 しに くい状 況 にあ るの で,特 に それ を強調 して お きたい 。
　 　 　 　 オ

　　 　 (ii)に 関 しては,"自 然 言 語 は,本 質 的 にき ちん と した もの では な く…"と

　　 い うくだ りには 同意 しかね る。 自然 言 語 が不 明瞭 で曖 昧 な もの であ る,と い う

　　 側 面 は確 か にあ る。 しか し政 治 家の 国会 答 弁 や外 交書 簡 の解釈 な どを除 けば,

　　 我 々は.ほ とん ど曖 昧 さな く,意 図 してい る こ とを他 人 に伝 達 す るこ とが で き

　 　 る 。

　 　 　 　 　　　　　 　

　　 　 (D,(iD　 に関 連 した議 論 を も う少 し精 密化 す るた め に,デ ー タ ・ベ ー スに対

　　 す る質 問 用言 語 と して提 案 され てい るDEDUCE,　 QBEを 自然言 語 と対 比 さ

　　 せ て考 察 して み る。 デ ー タ ・ベ ー スは,次 の 関 係 か ら構成 され てい る もの とす

　 　 る 。

　 　　 EMP(NAME,　 SAL,　 MGR,　 DEPT)

　 　　 SALES(DEPT,　 ITEM,　 VOL)

　 　　 SUPPLY(COMP,　 DEPT,　 ITEM,　 VOL)

　 　　 LOC(DEPT,　 FLQQR)

　 　　 CLASS(ITEM,　 TYPE)

　 これ らに対 し て 自然 言 語(英 語)とDEDUCEに よ る質 問 の 例 を図8-9に

示 す。
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(1)　 Find　 the　 volume　 of　 guns　 sold　 by　 the　 toy　 department・

(1)SALES(*。 。1,d。pt-t・y,　 it・m-gun)

(2)　 Find　 the　 salary　 of　 Anderson・smanager.

(2)　 EMP(name=Anderson,　 mgr=x)

&

EM,(。 。m。 一 。,・*,a1)

(3)

　 1

(3)

(4)

(4)1

How　 many　 type　 A　 items　 ?

COUNT(CLASS(#item,　 type=A))

Find　 the　 names　 of　 those　 employees　 who　 make　 more

than　 any　 employee　 in　 the　 shoe　 department.

Vy(EMP(name=y,　 sa1=x,　 dept=shoe)

→EMP(*nam。,、al>。)

図8-9　 英文 とDEDUCEに よ る質 問 文

　 　　 　　 　　 (〔Chang,　 1978〕)

　 図8-9か ら次 の ことが わ か る。

(a)　 英 語 の質 問 文 の 場 合 に は,デ ー タ ・ベ ー スが どの よ うな 関 係か ら構成

　 　 されて い るか を気 にす る必要 がな い。

(b)　 DEDUCEに よ る質 問 では,デ ー タ ・ベ ース が どの よ うな 関係 か ら構 成

　 　 され てい るかを事 前 に知 る必要 が あ る。

(c)　 DEDUCEに よ る表 現 では,述 語論 理 の 知 識 が必 要 で あ る。

　 (a)は,自 然 言 語 に よる質 問 の利 点 の 一 つ に あげ る こ とが で き よ う。 しか し

質 問 者 が シ ス テ ム に慣 れて 熟 練 化す る と,自 然 言 語 では な く・ それ らを簡略 化

した 形 式 の質 問 文 を用 い た くな る。 この あた りの事 情 は プ ロ グ ラ ミング技 法 の

マ ク ロ命 令 の使 用 と似 た と ころ が あ る。 また,熟 練 した質 問者 は,使 用 してい

るデ ータ ・ベ ースが,ど の よ うな構 成 にな ってい るか を知 りた が る傾 向 が あ る

とい わ れ てい る 〔Harris,1979〕 。 そ れ に よ り,適 切 な質 問 文 を発 し,質 問

応 答時 間 を短 縮 で き る可能 性 が あ るか らで あ る。

D

◆
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　 デ ー タ ・ベ ー ス が ど の よ う な 関 係 か ら 構 成 さ れ て い る か が 分 か っ て い る 場 合

に は,DEDUCEよ りい ま 少 し ス マ ー トな(図 表 言 語 と で も い う)言 語 が 開 発

さ れ て い る 。 こ れ はQBE(Query　 By　 Example)と よ ぽ れ る も の で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ワ

た と え ぽ,図8-9の 質 問 文(1)((1))に 対 し てQBEで は,下 図 の よ うな 枠 を

表 示 す る 。

■

ダ

これ に対 して

とす る と

SALES DEPT ITEM VOL

SALES DEPT ITEM VOL

TOY GUN P.エOL

が 出力 され る。

◆

●

　 QBEは,自 然 言 語 に よ る問 い合 わせ と同様 に,マ ンマ シ ン ・イ ンター フ ェ

イ ス をか な り改善 す る。QBEに 対 す る コメ ン トとしては,

(d)　 QBEに よ る質 問 では デ ー タ ・ベ ー スが どの よ うな 関 係 か ら構成 され て

　　 い るか を事 前 に知 る必要 が あ る。

した が って,

(e)　 DEDUCE,　 QBE共,デ ー タ ・ベ ース が多数 の関 係 か ら構 成 され る に

　　 従 って,熟 練 した使 用 者 で あ って も使 い勝 手 が悪 くな る。

しか し,

(f)　 デ ー タ ・ベ ー スの構 成 が単 純 で,あ る程 度 訓練 を積 ん だ使 用 者ならQBE

　　 の方 が 自然 言 語 よ りも簡 潔 で 使い易 いか も知 れ な い。

　 こ こで,自 然 言 語 に よる質 問 に よ る利 点 と して(g)と(h)を あ げ てお く。

(g)　 自然言 語 の場 合 には,指 示 代名 詞 や連 体 詞等 を用 い て,既 出の もの(文,

　　名詞)を 指 しな が ら質問 で き る。

(h)　 述 語 論 理 や そ れ に近 いDEDUCEま た はQBEで は,既 出の質 問 内容

　　 (も し くは そ の一 部)を 参 照 す る表 現法 が貧 困 であ る。
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　 (9)の 機 能 は,文 脈依 存 的(cOntext　 Sensjtive)な もの で,一 文 を越 え

た 談話 の レベ ル の機 能 の一 つ で あ り,我 々の 自然 言 語 に よ る対 話 を著 し く柔 軟

な もの にす る。

　 以 上 を ま とめ る と次 の よ うにな るだ ろ う。

　 理 想 を い えば,自 然 言 語(も し くは音 声)を 質 問 言 語 と して用い る こ とであ

ろ う。 しか し この こ とはDEDUCE,　 QBEを 排 除 す る もの では ない 。熟 練 した

使 用 者 な ら,こ れ ら を用 い て効 果 的,効 率 的 な質 問 応答 を行 な うこ とが可 能 な

場 面 もあ り得 るか ら であ る。 そ の ため には,デ ー タ ・ベ ー スが どの よ うな関 係 　 　 　 、

か ら構 成 され て い るか を知 る こ とと人工 言 語 を 習 得 す るこ とが前 提 にな る。 た

だ,こ れ ら に熟知 し鞭 用 者 で あ って も,長 期 間 使用 しな い と,そ の一部 を忘 ●

却 す る可 能性 が十 分 に あ る。 したが って,こ こで も,自 然言 語 に よるイ ンター フ

ェイ スが望 ま しい 。

8.2.4　 自然 言 語 に よ る質 問 応 答 の実 例検 討

　本 節 で,い くつ か の 質 問応 答 の実 例 を示 し,自 然 言 語 に よ る質 問応 答 シ ス テ

ムが,ど の よ うな もの を 目ざ してい るか を調 べ て み よ う。 ただ ,以 下 にあ げ る

実例 をみ ると,す で に相 当複 雑 な 自然 言 語が 処 理 され て い るとい う気 もす るが ,

お そ ら く,そ れ らは最 善 の模 範 応 答例 で あ り,こ の模範 例 か ら少 しは ず れ た質

問に は,シ ス テ ム例 が皆 目理 解 を 示 さな い,と い う こと は十 分 あ り うる。 この

よ うな現 在 の 自然 言語 に よ る質 問応 答 シス テ ムの 問 題点 につ いて は8 .2.6節 で

ま とめて 説 明 す るo

◆

`
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(A)　 　 〔Carbonel1,

SCHOLAR

1970〕(MIT)
　 　 　 　 　 ↓
　 　 　 　 (BBN)

南米の地理 について の知識を学生 に教授す るシステ ム(CAI)

◆

σ

アル ゼ ン チ ンの 言葉 は 何 です か?

櫛 恐 ら くスペ イ ン語 で す。祷

非 常に よ ろ しいo

ア ル ゼ ン チ ンの 広 さは,お よ そど の くらいで す か? 、.　 　 　 こ

養 ち ょっ とペ ルー に つい て 教 え て 下 さい。受

ペ ルー は 国で す。

南 米 にあ りま す。

ペル ー の 首都 は リマで す。

と こ ろで.あ な た は 前の 質問 に まだ 答 え て い ません。 答 え て 下 さい。

ceア ル ゼ
.ンチ ンの 広 さはLOOO,000平 方 マイル で す。ee

だ い たい 合 って い ますが,正 確 な 答 は1,20ぴ000平 方 マ イル で す 。

ペ ルー の 東 の 国 境 に接 してい る国 は ……

拓カ トリ ックで す。苦

違 い ます 。 カ トリ ックは 国 で は な くて宗 教 で す 。正 しい 答 は ブ ラジル で す。

ペ ル ー は ど こ に あ ります か?

祈アス ン シ オ ンは 暑 い で す か?苦

ア ス ンシ オ ンは パ ラグ ア イの一 部 で す か ら暑 い です よ。

普ペル ー とパ ラグ アイ で最 も重要 な相 違 点 を あ げて 下 さい 。普

基 本的 な 相 ※ 点 は.ペ ル ーの 人 口は パ ラグ アイ の7.8倍 だ とい うζ とです 。

●

●

　 SCHOLARは,高 校 程 度 の南米 の地 理 に関 す る質問応 答(CAI)シ ス テ

ムで あ る。 この シ ス テ ムでは,図8-8で い えぽ⑥ と⑦ の部 分 に重 点 を おい て

お り最 近燗 がどのよ うな織 機 を用し・て噸 鰍 を行 な ってい るか の研 敷

発 展 して きて い る。 特 徴 をあ げ る と,

　 (a)　 人 間 が会 話 の主 導権 を握 る こ とが可 能。(従 来 の も のは,シ ス テ ムが

　　 　 一 方 的 に提 示 す る質 問 に人 間 が答 え る方式 で あった。)

　 (b)　 知 識 の 階 層的 構 成 法,知 識 の フ レーム化。

　 (c)　 質 問 に対 す る答 えが陽(explicit)に 存 在 しな い場 合,　 適 切 な答 を

　　　合成す る推論能 力を もっ。

*　 渕一 博監 訳 ・ ボ ブロ ウ&コ リン ズ編:``人 工 知 能 の基 礎 公'1近 代科学 社ttよ り抜粋
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　 (d)

　 (e)

(B)

　 形態 素 レベ ル で の誤 入 力 を修 正 す る機 能 を もつ 。

　複 雑 な構 造 の文 は扱 え ない 。

〔Winograd,1971〕(MIT)

　　SHRDLU

ロボ ッ トに指令 を与 え て動 作 させ るシ ス テ ム

Hl　 　　　　　will　you　 please　 stack　 up　 both　 ef　the　red　bl㏄ks　 and　 elther

　 　　 agreen　 cube　 or　pyram　 id?

MI　 　　 　 OK.

H2　 　 which　 cube　 is　s{tting・n　 the　table?

M2　 　　 　 THE　 LARGE　 GREEN　 ONE　 WHICH　 SUPPORTS　 THE

　　 　RED　 PYRAMID.

H3　 　　　 is　there　 a　large　bl㏄k　 behind　 a　pyramid?

M3　 　 　YES,'THREE　 OF　 THEM:ALARGE　 RED　 ONE,　 A　　 　

LARGE　 GREEN　 CUBE　 AND　 THE　 BLUE　 ONE.

ti4　 ,。,.。.sm。IT。_。t。 　th。9,ee。 ・・b・ ・h・・h・upP・r・s　a

　　 　 py「amid・ 　 .　 　 　 .　 '
M4　 　　　 0K.

(Hiは 人,　 Miは シ ス テ ムか らの応 答)
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◆

●

■

'

　 SHRDLUは ・ コ ン ピ ュ ー タ がかな り複 雑 な言 語理解 を行 な うこ とを実

例 で 示 し た ・ そ の 後 ・SHRDLUの 限 界 に挑 戦す る ことか ら,次 の世 代 の

(質 問 応 答 シ ス テ ム を 含 む)言 語 理 解 シス テ ムの建設 が開始 され た とい え

る。特 徴 をあ げ る と,

　 (a)　 対 象 世 界 を積 木 の世 界 に限 定 。

　 (b)　 推 論 は 人工 知 能 向 き言 語Pt　PLANNERを 用 い て記述 。

　 (c)　 手続 き的な 知 識 表 現 に よ り効 率 的な質 問応 答 を達成 。

　 (d)　 Hallidayの シス テ ミ ソク文法 を使 用。

　 (e)　 答 の理 由 を説 明 す る こ とが可 能 。

(C)　 　 〔Brown,1975〕(BBN)

SOPHIE

回 路 図 を 与 え.そ れ に 故 障 要 因 を 付 加 し.学 生 に 故 障 を 発 見 させ る プ ログ ラム(CAI)

　　WELCOME　 TO　 SOPHIE,　 A　 REACTIVE　 LEARNING　 ENVIRONMENT.

　THE　 PIECE　 OF　 EQσIPMENT　 YOU　 ARE　 STUDYING　 IS　 A　 REGU-

　LATED.POWE　 ft　SUPPLY.　 WOULD　 YOU　 LIKE　 TO　 START　 WITH　 A

=?ED　 INITRUMENT　 WHICH・NEEDS　 FIXING?

S・PHIEは ・ 鑓 の モ デル{・故 障 を 任 意{・選 ん で 挿 入 す ると・ 制 輪 が どの よ う1・錠

され てい るか を 学 生 に 教 え る。

　　THE.INSTRUMENT　 HAS　 A　 FAULT　 A'N　D　 ITS　 PRESENT　 CONTROL

　SETTINGS　 ARE:　 　　　　　　'

　　CC　 　　 1.0　 　'　CURRENT　 CONTROL　 (制 御 電 流)　 　　・

　　CR　 　 HIGH　 CURRENT　 RANGE　 SWITCH　 (電 流切 換 ス イ プチ)

　　LqAD　 20　 　 LOAD　 RESISTANCE　 IN　 OHMS　 (負 荷 抵 抗(オ ー ム))

　　VC　 　　1.O　 　　VOLTAGE　 CONTROL　 (制 御電 圧)

　 VR　 　 HIGH　 VOLTAGE　 RANGE　 SWITCH'(電 圧 切 摸 ス イ ッチ)

》WHAT　 IS　 THE　 OUTPUT?'

　THE　 OUTPUT　 VOLTAGE　 IS　 11.7　 VOLTS.

》WHAT　 IS　 IT　 IN　 A　 WORKING　 INSTRUMENT?

IN　 A　 WQRKING'CIRCUIT　 THE　 OUTPUT　 VOLTAGE　 IS、9 .9
VOLTS.

譜 罷。、閉。語 部 丁へ亀E、㌣:悟 謬 、三8AN・Q1?
》wHAT　 Is　 THE　 BsE　 EMITTEII ,　voLTλGE　 oF　 THE　 v6LTAGE

　LIMITING　 TRANSITOR,?　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 '

*　 渕一 博 監訳:``人 工 知能 の基ee　ii,近 代科 学社,1978.
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回路 診 断 シ ス テ ムで あ るが,使 用 者 に 提 示 す る回路 図 には,誤 動 作 を行 な う

部 分 が 挿 入 され てお り,そ れ を質 問 応答 に よ り発 見 させ る もの。 こ れに よ り使

用 者 は,回 路 動 作 を 習得 す る こ とが で き る。 主 な特 徴 は,　 '

(a)　 問題 領域 に即 した意 味 文 法(8.2.5参 照)の 導 入。

(b)　 照 応 指 示 の決 定 と省 略 語 の推定 が可 能 。

(D)　 〔Waltz,]976〕(111inoi大)

PLANES

海 軍 の空 軍 機 デ ー タ ・ベ ー ス に対 す る質 問 応答

◆

●

Oser:　 　 How　 many　 Phantoms　 required　 unscheduled

　 　 　 maintenance　 in　 Apri1　 1975?

PLANES:　 Thirty　 Phantoms.　 　Do　 you　 want　 to　 see

　 　 　 them?

Vser:　 　 No.　 Did　 any　 of　 these　 require　 radaT　 main-

　 　 　 tenance?

PLANES:　 Yes　 t　 three　 of　 them.　 　Do　 you　 want　 to　 see

　 　 　 them?

User=　 　　Yes.

PしANES:　 Phantom　 159829　 required　 a　 new　 radar

　 　 　 screens　 　Phantom　 l597了2　 required　 a　 new

　 　 　 posver　 supply.　 　Phantom　 158336　 crashed　 as

　 　 　 a　 result　 of　 radar　 failure.

User:　 　　Did　 any　 other　 planes　 crash?

PLANES:　 I　 assume 、　you　 rnean　 during　 Apri1　 1975・

　 　 　 Tw'o　 other　 planes　 crashed:　 a　 Phantom　 and

　 　 　 aP3.

User:　 　　Is　 it　 true　 that　 in　 both　 ρases　 and　 Apri1'

　 　 　 flights　 occurred　 while　 on　 the　 fuselage?

PLANES:.I　 cannot　 understand　 your　 question。 　　It

　 　 　 is　 non-grammatical　 and　 meaningless傷

tiser:　 　 Is　 it　 true　 that　 both　 Phantoms　 were　 fron

　 　 　 the　 same　 squadron?

PLANE二S:　 I　 assume　 you　 mean　 "from"、instead　 of

　 　 　 ・'fron.・'　 Yes　 both・planes　 were　 from　 the

　 　 　 『same　 squadron.

User;'　 　Is　 there　 anyrhing　 else　 in　 common　 between

　 　 　 the　 two　 Planes?

PLANES:　 Yes,　 both　 were　 serviced　 on　 April　 24th　 by

　 　 『　　rnaintenance　 group　 HEBRON　 FMFPAC.

●

●

以 上 は,最 終 的 なPLANESに よ る質 問応 答 の シ ナ リオ で あ り,実 例 とは

い え な い か も 知 れ な い 。 そ の 後,・PLANESの 問 題 点 を 改 良 し たJET・S計

画 〔Finin,1979〕 が 提 案 さ れ て い る 。 特 徴 は,
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◆

●

◆

`

　 (a)　 照応 指 示 の 決定 と省略 語 の推定 が可 能 。

　 (b))　 SHRDLU同 様,推 論 は μPLANNERで 記 述。

　 (c)　 質 問文 に含 まれ る誤 りや 不 適切 さ の指 摘 。

(E)　 〔鷹尾,1976〕(IBM)

　 　 　 や ちま た

　 　 デ ー タ ・ベ ース に対 す る質 問 応答

Li自L⊃ り と

Li⇔L5()4

.-iRL5◎ ξ,

㌔哨L⊃ り;る

」 沽L51◎

.」AL5]4

マイ 二手

コイニ 〉

?丁 二 手

工 ノ1i-】 ～-i≒

ぞ 寸ニ ナ

ニチ,コ'`ツ,君,三 寸,ゼ コ

サ 三,ぷ。已

迩 は 。ロ

雪 ⊇ σロ

鯉ッがo

サ・vrkOv

tt　t・,　"gコ

トウ㌔ ウ

ト占十三ウ

トケキョウ

トうキョウ

ト吉幸漠う

「÷㌔ ウ

.」昌L5(三 口

」会L5◎4

J白Lsi{ヨ

O

O

ロ

ニ

O

e

占小

⊥小

+
甲

"
・
　
"
≡
　
"
.

禎

什
.・
ヤ

特 徴 は

(a)　 日本 語 に よ る実 用 レベル の質問 応答 シ ステ ム。

(b)　 質問 文 は体言 止 め の文 に限 ら れ る。

(c)　 質 問 文 に用 い る新 しい言 葉 を必要 に応 じて定 義可 能 。

トウ†ヨウ

トウ†ヨ今

トウ†ヨウ
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(F) 〔Bobrow,1977c〕(Xerox)

GUS

フ レー ムを 用 いた 旅 行計 画 作 成 シ ス テム

'

　　 Gus:　 Hello.　 My　 name　 is　Gus.1　 can　 help　 you　 plan　 a　simple　 trip　by　 air.

　　　　　　　　 Where　 do　 you　 want　 to　go?

(1).Clie'lt:Iwant　 to　go　to　San　 Diego　 on　 May　 28

　　　Gus:　 What　 time　 do　 you　 want　 to　leave?

(2)Clie/1':Imust　 be　in　San　 Diego　 before　 10　am

　　　gus:　 Would　 you　 like　P.S.A.　 flight　 102　 that　 arrives　 at　9.15　am?

(3)C1'ent:What　 is　the　next　 flight?

　　 Gus:　 Air　Califo　 rn　ia　fl　ight　3　10　that　leaves　 at　8.30　am　 and　 arrives　 at　10.00　 am

(4)Ctie'lt:　 1'll　take　 the　first　one　 　　　　　　　　　　　'

　　　Gus:　 In　whaいlame　 should　 I　make　 a　reservation,　 please?

(5)Clie'lt:Dan　 Bobrow　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　　 Gus:　 Ihave　 confirmed　 the　following　 flight:

　　　　　　　　 P.S.A。 　flight　 102　 on　 Wednesday　 May　 28　from　 San　 Jose　 to　San　 Diego

　　　　　　　　 that　 leaves　 at　7.30　 am　 and　 arrives　 at　9.15　 am.

　　　　　　　　 What　 date　 do　 you　 want　 to　return　 on?

(6)Client:On　 Friday　 in　the　evening.

　　 Gus:ンWould　 you　 like　the　fiight　that　 lea'ves　at　7.45　 pm?

(7)Client:That's　 fine.

　　 Gus:　 　 Ihave　 conl〕rmed'the　 foltowing　 flight:
・　 　 　 　 　 P .S.A.　 tlight　3070n　 Friday　 May　 30　from　 Sall　 Diego　 to　San　 Jose

　　　　　　　　 that　 leaves　 at　7.45　 pm　 and　 arrives　 at　9.30　 pm

　　　　　　　　 Thank　 you　 for　ca川ng.　 Goodbye.

●

1

特徴 は

(a)

(b)

(c)

フ レ ー ム に よ る 対 話 の ガ イ ド

主 導 権 混 在 型(mixed　 initiative)

知識表現形式の検討 ●

連
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(G)　 〔Hendrix,1977〕(SRI)

　 　　　　 LIFER

　 　　 デ ー タ ・ベ ー ス に 対 す る 質 問 応 答

`

(Hl)

(M1)

(H2)

(M2)

What　 is　the　salary　 of　Eric　 Johnson?

(ID　 327-36-8172　 SALARY　 19250)

Position　 and　 date　 hired?

(Eric　 Johnsonの こ と で あ るが,質 問 文 に は それ が欠 け て お り,祷 な わ な け れ ば な らな い)

(ID　 327-36-8172　 POSITION　 Ass㏄ －Pro〔DATE--HIRED　 8/1!70)

(Hi)Wh・t　 i・th・a》 ・・ag・f。・math　 d・p・・tm・nt・secretari・s? .

(Mi)AVAREGE<『 　・=　spelling(綴 りの 誤 り指 摘)

　 　 　 SALARY　 5　items　 accepted

　 　 　 AVERAGE　 IS　7631.4999

(Hi†1)Maximum(数 学 科 秘 書 の 俸 給 の 最 高 額 の こ とで あ る と判断 しな けれ ば な らな い)

(Mし1)SALARY　 10730

特徴 は

(a)　 問 題領 域 に即 した意 味文 法 の導入 。

(b)　 照応 指 示 の 決定 と省 略語 の推 定 が可能 。

■

(H) 〔Harris,1978〕(ダ ー トマ ス 大)

　 ROBOT

デ ー タ ・ベ ー ス に 対 す る 質 問 応 答

(H1)

(M1)

(H1)

　 Give　 me　 the　 names　 of　 al.l　 employeeswho　 have

jobs　 working　 as　 a　 secretary　 in　 the　 city　 ofChicago.

　The　 number　 of　 records　 to　 retrieve　 is　 30.

　　　 REINSTEDT

　　　 LAWLER

　　　 MOOERS

　　　 SORIANO

　　　 LORIE

　Print　 the　 salary　 of　 Smith　 and　 Lawler.
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(Ml) The　 number　 of

　 　 $　 7,500

　 　 $　 9,600

　 　 $lO、800

　 　 $　 5.100

　 　 $12,000

records　 to　 retrieve　 is　 269 .

　 LAWLER

　 SMITH

　 LAWLER

　 LAWLER

　 SMITH

特 徴は

　 (a)　 カ ー ペ ッ ト会社 で実 際 に利 用 され て い る。

　 (b)　 曖昧 さの解 除 を使 用者 に求 め る方式 。

(1)　 〔Bonnet,1978〕(ス タ ンフ ォ ー ド大)

　　　　 BAOBAB

　　　 医 療 診 断 投薬 シ ス テ ム に対 す る フ ロン ト ・エ ン ド

Would　 you　 like　 to　 enter　 a　 rule?

　es+YES

・・If:一 …一'-　1　 -　 THE　 CULTURE　 S　ITE　 IS　 CSF

　 　 　 　and　 2　 -　 THE　 PAT　 I　ENr　 HAS　 Nαr　 HAD　 RECENT　 NEUROLOGI　 C　 SYMPT(地{S

　 　 　 　and　 3　 -　 HE　 HAS　 NOT　 HAD　 RECEM　 N日UROLOGIC　 S　I　GNS

　 　 　 　and　 4　 -　 THE　 WHITE　 BLOOD　 COUNT　 FROM　 THE　 SPINA1、 　FLUID　 IS　 10

　 　 　 　and　 5　 -THE　 CSF　 PROTEIN　 IS　 LESS　 THAN　 40

　 　 　 　and　 6　 -

　Then:　 　　1　-　 IT　 IS　 L　IKEI、Y　 (.8)　 THAT　 THE　 INFECT　 ION　 REQUIRING　 THERAPY

　　　　　　　　 -MENINGITIS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　 ●
　 　 　 ・and　 2　 －

the　 internal　 fOrmat　 Of　 the　 rUle　 iS　 :

LISPRULE

　 PR且MI　 S　E:　 ($AND　 (SAME　 CNTXT　 S　ITE　 CSF)

　　　　　　　　　　　　 (NOTSAME　 CNTXT　 NEUROSYMP)

　　　　　　　　　　　　 (NOTSAME　 CNT～(T　 NEURρS　 I　GN)

　　　　　　　　　　　　　(LESSP+　 (VA工1　 CNTXT　 CSFCELLCOUNT)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・10)

,

、

夕

●
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　　　　　　　　　　　 (LESSPce　 (VAL　 l　CNTXT　 PRpTEIN)　　　　　　　　　　　 　　　　　

4。))

ACTION:(CONCLUDE(㎜T
.　T皿 丁・限 剛ING・T・S　 T品LY・80・)

.This　 is　my　 understanding　 of　 your　 rule':

◆

ピ

　 If:　 　 1)　 The　 site　 of　 the　 cUIture　 is　 csf,　 and

　 　 　 　 2)Th・p・ti・nt　 has・ ・t　 h・d・ece・t・ 臼 ・・1・gic　 sympt。m、,。t

　 　 　 　 3)Th・p・ ・i・nt　 has'n。t　 h・d・ece・ ・neu・ 。1・gie'・ 　i　9・ 　・,・ ・d

　 　 　 　 4)The　 WBC　 from　 the　 CSF　 is　 less　 than　 1　O.　and　 　　 　 '.

　 　 　 　 5)　 The　 CSF　 protein　 is　 less　 than　 40

Th・n':Th・9・is　 st・ ・ngly・uggesti・ ・'・vid・ ・ce( .8)th。t　 th。

　 　 　 　 　 　 i・fec・i・ ・whi・h　 req・i・ ・.…h・ ・apy・ ・i5'・ ・t　 m・ ・i・gi・i・

d・y・uag・ee　 whth　 my　 i・terpretati。 。?　 　 -

ce-e　YES　 　 　 　 　 　 　 '

good・

●

■

　 ス タ ン フ ォー ド大 で,Shortliffeは,　 MYCINと よ ば れ る 医療 診

断 投 薬 シ ス テム を開 発 した が,MYCINに 対 して,医 学 的 な新 知 識 を 自然 言

語(に 近 い形 式)で 付 加 す る こ とが 可 能 。特 徴 は

　 (a)　 意 味 文法 の導 入 。

　 (b)　 よ り広 い範 囲 の 問題 を カバ ーす るため の一 般 文法 の導 入 。

　 (c)　 理 解 の結 果 を使 用者 に提 示 し,確 認 を と りつ つ作 業 を進 め る。

(J)　 〔Codd,1978〕(IBM)

　 　 　 　 RENDEVOUS

　 　 　 デ ー タ ・ベ ー ス に 対 す る 質 問 応 答
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特 徴 は

(a)　 曖 昧 さの解 消 を,メ ニ ュー の選 択 に よ り使 用者 に委 ね る方 式 。

(b)　 質 問 文 は,3節 で説 明 したDEDUCEに 変換 され る。

(c)　 文 法 的 に少 々誤 った文 の入 力 を も許 す。

●

ピ

&2.5　 意 味 文 法

　 前 項 で しば しば 意味 文法 とい う用語 が使 われ てい た。 意 味 文法 は,BBNの

BrownとBurton〔Brown,1975〕 がSOPHIEで 用 い て成功 した ことが

発 端 にな って い る。 対 象 領 域 を 限定す ることにより,8.2.1節 で説 明 した よ うな

制 限(D,(ii),(iii)を 課 す こ とが で き る。 その制 限 に よ り得 られ る利 点 を フル

に活 用 す るた め に,意 味 文 法 が考 案 され た。

　 意 味 文 法 で は,名 詞,名 詞 句,動 詞 句,副 詞 句な ど,通 常 の文法 で用 い られ

る文 法 カ テ ゴ リーは さら に細 分化 され て,意 味 的な 情 報 を反 映 した意 味 カ テ ゴ

リーで置 き換 え られ る。 した が って,意 味文 法 に従 って構 文 解析 した結 果 は,

た とえば 図8-10の よ うにな る。

■

　 　　 　　 　 　　 　　 NOSOC-1/〔
infection　 　　 〈faculfun>　 　　　〈skipuntil　 hospita1>

　　　　　　　〈n。,し 。,誌 ＼ ぬ 、t。、

　　　　　/＼
　 　　 　　 　 　　 　〈notsame>　 　　 〈same>

　l
was

　I
not

■

図8-10　 意味 文 法 に よ る構 文 解 析 木

　 　　 　　 　〔Bonnet,　 1978〕

　 文法 カテ ゴ リー名 に意 味 的 な情 報 を組 み込 ん で い るた め,省 略 や 代 名詞 の指

す もの を決 め る場合 に,文 法規 則 の もっ情 報 か ら,そ れ ら を予 測 す るこ とが 可
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能 とな る。

　 この よ うな意 味文 法 には,つ ぎ の欠点 が あ る。

　 (a)　 対 象 領 域 を 絞 らな い限 り,文 法 カ テ ゴ リー数 が際 限 な く増加 す る。

　 (b)　 文法 規 則 が 対 象 領域 に強 く依存 してい るた め一 般性 がな くな る。 した

　 　 　 が って,対 象領 域 が変 わ る毎 に,ほ とん どすべ て の文法 規 則 を書 き直 さ

　 　 　 な け れば な らな い。 ■

8.2.6　 今 後 の 課 題

8.2.6.1概 要

　 8.2.4で 説 明 した 質問 応 答 シ ス テ ム に対 して実 際 に作成 し使 用 した 経験 か ら ●

さ ま ざ ま な 問 題 点 を 抽 出 し,新 し い 世 代 の(自 然 言 語 に よ る)質 問 応 答 シ ス テ

ム を 作 成 し よ う と す る 気 運 が 高 ま っ て い る 。 昨 年 我 が 国 で 行 な わ れ た 第6回 人

工 知 能 国 際 会 議 に は,反 省 も 含 め て そ の 様 な 報 告 が い く つ か 見 ら れ た 〔Finin,

1979〕,〔Harris,1979〕,〔Hayes,1979〕 。 そ れ ら も 含 め て,今 後

の 課 題 を ま と め て み よ う 〔BBN,]978〕,〔Bobrow,1977c〕,〔Ronnet
,

1978〕,〔Codd,1978〕,〔Hendrix,1977〕,〔Lehnert ,1977〕,

〔Petrick,1976〕,〔Plath,1976〕,〔Waltz,1977〕,〔Woods,

1977〕,〔 鷹 尾.1976〕,〔 田 中,19て9〕 。 以 下 に 列 挙 す る 課 題 は,相 互

に 関連 し 合 って い る。 し た が って 重 複 が あ るが とに か く気 が 付 い た 問 題 を 羅 列 して み る。

)

)

)

)

)

a

b

c

d

e

(

(

(

(

(

)

)

)

)

)

f

g

h

・1

.」

(

(

(

(

(

柔軟 なパ ーザ

会話 のモ デル

応答理 由の説 明能力

パ ラフ レーズの処理

意味,知 識,デ ータ表現法

推論 機構

システ ムの拡張性

誤 入力の処理

多義語の表現 と処理

限量詞,否 定詞 の範囲の決定

日本語特 有の問題 として

●
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■

■

●

　 (k)　 日本 語 入力法

　 (a)の パ ーズ の手 法 につ い ては,1970年 代 に,一 定の 前 進 が あ った とい う

の は事 実 で あ ろ う(第2章)。 しか し,依 然 として 自然 言 語 を パ ーズ す る問 題

に 多 くの課 題 が あ る。特 に,構 文 レベ ル の情 報 と意味 レベ ル の情 報 を どの よ う

にパ ーズ過 程 で融 合 させ るか が問 題 にな ってい る。 意味 文法 は きわ め て限 定 し

た対 象 領 域 で,こ の問題 を解 決 し よ うと した もので あ るが,十 分 でな い こ とは

5節 で説 明 した。 しか し,こ の様 な 問 題 は 構文 レベ ル にあ るので は な く.意 味,

さ らに い えば 語 用論 の レベ ル に あ り,そ こに未解 決 の問題 が 山積 して い る こ と

に よる と思 わ れ る。 筆 者 は現 段 階 で は ,こ れ ら3つ の レベ ル の情 報 を ゆ る く結

合 したパ ーズ の方法 が 望 ま しい と考 え て い る。(a)に は(e),(h),(i),(j)

の問 題 が 関 係 してい る。

　 (b)に つ い て は 六 章 で 説 明 し た 。(c)は,質 問 に対 す る答 をシ ス テ ムか

ら受 け取 った時 に,ど の よ うに して そ の答 を計算 したか を シ ス テ ムが 説 明 す る

機 能 で あ る。 これ は,医 療 診断 投薬 シ ス テムMYCINで の使 用経 験 か ら,説

明機 能 の 重 要 性 が認 識 され た もの で あ る 〔Shortliffe,1976〕 。

　 (d)は,あ る事 を 自然言 語 で述 べ る時,さ ま ざまな言 い廻 しが あ る こ とを問

題 に して い る。 た とえ ば,〔 田中,1979〕 には,半 径2　cmの 穴 の空 い た衝 立

を1cdの 電球 の前10　 cmの 所 に置 く,と い う文 には,少 な くと も2万 通 り以 上

の言 い廻 しが あ る こ とが 指 摘 され てい る。 一文 を複 数 個 の文 の系 列 に分 解 す る

こ と も可 能 で あ るか ら,シ ス テ ムが そ れ らのepistemicな 意 味 の同 一性 を 理

解 で き るか ど うかは,大 きな 問 題 にな る。

　 (e),(f)の 重 要性 につ い ては改 め て説 明 を要 しな いだ ろ う。 今 回 の 報告 書

には含 め な か ったが,(e)に つ い て は第3章 と して,い ず れ説 明 され るだ ろ う。

　 (f)の 一 部 は,本 報 告 書 の 第5章 で 説 明 されて い る。

　 SCHOLARやBAOBAB,　 LIFERな どでは,　 Interlispの 機 能 の一 部

を用 い て,単 語 の綴 りの修 正 を行 な って い る(h)。 しか し,誤 入 力 には さ まざ

まな レベ ル が あ り,そ れ らの検 出 と修 正 は,実 用 的な シス テ ム では 大 き な問 題

にな る。 これは 人 工言 語 につ い て もい え る ことで あ る。 入 力 プ ロ グ ラムが 常 に

正 しい と仮定 す れ ば,そ れ を処 理 す るプ ログ ラ ム(コ ンパ イ ラ,イ ンタ プ リー

タな ど)は 容 易 に作 成 で き る。 しか し現 実 には,入 力 プ ログ ラ ムに は さ ま ざ ま
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な(予 想 もつ か ない よ うな)語 りが 含 まれ て い る。 それ らに どの よ うに対如 し

て い くか に よ り,人 工言 語 を処 理 す る プ ・ グラ ムが 巨大化,複 雑 化 す るの で あ

る。

　 (i),(j)に つ い て は,(a)に 関 して す でに述 べ た 。(k)に つ い て は8.2.6.3

で説 明 す る。

8.2.6.2　 会話 のモ デ ル　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　'

　 使 用 者 と質 問 応 答 シ ス テ ム との会話 は,2人 の対 話 のモ デル にな ぞ ら え る こ

とが で き る。 通 常 の対 話 で は,話 し手 と聞 き手 が相互 にそ の役 割 りを 入れ替 え,

また対 話 の主 導 権 を 時 として交 互 に変 えな が ら進 行 す る。 これ らは,主 導権 混

在型(mixed　 initiative)の 会 話 と よば れ,知 的 な質 問応 答 シ ス テム の も　●

っ べ き機 能 の1つ で あ る。

　 この よ うな機 能 を実 現 す る ため には.使 用者 の質 問や 答 の意 図 を理 解 しな け

れ ば な らな い。 た とえぱ,現 在 の会 話 の主 題 は何 か,焦 点 は ど こにあ るか を,

会 話 の流 れ も し くは文 脈 か ら 汲み とらな けれ ば な らない 。 した が って,談 話 理

解 の 問 題 が解 決 さ れね ば な らな い が,談 話 の問題 は,従 来,語 用 論 に属 す る問

題 とし て十 分 に議論 が な され てい なか った。

　 談 話 の理 解 に は,指 示代 名詞 や 連 体 詞 の指 示 す るもの の決 定,言 語 行 為論,

焦 点 と主題,前 提,推 論,省 略,理 解 の ため の メ モ リ ・モデ ル等 の問題 が含 ま

れ て い る。 自然 言 語 に よる質問 応 答 の もつ 利 点 の1つ と して,8.2.3項 の(g)

で,指 示 代 名 詞 や連 体 詞等 を 用 い て,既 出 の もの(文,名 詞)を 指 しな が ら質

問 で きることを あげて おいた。 これ は ま さに,談 話 理 解 の 問題 に関係 して い る。

した が って,水 準 の 高い 質 問 応答 シ ス テ ム を実 現 す る場 合 には,談 話 を め ぐる

種 々 の 問題を 解 決 しなけ れ ば な ら ない 。 本 報 告 書 第1部 第5章 の 調 査 と 〔長尾,

1979〕 中の"談 話 理 解 の 構造"を も参 照 され た い。

8.2.6.ろ 　 日本 語 入 力法

　 漢 字 情 報 処理 は,漢 字 の入 出力 に 関係 す る もので,質 問応 答 シ ス テム の フ ロ

ン ト・エ ン ドとな る もの であ る。 漢 字 情 報処 理 は,漢 字 フ ォ ン ト ・メ モ リの低

廉化 が1つ の要 因 で あ ろ うが,レ ー ザ ・プ リン タや イ ンク ・ジ ェ ッ ト等 に代 表

され る ハ ー ド・コ ピー装 置 の高性 能 化,高 速 化,低 廉化 も,漢 字 情報 処 理 を促

す 大 き な 要因 であ った と思わ れ る。

'
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◆

　 この よ うな 出力装 置 の進 歩 に対 して,漢 字 の入 力法 には依 然 と して問題 が あ

る。漢 字 の数 は英 数 字 に比 べ て 比較 にな らな い程 多数 であ るか らで あ る。 これ

は,質 問 応 答 シ ステ ム と 日本 語 で対 話 し よ うとす る 時問題 に な る。

　質 問 応 答 シ ス テ ム と 日本語 で対話 す る時 の漢 字入 力法 と して

(D

(iD

(iii)

(iv)

(V)

入 力 に必 要 な全 文字 を配 置 した鍵 盤 を用 い る方法

漢 字 毎 の連想 コー ドを用 い た タ ソチ 法

同 音漢 字 表示選 択 法

カナ入 力(の み)

ローマ字 入 力(の み)

　 (D,qの は 素 人で も使 え る利 点 は あ るが,熟 練 して も,漢 字 入 力速 度 が さ

ほ ど向上 しな い とい う欠 点 が あ る。50字/分 が 限 界 であ る と され てい る。(　ii)

は,英 文 タイ プ と同様 に,鍵 盤 を 目視 す る ことな く入 力 が可 能 で あ るが ,各 漢

字 に対 応 す る連 想 コ ー ドを憶 えな けれ ば な らな い。 熟練 後 は,最 高120字/分

の入 力 が可 能 にな る とい わ れ てい る。

　 qv),(V)は,同 音異 義 語 の判 別 を行 な わ ねば な らず,カ ナ漢 字 変換 と同 様 な

問 題 が生 じ るが,き わめ て 限定 され た 対象 領域 では 有 用だ ろ う。

　 筆 者 は(iv)と(V)を 比 較 す るな ら,(V)が 優 れて い ると考 え て い る。そ の理 由

は,

　 (a)　 カ ナ ・コー ド付 き の特殊 な 鍵盤 が 不要

　 (b)　 ・一マ 字 鍵盤配 列 の方 が,カ ナ鍵盤 配 列 よ り人 間工 学的 な 配 慮 が な さ

　　 　 れ て い る。

　 (c)　 ロー マ字 表記 の 方 が 用言 の形 態素 処 理 に適 して い る。(た とえぱ 「ス

　　 　 ル」 と 「シ タ」 には,共 通 の カナ文 字 が 含 まれ ない 。 これ に対 して,ロ

　　 　 ー ーマ字 表 記 のSURUとSITAに は,共 通 の ローマ字Sが 含 まれ ている)。

　漢 字 入 力 法 に関 しては,昭 和54年 度 よ り情 報処 理 学 会 に委 員 会 が 設 置 され

検討 が進 め られ てい る。 多 くの 人の 納得 の行 く結論 が得 られ る ことを希 望 した

L、o
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8.2.7　 おわ りに

　 自然 言語 に よ る質 問応 答 シ ス テ ム をめ ぐる さ まざ まな問 題 を(筆 者 の独断 を

も混 え て)考 察 して きた。1980年 代 には,限 定 された対 象 領 域 で,自 然言 語

に よ り人 と知 的 な 会話 を 交 す実 用的 な質 問 応答 シ ス テ ムが実 現 す る であ ろ う。

これ は,計 算 機 の もつ機 能 を 高 次化 しよ うとす る知 識情 報処 理 シ ステ ム の実 現

と密接 に 関連 す る。米 国 と比 較 して,我 が国 で の 自然言 語 に よ る質 問 応 答 シス

テ ムの 研究 は 立 ち 遅 れ てい る とい わ ざる を得 な い 。 しか し最 近,多 くの若 い研

究 者 に よる この分 野 へ の興 味 と関 心 が 高 まっ てい る と聞 く。 自然言 語 処 理 の研

究 は 本 質 的 に長 期 の テ ーマで あ る こ とを認 識 しつ つ,今 後 の研 究 の進 展 に期 待

して結びとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

ザ

●
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1.生 成 文 法 理 論 の 展 開

1.　 1957年 に,N.　 Chomskyカ ミSyntactic　 Structures{二 お い て 生 成

文法 理 論の 概 要 を発表 して以 来,生 成 文 法理 論は 既存 の理 論 を よ り精 密 にし
,

よ り優 れ た 理論(可 能 な文 法 の範 囲 を よ り狭 く定 義す る理論)に 到達 す る こと

を め ざし,い くつ か の重要 な理 論 上 の進 展を 経 て きた。 特 に ,初 期 の理 論か ら

標準 理 論 へ の進 展,次 に標 準 理 論 か ら拡 大標 準 理論 へ の進 展,更 に こ の拡大 標
'
準 理 論 か ら痕 跡理 論(trace　 theory)の 導 入 に伴 な う修正 拡大 標 準理 論 への進 　 　 　 　.

展 は,生 成 文法 理論 の 闘 の歴 史 の 中 で,画 期 的 な飛 躍 と いえ る.%稿 では ,

まず この理 論 進 展 の三 つ の段 階 の概 要 を た ど り,次 に最 近 の理 論展 開 の 成果 で ●

あ る 痕 跡 理 論 を 中 心 と し た 修 正 拡 大 標 準 理 論 に つ い て 紹 介 を 行 な う
。

2.　 Chomsky(1957)は 統 語 構 造 を 明 示 的 に 記 述 す る に は 句 構 造 規 則(Phrase

Structure　 Bules)　 け で は 不 十 分 で あ り
,変 形 規 則(Transformational

R・les)敏 法 理 論 の 中 に 導 入 す る 必 要 が あ る ・ とを 鵬 かC。 し た
.2)。 れ 、.対

し て,Chomskyは1965年 のAspects　 of　 the　 Theory　 of　 Syntaxに お

いて,こ の初期 理論 に おけ る変 形規 則 の定 義 を一 部 分 修正 し,そ の機 能 を 明確

に した。 ま た,基 底部 門を範 疇 部 門(辞 書)に 分 け,語 彙 項 目の統 語 的性 質に

関す る情報 を統 語 素性 の 形 で記 述す る必要 があ る ことを示 し,更 に変 形 規 則 の

循環 適 用 の原 則 な どい くつ か の 新 しい 提 案 を行 ない,標 準 理論 を 確立 した。 こ

の 第一 の 段階 で の主 要 な 理論 進 展 は,統 語 部 門 の中 の二 つ の下 位 部 門(即 ち
,

基底 部 門 と変 形部 門)に 関 して各々 の 職 能 とその相 互 関係 を明 確 に規 定 した点

で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●第 二 の 段 階 の 重 要 な 理 論 進eeeS,　 A・pect・ 以 後 のCh。m、kyの 三 つ の 重 要 な

論 文((Deep　 Structurej　 Surface　 Structure,　 and　 Seman　 ti　c　 Inter-

P・et・ti・n(1970・);R・m・ ・k・ ・nN・mi・alizati・ ・(1970b):Empi,i。al

1)詳 し くは梶 田(1976)『 変 形 文 法論 の軌跡 』(大 修 館)並 び に太 田 ・梶 田(1974)『 文

法論 皿 』(英 語 学 大 系4,大 修 館)参 照。(拡 大標 準理 論 に 至 る生成 文 法理 論 の細部 に至

るまで の動 向 が適 格 に 捉 え られ よう。)『 言語 』第6巻,2号,3号 の 「特集 チ.ム ス キー

の 全体 像 」 及 び 「特 集 チ ・ムス キ ー理 論 の 展 開」 も参 照。

2)変 形 規則 の 適 用は構 造依 存 の 原理 に よ る こ とが 明確 に示 され た。
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●

`

　 　　 　Issue・i・th・Th…yT・a・ ・f・・m・ti・n・I　 G,amm。,(1972。))を

　 　　 納 めたSt・di…nS・m・n・i・ ・i・G・ ・e・a・i。・G,amm。,ea,深 層 離

　 　　 のみ が文 の意 味解 釈 に 関 与す る という標 準 理 論 の ひ とつの 基本 的 主張 を 修正 し,

　 　　 文 の 意味 解 釈 は・ 深 層 構 造 と表 離 造 の 組1は 。 て決定 さ れ る と い う拡 大 鮮

　 　　 理論 を展 開 した。 この 拡大 標準 理 論 の枠 組 み に おい ては,文 の 意 味表 示 の決 定

　 　　 に必 要 な文 法 関係 は標準 理 論 と同様 に 深 層構 造に よ っ て決定 され るが,論 理語

　 　　 の作用域,文 の焦 点 や前 提,照 応関 係 な どは,(音 声 的 に解 釈 され た)表 層 構

　 　　 造 に適 用 さ れ る意 味 解釈 規則 に よ っ て決 定 され る と した 。 この よ うに,こ の段

　 　　 階で は,統 語 部 門 の内 部構 造 の問題 か ら,統 語部 門 と意 味 部 門 の係 わ り合 いの●

醜 に研 究 の焦点 が移 り,表 離 造 が 意味 解釈 に軽 殿 割 課 す 。 とが明 ら

　　　　　　　　 3)　　　 かに された
。

　 　 　 　 現 在,生 成 文 法 理 論 は 理 論 進 展 の 第 三 の 段 階 の た だ 中 に あ る 。Chomskyの

　 　 　 ℃onditions　 on　 Transformations'(1973)に そ の 萌 芽 が み ら れ,Ref-

　 　 　 lections　 on　 La　rrg　u　age(1975b)や'Conditions　 on　 Rules　 ofGarm-

　 　 　 mar'(1976)で 具 体 的 に 論 じ ら れ て い る 痕 跡 理 論 に 基 づ き,更 にcOn　 Wh-

　 　 　 Mov　 ement'(1977b)並 び にChomskyとLasnikに よ る"Filters　 and　 Con-

　 　 　 tro1'(1977)やChomskhの 未 出 版 論 文tOn　 Binding"(1978)や'Mark-

　 　 　 edness　 and　 Grammar'に おv・ て 展 開 さ れ て い る い く つ か の 仮 説 に 基 づ い て.

　　　 修正拡大騨 理論が確立 しつつある三)・の修正拡大離 理論の基蹴 成す嚇

　　　 理論 の基本 的主張は,あ る要素 を移動す る変 形規則 はその要素が移動 された元'

3)　 Chomsky(1970b)で は ,t基 底 部 門 に 焦 点 を あ て 句 構 造 規 則 に課 され る 制 約 に 関 す る仮

説 とLて 麺 論 を提 示 ・ て い … の 融 論 はJ・ckend・ff(1971
,1977。 ・ ・977b),

Berman(1974),　 Selkirk(1977)等 で 実 証 的 研 究 を 踏 ま え て 展 開 され て い る
。 八 木

　 (1977)も 参 照 。,

4)℃onditions　 on　 Transfo　 rmations'(1973)
,　tQu　estions　 ofForm　 and

　 Interpretation'(1975a)・`Conditions　 on　 Rules　 of　 Grammaピ(1976)等

はCh・m・ky(1977・)の 論 文 集Essay・ ・n　F・ ・m・ ・d　 l・…p,et、ti。
nに 再 録

さ れ て い る・ またR・les　 and　 R・p・esen…i・n
,とLect・ ・e・n　 C。re　 Grammar

が さ ら に 準 備 中 で あ る。
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の位 置 に 痕跡(trace)を 残 す とい うもの で あ る。 修 正 拡 大 標 準 理 論 におい て

は,こ の痕 跡 の導 入 に よ り派 生 の最初 または 中 間 の段 階 に 現 わ れ る句 構 造標 識

の あ る種 の特 徴 が表 層構 造 まで 持 ち越 さ れ るこ とに な る。 これは,今 まで(拡

大)標 準 理論 の 中 で記述 し ょ う とす る と問題 に な る と考 えられ てV・た現 象を全

体 的 派生 制 約 とい う強 力 な し くみ を文 法 に導 入 す る こ とな く説 明 す る ことを 可

能 と したξ)。 の よ うに,修 正拡 大麟 理 論は,拡 大 難 理 論 の 枠 組 み の 中へ,

痕 跡 とい う理 論 的構 成 物 を新 し く導 入 し,そ れ に伴 な って 文法 規 則 の定 義及 び

それ が 関 連づ け る構造 の定 義 を一 部 分一 律 に変更 す る ことに よ り,例 えば,可

能 な変 形 規則 の 類 を従 来の 理論 よ りもは る か に狭 く定 義 し、更に変形規則の形式

に関する条件を非常 に簡潔に した り・ また・ 文の意味綱 は表層離 は ・て ●

のみ決 定 され る と した り して,従 来 の理 論 の 記述 能 力 を増 大 させ る こと も また

減 少 させ る こ とも な く.可 能 な 文 法の 範 囲 を で き るだ け狭 く定 義 し よう とす る

　　　 　　 6)もの で あ る
。

　 以 上,生 成 文 法 理 論 の展 開 の軌 跡 をChomskyの 主 要 な 著作 並 びに 論 文を 中

心 に概 観 した 。 こ こで重 要 な こ とは,上 述 した理 論進 展はN.Chomskyひ と り

に よ って推進 され たわ けで は な くChomskyの 研 究 を中核 と した 統語 論 ・音韻

論 意 味論の各分野に鮒 る他の多 くの研究の成果に拠 。てい る・とで ある膓)

例 え ば,標 準 理 論 の 確 立 に は,Fillmore(1963),　 Katz　 and　 Fodor(1963),

Katz　 and　 Postal(1964)等{二 よ る 初 期 理 論 に お け る 問 題 点 の 指 摘 や 意 味 部

門 と 変 形 規 則 に 関 す る 考 察 が そ の 原 動 力 と な っ て い る 。 ま た,拡 大 標 準 理 論 は,

Kuroda(1965,1969),　 Jackendoff(1969,1972),　 Akmajian(1970,19

73)等 の 表 層 構 造 が 文 の 意 味 解 釈 に 関 与 す る こ と を 示 す 言 語 事 象 を 指 摘 し た 一

5)例 え ば代 名 詞 の 交 差 現 象(Cross-Over　 phenomena)や 縮 約(Contraction)に 関

す る事 象

6)変 形 規 則 はWh－ 移 動 規 則 と 名 詞 句 移 動 規 則 の二 種 類 の み が 核 文 法(core　 grammar)

　 に 属 す る と され て い る 。(核 文 法 と は 無 標 の 規 則 の 体 系 と し て の 文 法 を 指 す も の で あ る 。

Ch。m,ky。 。dL。,nik(1977》Stilli・g・(1977),　 K・ ・t・ ・(1978・ ・1978b)

　 等 参 照)

7)各 理 論 に はそ れ に 基 づ く優 れ た 英 語 に 関 す る 実 証 的 研 究 が 存 在 す る。 初 期 の 理 論 内で

　 は,Lees(1960),Kl　 ima(1964),標 準理 論 内 で はRosenbaum(1967),拡 大 標 準

　 理 論 で はMilsark(1974)等 が 挙 げ られ よ う。

一226一



■

連 の 研 究 に 基 づ い て 誕 生 し た 。 同 様 に 痕 跡 理 論 及 び そ れ に 基 づ く 修 正 拡 大 標 準

理 論 も・Wasow(1972,1979),　 Selkirk(1972) ,　Fiengo(1974,1977),

Sag(1976)等 の 諸 研 究 の 成 果 に 多 く を 負 っ て い る。 更 に
,標 準 理 論 に 基 づ く

Ross(1976)の 変 形 規 則 の 適 用 に 課 さ れ る 諸 制 約 の 研 究 並 び にEmonds(1970
,

1976)の 変 形 規 則 に 関 す る 構 造 保 持 の 仮 説(Struc　 ture-Hy　 po　the　 sis)は
,

この 修正 拡大 標 準理 論 に多大 な影響 を与 え て いる♪)

3.　 Choms　 ky(1975b:105)は,痕 跡 理 論 に 基 づ く広 義の 文 法 の組 み 立 て を,

概略,(11の よ うに 提案 して いる。((1)に お い てB:基 底部 門 の規 則,T:変 形

規則)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 意味解釈

(1}文文法(Sente・ce
　　　　　　　　　9「ammar)・ 」 ㌧ 基底 髄 工 表 層縦 塑 呉)論 理 形式

離 ㌶ 耀(SI-2)・ 論理形式一 意味

(1}に示 した文 法の 体系 は,(拡 大)標 準 理 論 と次 の点 で著 し く異 な る。(1)で は ,

意 味 解釈 規 則 が大 き く二 種類(即 ち,SI-1とSI-2)に 分 け られ,表 層 構 造 と

最 終 的意 味表 示 との間に,　 「論 理形 式 」 とい う新 し い中間 の意 味 表示 の レベ ル

が設定 され て い る。Chomskyが 従 来 の文 法 の体 系 と この よ う に著 し く異 な る

(1)を提 案 した背 景 には,　 「形 式文 法 の 自律 性に 関 す る命題 」 とい う彼 の 考え が

反映 して い る。 この命 題 は,文 の形 式 に 関す る知識 の体 系 と し て の 形 式 文 法

(統 語論,形 態 論,音 韻 論を 含 む)は,文 の形 式 と意 味 との結 び付 き に関す る

知識 の体 系 で あ る意味 論 か ら独立 した 自律 的体 系 と してで き るだけ 狭 く定義 さ

れ な けれ ぽ な らな い と主 張 す る。痕 跡 理 論 の導 入は 団 の よ うな 文法 の体 系 を可

能 とす る もので あ り,従 って,こ の 自律 命 題 の達成 に重 要 な役 割 を果 す と考 え

られ る8)

8)本 稿 では音 韻論 につ いて 言及 す るこ とが で きないので 原 口(1977)「 生成 音 韻 論 の動

向 」(『 英語 学16』)参 照

9)痕 跡 理 論に つ いて詳 し くは,拙 稿 寺 津(1976)「 痕跡 理 論 につ いて(上)・(下)」(『 英

語 文学 世 界 』第11巻6号 　7号),長 原 ・稲 田 ・池 内(1976)「 痕跡 理論(1)一(3)」(『英

語 青年 』第121巻10号 一12号),大 島(1977)「 痕跡 理論 を め ぐって」(『 言語 』第

6巻3号)池 内(1979a)「 文法 理論 の 最近の 動き に関 す る覚 え 書 き」(Mulberry　 28)

等参 照。
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　 Chomsky　 and　 Lasnik(1977)は,(1}の 体 系 に お け る文 文 法 に 関 し て,更

に(2){、示 す よ うにそ の内罐 造を 明 敵 して い る』・)

{2)　　 　　　 　　　 　　　 　 1.　 基底部 規則

　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　 2.変 形 規 則

　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　〔表 層構 造〕

　 　　 　　 　 3a.削 除規 則 　 　 　 　 　 　 　 3b.　 Construal規 則

　 　　 　　 　 4a.フ ィ ルター　 　 　 　 　 　 4b.数 量 詞解 釈 規則

　　　　　　 5a.音 韻規則　　　　　　　　　　　　　:
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　　 　　 　 6a.文 体規 則　　 　　 　　 　　 　 　　〔論 理 形 式 〕

　 (Construa1規 則 に は,相 互代 名詞規 則(Re　 cipro　 cal　 Rule),束 縛 照 応

　 　 規 則(Bound　 Anaphora),分 離 指 示規 則(Disjoint　 Reference)コ ソ

　 　 トロール規 則(Control　 Rule)等 が 含 まれ る。)

前 述 した よ うに,(1汲 び② の しくみに 基づ く修 正 拡 大 標準 理論 は,現 在 もそ の

研 究 が進 展 中で あ り,痕 跡 の 実体 に 関す る定 義や痕 跡 に 係わ る制 約に 関 して も

明確 ・精 密化 され る方 向に あ るが,痕 跡 の 基本 的 定 義 は(31に示 す よ うな もの で

ある。11)

(3}あ る変形 規 則 が句PをXの 位 置か らYの 位 置へ 移 動 す る時,そ の変 形規 則

　 はXの 位 置 に句Pに よ って 束縛 された 痕跡(atrace　 bound　 byP)を 残

　 す 。　(Choms　 ky(1975b:95))

(3)か ら明 らか な よ うに,痕 跡 理 論 に お いて は,移 動 され た要 素 と痕 跡 との 間 に

成 り立つ 関係 は,照 応 関係(Anaphora)に お け る先 行 詞(Antecedent)と

束 縛照 応 形(Bound　 Anaphor)の 間 に成 り立 つ そ れ と基本 的 に 同 じ だ とみ な

され て いる。 この よ うな 痕跡 を文 法 に導 入 す る動 機付 け と して,〔4)に 示 す よ う

10)　 (2)にお いて 表層 構 造 は痕跡 やPROを 含 み,削 除 規 則 及 び文体 規則 の適 用前 の構 造で

　 あ る ことか ら従 来 の そ れ よ りも抽 象 的 な もので あ る。(C　 f.浅 い構造(Shallow

　 Structure)0

11)　 Chomsky(1978)で は 指標 付与(index　 assingnment)の 一 般的 な 規約 が明

　 確 に され,PRO,痕 跡,照 応 形,名 詞 句 が一 律 に扱 われ るこ とを 可能 と してい る。
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　　 な 各種 の 議 論が 提示 さ れて い る㌶)

　　 (4}　 a.可 能 な変 形 規 則の 類 に つ いて の原理 的な説 明 に関す る議 論

　　　　　b.指 定主 語 の条 件(Specified　 Subject　 Condition)及 び時制 文 の条件

　　　　　　　 (Tensed-S　 Condition)と 変 形 規 則 及 び意 味解 釈 規 則 の 相 互作用

　　　　　　　に関 す る議 論

　　　　　c.表 層 構造 意 味 解釈 の 仮説 に関 す る議 論

　　　　 d.交 差 の現 象 と論理 形式 に 関す る議論

　　　　 e.Wanna形 式 に 関す る議論

　　 修正 拡 大 標 準理 論 にお いては,痕 跡 理論 を前 提 とし て,変 形 規 則 は単 に 「αを

● 移動 せ よ(M。v。 。)」 と して 定 式化 され て、、る
.。 の定 式化 、,よ り従 来 よ りも

過剰 に 生成 され る統 語 構 造は,痕 跡 やPROを 含 む 分 だけ従 来 よ りも豊 か な情

報 を 持つ表 層 構造 に適 用 され る意 味 解釈 規 則並 びに そ の意味 解釈 規則 の 適用(あ

るい は意 味 解釈 規 則 の適 用 の結 果得 られ る出力 と し ての論 理 形式)に 課 され る

削除規 則 の 出力 に適 用 され る フ ィル タ ーに よ って排 除 され る。13)従って,理 論全

体 と し ては,従 来 の どの理 論 よ りも可 能 な文 法の範 囲 を厳 し く制 限す る もの で

あ り,生 成 文 法理 論の 目標 達成 に近 づ く もの で あ る と考え られ て い る。 しか し,

拙稿 寺津(1977)「 修 正 拡大 標 準 理 論 に お け る意 味 部 門 の内部 構 造 につ いて」

及 び 寺津(1979)「 修正拡 大 標準 理 論 に お け る削除 問題 につ い て」 で 指 摘 した

よ うに,14)修正拡大 標 準理 論 はそ の細部 にお い て まだ 精密化 され るべ き点 を数 多

12)(4d)に 関 し て はWasow(1972,1979)及 びChomsky(1975a,1976),(4e)に 関

　 し て はChomsky　 and　 Lasnik(1977,1978),Andrews(1978),　 Pos　 tal　 and

　 Pu　llum(1978,1979),Te　 raz　u(1977)等 参 照 。　 Chomsky(1978)で は 指 標 付 与

　 並 び に 格 に 関 す る 規 約 に 基 づ き 指 定 主 語 条 件 及 び 時制 文 条 件 は 不 透 明 の 条 件(Opacity

　 Condition)及 び 主 格 島 の 条件(Nominative[sland　 Condition)と し て 再 定

　 化 が 試 み られ て い る 。

13)　 修 正 拡 大 標 準 理 論 に 基 づ く 研 究 と し てFreidin(1978),Dresher　 and　 Horn-

　 　 stein(1979),Koster(1978a,1978b)Lightfoot(1976,1977)等 が あ る 。

　 ま た これ に 対 す る 批 判 とし て はBresnan(1975,1976,1977),　 Ike-uchi

　 　 (1979b,1979c),　 Inoue(1979a,1979b),　 Iwakura(1979),寺 津

　 (1978)等 参 照 。

14)　 寺 津(1977)は 『富 山 大 学 人 文 学 部 概 要 』創 刊 号,寺 津(1979)は 同3号 。
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く残 して お り,ま た根 本 的 な修正 を必 要 とす る点 もあ る。 よって,こ の修 正拡

標準 理 論 の 妥当 性 は,今 後の 研究 に よ っ て更に検 討 され る必要 が あ る。

4.以 上,生 成 文法 論 にお け るChoms　 kyを 中心 としこ研究 の動 向に 焦点 を あ て

そ の理 論進 展 を概 観 した 。

　 と ころで,初 期 の 理論 か ら標 準 理論 確 立 に至 る時期 に は理 論 内部 に おけ る意

見 の対 立 はみ られ なか った が,標 準 理 論以 降,理 論 内部 に おけ る論争 が 活発 に

な り,Chomskyと は異 な る方 向に 研究 を進 め る グ ルー プが い くつ かで て きて い

る。 最 後 に,こ れ らに関 して簡 略 に 言 及 してお く。15)Aspectsを 契 機 にFil-

lmoreに よっ て格 文法(Case　 Grammar)が,ま たGruber(1965,1967)

、端 醜 し,L。k。,f,　 M。C。w1。y,　 P。 、、、1等(、 よ 。 て 生 成 意 味 論(Gen,,a-●

tive　 Semantics)が 提 唱 さ れ,拡 大 標 準 理 論 に お け る 解 釈 意 味 論(Inter-

pretive　 Semantics)に 対 立 し た 。 ま た,1970年 代 に 入 り,　 Posta1,

Perlmutter,　 Johnson等 に よ る 関 係 文 法(Relational　 Grammar)や 久

野 に よ る 機 能 文 法(Functionalism),等 の 研 究 も 活 発 に 行 わ れ て い る 。

'

●

15)　 詳 し くは 原口(1979)「 変 形 文 法家 の最 近 の理 論 展 開」(『 言 語 』第8巻10号)

　 参照 。
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2.生 成文法理論における意味論 の展開

　 生 成 文法理 論は,そ の出 現 の背 景 と して,(a)言 語能 力 と言語 運 用 の 峻別,(b)

規 則 に支 配 された 言語 の創 造 的 側面 の 再 認識,(c)言 語 の多様 性 と普遍 性 の認 定

に 基づ く深 層 レ ベ ル ・表 層 レベ ルの設 定,(d)両 レベ ル を動 的 に統合 す る変形 操

作 の 概念 の導 入 等 の言語 学 的 視 点 を 合理 論 の哲学 的 基盤 に 基づ いて 明確 な形 で

提示 す る ことに よ り,従 来 の伝 統文 法,記 述 文法,構 造言 語学 の枠 組 に 基 づ く

意味 論 に 対 し て新 た な 意味研 究 の 座 標 を提示 した点 に,そ の 意 義が あ る と言 え

る。 しか し,現 時 点 で の生成 理 論は,解 釈意 味論,生 成意 味論,格 文法 理 論等

の諸 派に分 岐 し,厳 密 に は そ の対 象 とす る意 味 領 域 の 限定 の 仕 方,最 終 目標 へ

の到 達 手段 に 関 す る理論 上 の 対立 が顕著 にな って きて いる。 本 稿 で は,こ れ ら

の 主要 流派 の成 立 過 程 とそ の相互 関係 を 比較 検討 す る ことに よ り,生 成 理論 に

お け る意 味論 の理 論 的進 展 の一 様相 を考察 す る。

　 生 成 文法 理論 は,公 式 にはChomsky(1955.1957)に 始 ま る訳で あ る が,こ

の時 点 での表 層 構 造 と深層 構 造 の区分及 び両 レベ ルに介在 す る変形 規 則 の 導 入

は,あ く まで 文法 理 論 の 中核 を な す統 語部 門 の 定式 化 に際 して 提起 され た もの

で あ る。 これ に対 し.Katz　 andFodor(1963),Katz　 andI)ostal(19

64)は,上 記 の深 層 構造 に意 味決 定 の 中心 的役 割 を 認 め,意 味 解釈 規 則 の導 入

に よ り,統 語部 門 の統合 を図 り,こ こに生成 文法 理 論に お け る 意味 論 の 基盤 が

確 立 され る こと に な る。 そ の 後,Chomsky(1965)に よ り,以 上 の 枠 組 に 基 づ

く標準 理 論(Standard　 Theory,　 ST)の 定 式 化 が な され る。　STの 基本 的

特徴 は,深 層 構 造 を意 味表示 の 決定 に 必要 な情 報 を過 不足 な く含 み,す べて の

意 味 解釈規 則 の 入 力 とな る レベ ル とみ なす 点に あ る。STは その 後Chomsky

(1970),Jackendoff(1972)等 を起 点 とす る拡大 標準 理論(Extended

Standard　 Theory,　 EST)と して修 正 され る。　 STとESTの 基本 的 相違 は,

深 層 構造 と意 味 解 釈 規則 の 相互 関係 に あ る。 上 記 のSTの 概略 か ら明 らか な よ

うに,STの 深層 構 造 は,す べて の意 味解 釈 規則 の 入力 とな る レベ ル で あ るの

に対 し,ESTで は,基 底 レベル の 基本 的文 法 関係 に 基づ く意味 は,　 STと 同様

深 層構 造 に意 味 解釈 規則 が適 用 して得 られ るが,変 形 規則 の 適 用 の 結 果生 じる

(a)焦 点 と前 提,(b)数 量 詞 ・否定 辞,(c)照 応 関係 な ど の意 味規 定 は,表 層 構造
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(な い し は,同 構 造 に 至 る派 生 の 中 間 段 階)に 意 味 解 釈 規 則 が 適 用 し て 得 ら れ

る こ と に な る 。ESTは 更 にChomsky(1973)
,　 Fiengo(1974)等 を 起 点 と

し,痕 跡 理 論(Trace　 Theory)を 組 み 込 ん だ
,修 正 拡 大 標 準 理 論(Revised

Extended　 Standard　 Theory,　 REST)と し て 改 訂 さ れ る
。　 RESTの 基

本 的 特 徴 は,ESTに お け る 上 記(a)一(c)に 係 わ る 意 味 現 象 だ け で な く
,従 来 深

層構 造によって決 定 される とみな されて いた基 本的文法 関係 に基づ く意味情報　 　 　　'

も,派 生 過程 を 経 て 表 層 レベ ルに保 持 され,こ の 後者 の レ ベ ル に意 味 解 釈規則

.が適 用 して,そ の最 終 的 意味 表示 が得 られ る とい う点 にあ る。 以上 のST,EST,

RESTの 経緯 を み た場 合,意 味 部 門 の解釈 規 則 の 入力 となる言 語 レベ ルの位 置

づ け に 関 し,理 論 的 変 容 がみ られ るが ,い ず れ の枠 組 に お い て も,意 味 部 門 が ●

深 層 構造,表 層 構 造 な い しは 両 者 の 中間 段 階 の レベ ルを そ の 意味 規定 に際 して

の入 力 とし,最 終 的 意 味 表示 をそ の出 力 として い る点 で ,基 本 的 に解 釈意 味 論

(lnterpretative　 Semantics,　 IS)の 下位 理 論 に属 す るもの と言 える。

　 こ れ に 対 置 す る 形 で 登 場 し た の が,Lakoff(1970,1971),McCawley

(1972),Postal(1970),Ross(1970)等 に よ って 提 唱 され る生 成 意 味論

(Generative　 Semantics,　 GS)で ある。　GSの 基本 的特徴 は,　 I　Sに お

け る深層 構 造 の 概念 を更 に深 化 させ,変 形 規則 の入 力 とな る 基底 構造 自体 が ,

意 味 部門 にお いて,意 味 表示 レベ ル として 規定 され る点 にあ る と言 える。 形 式

的 に みた 場合,こ の意 味 表示 レベ ルは,(a)S,V,　 NP等 の限 定 され た 基本 的

範疇 記号 に よ って 定 義 され る句 構造標 識 に 基 づ いて 表示 さ れ る レベ ルで あ り,

(b)選 択制限 ・共 起 制 限 に 関す る意 味 規定,(c)各 種の推 論規 則 に 関す る一 般化 が

述べ られ る レベ ルで あ る。 この 意味 表示 レベ ルか ら表 層 構造 へ の派生 過程 に関

す る規 則 は,一 連 の 変 形 規則(語 彙 変形 規 則 ・非 語彙 変形 規 則)に 限 定 され る。

従 って,上 記ISが 規 定 す る意 味 での意 味 解釈規 則 は存 在 しな い こ とに なる。

またISに お け る深 層構 造は,す べて の語 彙 変 形規 則 の適 用 に よ って規 定 され ,

すべ ての 非語彙 変 形規 則 の 適 用 の 入 力 とな る自立 的 レベ ル とし て仮 定 され るが
,

GSに お いては,意 味 表示 か ら表 層 構 造の レベ ルに 至 る派 生 過 程 に 関 しては ,

語 彙 変形規 則 が常 に 非 語彙 変形 規 則 に先行 して 適用 され る とは限 らず ,後 者 が

前 者 に先行 し て適 用 され る場合,あ るいは,両 者 が交 互 に適 用 され る可能 性 も

認 め られ る。従 って,GSに お いては,　 ISで 規 定 され る 自立 的 レベ ル と して

,
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の 深層 構 造の レベ ルは 認 定 され な い こ とにな る
。 この 語彙 変形 適用 以 前 の 抽 象

的意 味表示 か ら一 連 の 変形 派 生 を経 て表 層 構造 を規定 して い く方 向は ,Gruber

　 (1965,1967)及 びChafe(1970)の 意 味 モ デ ル に も み ら れ るカ㍉ 広 義 に 解

す る な らば,こ れ らの モデ ルは,基 本 的 にはGSの 路 線 に 沿 った もの と言 え る。

　 以 上 のIS,　 GSと の 関 連 で 独 自 の 立 場 に あ る 理 論 と し て,　 Fillmore(19

66,1968,1971)に 代 表 さ れ る 格 文 法(Case　 Grammar
,CG)が 考 え ら

れ る 。CGは 広 義{=は,　 IS,　 GSと 同 様 生 成 理 論 の 枠 組 に 属 す る も の で あ る

が,そ の 独 自 性 は,格 概 念(Case　 Notion)の 導 入 に あ る
。　 Fillmore(196　 6,

1968)で は,こ の 格 概 念 を 深 層 構 造 の レ ベ ル に 導 入 し て い る 点 でISに 準 ず る

枠 組 に基 づい て い る。 しか し,CGはISが 深 層 レベ ルで規 定 す る主 部/述 部

の 統 語的 区分 を認 め ず,同 区 分に 中 立 的な 述語 と格 の 共起 関係 に 基づ く深層 構

造 を仮 定 す る。 更 にFillmore(1971)でeま この深 層 レベ ルを 深化 させ ,格 設

定 を意 味表示 レベ ルにお いて導 入 す る に至 る.CGは ,格 と い う意 味概 念 の 導

入 に 基づ き,統 語 論 と意 味 論の 基底 レベ ルに おけ る統 合 を図 って い る点 で,や

は りGSと 基本 的 に同 一 の 方 向 を 目指 した 意味 モデ ル を提 示 す る も ので あ る
。

　 以 上 の生成理 論の 意 味 論の 展 開 をみた場合,概 略 ω 意味 解釈 規則 の 入 力 とな

る深 層 レベ ル を次 第 に表 層 構造 に近づ けてい く方 向 と,ei)同 レ ベ ル を更 に深化

させ,意 味 表示 レベノレと 同一視 して い く方 向 が考 え られ る。 前 者 の 方 向 は,ST

か らESTを 経てRESTに 改 訂 され て いくISの 修正過 程 を特 徴 づ け るもの で

あ るが・ この方 向 を推 進す る根 拠 と して は,表 層 レベ ルに 対 す る意 味 解 釈上 の

役 割 の認 定,統 語 論 の 自律 性 の仮説 に 基づ く可能 な変形 規 則 の 限定 な どが考 え

られ る。 また後者 の 方 向 は,GS,　 CG ,　Chafe,Gruberな ど のモ デルを 特

徴 づ け る も ので あ る が,こ の方 向 を推 進 す る根拠 と しては,ISの 自律 的な 深

層 レ ベル か らは一 般 的予 測 が不 可能 な 統語 事実 ,選 択制 限 ・推 論規 則 に 関す る

事 実 の 認定 が考 え られ る。 が,い ず れ の方 向 を とる にせ よ,少 な く と も次 の諸

点 は 留 意 す る 必要 があ る。 まずISは 変 形規 則 の役割 を次第 に軽 減 し,こ れ に

代 って意 味解 釈規 則の 担 う役 割 を増 強 しつ つ あ る。 この方 向 は ,一 見統 語論 の

自律 性 に 基づ き,可 能 な変 形規 則 を規制 す る点 で は意 味が あ る が,逆 に 意味 解

釈 規 則 が不 当 に 強 力 な もの とな る危 険 性は 免れ な い。 特に 最 近 のRESTの 枠組

で は,痕 跡理 論 の導 入の 下 に,焦 点 ・前 提等 の表 層 上の意 味 解 釈 だけ でな く
,

一233一



従 来 深 層 レベ ル で規 定 され た 文法 関係,格 関 係 等 も一 律 に 表層 レベ ルで 意味 解

釈 さ れ る こ とに な る が,こ の方 向 を押 し進 め る な らば,知 的 意味 関係 の規 定上

の 基盤 と して の深 層 レ ベ ル設定 の根 拠 及 び この一 般 化 を保 証す る変形 規 則 の存

在 理 由,ひ い ては 深 層 構 造 と表 層 構 造 を区 分す る根拠 が 消失 す る可能 性 が当然

予想 される 。 他方,GSに 代 表 され る基底 レベ ル の深化 の 方向 は,　 ISの 自律

的深 層 レベ ルで は 予測 で きな い統語 事実 ・意味 事 実 の 一般 化 を可能 とす る が,

同時 に意 味 表示 レ ベ ル と表 層 レベ ルに介 在 す る変 形 規 則(特 に,前 者 と従来 の

深 層 レ ベ ルに 介在 す る語 彙 挿入以 前 の 変形 規則)の 規 制 が 問題 とな る。 以上 の

方 向 の適 否 を 決定 して い くた めに は,統 語 部 門 ・意 味部 門 の 位置 づ け(特 に両

部 門 の 相互 関係 を規 定 す る変 形規 則 と意 味解釈 規 則 の位 置 づ け),こ れ らの規

則 の介在 を通 して得 られ る最終 的意 味表 示 の 内部 構 造 の 明確 化 を図 る と同時 に,

両部 門 と語用 論 の 相 互関 係 の 明確 化 を図 る必要 が あ る。 特 に最 近のGSの 枠 組

は,単 に 基底 レベ ルの深 化 に と ど ま らず,発 話 行 為 と統 語論 の 関連 づ け,会 話

の含 意 に 基づ く意 味 的 ・語用 論 的推 論 の 明確化,変 形 規 則 の機能 的 側 面 か らの

再規 定 等 の問 題 へ と その 研究 領 域 を広 げ つ つ あ る。 またRESTに 至 るISの 枠

組に お いて も,照 応 化,移 動 規 則 に伴 う省 略 な どの問題 を中心 に,文 レベ ル ・

文連 結 レ ベ ルの区 分 に 基づ く統 語 現象 ・意 味現 象の 問題 の 再規 定 が行 な われ て

きてい る。 但 し,ISは 形式 文法 の 自律 性 の仮 説 に 基づ き,あ くまで意 味部 門

を含 む文 文法 を自 律 的部 門 として 語用 論 か ら区 分 し,前 者 の形 式 的規 定 を主 眼

とす る研 究 を 押 し進 め る方 向に あ る。 これ に対 し,GSは む し ろ語用論 の 観点

か ら統 語部 門 ・意 味部 門 の諸 現 象 を再 規定 す る方向 で各 部 門 の機能 的統 合 を 図

りつ つ あ る。 この 後者 の 方 向は,Kunoの 談 話 文 法,　 Hallidayの 体系 文 法{こ

関 して も 方法 論 上 の 一致 点 が認 め られ る。 これ らの いず れ の方 向 が よ り有意 義

な知 見を 提示 す る かの 判 断 は現 時 点 では下 せ ない が,い ず れ に せ よ生成 理論 に

お け る意 味 論 の実 質 的 な 位 置づ け は,今 後語用 論 を含 む隣 接部 門 との有 機 的 な

関連 性 を無視 し ては 不 可能 とな る ことは疑 い な い。
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3.ヨ ー ロ ッパ に お け る言 語 学 の 展 開

5.1　 ヨー ロ ッパ に おけ る1960年 代 まで の言 語 学 の歴 史F

ろ.1.1　 は じめ に

　言 語 学 の起 源 をた ど る と,古 くは ギ リシ ア の哲 学 者 や,サ ン ス ク リッ ト語 の

有 名 なパ ーニ ニ文 典(4世 紀B.C.)ま で さかのぼ る ことが で き る。 また ロー

マ 帝 国時代 か らル ネサ ンスを通 じて も何人 か の言 語,文 法 研究 者 の名前 が知 ら

れ て い る。 しか しな が ら現 代 に 直接通 じる本 格 的な言 語学 が お こ って きたの は,

19世 紀 にお け る ヨ ーロ ッパ で,フ ンボ ル トら を 中心 と する ロ マ ン派 言語 学 が

その 始 ま りで あ る とさ れて いる。

　 本稿 で は,ロ マ ン派 言語 学 以 降 の,い わゆ る近代言 語学 に つ いて,ま ず19

60年 代 までの歴史を概観 する。この時期 まで の約150年 間の歴史の中で,ヨ ー ロッ

パ　において は,地 味ではあるが,着 実な歩みが しるされている。 その言語観 は,現 在

話題 となっている,チ ョムスキーの理論にも大 きな影響を与えてい るが,フ ェルデ ィナ

ン ・ド・ソシ ュールなど一 部を除いては,意 外にその内容 は知られ ていない。 言 語 学

史は一部の言語学老,ゲ ルマニス トのみが知 っていればいいとい う意見 も確かに 一 理

ある見方であろうが,1970年 代 にな って特に盛んにな ってきた言語学の新し い 潮

流について理解するためには,そ のバ ックグラウン ドを 知る必要があると思われ る。

　 本 稿 で は3.　2に お いて,70年 代 に は い って 応用,展 開 の 時期 に さ しかか っ

た と思 わ れ る,結 合 価理 論 を取 上 げ る。 結 合価理 論 は,構 造 主 義言 語学 の特 殊

な 形 で あ る依 存 関係 文法 の一 タイ プで,ヨ ー ロッパ では変形 生成 文法 と な らん

で最 も重 要 な理論 と 見 な され て い るが,こ れ も我 が国 では 余 り知 られ て いな い。

しか しなが ら既 に ドイ ツの 日本 語 研究 者に よ って,日 本 語 へ の適 用 も試 み られ

て い る。

　 3.3に お)・て は,ヨ ー ロ ッパ言 語学 の最 近(特 に60年 代以 降)の 成 果 で あ

る,テ キ ス ト言語 学 につ いて 述 べ る。 テ キ ス ト言 語 学 は,従 来 の 文法 で は扱 わ

なか った(あ るい は.扱え なか っ た)文 以 上 の 文法,す なわ ち テ キ ス トを解 析 し

よ う とい う学 問 で ある。 特 に 西独,ス ウェ ー デ ン,オ ラ ンダ な どで盛 んに 研 究

十 　本 節 の記 述 は,主 として 〔9〕 〔14〕 に よ る。
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が行 わ れ て い るが,こ こでは その一 端 を紹 介す る。

　 前 述 の よ うに,ヨ ーロ ッパ の現状 は 余 り知 られて いな い上 に,文 献 も英語 以

外 で 書 かれた もの が少 な くな い。 これ ら の文 献 は 一 応収 集 した もの の,内 容 ま

で 深 く立ち 入 って いな い ものが 多 いの で,本 稿 では そ の一端 を紹 介 す る にと ど

め,詳 細 な 紹介 は他 日を 期 したい と考え て いる。

5.1.2　 フ ンボ ル トか ら ドイ ツ青 年文 法学 派 ま で

　 ヴ ィ ルヘ ルム ・フォ ン ・フン ボ ル トの名前 は,弟 で有 名 な地理 学 者,自 然科

学 者 で あ っ た ア レ ク サ ン ダ ー ・ フ ォ ン ・ フ ン ボ ル ト と 共 に よ く知 ら れ て い る
。

ヴ ・ ルー ルムの 生 涯(硫 政治 家 とし て も醜 した)に つ いて は,〔,〕,Ll　 l〕●

に詳 しいの で ここに は 述べ な いが,そ の言 語学 的な 業 績 か ら,一 般言 語学 の創

始 者 と され てい る。

　 19世 紀 最 大 の言 語 理 論 家 で あった 彼の 思想 が最 も よ く表 され て い る研 究 は,

イ ン ドネシ ア,ジ ャワ 島の カー ヴィ語 に 関す る膨 大 な研 究 の序 説 として書 か れ

た,　 「人 間 の言 語 構造 の 多 様性 と人 類 の精神 的発 展 に 及 ぼすそ の影 響 に つ いて」

と い う論文 で あ る と言 わ れて いる。 彼 の主 張 に よれ ば,言 語 と は ,人 間 が心 に

も って い る 精神(こ れ を彼は 内部 言 語 形 式 と呼 ぶ)が 外部 に現 われ た もので あ

り,従 って言 語 は世 界 観 を反映 す る もの で あ る。 この理 論 に よ って彼 は 民族 間

の言 語 の 相 違,発 音 の違 い な どを説 明 した。 彼 の言 語 理 論 は世 界 観理 論 と呼 ば

れ,今 日に 至 る まで広 く影 響を 与 えて いる。 た と えば,意 味 内 容 文法 の ヴァイ

ス ゲ ルバ・一・一らは,20世 紀 には い って か らの 後継 者 と見 な され ,し ば しぽ 「新

フンボル ト学派」の名で呼ばれている・　 　 　 　 　 　 　 ●

　 フン ボ ル トの研 究 が ど ち らか と い う と人 間 の精神 的,内 的 な ものに 目 を向け

た もので あ った の に対 し,言 語学 に 自然 科 学 的 な ものを 取 り入 れ て,言 語 を外

的,歴 史 的 観点 か ら捕 え よ うと す る動 きが19世 紀 後半 の ドイ ツでお こ って き

た。'1870年 代ジライ プ ツィ ヒに本 拠 を 置 いた 彼 らの活 動 は,若 い世 代 が保 守

的な 世代 に挑 戦 した とい う意 味 で,　 「青年 文 法 学 派」 と呼 ばれ て い る。

　 青 年文 法学 派 の 特徴 は,言 語 を 外 的 な,把 握 可能 な もの として捕 え よ うとし

た と ころに あ り,き わ めて 実証 主 義 的 で あ る。 中 で も今 日に至 る まで 特 に注 目

す べ き業績 と され てい るの は,音 韻 の 研究 で,音 声現 象 の生 起規 則 に 絶対 的 な

●

■

●
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一 貫性 が あ る こ とを は
っき り主 張 した のは 彼 らが 最初 であ る と され て いる。 彼

らの綿 密,真 摯 な 研究 態 度 は後 の 言 語の理 論 的研 究に 多 くの 影 響 を与 え たが ,

しか しな が ら彼 らの 方法 論的 手法 に よっ て言 語 の全 体像 が見失 わ れ た こ とも否

定 で きな い。そ の 後の ドイ ツに おい て は,こ の青年 文法学 派 を克 服 し よ うとす

る さ まざま な試 みが な され たが,そ のた め に言語 外 の要素 が も ち こ まれ ,言 語

体 系 そ の もの を 対象 とす る研究 に対 して遅 れ を と る ことに な った。　 ドイ ツで は

1950～60年 代 くらい まで,言 語学 は あ る程度 沈滞 の時 期 を迎 え るので あ る。

禽

●

5.1.ろ 　 ド ・ソシ ュー ル と構 造 主義

　 20世 紀 の初 めに ヨ ーロ ッパ と アメ リカ で ほぼ 同 じ頃始 ま った 構 造 主義 は,

現 代 に至 るまで言 語 学 の大 きな 潮 流 とな って い る。 アメ リカで は,サ ピア,ブ

ル ーム フ ィー ル ドらを経 て ,ハ リスの 分 布主 義 に至 り(ハ リスに つ いて は3、3

で も 多 少 触 れ る),.チ ョム ス キ ーの登 場 とな るが,本 稿 の範 囲 を逸 脱 す るの

で ここで は述 べな い。一 方,ヨ ー ロ ッパに お いては,言 語 学 の み な ら ず,広 く

社 会科 学,人 文 科学 の流 れ を巻 き こんだ一 大思 想 潮 流 とな って い るナ

　 今 日,構 造主 義の 創始 者 と見 な されて い るのは フェ ル ディ ナ ン ・ ド・ソシュー

ルで ある。青 年文 法 学派(前 述)な どの指 導 を受 けた ド ・ソ シュー ル は
,生 涯

に殆 ど まと ま った著作 を残 さなか った(有 名な 「一般 言 語学 講 義」　 〔12〕は ,

生 前 の講義 録 に 基づ いて 弟子 達 が ま とめ た もので あるが,言 語 に 対 す る彼 の考

え 方を 正 確に 反映 して い るか ど うか につ い て は議 論 の ある と ころ で あ る)が,

彼 の 影響 下 に なか った 人 々の 理 論 的 基盤 を も含 む よ うな説 を 唱 え た た め に構 造

主 義 の 創始 者 と言 われ て いる の で あ る。

　 彼の 学説 の最 も基本 的な点 は,言 語 を体 系 として 捕 え る立場 で あ る。 この 体

系 を彼 は 「ラソ グ」 と名 づ け,そ れ を 具体 化 す る 「パロ ル」 と区別 す る。 そ し

て この 二つ が合 わ さっ て人 間 の言 語活 動 が成 り立 つ とす る もの で あ る。 この ,

言 語 を体 系 と して取 り扱 う立場 こそ,構 造 主 義言 語学 の 基本 的 な 考 え 方で あ り,

今 日 ま でその 底 流 とな うてい る もの で あ る。

　 構 造主 義は,た とえば 民俗 学 な どの 社会 科 学 に も影響 を及 ぼ して い る(た と

えば レ ヴィ=ス トロース な ど)が,言 語学 の分 野 で は,(ア メ リ カを 別 と して)

十　 構 造 主義 の全 体的 な 流れ を 概観す るもの として は 〔15〕 が詳 し い。
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大 き く分 け て3つ の 基本 的 な型 が あ ると され て い る。 それ は,ド ・ソシ ュー ル

の思 想 を そ の ま ま受 けつ いだ ジ ュネー ヴ学 派,音 韻 論 の分 野 で特 に す ぐれた 業

績 を あげ た プ ラー グ学 派,言 理学 の 名前 で代 表 され る コペ ン ハー ゲ ン学 派 で あ

る。 この うち,プ ラー グ学 派 は構 造 主 義 の一 般的 側面 を 最 もよ く表 し,後 の テ

キス ト言 語 学(3、3参 照)へ の 影響 も大 ぎ いの で,次 第 で取 り上 げ るこ とに

す る。 ■

5.1.4　 プ ラーグ 学 派

　 1926年,プ ラー グ に,チ ェ コの 言 語学 者 マ テジ ウ ス らを 中心 と した「フラー

グ言 語学 サー ク ル」 と い う言 語 学 者 の 集団 が結 成 され た,こ れに は 当初 か らロ

マ ン ・ヤ コ ブ ソン,1928年 か ら トル ベ ツ コイ が参 加 し,1929年 には プラ ー

グ言 語 学 サ ー クル紀 要 の 創刊 号 に彼 らの 綱領 を発 表 した。 この学 会 そ の もの の

活 動 は10年 ほ ど しか続 か なか った が,そ の 後 各地 に移 り住 んだ これ らの学 者

とそ の後継 者 たち を含 め て 「プラ ー グ学 派」 と呼ん で い る。

　 プ ラ ー グ学 派 の思 想 を伺 い知 るに はそ の綱 領 の 概要 を 見 れば よい。 それ は お

よそ次 の通 りであ る 〔9〕。

　 ・言 語は 相 互理 解 の た め の表 現 手 段 の 体 系 で あ るか ら,言 語 学 者 は 個 々 の発

話 の現 実 の 機能 を 研 究す べ きで あ る。

　 ・言 語 は現 実 の物 理現 象 で あ り,そ の 形態 は 非 言 語 的要 因 に 大 き く制 約 され

る。 従 って 文 化一 般 の言 語 と文学 作 品の 言 語等 の 間 に は,理 論 的 にも実 際 的 に

も区 別 を 認め る こ とが是 非 とも 必要 であ る。

　 ・言 語 は人 格 の 知 的表 明 と情 的 表明 の両 者 を包括 して いる。 従 って 言 語 研 究

は この両 者 を伝 え る言語 形態 の 関係 を も取 り入 れな けれ ばな らな い。

　 ・書 き言 葉 と話 し言葉 は 同一 で は な く,そ れ ぞれ 固有 の性 質 を 持 って いるの

で,こ の両 者 の 関係 は科 学 的 に研究 す べ きで あ る。

　 .共 時態 と通時 態の 問題ナ

　 ・言 語学 に おけ る比較方法ナ

　 ・音 韻論 的 研究 は,ま ず 第一 に個 々の言 語 に お け る音韻 論 的 対立 類 型 の規 定

o

■

■

十　いずれも詳細は略す。
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　　 　 　 　 に努 めな け れ ば な らない。 形態 論 的現 象は,音 韻論 的 現象 と切 り離す べ きで は

　　 　 　 　 な い。音 韻 論 的 対 立 は し ば しば 形態 論 の レベ ル で意 味 を持 つ か ら で あ る。

　　 　 　 　 　 以 上 の よ うな綱 領に よ って(そ れ 自体 は 非 常に 基本 的な も の で あ る が)プ ラー

　　 　 　 　 グ学 派 は豊 富 な業 績 を 生 み出 した。 その 中で 特 筆す べ きは トルベ ツコ イ　〔13〕,

　　 　 　 　 ヤ コ ブ ソ ンの 音韻 論 の 研 究 と,機 能 的 文 パ ー ス ペ クテ ィブで あ ろ う。前 者は,
'　 　 　 　 いわ ゆ る弁別 的特 徴 で 知 られて

い る。 これ は,あ る音 素 を他 の音 素 と弁別 す る

　　 　 　 　 音特 性 の ことで あ る が,ヤ コブ ソ ンは,実 験 音 声学 を取 り入れ る こと に よって,

　　 　 　 　 「弁別 的 対立 は二 分 法 の原 理 に従 って 組織 され てい る」 と主 張 し,音 素に 対 し

　　 　 　 　 て 非常 に美 しい体 系 を示 した 。

　　 ● 　 また描 能 的文パース ペクテ 。ブは,文 を形式嚇 造ではな く,古 い情鞭

　　 　 　 　 あ る テー マ と,新 しい情 報 で あ る レー マ と い う観 点 か ら分析 す るも の で あ る。

　　 　 　 　 この考 え方 が,文 以上 の文法 と い うテキス ト言 語学 に大 き な影 響 を与 えて い る

　　 　 　 　 (3.3参 照)。

5.1.5　 その 他 の 言語学 派

　 その他 に つ いて は種 々 あ る が,こ こで は触 れ る余 裕 がなか った ので 全体 的 な

流 れ を示 す 図 を こ こに 入れ て お くこ とにす る(図3-1)。 これ で 前 述 の もの

だ け で な く,フ ン ボ ル ト以来 現代 に至 る流 れ が だ い た いつ か め る もの と思 う。

●

●
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図3-1　 言 語 学派 系統 図(「 言 語 」第6巻5号(1977)に よ る。)
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5.2.　 テ二 五 ール と結 合 価理 論

5.2.1　 テ ニエ ー ル の結 合価 理 論

　 依 存 関係文 法 は,構 造 主 義言 語学 の特 殊 な一 形態 と見 られ,そ の 中 に も種 々

の形 態 が あるが,そ の 代表的 な 唱 導者 がテ ニ エ ー ルで ある。 以 下 に彼 の 理論 の

概 略を 紹 介す る 〔10〕 〔14〕 。

　 依存 関係 文法 に お いて,句 や文 を生 み出 す いわ ゆ る連 結 部門 で の連 結 は,部

分 と全 体の 関 係 を記述 す る(構 成 要素 文法)の で はな く,も っぱ ら部 分 に頼 っ

て,あ る要素 に別 の要 素 よ り高 い地 位 が与 え られ る とい う記述 を とる(た と え

ば動 詞 は 名詞 を支 配 す るな ど)。 テ ニエ ー ル は一 連 の発話連 鎖 を動 詞 を頂 点 と

す る依 存 関係 の樹 形 図 に 分解 し,文 レベ ルと それ 以 下 の成分 の 区 別 を ,樹 形 図

上の位置で示 すナ 従 。て文の髄 的分疏 動 詞 ・ら識 す る.動 詞1埴 接従属

す る成 分 は,共 演 成 分(actants)と 状 況成 分(circonstants)に 分 類 され

る。 前 者 は 「行 為 に参 加 す る」 動 詞 の従 属成 分 で,フ ラン ス語 で は第 一共 演 成

分(伝 統 文 法 に お け る主 語),第 二 共 演 成分(直 接 目的語),第 三 共 演 成 分

(間 接 目的語)の3つ が あ り,い ずれ も動詞 に 直 接依 存 し,樹 形 図 上 では 同 じ

レベ ル に 置 か れ る。 す な わ ち 伝 統 的 な 主 語 と述 語 とい う対 立 は ,第 一 と

第二 の共演成 分 と い う構造 的 な差 に な る。状況 成分 は 「行 為 の状 況 」(時,所,

仕方 な ど)を 表 し,文 の 中 で動詞 に従属 す る成 分 で ある。状 況 成 分 の数 は無 制

限 で ある。

　 テ 二王 ール は一 定 数の 共演成 分 を伴 う動 詞 の 能力 を原子価 に た とえ て,動 詞

の結合 価 また は 動詞 価(Valenz)と 名 づ け た。 テニエ ールは結 合 価 の数 に よ

って 動詞 を ゼ ロ価 か ら四 価に分 類(た だ しフ ランス 語では 四 価 の動詞 は存在 し

な い)し た。 これ が今 日の意 味 で の結 合 価 の概 念で ある が,テ ニエ ー ルの 理 論

には なお 欠 点 が あ り,後 に ドイツを 中心 に彼 の 理論 が修正 され た。70年 代 に

は 結 合 価理論 は ほ ぼ 完成 の域 に達 し,業 績 を ま とめ たもの も出 版 されてい る〔4〕。

十　この樹形図により外面的発話連鎖と内部的構造様式が区別されるが,こ れは後に多少修

　正されて生成文法の表層構造と深層構造の区別となって再登場する。
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5.　2.2　 結 合 価理 論 の 完 成

　依 存 関係 文 法は 生成 文 法 と並 んで20世 紀 に おけ る最 も重要 な理 論 と いわ れ,

そ の 重要 な 中核 を なす 結 合 価 の 概念 に 対 して さま ざ まな研 究 が行 わ れ た。 そ し

て結 合 価 を どの範 囲 まで 認 め るか に よって種 々 の主張 が あら わ れ た。 今 日東独

の ヘル ビヒ,西 独 の エ ンゲ ル に よ って 結合 価 理論 は ほぼ 完成 した と言 われ て い

る が,そ の 概 要 は 次 の通 りで あ るoo〕 。

　 (1)文 成 分 の割 りだ し と動詞 の 結 合価 に よるそ の区別 。 動詞 に 関係 して くる

　 　 文 成分 を,す べての 動詞 と結 合 し う る 「自由規 定成 分」 と動 詞 の結 合価 に

　 　 依存 す る 「補 足 成 分 」に 区 別 す る。

② 齪 成 分のク ラス分 け.文 の中の成分を 人離 る。とに よ。て(代 名詞 ●

　 な どで)統 合 機 能 が等 しい もの を 見つ け 出 す(エ ンゲ ルは10の クラス に

　 分 け て い る)。

(3}補 足 成 分の タイ プ。 文 中に 何 個 の,ど の ク ラス の補足 成 分 が生 じるか は

　 動詞 の結合 価 に依 存 して いる。 エ ンゲ ルは 補足 成 分 の この 組み 合 わ せ を基

　 本 文型 と呼 び,ド イ ツ語 に 関す る最 も重要 な もの と して30の 型 を あげ た。

　 しか しな が ら この 基本 文 型の あ る ものは,補 足成 分 を取 り除 いて も文法 性

　 の損 われ な い もの が ある。 この た め補 足 成 分 を も う一段 階 区 分 し,補 足 成

　 分 を取 り除 いた こ とに よ って 文 が非 文 法 にな れ ば 「必 須補 足 成 分 」,そ う

　 で なけれ ば 「任 意 補 足 成 分 」 と い う。

(4)　 文形 式 の補 足成 分。 補 足 成 分 は常 に 語 とい うわ けでは な く,副 文 や不定

　 詞 の 形 を とる こ と もあ る。 これ らも結 合 価に 係 わ る と考 え る。

5.2.5　 結 合 価辞 典

　 動 詞結 合 価の理 論を 外 国人 の た めの ドイ ツ語 教 育 に応 用 し よ う とい う試 み が

70年 代 の初 めか ら盛 ん.C・:なって きた(た とえば 〔1〕)。これ は,動 詞 を中心 に

す える ことに よ り,文 の構 造 を体 系 的に示 す ことが で きる ようにな り,外 国人

に 文 法 的 に正 しい文を 容 易 に作 らせ る こ とが で き ると い う考 え 方 に 基 づ いてい

る。

　 その 目的 のた め に,西 独 と東 独 か ら相 次 いで 動 詞 の結合 価 辞 典 が刊 行 され た

〔3,5〕 。 そ の詳 し い内 容 につ いて は省 略 す るが,い ず れ も上 述 の理 論 に基づ

■

し
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き約500の 動 詞 を並 べ た もので ある。 また,注 目 され るのは 日本 語 の 結 合価

辞 典 が刊 行 さ れ て い る こ と で あ る 〔6〕。これは 「あ がる」,「 扱 う」 な どの

日本 語 動詞 につい て,補 足 成分 の種 類 を示 し,そ れ に 対応 す る ドイ ツ語 動 詞

(複 数)に 対 し て 同 じ ことを示 して ある。 この辞 典 の特 徴 は,日 本 の新 聞,雑

誌 か ら選 ん だ豊富 な文 例に,そ れ ぞれ 独語訳 が つ いて い る こと で,日 本語 を 研

究 す る もの に と って も 寄 与す る と ころが大 き い と思 われ る。

　 なfO','1　978年 に一 般 の辞 書 とし ては初 めて 基本 文型 を付 した 辞 典 が現 わ れ

た 〔7〕。　 語数 は16,000と 多 くは な いが,や は り外国人 で ドイ ツ語 を学 ぶ も

の に とって は 役 に立 つ と思 わ れ る。

5.　5　 テ キス ト言 語 学十

●

■

3.5.1　 テキ ス ト言 語 学 の歴史

　 これ まで 述 べ てき た言 語学 上 の種 々な 研究 は,す べ て文 とい う範 囲 内 にと ど

まる もの であ った。 しか しな が ら,人 間 が対 話 した り本 を読 ん だ りす る時 に は

必然 的 に 文 の レ ベ ル を越 えた つ な が りが 問題 にな って くる。 こ の よ うな 文以 上

の文法 を補 えよ うとす る試み廿 の 一つ が テ キ ス ト言 語学 で あ る。

　 テ キス ト言 語学 の 歴 史 を た どって 見 る と,三 つ の精神 的 な流 れ が あ げ られ る。

最 も古 い も のは ギ リシア時 代 まで さか の ぼ る こ とがで きる雄 弁 術 で,考 え方 の

整頓 や 朗 読法 に既 に そ の萌芽 が 見 られ る。 第 二 の先 駆 は 文体 論 で,こ れ がそ の

当時 の 言語学 では 扱 わ な か った 文以 上 の 領域 を扱 っ て いた 。 第 三 の先 駆 は 前 に

も少 し触 れ たが,物 語 の 構造分 析 を した民俗 学 著 た ち(レ ヴ ィ=ス トロ ース な

ど)で あ る。

　 現在 の テ キ ス ト言 語学 に対す る最 初 の衝撃 はZ.S.ハ リス の 「談 話 分 析」に

つ い ての研 究 に よ って与 え られ'た(1952年)。 この中で 彼 は ア　 リカ分布 主

義 の構 造 的方 法 を テ キ ス トの 範 囲に まで 拡張 した。 彼 はテ キス トを部 分 文 に 対

応す る文 列 に分 割 し,こ れ らの 文列 の等 価 性 を確 立 しだ。

十 　 本節 の 記述 は主 と して 〔2〕に よ る。

井 　文 以上 に 対 して は統 語論 的 関 係は成 り立た な い とい う説 もあ るが,こ こで はその 立場 は

　 と らな い。
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　 一方,ヨ ーロッパで は,前 述 の よ うに,プ ラー グ学派 に お いて機 能 的 文 パ ー

スペ クテ ィブ とい う形 で テ キス トが扱 わ れ て きた。知 識(古 い情報)と して の

テ ーマ と,新 しい情報 と して の レーマは,テ キス トの枠 内 で のみ初 め て可能 に

な る。

　 上記 の2つ の 研究や,生 成 理 論 な どの影 響 を受 けてナ ヨ ー ロ ・ソバ,特 に ドイ

ツに お いて は テ キス ト言 語学 の 研究 が盛 ん に進 め られ た。 現在 ドイ ツで は ミュ

ソス ター,コ ソス タ ソ ツ,ビ ー レ フェ ル トな どの各市 を 中心 に 研 究が 進 め られ

て い る。 また,　 ドイ ツ以 外 で も,オ ラ ンダ,ス ウェ ーデ ン な どに 意欲 的 な研 究

者 た ち がお り,今 後 も これ ら の国,都 市 を 中心 に研究 が進 む もの と思 われ る。

■

5.5.2　 テ キス ト言 語 学 の論 理 的 発展

　 テ キス ト言語 学 の論 理 的(あ るいは歴 史 的)発 展 は,三 段階 に分 け るこ とが

で きる。 第 一 の 段 階 では,文 が 最 高 の言 語 単位 であ る と見 られ て いた。 つ ま り,

言 語(ラ ソグ)は 文 の 和 で あ り,テ キス トは 文 が ゆ る く隣 り合 って 集積 した も

の と され て い た。.テ キス トの 規 則 性 は,も しそれ が現 われ た な らば,パ ロ ルま

たは 文体 論 の 観点 か ら調 べ られ た。 しか しな が ら文法 を文 文法 に のみ 限 ると,

文 を越 えた 規則 性 を説 明す る際 に は,少 な く とも次 の2つ の不 都 合 な 点が生 じ

る。

　 ω 　 あるテ キス トは,階 層 的 に部 分 文 に分 れ る一 つ の長 い文 と考 え る ことが

　 　 でき る。 しか しな が ら この考 え方 は 対話 に は適 用 できな い。

　 ② 　文 の使 用 や受 入可 能性 に 対 して 文脈 の制 約 を確 立 す る こ とがで き る。 そ

　 　 れに よって言 語 的,テ キ ス ト的 環境 は,文 がそ の枠 組 の中 で表 さ.れるよ う

　 　 な 言語 外 の文脈 的 状況 と等 置 され る。 これ に よ って言 語学 の領域 が制 限 さ

　 　 れ る こと にな る。

　 第 二 段 階 で は 発 話(英 語utterance,独 語Nu　 fieru　 ng,仏 語6nonc6,露 語

vyskazyvanie)の 単 位 が認識 され た。 これ は 一つ また は それ以 上 の 文か ら

成 って い る。 最 小 の 単位 と して は,あ る人 間 の連続 した発言 で あ り,こ の人 間

の沈 黙か,他 の人 間へ の 会話 の移 行 で 区切 られ る。 しか しな が ら・発 話 を 最 高

単 位 と考 え た時 に は,多 くの人 々の対 話 は言 語 学 的 単位 と見 な され な い 。

十 　 アメ リカに お いて は,生 成 理 論 の研 究 者 たち はテ キス トとい う単位 には 目を 向けなか った。

●
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　 第 三 段 階 で は テ キ ス ト(英 語discourse,独 語Text,仏 語discours,伊

語discorso,露 語tekst)が 最 高 の 言 語 単 位 と 見 な さ れ る。 人 間 は テ キ ス

トの 中 で 話 し,書 く。 テ キ ス トは 人 間 が そ の 中 で 自 分 を 表 現 し よ う と す る 主 要

な 言 語 記 号 で あ る 。 全 体 と し て の テ キ ス トは 完 結 し た 意 味 を 持 ち,従 っ て 翻 訳

に 対 して は ま た 適 当 な 単 位 で も あ る 。 今 日 テ キ ス ト言 語 学 で は こ れ を 単 位 と し

て 研 究 が 進 め ら れ て い る 。

　 　 　 　 　 3.3.5　 テ キ ス ト言 語 学 の 構 成
`

　 　 　 　 　 　 テ キ ス トを 基本 的 な 単 位 として用 い るテ キス ト言 語学は,通 常 の文 文法 と 同

　 　 ● 　 　じ よ うに,種 々 の 部 門 に分 け る ことが で き る。 そ の 分類 を表3-1に 示 す 。

二 連 き}テ キスト文法

テ キ ス ト語 用 論

テ キス ト音 声学

学 際 的分野

テ キス ト言 語学

表3-1.テ キス ト言 語 学 の 構成

9

■

　 テ キ ス ト意 味論 は,文 字通 り,テ キス トの表 す 意 味 を研究 す る部 門 で あ る。

た と えば テ ーマ とか意 味 連続 な どが これ に属 す る。 この意 味 の統 語 的 な表 現 を

扱 うのが テ キ ス ト統 語 論で あ る。 テ キス ト言 語学 に お いては 意 味論 と統 語 論 の

区別 は必 ず しも明 確 では な いが,た とえ ぽ照 応 とか 語構成 な どは 統 語 論 に属 す

るで あ ろ う。　文 脈 中 の テ キ ス トの機 能 を 扱 うの が ,テ キ ス ト語 用論 で ある。

さ らに,テ キス ト音声学 では,統 語 論的 なテ キス ト構成 の 音声 学 的 な特 徴 に つ

いて 取 り扱 う。 また,心 理 学,通 信理論などとの 関連 を扱 うのが学 際 的 分野 で あ

る。

　テ キス ト言 語学 は 目下発 展 しつつ あ る学 問 領 域 で あ り,既 に い くつ かの叢 書

も刊 行 されつ つ あ る が,そ れ ら の詳 しい 内容 につ いては他 日に 譲 りた い。
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5.　4　 「お わ りに」 に 代 えて

　 本 来 この節 にお いて は,ド ・ソシ ュー ルの共 時 態 とを 統 合 した コセ リウの言

語 理 論(図3-1参 照),モ ソタ ギ ュー文 法 の ドイ ツに お け る受 容,ロ シ アの記 号

理 論 な どにつ いて 述 べ る予定 で あ った が,種 々 の都 合 か ら他 の 機会 に譲 る こと

にす る。

　 近 代言 語 学 の発 祥 の 地 で あ りなが ら,言 語学 者以 外 に は殆 ど知 られ ていな か

った,ヨ ーロ ッパ の言 語学 の歴史 とその発 展 の有 様 を,そ の ほ ん の一端 を伺 い

知 る こ との役 に立 てれ ば 幸 いで あ る 。

●

●
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4.MOntague文 法

　 Mon　tague文 法 に つ い て は 既 にか な りの文 献 が あ り,こ の 小 論 で その 全 てを

紹 介 す るのは 不 可 能 と思 われ る。 そ こで 本論 は,Mon　 t　ague文 法 の理 論 的 な枠

組 を 理 解す るこ と に主 眼を 置 き,し か るの ちに伝 統 的 な文 法理 論 のFormalな

側 面 を 如 何 に抽 出す るか につ い て,い くつか の文 献 を あた って み る ことに しだ

いo

　 私 個 人 と して は20世 紀 初 頭 以来 の哲 学 的 言語 分 析 の 努 力がMontague文 法

の 出現に よってよ うや く実際の 自然言語 に対す る文法的枠組を一与え ることがで

きた とい う点に まつ喜び と賞賛の意を表 したい。　 　　　　　　　　　　　　 ●

　 哲学者達の関心は当初か ら自然言語 とその論理にあ った と思 われ るが,自 然

科学 の基礎を与 える試みは多 くのみの り豊かな成果 を生み 出したと思われ る反

面,自 然言語 それ 自体乃至 はその論理 については歩み は極め て遅 々としていた

と思わざ るを得 ない。

　 最 初 に 自 然 言 語 分 析 の た め のFormal　 system・ と し てModal　 Logicが 発 明 さ

れ た が,そ れ は

　 　 　　 　 　 　 ◇ 　… … 　 で あ る ら しい

　 　 　　 　 　 　 ロ 　 … …　 絶 体 そ うだ

と い うoperatorをpropositional　 logicに 付 加 した もの で あ った。

　 Modal　 Logicの 発 明は 比 較 的早 か ったが,述 語 論理 の その 後 の 発 展 に比 較す

る と長 い 間,低 迷 してい た よ うに思 わ れ る。

　その後Modal　Logicは 第1階 述語論理の上に拡張されKripkeに よって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

mode1が 作 ら れ る に 及 ん でmodalityの 内 容 が 明 確 化 さ れ,そ れ 以 前 の 数 学 的

論 理 学 の 成 果 を 完 全 に 吸 収 す る に 至 る 。Kripkeに よ るmodalityの 解 釈 は

possible　 worldω に 関 す.る も の だ と 言 え よ う 。

　 　 　 　 　 　 　 ◇ 　 ←>Hω

　 　 　 　 　 　 　 口 ⇔ 　 Vω

Intentional　 Logicは 文 が 話 さ れ る 状 況 を 時 間,場 所,人 等,様 々 なindexで

表 わ し

　 　 　 　 　 　 　 ◇ ⇔H(t,place,　 P。,s。nt… ・・づ

●

■

b
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　 　 　 　 　 　 　 口eV(t,place,　 pers。n,… …)

　 と 考 え る と い う 解 釈 を ほ ど こ す と 同 時IC　 Logicが 扱 う 対 象 と し てPredicate

だ け で な く,functionを 導 入 す る こ と と し た
。

　 　Carnapは 或 る文 ζの 外延 即 ちCを 成 立 せ し め る よ うな 要 素 の 集 合 は時

の状 況 　 =(t,place,　 persδn ,… …)に 依 存 す る もの で あ るか ら

　 　 　 　 　　 　 Ext(ζ)=Ext(ζ,の

と考 え るべ きで あ る とい う提 案 を 行 な った。 す ると ζの 内包 は

　 　 　 　 　　 　 　1・t(ζ)=2DE・t(C,の

と定 義 され る。

　 MontagueとScottは この考 え方 に従 って文 の 全 て の構 成 要 素 が 時 の状 況b

に 依 存 す る もの と考 え た。 い ま個体 の 集 合 として 人 間全 体 を とる もの と し
,こ

れ をDと しよ う。 す る と 自動 詞v・Dは

　 　 　 　 　 　 　 P・i(D・pers・n)・{0,1}

即 ち

　 　 　 　 　　 　 v∠ ニ λ1　1person　 Pv-L

またpersonは

　 　 　 　 　　 　 person(b)εD

で あ るか ら

　 　 　 　 　　 　 persOn=λL　 perSOn

文 の 構 成要 素を この よ うに ルに 依存 す るもの と し,ま た そ れ を 関数 とと らえ る

こ とに よ り,文 が そ の構 成 要 素 関数 の 合 成で 形 成 され る とい うF
regeの 原 理 が

初 め て整 合 性 を も って成立 す る こと とな った。

　 Intentional　 Logicで は こ の よ う な 文 の 断 片 に つ い 、て も 語 り う る た め に

functibnを 導 入 し て い る わ け で あ る 。

　 Intentional　 Logicの 成 立 の 上 に 立 っ てMontagueは 彼 の 文 法 理 論 を 展 開 す

る こ とが で きた。 その特 徴 は ,

　 　 ① 文 構 成 要 素 にlntentional　 Logicのfunctionをassignす る

　 　 ② 文 法 要 素 は,そ のfunctionのtypeとcorrespondenceを と る

と い う も の で あ る 。Montague文 法 は 文 法 要 素 と 関 数typeと の
corre-

spondenceを と る と い う 美 的 要 請 の た め に
,　 Chomsky流 の 文 法 体 系 と は 著 し く
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異 な る 文 法 体 系 を と る こ と に な っ た が,Cooperが 生 成 文 法 体 系 にIntentio－

al　Logicに よ りsemanticsを 導 入 し,　 Montague文 法 と の 同 等 性 を 証 明 し て

よ り,両systemの 違 い が 形 式 的 な も の で あ る こ と が 認 識 さ れ る よ う に な っ た 。

4.1　 　　Logic

　 4.1.1　 ・Modai　 Logic

　 　 こ こ で は 第1階 論 理 を 含 むModal　 Logicのsystemと し てLewisに よ る

　 ;ystem　 S4米 を 紹 介 し よ う 。

　 　 system　 S4*『 の 記 号

　 　 　 　 a　l　　　propositional　 variables　 p1　・P2--

　 　 　 　 a2　 n項predicate　 variables　 p、(xl

　 　 　 　 a3　 自 由 変 数 と し ば り 変 数

　 　 　 　 a4　 論 理 記 号 　 一,∨,　 M,□

、y、t。m　 S4来 のWFF

　 　 　 　 bl　 　 propositional　 variableはwFF

　 　 　 　 b2　 AがWFFな ら 一,　A,□AもwFF

　 　 　 　 b3　 AとBがwFFな ら.A　V　BもwFF

　 　 　 　 b4　 汲(a)がw[FFな らM露 顕(x)もwFF

、y、、,mS4米 のA。i。m

　 　 　 　 c1　 刎(a)⇒ 臨 班(・)

　 　 　 　 c2　 口A≒ …>A

　 　 　 　 c3　 口(A=i>B)〉(口A>口B)

　 　 　 　 　 　 　 口A今{コ ロA

、y、、。mS4来 のd。d。 。・i。n　 　 　 '

　 　　 　 dl　 A,A≒>B十B

　 　　 　 d2　 1以(a)≒>Bト 【ilxwr(x)・=B

　 　　 　 d3　 Aト ロA

　 　　 　 　 　 　　 　 　但 し　 A≒>Bl三rAVB

様 相論 理 に 於 い て

　 　　 　 ◇A≡ 一口rA

.　　.　　,　　.

　 x2,x3),… …

■

'

◆
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と 置 き

　 　 　 　 ◇A～Aで あ る ら し い

と 読 む と,自 然 言 語 の 機 能 の 一 つ … … で あ る よ う だ ,と い う 文 体 を 吸 収 で き

る 。 し か し

　 　 　 　 口A～ 　 必 然 的 にAで あ る

と い う 解 釈 は 自 然 言 語 の 語 感 と し て は,ち ょ っ と 異 様 な も の で あ る 。 歴 史 的

に はmodal　 logicはpropositional　 logicに ◇ をoperatorと し て 導 入 す る

こ と に よ っ て 誕 生 し た 。 命 題 論 理 は 〈0,1 ,≧,一,B>の な すBoolean

algebraで あ る が

◇ は ・perat・r

　 　 　 　 ◇:B→B;◇P≦P

と し て 導 入 さ れ た わ け で あ る 。 す る と

　 　 　 　 口=一 ◇ 一「

がBで 定 義 さ れ ね ば な ら な い わ け で あ る 。

と こ ろ で

　 　 　 　 rP=rP

　 　 　 　 ◇rP≦rP

　 　 　 一 ◇rP⊇ ≧rrP=P

　 　 　 　 口P)三P

で あ る か ら 口Pは 「Pが 成 立 す る 」 と い う 内 容 よ り 強 い 内 容 を 表 わ し て い る
。

お か げ で 口Pの 解 釈 に 悩 む こ と に な っ た も の と 思 わ れ る 。

4.1.2　 Kripke　 Model

　 Kripkeはmodel　 logicの 体 系IC　 mode1を 導 入 す る こ と に 成 功 し た 。 そ の

主 な 点 は

　 　 ①possible　 worldのcollectionを 考 え

　 　 ② ◇A÷HαA但 し α はpossibleworld

とす る ことで あ る。

す る と

　 　 　 　口A÷VαA

な る 自然 な解 釈 が得 られ るわ けで あ る。
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形 式 的 に は 次 の よ う な 定 義 が 与 え ら れ る

　 a.(M,R,V)がmodal　 structureで あ る と は

al

a2

a3

M:,∬ で な いsetでpossible　 worldの 全 体

R:M上 の 反 射 的 推 移 的 二 項 関 係

V:各possible　 worldα に 対 し 通 常 の 意 味 で のmodelの 基 底 集

　 　 合V(α)を 対 応 さ せ るmapで

　 　 　 　 　 αRβ ■>V(α)⊂V(β)

　 　 を 満 た す 。

b.S4米 とmodai　 structure(M,R,V)が 与 え ら れ た と き,　 S4*の

　 　 (M,R,V)へ の 解 釈Wは

　 b1　 自 由 個 体 変 数aに 対 し

　 　 　 　 　 　 W(a)εUV(α)
　 　 　 　 　 　 　 　 αεM

■

●

　 b2　 命 題 変 数 ・・と 各possibleworldα に 対 し

　 　 　 　 　 　 W(v!・)・{LO}

　 b3　 各n-place　 predicate　 pと 各possible　 world　 α 　 Wに 対 し

　 　 　 　 　 　 W(P,α)εP(V(α)n)

　 　 　 　 即 ちV(α)の 要 素 のn－ 組 か ら な る 或 るsetを 与 え る 。

c.い まS4*の 式Fに 対 し そ のWに よ る 値 を 次 の よ う に 定 義 す る 。

　 　 Fの 自 由 個 体 変 数 をUV(α)の 要 素 の 名 前 に つ け 変 え た も の をF'と す

　 　 る 。

　 cl　 F'が 命 題 変 数 で あ れ ばW(F',α)も 命 題 変 数

　 　 　 　 従 っ て 　 W(F',α)=1⇔W(F',α)=1

　 c2　 Fe　 P(ξ1,… …,ξn)でPがrplace　 predicate・

・　 　 　 ξ1,… …,ξnがUV(α)の 元 と す る と き

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 α

6

　 　 　 　 　 W(F',α)=1⇔(ξ1,… …,ξn)εW(P,α)

c3　 F'=rA'の と き

　 　 　 　 　 W(F　 ',α)=1⇔W(A',α)=0
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●

　 　 c4　 F'=A'VB'の と き

　 　 　 　 　 　 　 W(Ft,α)=1⇔W(A",α)=1かW(B',α)=1

　 　 c5　 F'=【 正x顕'(x)の と き

　 　 　 　 　 　 　 W(F・,α)ニ1⇔ 旺ξεV(α)W(班 ・6),α)=1

　 　 c6　 F'=口A'の と き

　 　 　 　 　 　 　 W(F',α)=1⇔ 　 αRBな る 任 意 の β に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 W(A',β)=1

　 　 c7　 F'=◇A'の と き

　 　 　 　 　 　 　 W(F',α)=1⇔ 　 αRβ な る β が あ っ て

　 　 　 　 　 　 　 W(A',β)=1

　 そ こ で も と の 式Fに 対 し て は,そ れ にUV(α)の 元 を 代 入 し た と き のW(F',
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

α)の 値 を そ の と きの 値 と して採 用 す るこ ととす る。

　 この と き(M,R,V)がWの も とでS4米 のmodelで あ る とは

　 FがS4米 の公 理 か ら導 び か れ る な らば

　 　 　 　 　 　 　 Vα 　 　W(F,α)=1

modelを 図 に書 くと

●

コ

UV(α)
α

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 β

図 の説 明

　 Rを 例 えばKと す るとpossible　 worldの 全 体Mは 二 直 線 上 に 並 ぶM上
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　 　の 点 αに 対 しpossible　 worldα で の 通 常 の意 味 で のmodelの 基 底V(α)

　 　が 与 え られ る わけ で あ る。 α≦ βな らばV(α)⊂V㈲ で あ る。 また 個体 変

　 　数aは 各worldで 同 一 解 釈 を与 え られ る。

　 このmode1解 釈 に於 い て最 も奇 異に 感 ず るの は二 項 関 係Rで あ ろ う。 しか

し この 二 項 関 係Rこ そ,modal　 logicを 単 な るpredicate　 calculusか ら引

き離す カ ギで あ る。

い ま も し

　 　 　 　 　 　◇A三HαAatα

とす る と

　　　　　　◇M。A≡H・ 〔M。A〕 。・・　 　 　 　 　 　 　 　 ●

　　　　　　 　　　 ≡三M・a7[EI・〔A〕。t・

　　　　　　 　　　 三Ax　 ◇A

が成立することにな る。

しか るに

　　　　　　◇A≡V・ 聖 ・Rfr〈 〔A〕。tβ

で あ るため に

　 　 　 　 　 　◇Mx　 P　(v)〈rM.◇P(x)

とす る こ とが で き る。

それ に は2つ の 異 な る世 界0と1を も ち,世 界0で]〕 は 恒 偽,1な る世 界で

はpは 真 とな る こ と もあ る とす る。 賜p国 は 世 界0で 偽 で あ るが 世 界1で

は真 で あ るの でR=≦ とす る と

　 　 　 　 　 　◇MxP倒 が 成立 つ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●
し か る に 世 界0のindividual　 aは 世 界1のindividualで あ りp(a)が ど ち

ら の 世 界 で も な り 立 た な い よ う に で き る か ら 一 ◇p(a)が 成 立 。 世 界0が

individua1と し てaだ け し か も た な い と 決 め る とVx－ ◇p(dτ)が 世 界0で

成 立 。 こ れ はrHx◇pω を 意 味 す る 。

以 上 か らBarcan　 formulaと 呼 ば れ る 次 の 式

　 　 　 　 　 　◇ 私P㎞)s>Mx◇P　 kr)

が このmode　 lで 成立 し ない こ とがわ か る。

　 Kripkeのmodel解 釈 に よ って

■

曇

■

●

一254一



●

■

6

　　　　　　 〔口A〕 。≡VO,・RO〔A〕 β

即 ち口Aが 世 界 αで成 立 す る とい うこ とは α　R,0な る任 意 の 世 界 でAが 成 立

す る ことで あ る とい う解 釈 が 与 え られ た。

ここ でRを 時 間関 係,即 ち

　 　 　 　　 　 αRβ 　 βは αの 過去

とい う解 釈 を ほ ど こす と

　　　　　　 〔口A〕 α　 αに至るまでず っとAが 成立 して きた

従 っ て

　 　 　 　 　 　 口A　 現 在 ば か り で な く,こ れ ま で も ず っ とAが 成 立 し て き た

と 解 釈 で き る 。

4.1.3　 　　1ntentional　 I」09ic

　 possiblewor!dと い う 概 念 はcontextと い う 概 念 に 密 接 な 関 連 が あ る と

予 想 で き る 。 そ こ でcontextを 包 含 す る よ う な 論 理 体 系 を 設 定 す る と い う考

え が 生 ま れ る こ と に な る 。

　 こ こ で はMontagueのProper　 Treatment　 of　Quantification　 inOrdinary

English(以 下P.T.Qと 略 す)に 従 っ てtensed　 Intentional　 Log▲cを 紹

介 す る 。

　 　 A・Type

　 　 　 s,e,tを そ れ ぞ れsituation,　 entity,　 truth　 valueを 表 わ す も の と

　 　 　 し て

　 　 　 AI　 e,tはtype

　 　 　 A2　 α,〆9がtype≒ 〉 〈α,メ9>もtype

　 　 　 A3　 α がtype>〈s,α 〉もtype

　 　 B.Meaningful　 Expression(ME)

　 　 　 Bl　 type　 aのconstantとvariableはMEaに 属 す

　 　 　 B2　 α εMEaでuがtypebの 変 数 ≒〉 λuα εME〈b,a>

　 　 　 B3　 αεME〈a,b>,β εMEa≒ ≡〉α㈲ εMEb

　 　 　 B4　 α,/9εMEa≒ 〉α=β εMEt

　 　 　 B5　 〆,ψ εMEtでuが 変 数 ・〉 一¢,〆 〈 ψ,〆Vψ

　 　 　 　 　 　 〆 → ψ,ρeψ,E。 〆v。 〆 口 〆,w〆,
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　　　　　　 H〆 εMEt

　 　 　 B6　 αεMEa≒ 》 〈 αεME〈s,a>

　 　 　 B7　 αεME〈s,a>⇒ 〉 α εMEa

　 と す る と き 　 ME=UMEa
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

uがtype　 bの 変 数 で あ る と きuがtype　 bのobjectをdenoteす れ ば

λuα は 式 α に 現 わ れ るuを 全 て そ のobjectで 入 れ 換 え た も の をdenote

す る 関 数 で あ る ・

　 α εME〈a,b>で あ る と き は α はtype　 aのobjectか らtype　 bの

objectへ の 関 数 と 解 釈 さ れ,α θ は α のargumentに β を 代 入 し て 得 ら れ

た 結 果 を 表 わ す 。

ま た

　 　 　 　 　 　 〔]～ 　　　it　 is　necessary　 that

　 　 　 　 　 　 W～ 　 itwi川be　 thecase　 that

　 　 　 　 　 　 H～ 　　it　has　 been　 the　 case　 that　 　　　　　　　　　　-"'

と 読 ま れ るoperatorで あ る 。

〈 α は 式 の 内 包 を 表 わ す
。 即 ちcontextが 決 ま る とdenoteす る も の が 決 ま

る 関 数 で あ る 。

α が も し 内 包 を 表 わ し て い れ ば ∨ α は そ の 外 延 を 表 わ す 。

　 αがcontextに 依 存 し て い る と 考 え れ ば

　 　 　 t.　　 〈 α　 ～ 　 　Rsα

と 見 な せ る 。 す る と,t?=　Rsα 　 の 外 延 は

　 　 　 　 　 　 ∨ β 　 ～ 　 α(s)

と ほぼ 見 なせ るわ け で あ る。

　 Intentional　 LogicのMeaningful　 Expressioneこ 対 し,そ のmodel解 釈 を

与 え よ う。　 　 　 　 　 　 ,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 A,1,Jを そ れ ぞ れset　 of　 entities,　 set　 of　 possibleworlds,　 set　 of

moments .of　 timeと す る 。

こ の と き

　 　 C.Da,A,1,J:A,1,Jに 対 す るtype　 aのobjectのpossible

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 denotationの 全 体 を 次 の よ う にrecursiveに 定 義
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σ

●

C1

C2

C3

C4

　 　 　 　 　 す る 。

De・A ,1,J=A

Dt　 ,A ,1,J-{0,1}

D〈 。
,b>・,1,・-Db,・,1,・D・ ・A・1・J

D〈s,a、>A,1,J=Da,A,1,JlxJ

こ こ でset　 A,Bに 対 しABはBか らAへ の 関 数 のset　 A×BはAとBの 元 の

ペ ア 〈a,b>のsetを 表 わ す 。

C1はentityのpossible　 denotation全 体 がAで あ る と い う こ と
,　 C　 2は

真 理 値 の 全 体 が{0,1}で あ る こ と を い っ て い る 。type〈a,b>はtype

aのobjectか らtype　 bのobjectへ の 関 数 のtypeで あ っ た か らpossi-

ble　 denotationに つ い て も 対 応 す る こ と が 言 え ね ば な ら な い 。 こ れ がC3
,

C4はtype　 aのexpressionはpossible　 world　 lとmoments　 of　 time

li:依 存 す るtype　 aのobjectへ の 関 数 の こ と で あ る こ と を 表 わ し て い る 。

　 Intentional　 Logicのconstant　 symboのstlucture〈A,1,J>へ の 解 釈 を

次 の よ う に 定 義 す る 。

　 　 　 d1　 ≦ はJ上 の 大 小 関 係

　 　 　 d2　 'Fはconstantに 対 し て そ のdenotationを 定 め る 関 数 で

　 　 　 　 　 　 αεCona≒ ≧>F(α)εD・ 〈s,a>A,1,J

ま たgをlntentional　 Logicのvariableに 対 し て 値 をassignす る も の 即

ち

　 　 　 d3　 uεVara■>F(u)εDa,A,1,J

と す る 。 こ の と きlntentional　 Logicの 式 αのstructure〈A,1,J>へ の

〈S9,F,g>に 於 け る 解 釈 は 次 の よ う に 定 義 さ れ る 。

　 　 E.汲=〈A,1,J,K,E>と し 式 α のwr　 b,2,gに 於 け る 値 を αwr　L'2'S

を
　 　 　 … 　 が ・・n・・an・な ら ・刎 〃 ・θ－F(・)(G,2〉)

　 　 　 ・2・ が 。。,・。bl。な ら ・汲 汐,・ 一,(。)

　 　 　 e3　 α=MEaでuがtype　 bの 変数 の と き

　 　 　 　 　 　 〔 λ ・ α 〕21・'・2・ ・:Db,・,1,・ →D。,。,1,、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ
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でcεDb・A,1,J 〆(・)一{:(ケ)㍍

とす る と

　 　 　 　 　 　 〔2uα 〕別 … ノ ・身(。)一 〔・〕別 ・∠・わ 〆

　 　 　 e4　 αεME〈a,b>で βεMEa　 の と き

　　 　　　 　 〔α(β)〕汲 … ノ・・ 一 ぷ ・∠・間(β 汲'ん・殉

　 　 　 e5　 α,メ9εMEaな ら

　　 　　　 　 〔。一β〕別 ・・,わ・一・ ≡ ・顕・ル・ノ・・一β別・働

　　 　 e6　 φ εMEtな ら

　 　 　 　 　 　 　 〔一 、,f〕£}1…2・ ・-1些 〔¢〕w「・"　・2・s…

　　 　　　 　 〈,V,→,← 〉につ い て も同様

e7　 〆 εMEtでuがtype　 aの 変 数 と す る 。

　　　 　 〔M。〆〕w「・泓 ・2-・

　　　 ≧ …D。,・,・,・ 〆(・)一い;・)

　　　 　　 ⇒ 〔〆〕Ut・L・ノ'〆-1

　　　 〔Vu〆 〕汲'b't'Sに つ い て も同 様

e8　 〆εMEtな らば

　 　 　 〔日 夕 〕?1　・b・わ ピ1≧v・ ル'

　 　 　 〔w〆 〕E}1・'・2・E・L-1』 ≧ 叫'>2

　 　 　 〔H¢ 〕w「・ル・2・2-1」2A2'〈 ノ

e9　 αεMEaな ら ば

　 　 　 〔〈 。 〕別 ・ル・わ ・一 町 ・班 ・∠・ノ・・

　 　 　 α 　ME《s,a.〉 な ら ば

γ ≒u

矛=u

ユ

　
　　
エ

　

　

ユ

=

=

=

9

θ

9

ノ　

ノ

　

　
　ノ

・ナ
　

ー
ノ

,ψ

'

　

　
　

,

　

　

,

・
ル

　

ー
ル

　

・
ル

リ

　

　
　
リ

　

　
　

コ

別

汲

汲

〆

〆

〆

　 　　 e10

　 　 　 　 　 　 〔v。 〕w「・↓・2・2-・w「 ・b・わe(〈 ・・,2>)

　　　　　　〆を論理式即 ちφεMEtと す ると

　 　 　 　 　 　 ¢_、 。,顕,酩 些VθS・ ・'U・L・2'　・　9t　一 ・

　 さ て こ こ で 公 理 とdeddction　 ruleを 定 め る こ と に よ りtensed　 Intention-

al　 Logicを 公 理 系 と し て 設 定 し な け れ ば な ら な い 。

1.L.のMeani。gf・I　 E・p・essi・nの う ちm・d・11y・1・ ・edな ・lass　 MCを 次 、
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の よ うに 定義す る。

　 　 F・MCの 定 義

fl

f2

f3

f4

f5

type　 aの 変 数 　 xaεMC

A。 ・ME。t>〈A。 ・MC

A〈a ,b>'BaεMC>A(B)εMC

Aa,BaεMC≒>Aa=BaεMC

AbεMC⇒ λUaAbεMC

こ の よ う にmodaUy　 closedと はsituation乃 至 はcontextに 依 存 し て 変 化

す る こ と の な い 式 の こ と で あ る 。

また 　 　 　 T≡ λart　cv、t=Ra　 tnt

　　 　　 　　 F,≧ λ∬t踏 －T

と す る 。

こ の と き1.L.の 公 理 は

　 　 G.1.L.の 公 理

91

92

93

94

95

96

97

98

さ ら にDeduction　 Rule

　 　 　 　 h.

9.u,T〈9枕F⇔ ㌦9。

Xa=Ya→fatX　 ←>faty

Vx
a〔f。tw.・ ・　9。tw〕 ← ・〔f-9〕

caがtype　 aの 変 数 でAβ ㈲ な る 式 が 「RyC乃 至 は 〈Cを 部 分

式 と し て も て ばCがxを 自 由 変 数 と し て も つ こ と は な い 。 」 と

い う 条 件 を み た し,更 にBがtype　 aのmodally　 closedな 式

と す る と

　 　 〔 λxA〕(B)=A(B)

口 〔>f。a==>9。a〕e〔f-9〕

〔f、aニ9、a〕 →H〔>f、aニVg。a〕

〔fsa=9sa〕 →W〔Vfsa=Vgsa〕

V〈A=A

　 　 　 　 　 は

A←>A',BトB"

こ こ でB'はBに 於 い てAが 現 わ れ て い る(但 し λA以 外)と

こ ろ で は そ れ を 全 てA'に お き か え た も の と す る 。
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structure〈A,1,J>が1.L.のmode1で あ る と は

　 　 　 　 i.Awr　 ==<A,1,J≦,F>　 　Vα εMEt

　 　 　 　 　 　 ト ・ ⇒>VL,2,s　 ・脚 ・協 一1

が 満 た さ れ る こ と で あ る 。

以 上 で 一 応1.L.の 公 理 系 とmodel解 釈 の 形 式 を 述 べ た 。

　 Intentional　 Logicで は 通 常 の 一 階 論 理 と 異 な っ て 定 数cに 対 しMeの 元

で は な くM〈s ,e>の 元 を 割 当 て る 。 そ の 理 由 を 以 下 に 考 察 し て み よ う。

　 自 然 言 語 に 於 け る 「morning　 starJは 名 詞 句 で あ り,従 っ て 一 階 論 理 で は

DA,1,Jの 元 をassignさ れ て し か る べ き で あ ろ う 。 と こ ろ で

　　　　　　 rm・・ni・g・… 」一 「金星」　 　 　 　 　 　 　 　 ●

　 　 　 　 　 　 「evening　 star」=「 金 星 」

で あ る か ら

　 　 　 　 　 　 「mOrning　 Star」 ニ 「eVening　 Star」

が 成 立 。

と こ ろ で 一 階 論 理 で は

　 　 　 　 　 　 U=V≒>9(U)⇔9(V)

が 成 立 す る 。

gと し て

　 　 　 　 　 　 g(x)=「xは 朝 で る 」

を と る と

　 　　 　 　 　 「mOrning　 starは 朝 で る」

は正 しい。

従 って

　 　　 　 　 　 「evening　 starは 朝 で る」

も正 し くなけ れ ば な らな,い。 これ は 明 らか に我 々の 直 感 に 合 わな い。

この こ とか ら我 々は

　 　　 　 　 　 「morning　 star」=「 朝 で る 金星 」

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 =「 金 星」at夜 あ け の 世 界

　　　　　　　　　　　　　　　={㌶ 巖 ㌶ のとき
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と考 え るのが 妥 当 で あ る こ とが わか る。

　　 こ れ がIntentional　 Logicで 定 数 にD〈s,　 e>A,1,Jの 元 をassignす る 理

由 で あ る 。

次 に

　　　　　　　　　　　「former　 Johnes　 colleague」

と い う 文 を 考 え て み よ う 。

ど のpossible　 world〈b,2>で も 「Johnes　 coileague」 は 複 数 人 い る と 考 え

ら れ る。 従 っ て そ れ は

De,A,1,Jの 元 の あ るset即 ちD〈e
,t>A,1,Jの 元

　(　 「Johnes　 colleague」 　 〈b,2,x>=1

　 〈=>　 xε 「Johnes　 colleague」 〈L,2>　 と 見 る)

　　 「Johnes　 colleague」 〈L,2>を 指 定 す る 。

即 ち

　　　　　　　　　　 「Johnes　 colleague」 εD〈s,〈e,t>>,A,1,J

と こ ろ で 「former」 を 名 詞 句 を 名 詞 句 に 移 す も の で

　　　　　　　　　　 「former」 εD<<e,t>,〈eプt>>

と し

　　　　　　　　　　 (　 「former　 Johnes　 colleague」)〈L,2>

　　　　　　　　　　=　 「former」(「Johnes　 colleague」(L,2>))

と 解 釈 す る こ と に す る 。

　　　　　　　　　　 〈ll　ti>でJohneがU.S.　 Senator

　　　　　　　　　　 〈bl　22>　 でJohneがLawyer

　　　　　　　　　　か つ.2,〈2,即 ちJohneはSenatorに な る 前 はLawyerだ っ

　　　　　　　　　　　　　　 た

と す る と き　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、.

　　　　　　　　　　 「Johnes　 colleague.」 　(〈112,〉)⊂ 「U.S.　 Senator」

　　　　　　　　　　 「Johnes　 colleague」 　(〈L122>,)⊂ 「Lawyer」

で あ る か らformerはU.S.　 SenatorのsubsetをLawyerのsubsetへ 移 す

関 数 と な る 。 こ う い う 解 釈 はformerと い う語 の 意 味 の 中 か ・ら 見 い 出 す こ と

の 出 来 な い も の で あ ろ う 。 例 え ば,Smithが 他 の 職 業 か らU.S .　Senatorに
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な っ た と す る とformerは 別 の 関 数 解 釈 を 受 け る こ と に な っ て 矛 盾 す る。

　 　 　 　 　 　 1αεDくs,〈e,t>>

に 対 し

　 　 　 　 　 　 (「f・ ・m・・」(α))(〈'・2>)ラ ▽ α(c・ 〆)
と 定 義 す る 。

す る と

　 　 　 　 　 　 「former」(α)〔a)

　 　 　 　 　 　 く⇒H2'〈tα(〈b,/>,a)

　 　 　 　 　 α=「Johnes　 Colleagues」 　 と す る と

　 　 　 　 　 　⇔MX〈2　 aは 〈L,k'〉でJ。h。,の ・。11eague　 　 　 ●

　 　 　 　 　 　 ⇔ 　 aは か つ てJohneのcolleagueで あ っ た 人

と な り

　 　 　 　 　 　 「former　 Johnes　 colleague」

の 意 味 に あ う。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 ま た こ の と き

　 　 　 　 　 　 「…m・ ・」 一 … 。,〈・,・>>A〈b・2>λa皆 α(〈ル'〉 ・ae)

で あ る か ら

　 　 　 　 　 　 「former」 εD<<s,〈e,t>>〈s,〈e,t>>>・A,1,J

こ の よ う に 自 然 言 語 のformatをL　 ogicの 中 に 解 釈 し て い く た め に は,高 階

のintentiona1なobjectを1、ogicのmeaningful　 expressioneこass▲gnで

き ね ば な ら な い 。

Intentional　 Logicで 初 め て そ の よ う な 試 み が 組 織 的 に 行 な わ れ た わ け で あ

る 。

4.2　 M)ntague　 Gr　 amma　 r'

　 Montagueの 「On　 the　 nature　 of'certain　 philosophical　 entities」 に 従 っ

てMontague.のsemanticslこ 対 す る 考 え を 述 べ よ う 。

　 い ま

　 　 　 　 　 　 　 "　 The　 sun　 rose　 at　 eight　 "

と い う 文 を 考 え る 。
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　 　 こ の 文 は 　 "The　 sun　 rises　 at　 t"

　 　 　 　 　 　 十".A　 certain　 event　 occured　 at　 eight"

　 　 と い う2つ の 文 に 分 解 可 能 で あ る 。

　 　 従 っ て

　 　 　 　 　 　 　 event="The　 sun　 rises　 at　 t　"

　 　 が 成 立 し て い る 。

　 　 従 っ て ①eveentと は"The　 sun　 rises　 at　 t"と い っ た 文 そ の も の で あ る。

　 　 と い う 考 え 方 が 生 ま れ る 。

　 　 し か し 人 類 がatomやparticleと い う 概 念 を も っ て い な か っ た と き で もatom

● やparticleに つ い て 様 々 なeventが 起 き て い た わ け だ か ら

　 　 　 反1　 表 現不 可能 なeventが 存 在 す る。

とい う反 証 を あ げて ①をrejectで きる。'

次 に

　 　 　 ②eventと は{tl"The　 sun　 rises　 at　 t"が 実 際 に お こ っ た}

　 　 　 　 と い っ たsetで あ る 。

と 仮 定 し て み よ う。

す る と

　 　 　 　 {tl"Th・ ・un・ises　 at　 t"が 実 際 に お こ っ た}

　 　 　 ={t1"Johne　 gets　 up　 at　 t"が 実 際 に お こ っ た}

と い う こ と が あ り う る が ② に よ り"The　 sun　 rises　 at　 t"と い う 文 の 表 わ す

eventと"Johne　 gets　 up　 at　 t"と い う文 の 表 わ すeventが 一 致 し て し ま う 。

即 ち

　 　 　 反2　 同 時 に お こ る 異 な るeventを 識 別 で き な い 。

か ら ② もrejectさ れ る 。

そ こ で

　 　 　 ③eventと はRt"The　 sun　 rises　 at　 t"で 表 現 さ れ る よ う な 時 刻tに

　 　 　 　 関 す る 或 るpropertyで あ り,時 刻tは あ ら ゆ るpossibleな 時 刻 に

　 　 　 　 わ た っ て 変 化 し 得 る も の と 考 え る 。

と し よ う 。

す る とtをJ　 ohneが 病 気 で 入 院 し た と い う 仮 定 の 世 界 の 時 刻 に と れ ば
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　 　 　 　 "Johne　 gets　 up　 at　 t　"=0

　 　 　 　 "The　 sun　 rises　 at　 t　"=1

が 成 立 し て2つ のeventを 識 別 で き る 。

こ こ でeventをmeaningと 見 な す と 命 題Pで 表 わ さ れ るdeclarative　 sentence

の 意 味 は1.L.の 式 くPで あ る と 見 な す の が よ い と い う結 論 が 得 ら れ る 。

以 上 か ら 自 然 言 語 をintentional　 Logicに 翻 訳 し,そ の 意 味 をintentional

Logicのsemanticsを 用 い て 表 明 す る と い うMontagueの 立 場 が 納 得 で き よ

.う。

　 4.2.1　 　Proper　 treatment　 of　 quantification

　本 節 で はMontagueのP.T.Qの 紹 介 を す る こ とに よ り,実 際の 英 語 の文 　●

に 対 す るMon　 tague流 の 文 法 と 意 味 解 釈 シ ス テ ム を 与 え る こ と に し た い 。

　 MontagueはP.T.Qに 於 い て 基 本 的 に はcategory文 法 を 採 用 し た 。

　 　 A.Category　 index　 Catの 定 義

　 　 　 al　 e,tεCatこ こ で はeはentity,　 tはtruth　 valueを 表 わ す 。

　 　 　 a2　 A,BεCat≒>A/B,A/BεCat

A/Bの 意 味 はA/Bな る カ テ ゴ リ ー に 属 す るexpressionに 対 し,　 Bな る

カ テ ゴ リ ー に 属 す るexpressionを 代 入 す る とAな る カ テ ゴ リ ー に 属 す る

expressionが 得 ら れ る と い う も の で あ る 。

例 え ばformerは 形 容 詞 で タ イ フ。は くくs,〈e,t>>,〈s,<e,t>>で あ り,普 通

名 詞 句 は くs,〈e,t>>の タ イ プ と 見 る こ と が で き た が,

　 　 　 　 　 　 〈s,〈e,t>>=CN

　 　 　 　 　 　 <<s,〈e,t>>,〈s,〈e,t>>>=Adj

と し て カ テ ゴ リ ー 文 法 の 記 法 で は

　 　 　 　 　 　 Adj=CN/CN

と か く わ け で あ る 。

/と/め 違 い は 重 要 で は な い が,基 本 的 に はsemantica1に は 同 一 の 働 き を

す る がsyntacticalに は 違 う 働 き を す る も の と 解 釈 す る 。

カ テ ゴ リ ー 文 法 の 枠 内 に 従 来 の 文 法 カ テ ゴ リ ー 即 ち 品 詞 を 位 置 付 け て み よ う 。

　 　 　 　 　 　 IV即 ちintransitive　 verbはt/eに 対 応 す る 。

こ れ はe即 ちentityに 対 しt即 ち 文 を 一与 え る も の と い う意 味 で あ る 。
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　　　　　　　　　　T:term-　 t/IV

　　　　　　　　　　TV:transitive　 verb-IV/T

　　　　　　　　　　 IAV':1∀modifying　 adverb-IV/IV

更 に

　　　　　　　　　　 t/t-sentence　 modifying　 adverb

　　　　　　　　　　 IAV/T-IAV　 making　 proposition

　　　　　　　　　　 IV/t-sentenceをobjectに と るverb　 phrase

　　　　　　　　　　 IV/IV-IVか らverb　 phrase　 verbを 作 り 出 す も の

こ れ ら の カ テ ゴ リ ー に 属 す る 基 本 句 と し て は

　　　　　　　　　　BIv={run,　 walk,　 talk,　 rise,　 change}

　　　　　　　　　　BT・={J・h・,　 M・ ・y,　B川,・inety,　 h・・,h・ ・,h・ ・……}

　　　　　　　　　　BTv-{fi・d・1・ ・e・ ・.a・・1・…d・ …b…eek…ncei・e}

　　　　　　　　　　B・IAv-{・apidly,・1・wly,・ ・1unt・lily,・H・g・dly}

　　　　　　　　　　BCN={m・ ・,　w・man.　 P・・k,　fi・h,　 P・・,　uni・ ・m,　 t・mp・r・-

　　　　　　　　　　　　　　　　　t・・e}

　　　　　　　　　　Bt/t-{necessa・ily}

　　　　　　　　　　BIAV/1]={in,　 about}'

　　　　　　　　　　B・v/t-{b・li・ ・eth・t,asse・tth・t}

　　　　　　　　　　Blv//[v-{t・yt・,wi・ht・}

　　　　　　　　　　BA=Szf　 for　other　 A

等 が考 え られ る。

これ らの 基本 句 を組 み 合 わせ て新 た なる句 を作 り 出すsyntactic　 ruleは カ

テ ゴ リーAの 集 合 をPAと して次 の よ うに定義 され る。

　　〈基 本 規 則〉

S1'

S2

BA⊂PA

ζ εPCN　 =≧>F。(ζ),F,(ζ),F2(ζ)εPT

但 しF。(C)=everyζ

　　　 F1(ζ)=theζ

F2(ζ)={:

。ζζ ○:㌶:㌶:
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　 　 S3　 ζ εPCNか つSzfεPt三>F,,n(ζ,Szf)εPcN

　 　 　 　 　 但 しF,,N(ζ,〆)=ζsuch　 that〆'で 〆'は ¢ にhen,

　 　 　 　 　 　 himnが 現 わ れ た と き そ れ を ζ に 現 わ れ る 最 初 のBCNの 性

　　　　　 剰 性に従ってそれぞ嚥 目!÷?に 直したもの
〈 関 数 適 用 規 則>

　 　 S4　 　α εPt/lv,δ εPlvi>F,(α,δ)εPt

　 　 　 　 　 但 しF・(α,δ)=α δノで δ'は δの 最 初 のverb即 ち(Blv,

　 　 　 　 　 　 BTV,　 BIv/t,　 Blv//lv)を 三 人 称 単 数 現 在 で 置 き 換 え た も の

　 　 S5　 　 δ εPIV/),β εPT　 ±…>F5(δ,/9)εPIv

　　　　　 但しF'(b"`")「㌫ ぽ ㍑1
　 　 　 　 　 こ れ は 目 的 語 に 他 動 詞 を 適 用 す る と 自 動 詞 が 得 ら れ る と い う規

　 　 　 　 　 則 で あ る 。

　 　 S6　 　δεPIAv/V,メ9εPT　 ミ>F5(δ,メ9)εPIAv

　 　 　 　 　 前 置 詞+目 的 語=副 詞 に 対 応

　 　 S7　 　δ εPIY/t,β εPt　 =>F6(δ,メ9)εPlv

　 　 　 　 　 　 但 しF,(δ,β)=δ β

　 　 　 　 　 〔IV　 that〕+文=IVに 対 応

　 　 S8　 　δ εPlv/Av,〆9εPIv　 ■>F6(δ,メ9)εPlv

　 　 　 　 　 副 詞+IVニIVに 対 応

　 　 S9　 　δ εPt/t　 か っ ノタεPt　 ≒>Fe(δ,/タ)εPt

　 　 　 　 　 文 副 詞+文=文

　 　 S10　 　δεPlvAv,β εPlv　 =>F・(δ,/9)εPlv

　 　 　 　 　 IV+副 詞==IV

　 　 　 　 　 　 但 しF,(δ,β)=3δ

〈 文 結 合 規 則>

　 　 Sll　 szs,N6・　ePt　 ≡>F8(szf,V),Fg(¢,ψ)εPt

　 　 　 　 　 　 但 しF8(〆,ψ う=〆andψ

　 　 　 　 　 　 　 　 Fg(〆,ψ)=βzf　 orψ
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〈量化規 則〉

S12

S13

S14

〈 時制 と肯 定,

S15

S16

S17

英 語 のmeaningful　 expressionと し てUPA

r,δ εPIv;>Fs(γ,δ),F,(r,δ)εPIv

α,/9εPT　 ≒>Fg(α,〆9)εPT

αεPT,〆 εPt　 ;》F,。,n(α,〆)εPt

　 但 しF,。,n(α,〆)==　 〆'α ≒hekの と き 〆'を αの 最 初 のBCN

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 or　 BTの 性 に 従 っ て 〆 のhenを

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 he　 　　　　 　　　　 him

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 she　 ,himnを 　 her　 で お き か え
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 it　 　　 　　　 　　 　 it

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た も の と し て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 φノ　 α=　hekの と き ¢ノを ¢ のhenを

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 hek,　 himnをhimnに お きか えた もの と して

こ れ は 名 詞 の 代 入 規 則

αεPT,ζ εPCN　 ÷>F,。,n(α,ζ)εPCN

αεPT,δ εPlv　 ≡>F,。,n(α,δ)εPlv

　 　 否 定 〉

αεPT,δ εPIv　 =>F,,(α,δ),F,2(α,δ),F,3(α,δ),F,,(α,δ)

　 　 　 　 　 　 　 　 F,5(α,δ)εPt

但 し

　 F,,(α,δ)=α δ'で δ'は δ の 最 初 のverbを 三 人 称 単 数 現 在

　 　 　 　 　 　 　 の 否 定 形 に

　 F12(α,δ)=α δ"で δ"は δ の 最 初 のverbを 三 人 称 単 数 未 来

　 　 　 　 　 　 　形 に

　 F,,(α,δ)=α δ"で δ"は δの 最 初 のverbを 三 人 称 単 数 未 来

　 　 　 　 　 　 　 否 定 形 に

　 F,・(α,δ)=α δ""で δ'"は δ の 最 初 のverbを 三 人 称 単 数 現 在

　 　 　 　 　 　 　完 了 形 に

　 F15(α,δ)=α δ'ttで δmは δの 最 初 のverbを 三 人 称 単 数 現 在

　 　 　 　 　 　 完 了 否 定 形 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 要 素 を と ろ う 。 例 え ば　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A
εCat
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　　　　eve,y　 man　 l・・es　 a　w・man・uch　 th・t・h・1・ve・him・

と い う 平 叙 文 を 考 え る と

こ れ は

　　　　〆(S,=heo　 loves　 a　woman　 such　 that　 she　 loves　 himo.εPt

に 　 　α=every　 manεPT

をS14に 従 っ て 代 入 し た 文 と 考 え ら れ る 。 こ の 文 は し た が っ てF1・,・(α,β)

で あ る か ら,こ れ を

　　　　every　 man　 loves　 a　woman　 such　 that　 she　 loves　 him,10,0

　　　　。。e,yman　 h。 。1。ve・'・w・m・n・u・hth・t・h・1・v・ ・him・ ・

と表示 す ることにす ると以下

　　　　 eve,yman　 l・ve・aw・m…u・h　 th・t・h・1・ ・e・h　 im・10・0

。。,,y　mA。1。ve、 　a　w。man、u。h・h…h・1・ ・e・h・m・,・

m。〆 、。。(。ve　 aw。man、u。h、h。 ・、h,1・ve・h・m。,・　　　　　　　　　　　

1。veA。 　w。man、 。ch .・h。・、h,1・ve・h・m・,・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

w。man、uch、h。1、h。1。ve、 　h、m。,・,・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w。.、:ii.r/×'、 。、1。。e、　h、m。,、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hei/へ 寸 。v。　 h、m。,,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　love　 　　 heo

の よ う な 解 析 図 が 得 ら れ る 。

　　英 文 に 対 し,syntaxが 与 え ら れ た の で,そ のmeaningful　 expresslon

をintentional　 logicのmeaningful　 expression{こ 翻 訳 す る 方 法 をsyntax

に 従 っ て 帰 納 的 に 定 義 し よ う 。

　　 翻 訳 規 則

　　 〈 基 本 規 則 〉 　 　 　 　'、

　　　　　　T・ ・)b・ ⇒RPZ。?{λ 。〔∨・-V・ 〕}

　　　　　　　　　　　　b)necessa・ily⇒2P〔 □>P〕

　　　　　　　　　　　　c)　 John,　 Mary,　 Bill;ninety⇒

d)

RpP{〈j},RpP{〈m}・ 　・pP{〈b}・ λPP{∧ ・}

h・⇒ 〈RPP{x・}
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 来

　 　 T2　 ζεPCNか つ ζ ⇒ ζ'の と き

　 　 　 　 　 　 everyζ ⇒ 　 RpV,.〔 ζ'(x)=>P(x)〕

　 　 　 　 　 　 th・ ζ ⇒RPMy〔Vx〔 ζ'(t)≡x-y〕 〈P　`y)〕

　 　 　 　 　 　 F2(ζ)⇒R　 P【9cv〔 ζ'Cr)〈P(x)〕

　　 T3ζ 、PCN,　 ¢、P,,⇒ ζ・,⇒ ¢'の と き

　 　 　 　 　 　 F・,・(ζ,〆)⇒R・xr。 〔ζ'(…)∧ ρ'〕

〈 関 数 適 用 規 則 〉

T4

T5

T6

T7

T8

T9

T10

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 米 　 　 　 　 米δ
εPt/tv,,0εPlv,δ ⇒ δ',β ⇒ β'の と き

　 F4(δ,〆9)⇒ δ'(〈 β')

・ ・PlvA,β ・P,,・ 当 ・・,づ β の と き

F,(δ,β)⇒ δ'(〈,`?・)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 米 　 　 　 　 米fi
　e　PIAV/tl]　 ,β εPT,δ ⇒ δ',β=Aβ'の と き

　 F5(δ,/タ)⇒ δ'(〈/9')

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 × 　 　 　 　米δ
εPIV/t,,0εPt,δ ⇒ δ',β ⇒ メ9'の と き

F、(δ,3)⇒ δ'(〈 β')

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 *　 　 　 来δ
εPIV/AV,　 ffεPlv,δ ⇒ δ',β ⇒ β'の と き

　 F6(δ,/9)⇒ δ'(〈 β')　 t

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 米　 　 　 　 米δ
εPt/t,β εPt,δ ⇒ δ',β ⇒ β'の と き

　 Fe(δ,β)⇒ δ'(〈 β')

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 *　 　 　 　米δ
εPlvAV,β εPlv,δ ⇒ δ',β ⇒ β'の と き

　 Fv(δ,メ9)⇒ δ'(〈/9')

〈文結合規則 〉

T11

T12

T13

　 　 　 　 　 　 米 　 　 　 　米φ
,ψ εPt,¢ ⇒ 〆',ψ ⇒ ψ の と き

　 szf　and　 ψ ⇒szf'〈 ψノ

〆 ・・ ψ ⇒ ρ'∨ ψ'

　 　 　 　 　 　 　 来 　 　 　 　来
r,δ εPlv,　 r⇒r',δ ⇒ δ'の と き

　 r　and　 δ　⇒ λx　〔　rノ(x)〈 δノ(x)〕

　 r・rδ ⇒Rx〔r'(・)〉 δ'㈲ 〕

・,B・P,,・ 当 。・,港 β'の と き

　 αor　 β ⇒2P〔 α'(P)〉 メタ'(P)〕
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〈量化規則〉

T14

T15

T16

〈時制 と肯定〉

T17

・,P。,、 ・・,P,,・ 当 ・ ・,/5¢ ・ の と き .

F・・,・(・,〆)⇒ ・'(〈 λ・n〆')

・,P。,ζ,PCN,・ 拳 ・・,ζ ⇒ ζ'の と き

F・・,・(・,○ ⇒ λX・'(AR・n〔 ζ'(llL)〕)

・ ・P,,・ ・P、v,・ 拳 ・ ・,・$・ ・ の と き

F1。,・(・,δ)⇒ λ2・'(〈 λ・n〔 δ'(γ)〕)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 × 　 　 　 　 米
α εPT,δ εPIv,α ⇒ α',δ ⇒ δ'の と き

　 F11(・,δ)⇒ 一 ・'(〈 δ')

　 F、2(α,δ)⇒Wα'(〈 δ')

F13(・,δ)⇒rW・'(∧ δ')

　 F1・(・,δ)⇒H・'(〈 δ')

　 F15(・,δ)⇒rH・'(〈 δ')

　 T、 ～T、1は 文 の意 味 を その構 成要 素 の 意 味 か ら構 築 しよ うとい うFrege原

理 の表 明に な って い る。

い ま

　 　　 　 　 　 necessarily　 P(n)

とい う文を 考 え よ う。 この文 の 翻 訳 結 果は

　 　　 　 　 　 口P(・)

で あ って欲 しい。 改 定 され たFrege原 理 で は

　 　　 　 　 　 〔。ecessarily'〕(〈P(x))

を 変形 した 結 果 が 口P(x)で あ って欲 しい こ とに な るか ら

　 　　 　 　 　 necessarily'=AP口 ∨P

これがTlb　 で あ る。

　 次に

　 　　 　 　 　 henP

とい う文 を考 え よ う。henを 変 数 名nと 考 え る と

　 　　 　 　 　 くP@n)

が この 翻 訳 結果 で あ って欲 しい。
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こ の こ と か ら

　 　 　 　 　 　 (henP)'=〔he'n〕(〈P)

が くP(xn)と な ら ね ば な ら な い 。

故 に 　 　 h。'。ニ2P〈Vp(xn)==　 R　PP(xn)

こ れ がTl,dで あ る 。

　 　 　 　 　 　 JohnP

と い う文 を 考 え る 。

　 　 　 　 　 　 〔John'〕(〈(he　 nP)')

　 　 　 　 　 =〈P(〈2)

が そ の 望 ま し い 形 で あ る 。 と い う の もJohnに はtype　 eのentity　 2が 対

応 す る と し て,そ れ は 文 中 で は く2の 形,即 ちsituationに 依 存 す る も の と

考 え る べ き だ か ら で あ る 。 す る と

　 　 　 　 　 　 〔John'〕(〈P(エn))=〈P(〈2)

が 成立 す るか ら

　　 　 　 　 　 John'=λPP(〈2)

が 成立 しな けれ ば な らな い。 これ がT・,cで あ る。

次 に

　　 　 　 　 　 Jackleen　 isJacky

とい う文 を 考 え てみ よ う。

　　 　 　 　 　 Jackleen　 <一>　21　　　　Jacky　 <→　22

と して　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　'

欲 しい結 果 は

　　 　 　 　 　 く〔2,=2,〕

で あ る 。

　 　 　 　 　 　 Jackleen　 lsJacky,10,0

　 　 　 　 　 　 　 〈　 　 　 　 J
ackleen　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 heo　 beJacky,4

'　 　

、。。ン ＼ 。Jacky,5

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 へ　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 J
acky　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 be

な るanalysis　 treeに 従 って 翻訳 す ると

一271一



　 　 　 　 　 　 　 〔Jackleen'〕(〈 λxo〔heo　 be　Jacky〕')'　 　　　 　　 　　　 　　 　　 ・

　 　 　 　 　 =〔Jackleen'〕(〈 λx。ノへ〔〔be　Jacky〕'(x。)〕)

　 　 　 　 　 =〔Jackleenノ 〕(〈 λ`t。〈〔(〔be〕'(〈Jacky,))(xo)〕)

　 　 　 Jackleen'=λPP(〈2,)　 よ り

　 　 　 　 　 =M〔(〔be〕'(〈J　 acky'))(〈21)〕

　 　 　 　 　 =〈 〔(〔be〕'(〈Jacky'))(〈21)〕

　 　 　 Jacky=λPP(〈22)よ り

　 　 　 　 　 =〈 〔(〔be〕ノ(〈λPP(〈22)))(〈21)〕

従 っ て

　　　 く〔(〔、。〕・(〈、PP(〈X,)))(〈21)〕 一く〔2、　・=X、〕 　 　 　 　 ●

が 得 ら れ る 。

2・,2・ をfree　 parameterと 考 え る と 〔be〕'は2つ のargumentを も つ 。

ま た そ の 結 果 はP(x・Sf)と い う 形 を も っ て い る か ら

　 　 　 　 　 　 　 〔be〕ノ=RPRu　 P(α(u))

な る 形 と 仮 定 し て 代 入 し て み る と 　 　 』　 '

　 　 　 〈〔(〔Ru(〔 〈λPP(〈22)〕(α(uD)〕(〈2・)〕=<<〔2,=　 22〕

　 　 　 　 　 　 　 〈(〔2PP(〈22)〕(α(〈2・)))=〈 〔2・=22〕

　 　 　 　〔α(〈21)〕(〈2・)=〔Xi=ノ ・〕

そ こ で α=Ru,IV〔>U=>V〕

と す れ ば よ い こ と が わ か る 。

以 上 か ら

　　　　〔・・〕'一・P・・P(・ ・〔∨・"Vv〕)　 　 　 　 　 　 　 ●
が 得 ら れ る 。 こ れ がT、bで あ る 。

T・'等 に つ い て も 方 針 は 同 様 で あ ろ う。 こ こ で は 単 に 検 証 し て み る に と ど め

る 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 　 　 　 　 　 　 John　 is　 a　 man,'10,'0　 　 　 '

　　　　　　　J。hf{A、 。。　be　a　man,、　　　　　　　　　　　　　

、。(be　 aman,、

　　　　　　　　　　　　　　　　、。へ 。m。。,2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 m!n

硲

「

■

'
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「

　 (John　 is　 aman)'

=(John)'(〈 λa7。(heo　 be　 aman)')

=(λPP(〈2))(〈 λirc　o(heo　 be　 a　man)')

=(〈 祥o(heo　 be　 aman)')(〈2)

=(〈RXo((heo)ノ(〈be　 a　man)')(〈2)

=(〈 λcno((〈 λPP(Xo))(〈be　 a　man)')(〈2)

=(〈 λXo〈(be　 a　man)(Xo))(〈2)

=〈(be　 aman)(〈2)

=〈(〔be〕'(〈aman))(〈2)

=〈(〔 λPλuP(λv〔Vu=Vv)〕(〈aman)')(〈2)

==〈 〔R・(〔 〈 ・man〕'(RV〔V・=>v〕))〕(Ax)

=〈 〔R・(〔 〈 λvax〔man'・bU)〈P・be)〕 〕(λ ・ 〔〉・=∨ ・〕))〕(〈2)

=〈 〔R・(〔 〈取 〔man'(・)〈 〔Vx=〉 ・〕〕〕(A2)

ニ 〈Hx〔man'C・)〈 〔Vx==ノ 〕

三 くma・'(A2)

■

「
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